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例　言
１　本書は、石川県金沢市丸の内地内に所在する史跡金沢城跡の埋蔵文化財確認調査報告書である。

�� ２　調査原因は、金沢城公園整備事業（鼠多門・鼠多門橋復元整備）であり、事業を所管する石川県土木
部公園緑地課から石川県教育委員会事務局文化財課への依頼に基づき、石川県金沢城調査研究所
が文化財調査を実施した。

３　本書は、平成26年度（2014）～30年度（2018）の発掘調査の成果を収録したものである。先に刊行
した「鼠多門・鼠多門橋Ⅰ」では、鼠多門復元整備に係る遺構を中心に報告した。本報告は第2分冊
にあたり、出土遺物や下層遺構及び鼠多門橋について報告する。

４　現地調査の期間（発掘作業）と担当職員は次のとおりである。
　平成26年度（2014）
　　期　間　平成26年（2014）年９月１日～10月31日
　　担当者　柿田祐司（主幹）、荒木麻理子（所主査）
　平成27年度（2015）
　　期　間　平成27年（2015）５月21日～12月18日
　　担当者　柿田祐司（主幹）、加藤克郎（調査研究専門員）、佐藤神武（嘱託）
　平成28年度（2016）
　　期　間　平成28年（2016）５月16日～12月16日
　　担当者　柿田祐司（主幹）、加藤克郎（調査研究専門員）、荒木麻理子（調査研究専門員）
　　　　　　佐藤神武（嘱託）、坂本 俊（嘱託）
　平成29年度（2017）
　　期　間　平成29年（2017）４月26日～12月15日
　　担当者　柿田祐司（主幹）、大西 顕（調査研究専門員）、加藤克郎（調査研究専門員）
　　　　　　矢部史朗（嘱託）、大川拓也（嘱託）、北畠 俊（嘱託）
　平成30年度（2018）
　　期　間　平成30年（2018）４月26日～８月31日
　　担当者　柿田祐司（主幹）、大西 顕（主幹）、加藤克郎（調査研究専門員）
　　　　　　矢部史朗（嘱託）、大川拓也（嘱託）、北畠 俊（嘱託）
５　出土品整理は、平成28～令和元年度に公益財団法人石川県埋蔵文化財センターに委託して実施
したほか、直営で遺物の写真撮影及び遺物の補足実測を行った。

６　報告書の作成は、柿田祐司（担当課長）、大西 顕（主幹）、荒木麻理子（調査研究専門員）、加藤克郎
（調査研究専門員）が担当し、第4章第5節（6）レンガは大西、第5章第2・5節は荒木、同章第3節・第4節

7は加藤が執筆した。第6章第2節は、（株）パレオ・ラボによる分析報告であり、文書中に執筆者を記
した。それ以外の執筆と編集は柿田が行った。

　　また、遺物写真撮影、遺物実測、図版等作成については、矢部史朗（非常勤職員）、笠松一美（非常
勤職員）、供田奈津子（非常勤職員）が補助した。

７　調査に関する記録・出土品は石川県金沢城調査研究所で保管している。
８　調査・報告にあたり、以下の機関・個人の指導・助言、協力を得た。
　文化庁文化財第二課　石川県立図書館　石川県立歴史博物館　金沢市立玉川図書館　
　（宗）尾山神社　東京大学総合図書館、公益財団法人前田育徳会、防衛研究所戦史研究センター　　 
市川浩文　市村慎太郎　小野健吉　金田明大　北垣聰一郎　北野博司　楠 正勝　久保智康
近藤真佐夫　坂井秀弥　澤田正昭　嶋崎 丞　千田嘉博　中村利則　麓 和善　成瀬晃司　西形達明

　飛田範夫　藤田若菜　平井 聖　堀内秀樹　松井広信　宮里 学　森島康雄　矢野江美子　吉岡康暢
（敬称略）
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凡　例
１　本書中に示した水平基準は海抜高であり、東京湾平均海面標高（T.P.)による。
２　方位は座標北であり、座標は国土交通省告示の日本測地系第Ⅶ系に準拠した。
３　土層注記の色調に関しては、農林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帖」を使用
している。

４　遺構図中のケバ種や線種は下記の「平面図線種表」のとおりである。
５　遺構図・遺物図等の縮尺については、各図中に示した。
６　近代の遺構について本文中に使用するレンガの種類と積み方については下記のとおりである。
７　本文中で使用する石垣用語については、「石垣用語表」及び「石垣名称凡例図」のとおりである。
８　遺物についての凡例は、第４章の遺物観察表の前に記載した。
９　引用・参考文献については、第６章は章末に、その他は一括して巻末に記載した。

上端線／下端線

石(埋没部分) 一点鎖線

実線・ケバなし

遺構壁の
傾斜変換線

長・短ケバ
(下端線なし)

遺構以外
(土質境)

ケバ種ケバ種 上端線／下端線

長・短ケバ

　一点鎖線

(壁のみで確認
された遺構）

長・短ケバ
(下端線なし)

遺構(未完掘)

遺構(検出のみ)
長・短ケバ
(下端線なし)

ケバ種 上端線／下端線

崖ケバ

実線

短・短ケバ

実線

長・短ケバ

実線
近世以前

トレンチ

近代以後

平面図線種表

レンガの種類と積み方 ＊右下のオランダ積みについては 「煉瓦及石構造」 （八木 1934） を、 

　 それ以外は　「日本煉瓦史の研究」 （水野 2013） を参考とした。

羊羹

フランス積み イギリス積み （羊羹角）
羊羹

イギリス積み （七五追出し） ・ オランダ積み

七五

七五

オランダ積み

七五

七五 小口

小口

七五

七五

七五

平

小口

長手

厚

長

幅
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切石 きりいし 面や合端までを加工した石材

粗加工石 あらかこういし 割石をノミ等で粗く加工した石材

割石 わりいし 割って、大きさを整えたり、面を作ったもの

自然石　 しぜんいし 加工していない石。野面石・河川転石とも言う

盛土 もりど 本来の地面の上に盛られた土

捨石 すていし

わどり

ちょうはり

はらみだし

せりだし

いたじょうつめいし

はちまきいしがき

しゅういかこう

栗石の内部に押さえ石・介石に適さない状態で置かれた石材

介石 かいいし 石材の固定及び角度調整のため据え置く石材

押さえ石 おさえいし 石垣を補強するために裏込めに入れた石材

栗石 ぐりいし 築石の裏込めなどに用いられる円礫

合端 あいば 石同士の接点

胴 どう 石材の面と尻の間

石尻 いしじり 石材の後ろ側

控 ひかえ 石材の奥行き

小面 こづら 角石の算木積みで使用した石材の表面のうち、控が小さい面

大面 おおづら 角石の算木積みで使用した石材の表面のうち、控が大きい面

面 つら 石材の表面のうち、石垣の表面に位置する部分

勾配 こうばい 石垣の角度。直線のノリと曲線のソリからなる

目地 めじ 石材同士の隙間

角脇石 すみわきいし 角石の側に位置する石材

角石 すみいし 隅角部に使用する石材

詰石 つめいし 築石の隙間に詰める小振りの石

築石 つきいし 石垣を構築する石材、平石（ひらいし）とも言う

根石 ねいし 石垣の最下部の石

すそぶ 石垣が地面と接する部分

天端石 てんばいし 石垣の最上部の石材

天端 てんば 石垣の上面

石垣の折れ部分、外側に折れるものを出角(ですみ）、内側に折れるものを入角(いりすみ)と呼ぶ隅角部 ぐうかくぶ

築石部 つきいしぶ 石垣の面部分

用　語 読　み 解　説

裾部

算木積み さんぎづみ

おとしづみ

出隅を構成する２面に長い石材の長辺を交互に向けて積み上げる積み方

谷積み たにづみ 石材の長軸を交互に斜めにして積む積み方

乱積み らんづみ 横目地が通らず、不規則に積む積み方

布積み ぬのづみ

からづみ

ねりづみ

石材を横方向に並べながら積む積み方

石垣用語表

空積み 石材を緊結・接着しないで積んだ工法

シノギ角 しのぎすみ 出角の一つで、鈍角状に組まれる

落とし積み 下の石の谷(くぼみ)へ石を落していく積み方

練積み コンクリート等を石積みの接合面や裏込めに使用して固めた工法

輪どり

周囲加工

丁張

鉢巻き石垣 斜面上部だけに鉢巻状に石垣を築いたもの。斜面裾部だけに築いた石垣を腰巻石垣という

孕み出し 変形の一つ。膨らんで張り出した状態

迫出し 単体の石材が石垣面から飛び出した状態

石垣普請時に石積の通りや勾配を示すために張る水糸や板

切石の石面の四方を一定幅で平滑にならす加工。周囲はつりとも言う

板状詰石 石垣面を平滑に見せるため、石材の隙間に合わせて加工された板状の石材を詰石とする技法

石垣の壁面を弧状に湾曲させる構築方法

石垣名称凡例図

板状詰石

盛土

介石

栗石層（裏込め層）栗石層（裏込め層）

（小面）（小面） （大面）（大面）

根石掘方

前面盛土

角脇石角脇石角石角石

詰石

築石築石

根石根石

天端石天端石

隅角部

築石部

地山

修築掘方修築掘方
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第1章� 第̏章　ܨҤとܨգ

第１節　ᴫせ

本報告は、ྫ ࿪元年度にק行したh 鼠多門・鼠多門Ⅰ のɦ第2分࡯にあたり、第1分࡯では鼠多門復元に
係る遺構を中ৼに報告した。ܨҤとܨգの詳細についてはع報告ॽにৣり、本章では調査に至るܨҤに
ついて、金沢城公園整備の概ྲྀと鼠多門と鼠多門橋の復元整備が位஖付けられた第三期整備計画につ
いてৰれることとする。調査のܨգについては、ع報告Ґޛのྫ࿪2年度に実施したものや઴回報告し
ていないもの等について記फ़する。

第２節　調査ࡿ⮳࡟⤒⦋

１．㔠ἑᇛබᅬᩚഛ

金沢城公園は、平成�年に金沢୉ָ੽地をݟが取得したޛ、公園整備ۂࣆに஥घしඝ࿎・ޔॉؔௗԲや
内堀等の復元整備を਒め、平成13年にҲ部を開園した。そのޛ、平成16年にh 金沢城復元基本๏ਓ検౾
委ҽճ をɦ設஖し、金沢城公園の復元整備の基本的な͓ߡ๏、復元にࡏしてのཻқ఼等について検౾を
Յ͓、ᶅ復元にあたっては࢛実のॉ分な調査と検ৄを行い、࢛ 実੓の߶い整備を行͑こと、ᶆ復元にࡏ
しての時େ設定は基本的にރߒ時େޛ期に౹Ҳすること、ᶇ多༹な公園ؽ೵にもഓྂすること、ᶈ復元
はμーンพのฯ全・整備や׈用๏ਓ等をಁま͓てௗ期的఼ࢻも含めたஊ֌的な取りૌΊを਒めること、
等の基本๏ਓをࣖした。
この基本๏ਓに基Ͱ͘、平成1�年には平成26年までとする第್期整備計画が策定され、ᶅ三ޜ門（Ց

北門・橋௼門・石ઔ門）の整備、ᶆいもり堀のஊ֌的整備、ᶇ玉泉院丸ఋ園整備の๏ਓがࣖされ、平成27年
3݆の北཰৿ײત金沢開ۂまでに整備は׮྅している。また、ฯ存目的として玉泉院丸ೈ西石垣のฯ存
रཀྵも行っている。
第三期整備計画は、第್期整備が׮྅となることから、平成27年３݆にh 金沢城公園第三期整備計画

策定ࠛ࿫ճ をɦ設஖、同年6݆にはཔ園ंへのΠンίート調査なʹを実施し、12݆には平成27年度から
平成33年度までを対象とした7Ω年の第三期整備計画を策定した。そこではᶅ鼠多門・鼠多門橋の復元
整備、ᶆ௿ό丸ܞٵ所Ҳଵの࠸整備、ᶇ石垣のฯ全をܟげている。ᶆについては、平成2�年度中に௿ό
丸ؙܞٵとそのҲଵが整備された。ᶇについては、平成30年3݆に石垣の計画的なh 金沢城の石垣のฯ
存؇ཀྵ及びฯ全対策に係る計画ॽ をɦ作成、基本計画の策定やそれに基Ͱ͚ฯ全対策の実施を目ࢨし、
、を਒めている。本報告ॽが対象としている鼠多門の復元整備と鼠多門橋の整備についてはۂࣆもࡑݳ
ྫ࿪3年度中の׮成を目ࢨすとされ、平成26年度から平成30年度にかけて確認調査を実施した。整備޽
ྫ、は期ؔの୻縮が図られࣆ ࿪2年7݆に鼠多門の復元と鼠多門橋の整備が׮྅した。
平成23年度にはฯ存؇ཀྵ計画が策定され、ࡑݳそれをݡ直して、ฯ存׈用計画を策定中であり、ྫ ࿪

2年度中に策定することとなっている。

２．㔠ἑᇛのྐ㊧ᣦᐃ

公園整備஥घから12年ޛの平成20年（200��݆̏11日に、金沢城੽のक要部分275,155�14㎡について、
石ઔݟがช部Ռָ୉਋に国࢛੽ࢨ定のਅ੧を行い、平成20年݆̓16日に国のช化৻٠ճのช部Ռָ୉
਋への౶ਅを得て、平成20年݆̔17日付けช部Ռָ঴告ࣖ第100ߺで国の࢛੽にࢨ定され、同年12݆24
日には石ઔݟが؇ཀྵ஄体にࢨ定された。



-2-

㸱．㔠ἑᇛの調査◊✲

石ઔݟは、公園整備を਒めるҲ๏で平成13年（2001）̕ ݆、金沢城の調査ڂݜ、関࿊資料の整ཀྵ・फॄ、
関࿊城ִの調査ڂݜ、調査成Վの෕及・ܔ発等を目的として、گݟү委ҽճช化ࡔ՟内に金沢城ڂݜ調
査࣪を設஖し（平成1�年（2007）石ઔݟ金沢城調査ڂݜ所にրૌ）、金沢城に係るָढ़的な調査ڂݜをਬ
਒することとした。
平成14年度からは、ֈ図・ชݛ、ດ蔵ช化ݒ、ࡔଆ物、ఽ౹ٗढ़（石垣）なʹを対象に金沢城の૱合的な

調査ڂݜに஥घした。ດ蔵ช化ࡔでは、金沢城੽のรયと構ଆを୵る目的で平成14年度から国ঁึށを
得て本丸・本丸෡ஊ・౨ό丸෡ஊ等の確認調査をܩକ的に実施し、初期金沢城のҲ୼を໎らかとした。平
成24年度からは城ִに関࿊するఋ園遺構の調査に取りૌΞで͕り、平成2�年度からはఋ園の構成要ો
でもある઀石੷石垣の確認調査を਒めている。
また、平成1�年度から23年度にかけては、石ઔ門のरཀྵに൒͑遺構確認調査も実施した。Ҳ๏、金沢

城公園整備ۂࣆに൒͑ດ蔵ช化ࡔ確認調査もकײ部ۃである土໨部のғབにより実施して͕り、઎に
फ़΄た平成̕年から平成16年度の第̏期整備ۂࣆに൒͑ޔॉؔௗԲ等の確認調査Ґ߳、第್期整備ࣆ
に൒͑調査も਼多͚実施して͘た。それらは、平成10年から平成21年度にかけて断କ的にକ͘いもりۂ
堀のஊ֌復元に至ったいもり堀の調査を始め、平成1�年から平成20年度にかけて行われたՑ北門復元
に係る調査、平成20年から平成25年度にかけて実施された玉泉院丸ఋ園の࢓定整備に係る調査、平成22
年から平成24年度にかけて行われた橋௼門復元に係る調査である。第三期整備では、鼠多門の復元整備
に係る遺構確認調査を平成26年から平成30年度にかけて実施している。

第㸱節　調査の⤒㐣

１．ᴫせ

鼠多門・鼠多門橋のດ蔵ช化ࡔ確認調査は、ݟ
土໨部公園ྚ地՟からのғབをणけて、金沢城調
査ڂݜ所が実施した。平成26年度から発掘調査を
開始し、金沢城公園側については、࢛ ੽としてช
化ࡔฯޤ法第125ড়のو定に基Ͱ͚ݳ状รߍのڒ
Նをणけ、平成30年度まで実施した。
鼠多門橋の整備に൒って調査を実施した尾山

神社側の法面や歩道部分については、࢛ ੽ࢨ定地
ではある֐Նਅ੧の対象ڒߍ状รݳであるため֐
ものの、௧Յࢨ定地のޫึとして今ޛฯޤがච要
な範囲とされていることから、ۛ ੊の遺構をච要
Ґ上にմ体しないよ͑に、ۛ ੊の遺構あるいはۛ੊のଆ成土を確認した時఼で調査を׮྅した。
道࿑部分については、橋設計のためのࢾ掘調査やཱིࣆ޽ճ調査を実施し、遺構に影ڻがない範囲で޽

。٠しながら਒めたڢ等をߍを行͑よ͑に確認や設計รࣆ
平成26年度に実施した調査では、鼠多門橋の橋台部分と堀ԓの石垣部分に対してトレンο調査を行

った。平成27年度から本֪的に鼠多門について調査を開始し、復元整備のためにච要な鼠多門のوໝに
ついての遺構を確認したほか、֐観のқঌに関する遺物として࢕࣭ᷲࠉ上げのք鼠࣭ᷲが出土するな
ʹの成Վを得た。鼠多門橋の調査は、平成2�年度から本֪的に開始し、࠹शஊ֌の橋ٯ遺構を確認した
ほか、それҐ઴にさかの·る໨஬等を確認するなʹの成Վを得て、鼠多門橋がش度かのՏけ଺͓を実施

第 1図　ᖹᡂ 2� 年度⌧地ㄝ᫂఍のᵝᏊ
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していることが໎らかとなった。

２．⮬↛⛉Ꮫศᯒ

鼠多門・鼠多門橋の調査では、多झ多༹な遺物が出土した。これ
までܙを࢔したままのք鼠࣭ᷲはほとΞʹ出土していなかったが、
今回の調査では、ݳ存する三ॉؔௗԲや石ઔ門のք鼠ปに࢘用さ
れているപ࣭ᷲではな͚、࣭ᷲࠉで࢕上げたք鼠࣭ᷲが出土した
ことから、そのࠉ৯の成分について調΄た。
そのほか、鼠多門橋調査で確認した橋ٯの໨஬の年େ測定や堀

の଱੷土中から出土した໨੣඾のधझ同定、ڈ金沢཰ࠊ؄܋ॼの
物に࢘用されたレンΪのଽ土分ੵなʹのࣙષՌָ分ੵを実施しݒ
た。それら詳細については、第̔章で報告する。

㸱．ᆅ㉁調査㸦࣮࣎ࣜࣥࢢ調査㸧

地࣯調査は、ؽփϚーリングで�6PPのΨールαΠをࡀ取し、ࡀ取した土ৗを分ੵして地山、ۛ ੊੟
土、堀଱੷物、ۛ େҐ߳の੟土といったよ͑に分けて標߶஍をٽめ、地ܙの構成状況を೼Ѵするもので
あり、平成26・27年度に実施した。平成26年度は、玉泉院丸面から西側、堀の๏޴へ޴かって4本実施し
た。平成27年度はいもり堀やその周辺に12本実施している。その͑ͬ鼠多門઴面のいもり堀に係る範
囲では4本実施している。その݃Վ、堀ఊの਄さや଱੷物の޲さ、ۛ さ等のஎ޲େの堀をດめた੟土のݳ
。を得た。詳細については第̕章で報告するݡ

㸲�ᩚഛᕤ஦࡟క࠺❧఍調査

ཱིճ調査については、整備ࣆ޽に係る࢛੽のݳ状รߍのڒՆড়݇として、hࣆ޽にࡏしては金沢城調
査ڂݜ所৮ҽのཱིճをٽめること とɦあることにより実施した。遺構に影ڻを༫͓るよ͑な՗所では設
計รߍをするよ͑٠ڢをしながら਒めた。
鼠多門橋の࢛੽ࢨ定地֐についても整備に係るཱིճ調査を実施した。その中で、平成30年12݆6・7日

には、鼠多門橋の下部ࣆ޽に൒ཱི͑ճ調査を実施した。当初は掘ࡡ範囲がいもり堀の範囲内で掘ࡡ土は
ۛେҐ߳のものと͓ߡ、॑ には地山法面が確ࡏていたが、実͓ߡを確認するにとʹまるとࡡによる掘ؽ
認され、橋ٯのൊ取ࠡ੽と͓ߡられる遺構を検出し、図面等を作成した。
そのほか、ཱིࣆ޽ճは、ྫ ࿪2年度の鼠多門׮成ؔࡏまで֐構部分等を含めて実施した。

㸳．ฟᅵရᩚ⌮

出土した遺物については、平成2�年度からྫ࿪元年度にかけて（公ࡔ）石ઔݟດ蔵ช化ࡔセンνーに
委託して実施した。委託の内༲は、જ৞からトレーηまでの出土඾整ཀྵである。な͕、જ৞については
調査中に୉ൔをજ৞していたことから、Ҳ部のາજ৞となったע（50സ）についてのΊ委託した。
出土した遺物の中で、遺物実測を行い本報告ॽにܟ載するものについては、直営で写真撮影を行った。

出土඾整ཀྵ委託श྅ޛのྫ࿪2年度には、直営でעやք鼠࣭ᷲ等、委託から࿛れていたものについて実
測等を行い本報告に含めた。
報告ॽについては、ྫ ࿪元年度に遺構ฦとしてh 鼠多門・鼠多門橋Ⅰ をɦק行した。鼠多門の復元整備

に係る遺構検出状況について、門内部の側ป石垣の検出状況や復元に係る検౾状況について、側ป石垣
復元ࣆ޽での調査について、ڈ金沢཰ࠊ؄܋ॼの遺構について、なʹの遺構を報告した。

第 2図　ヨᩱ᥇ྲྀのᵝᏊ
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第 �図　ᩚഛ᏶ᡂᚋの鼠多門と鼠多門ᶫ

第 3図　㯮⁽႞௙ୖࡆのᾏ鼠⁽႞
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第２章　位置と環境

第１節　金沢城と周辺の歴史的環境

金沢市街地のほぼ中央を占める金沢城跡は、南東の山地帯より流れ出す犀川・浅野川によって形成さ
れた、細長く伸びる小立野台地の先端部に位置する。城外との比高差は、低所に位置する新丸において
は約10ｍ、最高所である本丸で30ｍ以上を測る。本丸からは、低地の金沢平野のみならず小立野台地方
面へも眺望がきく。また、城のある台地先端部とその南東に続く台地本脈との間には、自然谷が形成さ
れていたらしく[藤1999]、城付近の地形は、人の手が加わる以前から独立丘的な状況を呈していたよう
であり、城は自然地形を巧みに利用して築かれたことが推察される。

城下町は、金沢城を中心に小立野台地を含む河岸段丘から沖積平野に展開している。外堀としての内
惣構堀、外惣構堀が城を遠巻きに二重に囲み、旧北国街道は金沢城を東に迂回するよう城下町を通る。
それらを基幹として城下町と各地を繋ぐ街道や街路が整備された。これら城下町の基本的な構造は、現
在の市街地に引き継がれ、城下町の町並を色濃く反映している様態は、歴史都市・金沢を特徴づける要
素の一つになっている。

金沢城跡周辺は、絵図等の資料から近世以降の市街化が確認できるものの、それ以前の様相について
は文献等からの推定にとどまっていたが、城跡自体や城地に隣接する前田氏（長種系）屋敷跡地点[石川
県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター2002e]、広坂１丁目遺跡[金沢市（金沢市埋蔵文化財セン
ター）2004a・2005c・2006a・2007a・2009a]・丸の内７番地点[石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財
センター2014a・2015a]の発掘調査、惣構堀復元整備に伴う確認調査［金沢市（金沢市埋蔵文化財センタ
ー）2008b・2011b・2011c・2012d・2013b・2014c］や市街地再開発等に伴う諸所の発掘調査等により、その
姿を垣間見ることが可能となった。また平成23年４月１日には、第３図の赤破線内の範囲が金沢城下町
遺跡として周知されている。

旧石器時代の遺跡は、城外縁の車橋、石川門前土橋、丸の内７番地点の調査で数点の石器が出土して
いる。県内において数少ない当該期の遺跡のあり方を示すものとして注目される。

縄文時代の遺跡は、丸の内７番地点で草創期の有舌尖頭器が採取されている他、城内の幾つかの調査
区で遺物の出土が確認されるとともに、前田氏（長種系）屋敷跡地点で、後期の陥穴が検出されている。
城下町の調査でも、まとまった面積の調査が実施された地点では遺物の出土がみられ、今後その実態が
明らかになることを期待したい。

弥生時代は、前田氏（長種系）屋敷跡地点で弥生時代後期後半～終末期の墳丘墓が確認され、広坂１丁
目遺跡では中期の土器が出土し、後期後半の竪穴建物等が検出されている。古墳時代は、高岡町地点 [
石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター2002d、金沢市教育委員会（金沢市埋蔵文化財センタ
ー）2001a、金沢市（金沢市埋蔵文化財センター）2003a]で前期の竪穴建物が確認され、下本多町遺跡[金
沢市埋蔵文化財センター1999] や彦三町一丁目地点 [ 金沢市（金沢市埋蔵文化財センター）2007b] では
中期の遺構が、広坂１丁目遺跡では前期、後期の土器の他、車輪石や勾玉等の遺物が出土しており、後に
隆盛となる集落の母体が出来上がっていたものと考えられる。

古代では、城内の平成９年度の調査において８～９世紀代の掘立柱建物跡が検出された他、断片的で
はあるが、幾つかの調査区で遺構、遺物が確認されている。城下では高岡町地点で７世紀後半の竪穴建
物や、半瓦当を含む古式瓦、奈良、平安時代の掘立柱建物と、円面硯、帯金具、奈良三彩等が確認されて
いる。県庁跡地（堂形）[石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター 2010・2012、石川県教育委員
会・（公財）石川県埋蔵文化財センター 2014c] でも７世紀後半から10世紀初頭の遺物が出土し、竪穴建
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№ 遺跡名 調査年度
遺跡の特徴 文献

主要地種 特記事項

1 金沢城跡 （別掲） 城郭 （別掲） （別掲）

2 兼六園 （別掲） 庭園 （別掲） （別掲）

3 木ノ新保遺跡（久昌寺遺跡） H8(1996)・H9(1997) 寺院（墓地） 近世墓 292 基 増山 1997、金沢市埋蔵文化財センター 2004b

4 木ノ新保遺跡
H5(1993) 
H6(1994)・H7(1995)

寺院？（墓地）→足軽組地→ 
下級武家地、町人地、百姓地

近世墓、水利施設（管井戸・竹樋）、 
溝（堰・しがらみ）、建物跡（土蔵基礎、木柱）

(財 )石川県埋蔵文化財センター 2002b 
金沢市埋蔵文化財センター 2005b

5 醒ヶ井遺跡 H7(1995) ～ H10(1998) 百姓地→下級武家地
前田氏（直之系）下屋敷 
水路、水利施設（竹樋・溜升）

金沢市埋蔵文化財センター 2001c 
谷口・増山 2004

6 長田町遺跡 H6(1994) 下級武家地 金沢市埋蔵文化財センター 1998

7 昭和町遺跡 H5(1993) ～ H7(1995) 町人地・下級武家地
延宝５年（1677）火災資料出土、近世鞍月
用水

金沢市埋蔵文化財センター 2001b・2003b・
2004c

8 本町一丁目遺跡
H2(1990)・H6(1994)・
H9(1997)・H15(2003)

町人地
廃棄土坑、墨書木製品多数、焼成遺構、 
鍛冶関連遺物（鞴羽口、椀型鉄滓）

金沢市教育委員会 1995・1997b 
金沢市埋蔵文化財センター 2003c・2006b

9 瓢箪町遺跡 S61(1986) 上級武家地
前田氏（主膳系）上屋敷、整地層から遺物
多数出土

金沢市教育委員会 1991

10
金沢城下町遺跡（安江町地区　安江町１
番地点）

H3(1991) ～ H5(1993) 
H30(2018) ～ R1(2019)

町人地・中級武家地
板塀跡（布堀土坑）、墨書木製品多数、「乾
山」銘向付出土、道跡、堀、溝、建物跡、
井戸、土坑

金沢市教育委員会 1997a・2019a

11 金沢城下町遺跡（彦三町地点） H11(1999) 中級武家地 金沢市埋蔵文化財センター 2002

12 三社町遺跡 H3(1991)・H9(1997) 百姓地→町人地 道路・側溝、肥溜め群、操人形かしら (財 )石川県埋蔵文化財センター 2001b・2007

13 元菊町遺跡 S62(1987)・H1(1989) 百姓地→町人地
石川県立埋蔵文化財センター 1990 
( 公財 )石川県埋蔵文化財センター 2014d

14 穴水町遺跡 H8(1996) 下級武家地 長氏下屋敷 金沢市埋蔵文化財センター 1998

15 金沢城下町遺跡（高岡町地点）
H8(1996)・H10(1998) ～
H11(1999)・H9(1997)

上級町人地、水溜
礎石建物、桶棺墓、廃棄土坑、瓦溜り 
（鬼瓦を桟瓦で囲む）、石灯篭基壇、椀形鉄
滓

金沢市埋蔵文化財センター 2001a・2003a 
( 財 ) 石川県埋蔵文化財センター 2002d

16
金沢城下町遺跡 
（前田氏（長種系）屋敷跡地点）

H8(1996)・H27(2015) 町人地→上級武家地 寛永以前の町屋遺構
(財 )石川県埋蔵文化財センター 2002e 
金沢市埋蔵文化財センター 2019c

17 長町遺跡 H8(1996) 中級武家地 金沢市埋蔵文化財センター 1998

18 広坂 1丁目遺跡
H8(1996) ～ H12(2000) 
H14(2002)・H17(2005)

中～上級武家地
寛永の大火火災資料、大型土坑 
（廃棄土坑、地下室、池等）、楽焼窯道具、 
惣構跡、紀年銘木製品等の基準資料検出

金沢市埋蔵文化財センター 
2004a・2005c・2006a・2007a・2009a

19 下本多町遺跡 H4(1992) 下級武家地→上級武家地 宝暦の大火による火災資料 金沢市埋蔵文化財センター 1999

20 金沢城下町遺跡（本多氏屋敷跡地区）

S55(1980)・H21(2009)・
H22(2010)・H26(2014)・
H27(2015)・H28(2016)・
H29(2017)

上級武家地、武家地
溝、階段（地下室？ ) 
本多家上屋敷、塀基礎石積、門跡、石垣、
道跡

石川県立埋蔵文化財センター 1992 
金沢市埋蔵文化財センター 2012b・2018d 
( 公財 )石川県埋蔵文化財センター 2016・
2019

21
金沢大学宝町遺跡 
（医学部附属病院地点）他 16 地点

H9(1997) ～ H14(2002) 
H23(2011)

下～中級武家地等 地下室多数
金沢大学埋蔵文化財調査センター 2000 ～
2003・2017

22
金沢大学宝町遺跡 
（医学部保健学科地区）

H10(1998)・H11(1999) 
H13(2001)

下～中級武家地等
金沢大学埋蔵文化財調査センター 2000 ～
2003・2017

23 経王寺遺跡 H9(1997)・H10(1998) 寺院（墓地）・中級武家地 近世初期の灰塚、池状遺構、塀跡 (財 )石川県埋蔵文化財センター 2002c

24 野田山墓地
H12(2000) ～ H14(2002) 
H16(2004) ～ H19(2007) 
H20(2008) ～ H24(2012)

墓地 藩主家の墓所を中核とした近世墓地
金沢市埋蔵文化財センター 
2003d・2008a・2012a・2012e・2013a

25 片町二丁目遺跡 H15(2003)・H23(2011) 武家地 金沢市埋蔵文化財センター 2005d

26 妙国寺門前遺跡 H15(2003) 寺院、参道 金沢市埋蔵文化財センター 2006c

27 三宝寺前遺跡 H16(2004) 寺院、参道 金沢市埋蔵文化財センター 2005a

28 金沢城下町遺跡（彦三町一丁目地点） H16(2004) 武家地 廃棄土坑 金沢市埋蔵文化財センター 2007b

29 金沢城下町遺跡（下堤・青草町地点） H17(2005) 町人地 金沢市埋蔵文化財センター 2007c

30
金沢城下町遺跡 
（金沢城西外惣構跡武蔵町地点）

H17(2005)・H21(2009) 惣構 築造当初の堀、堀の改変状況  土居盛土 金沢市埋蔵文化財センター 2008b・2011c

31
金沢城下町遺跡（兼六元町３番地点  
兼六元町７番地点　兼六元町15 番地点)

H17(2005)・H23(2011)・
H30(2018)

武家地 井戸、土坑、石組溝、石垣、石列
金沢市埋蔵文化財センター 2007b・2012a・
2019a・2020c

32
金沢城下町遺跡 
（金沢城東内惣構跡枯木橋北地点）

H18(2006) 惣構 堀の改変状況 金沢市埋蔵文化財センター 2008b

33 玉川町遺跡 H18(2006) 武家地 土坑、溝 金沢市埋蔵文化財センター 2016b

34 東山一丁目遺跡 H20(2008) 町人地
鍛冶関連遺構・遺物（炉跡、鞴羽口、椀形
鉄滓等）

金沢市埋蔵文化財センター 2010b

35
金沢城下町遺跡 
（金沢城西内惣構跡主計町地点）

H20(2008) 惣構 素掘の堀、室町～戦国期の鍛冶関連遺物 金沢市埋蔵文化財センター 2011b

36
金沢城下町遺跡 
（金沢城西外惣構跡升形地点）

H20(2008) ～ H22(2010) 
H30(2018)

惣構 堀、升形遺構、建物跡、石垣
金沢市埋蔵文化財センター 2012d・2013b・
2018a

37 金沢城下町遺跡（本多町三丁目地点） H22(2010) 武家地 道路、水路（辰巳用水分流） 金沢市埋蔵文化財センター 2012c

38
金沢城下町遺跡 
（西外惣構跡本多町三丁目地点）

H21(2009) 惣構（西外惣構起点付近） 堀、土居基部 金沢市埋蔵文化財センター 2012b

39
小立野四丁目遺跡 
（旧天徳院加賀藩主前田家墓所）

H22(2010) 寺院、墓地 堀 金沢市埋蔵文化財センター 2013c

40 金沢城下町遺跡（丸の内７番地点） H21(2009) ～ H23(2011) 武家地（公事場、屋敷） 庭園遺構（石組池状遺構、景石等）
(公財 )石川県埋蔵文化財センター 2014a・
2015a

41 小立野ユミノマチ遺跡 H22(2010) ～ H24(2012) 武家地 階段付大型土坑
(公財 )石川県埋蔵文化財センター 2014b・
2015b

42 金沢城下町遺跡（長氏屋敷跡地区）
H24(2012) ～ H25(2013) 
R1(2019)

上級武家地、武家地 長氏上屋敷、柱穴、建物基礎、土塀基礎 金沢市埋蔵文化財センター 2015b・2020a

43 片町二丁目遺跡（５番地点） H23(2011) 武家地
地下室、井戸、建物跡（石列基壇、礎石 )、
水路、土坑

金沢市埋蔵文化財センター 2014b

44 金沢城下町遺跡（東兼六町５番地点） H25(2013) ～ H27(2015) 墓地 土坑（甕棺墓、木棺墓等）、石列（墓石区画）(公財 )石川県埋蔵文化財センター 2017

45 金沢城下町遺跡（飛梅町３番地点） H25(2013) ～ H27(2015) 武家地
前田氏（長種系 )・大音氏下屋敷 
土坑（粘土採掘跡、地下室 )、井戸

金沢市埋蔵文化財センター 2019b・2020b

46
金沢城下町遺跡 
（金沢城東内惣構跡枯木橋南地点）

H24(2012) 惣構 堀 金沢市埋蔵文化財センター 2014c

47 東山南水溜跡 H21(2009) 水溜跡 金沢市埋蔵文化財センター 2010a

48 柿木畠遺跡 H28(2016)・H29(2017) 武家地
曲水遺構、建物跡（土台、礎石 )、区画溝、 
方形石組遺構、石列、池跡、土坑、井戸

金沢市埋蔵文化財センター 2017・2018a

49 金沢城下町遺跡（大手町３番地点） H29(2017) 武家地（人持組津田玄蕃邸跡 ) 石敷き、井戸、土坑 金沢市埋蔵文化財センター 2018c

50 長町三丁目遺跡 H29(2017) 武家地 土塀基礎、井戸、溝、土坑 金沢市埋蔵文化財センター 2018a

51 森山二丁目遺跡 H29(2017) 武家地（足軽屋敷） 道路、石敷遺構、ゴミ穴 金沢市埋蔵文化財センター 2018a

52
金沢城下町遺跡 
（尾張町１丁目７番地点）

H30(2018) 惣構（東内惣構） 石垣、堀、土坑 金沢市埋蔵文化財センター 2019a

53 金沢城下町遺跡（袋町２番地点） R1(2019) 町人地 土坑、溝、石列 金沢市埋蔵文化財センター 2020a

54 菊川１丁目遺跡（２番地点） R2(2020) 町人地 屋敷地、道路、井戸 金沢市埋蔵文化財センター 2020a

※金沢市埋蔵文化財センター :2001 年は金沢市教育委員会 (金沢市埋蔵文化財センター )、2002 年以降は金沢市 (金沢市埋蔵文化財センター )

　（財）石川県埋蔵文化財センター：石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター（2013 年度から公益財団法人）

第 1 表　近世遺跡一覧表
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物、掘立柱建物等の遺構が確認されている。広坂１丁目遺跡では７世紀初め頃から11世紀の遺物が確認
されるとともに、藤原宮式、平城宮式に準拠した大量の瓦、「佛」刻書土器、「寺」刻書瓦、仏器等が出土
し、矩形の区画溝、掘立柱建物、竪穴建物等が確認され、古代寺院が造営されたと考えられている。また、
前田氏（長種系）屋敷跡地点、丸の内７番地点でも古代の土器が出土し、城跡周辺では兼六園のある小立
野台地側や、反対の尾山神社側等にまだ空白部はあるが、律令初期から金沢城跡を取り囲むように遺跡
が展開していたと想定され、地域の拠点となっていたと考えられる。

中世では、広坂１丁目遺跡で区画溝や礎石建物、墓地等が確認され、13世紀後半頃～14世紀代に盛期
を持つ居館、室町末～17世紀初頭は寺内町内の有力者の居住域か施設が想定されている。また、西側の
県庁跡地（堂形）では、16世紀後半の館ないし寺院の区画施設と推定される溝、土塁が確認されている。
一方、城の反対側に位置する丸の内７番地点では遺構は不明であるが13世紀頃から17世紀初頭の遺物
が出土し、隣接する石川橋白鳥堀調査区では16世紀第３四半期頃に築造されたと考えられる鍛冶関連
遺構が確認されている。高岡町地点では薬研堀状の溝が確認され館跡の一部と考えられている。

文献資料からは14世紀には現在の久保市乙剣宮付近に「山崎窪市」が成立し、天文15年(1546)には現
在の城地に金沢御堂（金沢坊舎）が創建され寺内町が展開し、加賀地域における政治・宗教・経済の拠点
として発展したとされている。遺跡からはまだまだ当時の様相を具体的に述べるほどの資料は得られ
ていないものの、古代から引き続き、それらのベースとなった集落の展開がうかがわれる。やがて金沢
御堂（金沢坊舎）は織田政権の前に陥落し、佐久間氏・前田氏など織豊政権の大名による支配が始まるが、
この段階を遺跡ではうまく捉えきれていない。

徳川氏が幕府を創始し、豊臣氏を滅ぼして名実ともに統一政権を確立した慶長・元和期頃、金沢城周
辺では大名前田氏の支配の下、城下町の整備が進行する。現在、市街各所で調査された城下町の遺跡地
点数は50か所を数えるが（第３図・第１表）、まとまった量の遺構・遺物が見られるようになるのは、この
頃以後のことである。なお慶長年間に築造された内・外惣構の一部についても発掘調査が行われており、
当初の構造や、規模を縮小しつつ存続・再生が図られる変遷過程が判明している［金沢市（金沢市埋蔵文
化財センター）2008b・2011b・2011c・2012d・2013b・2014c、木越2013］。城下町はその後度重なる火災等
の災害（寛永８年（1631）・同12年（1635）の大火等）に見舞われ、また一方で計画的整備を繰り返しなが
ら、寛文年間（1661～1672）までにほぼ骨格が整い、以後明治時代の初めまで、三都に次ぐ大都市として
発展する。

先にもあげたが、城下中枢に位置する遺跡として広坂１丁目遺跡、前田氏（長種系）屋敷跡地点、丸の
内７番地点がある。広坂１丁目遺跡は、17世紀前半における性格はなお検討の余地はあるものの、陶磁
器の優品が多く出土し、また17世紀中頃以降は高級武家の屋敷として、多様な遺構・遺物が検出されて
いる。城下町遺跡として最大の面積が調査されており、火災の比定等、今後基準となる所見が蓄積され
ている点も大きく評価できよう。前田氏（長種系）屋敷跡地点は、寛永16年（1639）以後、標記の重臣屋敷
となったところであるが、これ以前の遺構・遺物が充実しており、初期城下町の屋敷跡と考えられてい
る。丸の内７番地点では、16世紀後半～17世紀初頭の町屋→17世紀初頭～寛永８年大火頃の町屋→大
火以降から万治２年の武家屋敷→万治２年以降の公事場・武家屋敷という城下町遺跡の成立、変遷が捉
えられている。

これらの外側に位置する安江町・本町一丁目遺跡の各遺跡は、性格を異にするが、城下町の一般的な
在り方を示す。安江町遺跡［金沢市・金沢市教育委員会1997a］は中級藩士・町人居住地が対象となる調査
であるが、町人の物質的な優位性が読み取れる、興味深いデータが得られた。本町一丁目遺跡［金沢市教
育委員会1995］は町人の居住地に該当し、富籤の突札等、生活臭の強い遺物が目を引く一方、建物・井戸・
土坑（粘土採取坑・廃棄土坑）等の遺構配置から、屋敷地の空間構造も追究されている。木ノ新保（久昌寺
含む）・三社町の各遺跡は、城下縁辺に所在する。久昌寺遺跡［金沢市（金沢市埋蔵文化財センター）
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2004b］では同名の曹洞宗寺院の墓地に該当する約300基に達する墓が調査され、城下の墓制を考える上
で重要な成果をあげている。木ノ新保遺跡［石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター2002b］
では、墓地・農地から足軽・下級武士の屋敷地への変容をうかがうことができ、三社町遺跡［石川県教育
委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター2007］でも、農地から町人地への変化が遺構より捉えられてい
る。いずれも城下縁辺における都市域の拡大を示す良好な事例である。

その他に城下町から離れるが、関連する遺跡として戸室石切丁場跡、野田山墓地、辰巳用水が挙げら
れる。戸室石切丁場跡［石川県金沢城調査研究所2008e・2013c］は金沢市東部の戸室山・キゴ山周辺に広
がる採石関連遺跡群であり、城内石垣の９割強を占める石材産地である。悉皆踏査により丁場の分布範
囲と保存状態が確認され、戸室石の特性を踏まえた総合的な調査研究により丁場の構造と変遷、戸室石
の石割技術など様々な点が明らかにされた。野田山墓地では、墓地移転に伴う山麓部分の調査や藩主前
田家墓所の測量・試掘調査等が実施されている [ 金沢市（金沢市埋蔵文化財センター）2003d・2008a・
2012e]。辰巳用水［金沢市（金沢市埋蔵文化財センター)2009b］は寛永９年（1632）に開削され、終着点で
ある金沢城では堀や庭園の水源として利用された。調査でも導水管（木樋、石樋）が確認されている。上
流部では用水法面を保護するための三段石垣や隧道など当時の土木技術を良好に留めた遺構が残る。

「御城中壱分碁絵図」（横山隆昭氏蔵）文政13年(1830)
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第　図　近世後期の金沢城全体図

第 6図　近世後期の金沢城全体図
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第 2 表　金沢城の沿革

時期 年号 西暦 出　来　事

前 天 文 15 年 1546 本願寺別院として金沢御坊（金沢坊舎）を設置、金沢城の前身

初
期
金
沢
城

天 正 ８ 年 1580 佐久間盛政が入城、土塁や堀を整備

天 正 11 年 1583
賤ヶ岳の合戦において佐久間盛政が敗北 
前田利家が入城し、これ以後前田家が 14 代にわたり金沢城主をつとめる

天 正 14 年 1586
天守構築、翌年に南部藩家臣北信愛が前田利家のもてなしを受け、天守をはじめ、 
城内の案内をされる

天 正 15 年 1587 石垣職人の穴太源介に知行 100 俵を与え召抱える

文 禄 元 年 1592 戸室石を利用した本格的な石垣構築を開始、東ノ丸東面・北面、本丸西面の石垣を構築

慶 長 ７ 年 1602 落雷により天守焼失

慶 長 期 本丸南面・三ノ丸北面・尾坂門の石垣を構築

元 和 期 東ノ丸附段・百間堀縁などの石垣を構築

元 和 ６ 年 1620 本丸焼失、翌年本丸御殿などを再建

寛
永
の
大
火
後

寛 永 ８ 年 1631
城下町から出火、辰巳櫓に飛び火し本丸御殿など城内も延焼　【寛永の大火】 
大火後二ノ丸を造成拡張し御殿を造営。大規模な城普請でほぼ現在の縄張りに近い状態に
なる

寛 永 ９ 年 1632 犀川上流から取水する辰巳用水を施工、城内に引水され城内外の堀が水堀化

寛 永 11 年 1634 玉泉院丸に泉水や築山、御亭などを造成

寛 永 17 年 1640

～ 20 年間藩主不在、城内が荒廃

万 治 ３ 年 1660

寛 文 元 年 1661 5 代藩主綱紀がはじめて入国、城内及び城下町整備や新田開発、文化振興等をすすめる

寛 文 ２ 年 1662
城内の損傷著しい石垣箇所を修築。玉泉院丸色紙短冊積み石垣もこの頃に構築か 
鉛瓦が普及

～

寛 文 11 年 1671

宝
暦
の
大
火
後

宝 暦 ９ 年 1759
城下町で一万軒以上が焼失、金沢城内でも本丸・二ノ丸・三ノ丸などの主要部が全焼する
被害　【宝暦の大火】

宝 暦 10 年 1760 幕府に城再建と石垣修築を願い出て、修築

宝 暦 11 年 1761 河北門石垣を修築

宝 暦 12 年 1762 橋爪門を再建

宝 暦 13 年 1763 五十間長屋石垣を修築、10 代藩主重教二ノ丸御殿に入る

明 和 ２ 年 1765 石川門石垣を修築

安 永 元 年 1772 河北門を再建

天 明 ８ 年 1788
五十間長屋や石川門などを再建 
橋爪門続櫓台修理

文 化 ５ 年 1808 二ノ丸火災

文 化 ６ 年 1809 橋爪門を再建、12 代藩主斉広二ノ丸御殿に移徙

寛 政 11 年 

安 政 ２ 年 

安 政 ５ 年

1799 

1855 

1858
}地震による石垣被害が大きく、石垣を修築

近
代
以
降

明 治 ４ 年 1871 兵部省（のち陸軍省）の所轄となり、多くの建物が払い下げ

明 治 ９ 年 1876 河北門二ノ門の渡櫓や櫓台石垣を撤去するよう進達

明 治 14 年 1881 二ノ丸御殿から出火し、御殿の他、菱櫓・五十間長屋・橋爪門など焼失

明 治 15 年 1882 河北門一ノ門を解体、代わりに矢来門を設置

明 治 17 年 1884 鼠多門焼失

明 治 40 年 1907
辰巳櫓下の高石垣が崩落、石垣が幅 200 ｍに渡り上部 2／ 3が取り壊され、現在残るよう
に段を設けて改修

昭 和 24 年 1949 戦後、金沢大学の敷地として利用

平 成 ７ 年 1995 金沢大学の敷地を城外へ移転

平 成 ８ 年 1996 石川県が土地を取得し、金沢城公園として整備を開始

平 成 13 年 2001 菱櫓・五十間長屋・橋爪門続櫓を復元

平 成 20 年 2008 国史跡に指定

平 成 22 年 2010 河北門を復元、いもり堀の段階復元

平 成 27 年 2015 橋爪門を復元、玉泉院丸庭園を再現復元

令 和 ２ 年 2020 鼠多門を復元、鼠多門橋を整備
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第２節　金沢城の沿革

金沢城の沿革については既刊の『金沢城跡埋蔵文化財確認調査報告書Ⅰ』[石川県金沢城調査研究所
2008d]が詳しく、参照されたい。ここでは、次頁の年表（第２表）をもって代え、若干の補足を付加して
おきたい。

年表では、金沢城の歴史を４期に区分し、造成・災害・修築等を中心に記載した４つの時期については、
利家による城内整備から寛永の大火までを「初期金沢城」、寛永大火後の城内整備から宝暦の大火まで
を「寛永の大火後」、宝暦大火後の城内整備から廃藩までを「宝暦の大火後」、廃藩から現在までを「近代
以降」とした。

初期金沢城とそれ以前については、その様相を窺うに足る絵図・文献は極めて少なく、埋蔵文化財調
査の所見が重要となる。

画期となった災害のうち、寛永8年（1631）の大火は、金沢城の骨格を変える契機となった。それまで
は本丸が中心であったが、大火を契機に二ノ丸が拡大され、ここに壮麗な御殿が営まれた。この二ノ丸
を中心として定まった縄張りが、現在まで受け継がれることとなる。一方、宝暦9年（1759）の大火は、全
盛期の終わりを象徴する災害で、三階櫓や辰巳櫓といった本丸の櫓群は、二度と再建されることなく、
石川門・河北門・橋爪門のいわゆる三御門も、再建までに10～30年の長期を要した。

廃藩後では、明治14年（1881）に二ノ丸御殿が焼亡したほか、あらたに城地を管轄した陸軍の手により
旧来の建物は次々に撤去された。また城の外堀・内堀の多くは埋め立てられ、松原屋敷・金谷出丸など縁
辺が削平され往時の形状が失われた郭もある。戦後、金沢大学の敷地になってからも様々な改変を受け
ている。

第　図　近世初期の金沢城

「加州金沢之城図」（東京大学総合図書館蔵）近世初期

第 7図　近世初期の金沢城
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第３節　鼠多門（玉泉院丸）の沿革

本節については、鼠多門・鼠多門Ⅰにおいて詳細を記述しているので、そちらを参照していただきた
い。ここでは、玉泉院丸に係る年表を掲載する。

　【近世初期】
年代 内容 出典
天正 19 年 
(1591) 頃 

重臣村井長頼の屋敷が西ノ丸に置かれていた。 「三壺聞書」（県図森田）、 
「亜相公夜話」（加越能）、 
「新山田畔書」（加越能）

慶長５年 
(1600) 頃

関ヶ原合戦ののち、重臣長連龍の屋敷が西ノ丸に置かれたと伝える。 「長谷部信連記」（加越能）、『金沢古蹟志』、「可観小説」
（加越能）

慶長後半期 
(1605 ～ 14）

金沢城の絵図に、西ノ丸に近藤大和守・上坂又兵衛、三ノ丸に長連龍の屋敷
が描かれる。

「加州金沢之絵図」（東大図）ほか

元和元～３年 (1615
～ 17)　

玉泉院（二代藩主前田利長正室 永、織田信長娘）の屋敷が造営され、ここ
に移る。 

「御歴代御書写」一（加越能）、 
「本藩歴譜」『金沢市史』

元和９年 (1623) 金沢城内で玉泉院没する。 「三壺聞書」、「本藩歴譜」　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　

　【近世前期】
年代 内容 出典
寛永８年 (1631) 大火を契機に二ノ丸御殿を造営する。 「加藩国初遺文」（加越能）
寛永９年 (1632) 辰巳用水を開削し城内に引水する。 「金城深秘録」（県図森田）
寛永 11 年 (1634) 京都の庭師剣左衛門を招いて作庭する。 「三壺聞書」、 

「菅家見聞集」（加越能）
寛文元年 (1661) 玉泉院丸に厩を建設し、「池」を掘らせる。 「政隣記」（加越能）、 

「日帳」（県図森田）
元禄元年 (1688) 馬廻組番所を撤去し、千宗室に御亭や露地の整備を指示する。 

同年９月厩を取り壊し、御亭や花畑を整備する。
「葛巻昌興日記」（加越能）

宝暦８年 (1758) 鼠多門周辺の石垣が崩れているのが確認される。 「御城御巡見御道筋」（加越能）
　【近世中後期】　
年代 内容 出典
宝暦９年 (1759) 玉泉院丸、大火による焼失をまぬがれる 「金沢城類焼後普請等被仰付候絵図」 

（加越能）
明和２年 (1765) 鼠多門橋を架け替える。 「政隣記」
文化９年 (1812) 鼠多門長屋を修理する。 「御触抜書」（玉図奥村）、『加賀藩史料』
文化 13 年 (1816) 鼠多門を玉泉院様丸御門と改称する。 「御城方御親翰御加筆物写」『加賀藩史料』
文政４年 (1821) 武具土蔵を新築する。 名倉氏採取文書（金沢大）
天保３年 (1832) 斉泰、カラカサ亭の設置を命ずる。 「温敬公日記」（育徳会）
安政２年 (1855) 地震で鼠多門続土蔵に被害が及ぶ。 「御用方手留」『加賀藩史料』

第 3表　鼠多門（玉泉院丸）年表

　【近代】　
年代 内容 出典
明治４年 (1871) 頃 オランダ人医師スロイスの邸宅が置かれる（～明治８又は９年頃） 『金沢古蹟志』
明治 10 年 (1877) 鼠多門橋、老朽化により撤去される。 『稿本金沢市史』
明治 13 年 (1880) 兼六園に設置された明治紀念之標の土台石組みに玉泉院丸の庭石を転

用する。
『稿本金沢市史』

明治 15 年 (1882) 金沢営所囚獄（16 年より金沢陸軍監獄署と称す）を新築する。 国立公文書館文書
明治 17 年 (1884) 盛り土地盤沈下のため、新築した陸軍監獄署が傾く。

鼠多門が焼失する。
「陸軍大日記」（防衛研究所）

明治 31 年 (1898) 鼠多堀埋め立てが完成する。 『金沢の百年』
明治 40 年 (1907) 玉泉院丸の南方斜面を削平する。 「陸軍大日記」 

（防衛研究所）
大正 13 年 (1924) 頃 玉泉院丸に馬関連施設を設置する。 「第９師団関係資料（建造物履歴表）」『金沢市史』
　【戦後】
年代 内容 出典
昭和 24 年 (1949)　 金沢大学が開学、玉泉院丸跡に薬草園を設置。 『金沢大学五十年史 通史編』
昭和 30 年 (1955)　 県スポーツセンター竣工。40 年県体育館竣工。 『石川県体育協会 20 年の歩み』
平成 20 年 (2008)　 県体育館閉館、解体撤去。 「玉泉院丸庭園」石川県ＨＰ
平成 27 年 (2015)　 暫定整備のもと玉泉院丸庭園復元。 「玉泉院丸庭園」石川県ＨＰ
令和 2 年（2020） 鼠多門、鼠多門橋完成。
＊出典欄の略称は次のとおり

〔史料蔵書機関〕
県図森田＝石川県立図書館森田文庫、加越能＝金沢市玉川図書館加越能文庫、東大図＝東京大学総合図書館、玉図奥村＝金沢市立玉川図書館奥村文庫、
防衛研究所＝防衛研究所戦史研究センター、育徳会＝（公財）前田育徳会、石川歴博＝石川県立歴史博物館、金沢大＝金沢大学文学部日本史研究室

〔図書〕
『金沢古蹟志』＝歴史図書社（1976 年）、『金沢市史』＝『金沢市史』資料編３ 近世一、『稿本金沢市史』（金沢市役所 1973 年復刻版）、『金沢の百年』（金
沢市史編さん室編 1965）、『金沢大学五十年史 通史編』（金沢大学創立 50 周年記念事業後援会 1999 橋本確文堂）、『石川県体育協会 20 年の歩み』（石
川県体育協会 1968）
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第４節　既往の調査成果

　１．金沢城の発掘調査（第 4図、第 4・5表）

金沢城跡における埋蔵文化財調査は、昭和43年の金沢城学術調査委員会が実施した本丸・二ノ丸等の
学術調査が端緒である。昭和50～61年には金沢大学が主体となり、大学施設設置工事に伴う調査を実施
している。

平成４～６年には県土木部が所管する都市計画道路整備に伴い、石川県立埋蔵文化財センターが石
川門前土橋、車橋門の一部で調査を実施している。平成８年に石川県が金沢城跡の用地を国から取得し
たことに始まる金沢城公園整備事業に伴い、平成９～13年にかけて石川県立埋蔵文化財センター（平成
10年以降は（財）石川県埋蔵文化財センター）が二ノ丸内堀・菱櫓、本丸附段、三ノ丸等の調査を実施し
た。

平成13年、石川県教育委員会文化財課に金沢城研究調査室（平成19年度に石川県金沢城調査研究所
に改組）が開設され、翌年より絵図・文献、埋蔵文化財、建造物、石垣等伝統技術の４分野から総合的な調
査研究が開始された。埋蔵文化財確認調査事業は初期金沢城の解明を目的として平成14年度から継続
的に実施されている。調査では本丸・東ノ丸を中心にして石垣の構築過程、本丸大手通路（虎口）の変遷
過程、本丸の造成状況、庭園遺構の検出など多くの成果がある。

平成15年度以降は公園整備事業に係る調査が再開され、いもり堀・河北門・玉泉院丸庭園・橋爪門・鼠
多門で復元整備にかかる確認調査が実施された。このほか、都心軸整備推進事業として（財）石川県埋蔵
文化財センターが城の外郭部にあたる堂形で調査している。

令和２年度からは、二ノ丸の復元可能性を探るための確認調査が実施されている。　

２．玉泉院丸の調査

玉泉院丸での発掘調査については、平成17～19年度にかけて実施した、玉泉院丸南西石垣の調査に始
まる。その調査では、今回報告する土蔵の基礎が確認されているほか、近世初期の自然石を積んだ石垣
も検出されている。平成20～24年度にかけて実施された玉泉院丸庭園の調査では段落ちの滝や滝石組、
色紙短冊積石垣下からは滝壺を検出し、玉泉院丸庭園の特徴を明らかとした。平成25年度は玉泉院丸庭
園整備に伴い南石垣の調査を実施している。

平成26～30年度にかけては、鼠多門及び鼠多門橋の復元整備に伴い、埋蔵文化財確認調査を実施し

た。鼠多門では、門内に側壁石垣（下部）の遺存、そして中央大柱礎石及び鏡柱・脇柱・背面大柱礎石の抜

取痕跡を確認し、門を構成する８本の柱位置を確定したほか、櫓の束柱礎石、中柱礎石の抜取痕跡、石垣

に残る痕跡等から、その規模と構造を明らかとした。

また、鼠多門の東側にある紅葉橋へと至る坂道では、延石の抜取痕跡、西側にある金谷出丸へと繋が

る鼠多門橋では、最終段階に属する橋脚を構成する木柱や前段階の橋脚痕跡等も確認した。

平成30～令和元年度にかけて、金沢城調査研究事業「城郭庭園等の総合研究」に係る切石積石垣確認

調査＊について、玉泉院丸では平成30年度に玉泉丸庭園南東部の石垣を対象に調査を実施し、作庭初期

の石垣を確認するなどの成果があった。また、令和元年度は色紙短冊積石垣周辺を対象に調査を実施

し、色紙短冊積石垣の構築時期について所見等が得られた。［石川県金沢城調査研究所2018e、2019d］

*平成29年度は、数寄屋屋敷北で実施
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図　金沢城跡発掘調査位置図（～令和２年度）
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第 4表　金沢城発掘調査一覧（１）
№ 調査箇所 調査年度 調査主体 調査原因 備考 文献

1 本丸 昭和 43(1968) 金大金沢城調委 学術調査 四脚門・礎石建物跡 井上 1969・吉岡 1985・増山 1999

2 本丸附段 昭和 43(1968) 金大金沢城調委 学術調査 井上 1969・吉岡 1985・増山 1999

3 三ノ丸 昭和 43(1968) 金大金沢城調委 学術調査 川原石石積 井上 1969・吉岡 1985・増山 1999

4 二ノ丸 昭和 43(1968) 金大金沢城調委 学術調査 能舞台跡・台所跡・極楽橋付近建物跡 井上 1969・吉岡 1985・増山 1999

5 二ノ丸 昭和 44(1969) 県教委・金大 校舎増築 殿舎跡・排水施設・用水路 県教委 1970・吉岡 1985・増山 1999

6 本丸 昭和 44(1969) 県教委・金大 学術調査 三階櫓・三十間長屋跡 県教委 1970・吉岡 1985・増山 1999

7 四十間長屋 昭和 50(1975) 金大 学生会館別館建設 長屋礎石・櫓石垣 上野 1976・吉岡 1985・増山 1999

8 二ノ丸 昭和 52(1977) 金大 学術調査 明治 14 年焼失の御殿跡 佐々木 1981・吉岡 1985・増山 1999

9 三ノ丸～四十間長屋間
通路

昭和 54(1979) 金大考古学研究室 無線アンテナ設置 大型礎石 佐々木 1980・吉岡 1985・増山 1999

10 藤右衛門丸北側法面裾
部

昭和 56(1981) 金大考古学研究室 擁壁設置 石垣列・瓦 貞末ほか 1986・増山 1999

11 黒門横北側懸崖部 昭和 61(1986) 金大考古学研究室 境界崖部崩落防止工事 石垣列・切石側溝、瓦 貞末ほか 1989

12 兼六園（江戸町推定地） 平成元 (1989) 県埋文センター 店舗改築 17 世紀初期の遺構面（礎石建物等） 県埋文センター 1992

13 石川門前土橋（石川橋） 平成4-6(1992-
94)

県埋文センター 道路整備 土橋の形成過程　16 世紀後半頃の鍛冶
関連遺構等

県埋文センター 1997a・1998

14 車橋 平成 6(1994) 県埋文センター 道路整備 石垣 県埋文センター 1996

15 内堀第１次・菱櫓 平成 9(1997) 県埋文センター 公園整備（復元整備） 堀・橋脚（埋置された刀・鏡・銭）・菱
櫓礎石等

金沢城調査研究所 2011c・2012a

16 本丸附段 平成 10（1998）
・12（2000）

( 財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 階段跡 金沢城調査研究所 2019c

17 三ノ丸第１次 平成 10(1998) ( 財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 鉄砲所跡（鍛冶場遺構）、鉄砲部品 金沢城研究調査室 2006a

18 いもり堀第 1次 平成 10(1998) ( 財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 天正～元和頃の堀・土橋、元和以後の堀・
櫓台

金沢城調査研究所 2020a

19 五十間長屋 平成 10-
11(1998-99)

( 財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 石垣内部構造　櫓・長屋礎石、17 世紀
初頭の遺構面

金沢城調査研究所 2011c・2012a

20 内堀第２次 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 西半北側石垣の構造把握 金沢城調査研究所 2011c・2012a

21 新丸第１次 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 近代に埋没した堀の範囲確定 金沢城調査研究所 2016c

22 三ノ丸第 2次 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 礎石建物（番所跡）、石組井戸 （財）県埋文センター 2002a

23 鶴ノ丸第１次 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 木樋・石樋（辰巳用水） 金沢城調査研究所 2016c

24 新丸第２次 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（施設建設） 16 世紀後半から末期頃の遺構面 （財）県埋文センター 2002a

25 橋爪門外橋橋脚基礎 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 橋脚基礎の構造把握 金沢城調査研究所 2011c・2012a

26 二ノ丸園路 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 礎石、石組遺構 金沢城調査研究所 2016d

27 三ノ丸第３次 平成 11(1999) ( 財）県埋文センター 公園整備（設備設置） 土坑 金沢城調査研究所 2011c・2012a

28 鶴ノ丸第２次 平成 12(2000) ( 財）県埋文センター 公園整備（復元整備） 16 世紀末期頃の遺構面 金沢城調査研究所 2015b

29 いもり堀第２次 平成 12(2000) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 慶長後半から元和年間の石垣 湊屋・土田 2001・金沢城調査研究
所 2020a

30 北ノ丸第１次 平成 12(2000) ( 財）県埋文センター 公園整備（園地整備） 火葬遺構、空堀跡、石瓦等 金沢城調査研究所 2019c

31 いもり堀第３次 平成 12(2000) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 元和以前の堀・土橋・土俵護岸　金箔
瓦

湊屋・土田ほか 2001・金沢城調査
研究所 2020a

32 三ノ丸第４次 平成 12(2000) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 河北門石垣台・礎石、16 世紀後半～末
頃の遺構面

金沢城調査研究所 2011b

33 新丸第３次 平成 12(2000) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 尾坂門石段、16 世紀後半～末期頃の遺
構面 
36 と合わせて尾坂門調査として報告

金沢城調査研究所 2016c

34 風呂屋口門等 平成 13(2001) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 石段、石組溝 
数寄屋屋敷調査区として報告

金沢城調査研究所 2016d

35 橋爪門枡形 平成 13(2001) ( 財）県埋文センター 公園整備（園路整備） 土坑、ピット 金沢城調査研究所 2015b

36 尾坂門 平成 13(2001) ( 財）県埋文センター 公園整備（植栽） 石組溝、路面 
33 と合わせ尾坂門調査として報告

金沢城調査研究所 2016c

37 本丸周辺 平成 14（2002） 金沢城研究調査室 保存目的調査 本丸虎口変遷の把握 金沢城調査研究所 2008a

38 本丸周辺 平成 15（2003） 金沢城研究調査室 保存目的調査 三十間長屋続櫓台石垣の調査等 金沢城調査研究所 2008a

39 いもり堀 平成 15（2003） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 鯉喉櫓台の検出 金沢城研究調査室 2004a・2020a

40 本丸周辺 平成 16（2004） 金沢城研究調査室 保存目的調査 寛永大火以前の２面の遺構面 金沢城調査研究所 2008a

41 いもり堀 平成 16（2004） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 築城当初の堀の規模を確認 金沢城研究調査室 2005a・2020a

42 本丸 平成 17（2005） 金沢城研究調査室 保存目的調査 本丸三階櫓石垣 金沢城調査研究所 2014c

43 玉泉院丸 平成 17（2005） 金沢城研究調査室 公園整備（石垣修築） 近代の改修、石垣上部の二重塀の基礎
構造の把握

金沢城調査研究所 2010a

44 本丸 平成 18（2006） 金沢城研究調査室 保存目的調査 元和期の大規模造成、初期金沢城の礎
石建物

金沢城調査研究所 2014c

45 玉泉院丸（南西石垣） 平成 18（2006） 金沢城研究調査室 公園整備（石垣修築） 部分修理の把握、初期金沢城石垣 金沢城調査研究所 2010a

46 河北門 平成 18（2006） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 残存状況、規模、改修、創建時期の把
握

金沢城調査研究所 2011b

47 いもり堀 平成 18（2006） 金沢城研究調査室 公園整備（復元整備） 南岸の位置確認 金沢城研究調査室 2007a・2020a

48 本丸 平成 19（2007） 金沢城調査研究所 保存目的調査 寛永８年大火以前の大型遺構 金沢城調査研究所 2014c

49 石川門（右方太鼓塀） 平成 19（2007） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所 2014b

50 玉泉院丸（南西石垣） 平成 19（2007） 金沢城調査研究所 公園整備（石垣修築） 改修範囲と時期、初期金沢城石垣の変
遷の確認

金沢城調査研究所 2010a
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第 5表　金沢城発掘調査一覧（２）
№ 調査箇所 調査年度 調査主体 調査原因 備考 文献

51 河北門 平成 19（2007） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 枡形門創建前 (慶長後期以前 )の遺構
確認

金沢城調査研究所 2011b

52 いもり堀 平成 19（2007） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 南岸の位置確認 金沢城調査研究所 2008a・2020a

53 本丸 平成 20（2008） 金沢城調査研究所 保存目的調査 寛永８年大火以前の大型遺構 金沢城調査研究所 2014c

54 石川門（右方太鼓塀） 平成 20（2008） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所 2014b

55 河北門 平成 20（2008） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 石垣解体調査（ニラミ櫓台、一ノ門頬当） 金沢城調査研究所 2011b

56 いもり堀 平成 20（2008） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 堀の南岸、辰巳用水石管、近世初期の
石垣、石列等

金沢城調査研究所 2009a・2020a

57 玉泉院丸（泉水） 平成 20（2008） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 泉水北部の遺構確認 金沢城調査研究所 2015c

58 玉泉院丸（いもり坂石
垣）

平成 20（2008） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 石垣変形箇所の基底部試掘 金沢城調査研究所 2009b

59 兼六園栄螺山 平成 21（2009） 金沢城調査研究所 文化財修理（石垣修築） 石垣解体調査 管理事務所・金沢城調査研究所
2012

60 いもり堀 平成 21（2009） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 鯉喉櫓台石垣東部の残存状況確認、一
部解体

金沢城調査研究所 2010a・2020a

61 玉泉院丸 平成 21（2009） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 泉水中央部、北部の遺構確認（中島、
出島、景石等）

金沢城調査研究所 2009c・2010d

62 兼六園栄螺山 平成 22(2010) 金沢城調査研究所 文化財修理（石垣修築） 石垣解体調査 金沢城調査研究所 2011d・管理事
務所・調査研究所 2012

63 石川門 (左方太鼓塀） 平成 22(2010) 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所 2014b

64 橋爪門 平成 22(2010) 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 二ノ門礎石根固坑、石組暗渠 金沢城調査研究所 2011d

65 玉泉院丸 平成 22(2010) 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 泉水北東部の遺構確認（護岸石組・景
石等）

金沢城調査研究所 2010c・2011d

66 兼六園栄螺山 平成 23（2011） 金沢城調査研究所 文化財修理 (石垣修築） 石垣・石造物の解体調査 金沢城調査研究所 2012b・管理事
務所・調査研究所 2012

67 石川門 (左方太鼓塀） 平成 23（2011） 金沢城調査研究所 文化財修理（建造物） 控柱跡の確認 金沢城調査研究所 2014b

68 橋爪門 平成 23（2011） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 二ノ門礎石根固坑、石組暗渠、近世初
期遺構

金沢城調査研究所 2015b

69 玉泉院丸 平成 23（2011） 金沢城調査研究所 公園整備 
（遺構確認・復元整備）

色紙短冊積石垣下の遺構確認 金沢城調査研究所 2011e・2012b

70 橋爪門 平成 24（2012） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 石組暗渠、石垣台、枡形路面 金沢城調査研究所 2015b

71 玉泉院丸 平成 24（2012） 金沢城調査研究所 公園整備（復元整備） 色紙短冊積石垣周辺と滝石組上部の遺
構確認

金沢城調査研究所 2012d・2013b

72 玉泉院丸（南石垣） 平成 25(2013) 金沢城調査研究所 公園整備 
（石垣修築・復元整備）

石垣の解体調査、近世初期の土塁確認 金沢城調査研究所 2014d

73 東ノ丸 平成 26(2014) 金沢城調査研究所 保存目的調査 東ノ丸庭園の遺構確認 金沢城調査研究所 2015d

74 玉泉院丸 平成 26(2014) 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門・鼠多門橋の遺構確認 金沢城調査研究所 2015c・2020b

75 玉泉院丸 平成 27(2015) 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門の遺構確認 金沢城調査研究所 2015e・2020b

76 金谷出丸 平成 27(2015) 金沢市埋文センター 建物新築 塀または柵跡、瓦廃棄土坑、石組遺構 金沢市埋蔵文化財センター 2016a

77 玉泉院丸 平成 28（2016） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門・鼠多門橋の遺構確認 金沢城調査研究所 2016e・2017a・
2020b

78 数寄屋屋敷北 平成 29（2017） 金沢城調査研究所 保存目的調査 切石積石垣確認調査 金沢城調査研究所 2018a

79 玉泉院丸 平成 29（2017） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門・鼠多門橋の遺構確認 金沢城調査研究所 2018a・2020b

80 玉泉院丸（南東） 平成 30（2018） 金沢城調査研究所 保存目的調査 切石積石垣確認調査 金沢城調査研究所 2018e･2019a

81 玉泉院丸 平成 30（2018） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 鼠多門の遺構確認 金沢城調査研究所 2019a・2020b

82 玉泉院丸（北） 令和元（2019） 金沢城調査研究所 保存目的調査 切石積石垣確認調査 金沢城調査研究所 2019d

83 数寄屋屋敷西 令和２（2020） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 石垣保全に係る試掘調査

84 二ノ丸 令和２（2020） 金沢城調査研究所 公園整備（遺構確認） 御殿建物の遺構確認

A 県庁跡地（堂形） 平成 15（2003） ( 財）県埋文センター 都心地区整備（確認調
査）

焼米（堂形米蔵関連遺物）、近世初期以
前土塁遺構

（財）県埋文センター 2010

B 県庁跡地（堂形） 平成 16（2004） ( 財）県埋文センター 都心地区整備（確認調
査）

足軽番所、堂形馬場 （財）県埋文センター 2010

C 県庁跡地（堂形） 平成 19（2007） ( 財）県埋文センター 都心地区整備（施設建
設）

古代～近世の遺構面 （財）県埋文センター 2012

D 県庁跡地（堂形） 平成 20（2008） ( 財）県埋文センター 都心地区整備（施設建
設）

堂形建物、石垣、堀跡、古代～中世の
遺構面

（財）県埋文センター 2012

E 県庁跡地（堂形） 平成 24（2012） ( 財）県埋文センター 都心地区整備（施設建
設）

石列、石組遺構 （公財）県埋文センター 2014c

　                                                                                                                                                                                                                
県教委：石川県教育委員会

県埋文センター：石川県立埋蔵文化財センター

（財）県埋文センター：石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター（2013 年度から公益財団法人）

金沢城研究調査室：石川県教育委員会事務局文化財課金沢城研究調査室

金沢城調査研究所：石川県金沢城調査研究所

管理事務所・調査研究所：石川県金沢城・兼六園管理事務所、石川県金沢城調査研究所

公園緑地課・調査研究所：石川県土木部公園緑地課、石川県金沢城調査研究所　

金沢市埋文センター：金沢市埋蔵文化財センター

金大金沢城調委：金沢大学金沢城学術調査委員会

金大：金沢大学
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第３章　調査の概要

第１節　調査の目的と対象区域

１．調査の目的

鼠多門及び鼠多門橋の遺構の遺存状況を確認するために調査を実施したものである。平成26年度か
ら発掘調査は開始したが、当初は金沢城公園第三期整備計画を策定する基礎資料として予備的な調査
を実施した。平成27年度からは同年度内に整備計画が策定されるとして、整備の基礎資料を得る目的に
調査を実施した。

２．対象区域

鼠多門復元整備のために発掘調査の対象としたのは、鼠多門及び門から玉泉院丸面へと至る坂道、そ
して周辺の遺構である番所及び土蔵が含まれる範囲である。そして鼠多門橋については、鼠多門側から
歩道までの範囲と反対側の尾山神社境内の法面を調査範囲とした。合わせて1,450㎡で、累計2,300㎡を
調査した。本報告では、鼠多門復元整備に係る調査範囲を鼠多門調査区とし、鼠多門橋整備に係る範囲
は鼠多門橋調査区と呼称している。

第２節　調査の方法

調査区全体に、国土座標を基準とした10ｍグリッドを設定した（第11図）。グリッドは日本測地系に準
拠している。グリッド名称は、北西杭を読むこととした。鼠多門橋調査区に関しては、橋台石垣からの

第 9図　鼠多門調査区等遠景（北東から）



-18-

斜面部と堀内部についての遺物の取上げや遺構断面図等の作成に関しては、調査区中央に設定した土
層観察用のセクションベルトを基準にさらに調査区を分けて遺物の取上げ等を行った。
鼠多門調査区の遺物の取上げはグリッドを基準とし、遺構名称等を付したものには、さらにその名称、

出土層位等をラベルに記載し取上げを行った。
調査時は随時写真撮影や土層断面図の作成を行った。遺構検出状況の平面図は委託により実施し、レ

ーザ計測及び写真測量を行い、縮尺20分の1の精度で図化した。今回報告する下層遺構の平面図に関し
ては、写真計測を直営で実施した。
年度ごとの調査概要等やそのほか調査の詳細については、鼠多門・鼠多門橋Ⅰに記載してある。

100 30 50m40

S=1:1,000

20

玉泉院丸庭園調査範囲

南石垣調査範囲

南西石垣調査範囲

切石積石垣調査範囲

鼠多門・鼠多門橋調査対象範囲

〇 玉泉院丸の既往調査範囲

H21 ～ H24H21 ～ H24

H23 ～ H24H23 ～ H24

H17 ～ 19H17 ～ 19

H20,21H20,21

H21H21

H21H21

H30H30

R1R1

H25H25

第 10 図　調査地点位置図
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第 11 図　調査グリッド及び年度別調査範囲
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第 13 図　鼠多門・鼠多門調査区遠景（西から）

第 12 図　門部から坂道部の全景（東から）
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第４章　鼠多門の調査

第１節　概要

１．報告する主な遺構

報告書Ⅰでは、鼠多門復元整備に関する遺構を中心に記述したことから、復元整備に直接関係しない
遺構については報告していないものがあった。本章ではそれらの遺構について、まず近世の遺構につい
て記述し、近代の遺構についても触れることとする。

近世の遺構では、鼠多門創建以前の下層遺構が旧金沢陸軍監獄署の建物基礎を取り除いた下面から
検出されている。建物礎石を多数検出しており、建物の規模等を復元するには至っていないが、出土し
た遺物や鼠多門創建に係る造成土の下から検出されていることから、近世初期に確実に遡る礎石建物
で、金沢城内ではこれまであまり類例がない。

鼠多門創建以降に建てられたとみられる、鼠多門の南北にあった土蔵についても一部の基礎を検出

（1：300） 15m0

※今回報告するものは赤字で示した

番所番所

番所階段番所階段

下層遺構下層遺構下層遺構下層遺構

坂道遺構坂道遺構

土蔵（南）土蔵（南）側壁石垣（南）側壁石垣（南）側壁石垣（北）側壁石垣（北）

鼠多門鼠多門

土蔵（北）土蔵（北）

二重塀二重塀 二重塀二重塀

検出した近世の主な遺構
X=62560

X=62540

Y=-45360

Y=-45380

第 14 図　近世遺構配置図
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している。建物の構造や規模を明らかとしたわけではないが、かつて報告された遺構と関連するなどの
成果が得られたので、報告する。報告書Ⅰで報告した遺構についても、遺物の報告の中で関連するもの
については適宜記述することとしたい。海鼠壁に使用されている腰瓦については、その四辺に入れられ
ている「凹み」について分類し、破片数等を計測した。サイズについても３サイズに分類することがで
きるなどの成果を得たので、その詳細について項を設けている。

近代の遺構については、建物遺構を中心に報告書Ⅰでは記述したが、本報告ではそれに付随する排水
遺構や腰瓦を用いた通路遺構などの遺構が検出されているのでそれらについて報告をする。遺物につ
いては、明治32年に建てられた監獄署の建物に使用されていたレンガを整備の支障になる部分につい
て1点ずつ取り上げた。そのレンガについて計測し分析等も実施しているので、その詳細については項
を設けて記述した。監獄署に付随して設けられた排水施設に使用された土管についてもその一部を取
り上げたので、報告する。

さらに、今回の調査で出土したものではないが、旧陸軍に関連する遺物として算用数字を染付ないし

上絵付した磁器の碗皿について詳細を記述した。鼠多門の調査でも出土しているが、報告するものは玉

泉院丸庭園整備の際に併せて整備された広場工事の際に出土した。監獄署の設置に併せて廃棄された

可能性の高いものであるので、年代等が推定できる資料となっている。
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元既决監

施設名称を記載した遺構については、

明治 39 年（1906）「金沢衛戍監獄署配置図」

『建物模様替えの件（陸軍省肆大日記）』に

付属する図面に記載されている建物と対照し

その名称を記した。

上記以外の遺構については、その性格が推定

できるものについて名称を記した。

検出した近代以降の主な遺構
※今回報告するものは赤字で示した

X=62560

X=62540

Y=-45360

Y=-45380

第 15 図　近代以降遺構配置図
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第２節　下層遺構

１．概要

下層遺構としたものは、監獄署建物の基礎下から検出した礎石ないしは整地土面のことを指してい
る。礎石は、監獄署建物の基礎を取り除いて確認したもので、当初は基礎を作る際に他所から搬入され
たものという認識をしていたため、下層遺構の検討を十分していなかった。平成29年度調査で監獄署建
物のうち、明治32年に建てられたレンガ積建物のコンクリート基礎を除去した際に、戸室石を含めた自
然石が検出され（第16図1）、それらは焼土を含む造成土などによって埋められ、硬化面より掘方をもっ
て据えられていることが判明し、礎石であると推定した。その後、2つの礎石に罫書線が入れられている
ことなども確認し、建物礎石であると判断した。

焼土層あるいは焼土を含む土層は、鼠多門調査区のほぼ全域で確認することができる（第16図1～3な
ど）。層の上面でそのレベルは約32.4～6ｍ、下面で約32.3～4ｍとなっている。それよりも上層は暗褐色
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下層遺構平面図S=1/200

青く囲った箇所は、下層遺構が検出され
た範囲を示す。
赤く塗った石は、上面が標高42.4ｍ前後
を測る。監獄署建物の基礎掘方の底面で
検出している。

（1：200） 10m0

第 16 図　下層検出遺構平面図（S=1/200）
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第 17 図　監獄署基礎下で検出した下層建物礎石平面図・オルソ写真（S=1/60）
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下層検出遺構　礎石１

礎石３検出状況（東から） 礎石３検出状況（盛土層除去後、東から）

礎石４検出状況（西から） 礎石５検出状況（北から）

礎石１検出状況（南から） 礎石２検出状況（南から）

礎石５・６検出状況（盛土除去後、東から）礎石６検出状況（南東から）

第 18 図　下層検出礎石１
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下層検出遺構　礎石２

礎石９検出状況（東から） 礎石10（根石カ）検出状況（北から）

礎石７検出状況（北から） 礎石８検出状況（西から）

礎石11検出状況（西から） 礎石12検出状況（北から）

踏石ヵ検出状況（盛土除去後、北西から）踏石ヵ検出状況（北西から）

第 19 図　下層検出礎石２
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系の造成土で、鼠多門の遺構面（約32.8ｍ前後）まで嵩上げされている。
今回の調査以外でも玉泉院丸南西石垣調査（石川県土木部公園緑地課・石川県金沢城調査研究所

2010）で確認した焼土層は、ほぼ同一レベル（32.5～8ｍ）に存在する。玉泉院丸一帯に焼土を伴う土層が
広がっていたとみられる。鼠多門の調査では、この焼土層内から17世紀前半の遺物が出土し、玉泉院丸
南西石垣の調査でも、17世紀前半を主体とする多数の遺物が出土している。

２．検出した礎石

今回の調査で検出した下層遺構に伴う建物礎石とみられる石は、18基確認している。そのすべてが自
然石である。第16図の1・2はレンガ積建物の基礎下で検出したもので15石、1の北東では3石を確認して
いる。3の箇所でも多数の戸室石を検出しているが、監獄署建物と重なって検出されていることもあり、
調査時においては、監獄署建物に伴う礎石の根固めではないかと判断し、詳細な調査を実施していない
ため、下層遺構に伴うものと判断されるが、建物礎石であるかどうかは不明とした。

第16図1の箇所で検出した礎石の中で、礎石1と礎石4には罫書き線が刻まれていた（第20図）。礎石1
は「十」、礎石4には「十」とその中心部分に「◇」を刻んている。礎石1は戸室石ではなくやや軟質の自然
石であり、罫書き線の断面は「U」字状になっている。礎石4は戸室石で、罫書き線の断面は「V」字状で
ある。礎石1の罫書きの長さは横（東西）方向に42.4cm、縦方向に32.4cmを測る。礎石1は割合と平坦で、
石の端から端までまっすぐに伸びている。礎石4は「十」の罫書きの長さは、横方向（南北）に32cm、縦方
向に23cmを測る。上面は礎石1ほど平坦ではなく、罫書き線は少し歪んでいる。礎石4の「◇」の大きさ
は、欠けていない下方の2辺を測ると12.5cmと13.3cmとなり、約4寸ということになる。この「◇」の意
味は不明だが、2つの礎石の「十」は同じ方向を向いており、その中心間の距離を測ると実測値で3.935ｍ
となる。これは約13尺で、その中心である6.5尺の所に礎石2がある。礎石1・4は上面のレベルが32.4ｍ

礎石１ 礎石 4

罫書き線に赤線を入れて撮影し画像処理実施

罫書き線のある礎石

0 50cm（1:10） 

第 20 図　罫書き線のある礎石
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4' 10YR3/3 暗褐色粘質土 （粘性やや強、 5YR6/8 橙色焼土ブロック中量混入）　
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量、 炭化物中量混入） 【近世焼土混整地土】

　※断面１の 2 層 ・ 断面２の 4 層に相当

8 10YR3/4 暗褐色粘質土 （粘性強、 5YR6/8 橙色焼土粒・2 ～ 4cm 礫中量混入） 【近

世整地土か】
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第 21 図　造成土及び坂道南土羽土層断面１（S=1/40)
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を測るのに対して、礎石2は上面のレベルが32.35ｍと若干低くなっている。
礎石1～5まで東西に並んでいるが、礎石3も同じように若干低くなっている。礎石5は32.4ｍ、礎石6・

11・12は32.35ｍ、礎石7・8・9は32.25ｍとさらに低くなっている。時期差がある複数棟を検出している
可能性もあるが、最大で約10cmの違いであり、それら礎石は例外なく被熱していることを考えると、少
なくとも同時期には露出していることから、本報告では同じ建物の礎石として考えている。礎石10とし
たものについては、被熱を受けていないが、レベルは32.1ｍとさらに低く、土層断面の観察から礎石は
抜かれたと考えており、根固め石と推定している。石材種については、礎石11・12と後述する踏石ヵは戸

室石で、それ以外は河原石ないし礎石1のような軟質の石材種となっている。

そして礎石12の右下に、大型の戸室石がある。これも加工痕跡等は確認できず自然石とみられる。礎

石とは考えられないが、上面は平坦でそのレベルは32.4ｍとなっており、礎石1・4・5と変わらない。今回

の報告では踏石ヵとしているが、検討を要する。石自体は炭の付着や赤い戸室石であるため目立たない

が、全面的に被熱がみられるので他の礎石と同時期に存在していたものとみられる。

検出した建物の規模は、すべて礎石の中心部で測ると、礎石1から礎石5までは4.92ｍを測り、礎石5か
ら南へ折れると礎石7があり、長さは1.56ｍを測る。これら検出した礎石の北側は、鼠多門への坂道で切
られているため不明である。礎石1から東側へは、礎石とみられる石が3石検出されており、延びている
可能性はある。南側へも礎石7からさらに延びている可能性はあるので、かなり大型の建物が建ってい
たとみられる。
これら礎石を埋めた造成土中からは、第134図1648～1656の遺物が出土している。1648は志野で、1649

は焼締陶器の壺と思われる。土師器皿は1650～1656が出土している。これらは、直接礎石建物につく遺

物ではないが、C2Ⅰ1類と分類されるもので17世紀前半の年代観が与えられている（滝川2019）。礎石12

の掘方からは、第92図1383の土師器皿が1点出土している。これはC1類とみられ、造成土中のものより

若干古い年代が考えられている。出土遺物からは、礎石建物の創建年代は17世紀初頭頃とみられ、その

廃絶年代については造成土中の遺物から17世紀前半代と考えられよう。そこで、礎石群が被熱している

ことが問題となる。17世紀前半の段階で金沢城内の火事といえば、寛永8年（1631）の大火がある。その

時に礎石建物が焼失したのだとすれば整合すると考えられる。

第16図2で確認した礎石4石については、その上面のレベルが32.25ｍ前後を測り、いずれも川原石で

これらの礎石も被熱していることが確認できた（第24図）。礎石に伴う遺物は出土していないが、検出状

況から上記の礎石建物と同時期の遺構として考えている。

第16図3とした箇所は、鼠多門が明治17年に焼失した後に建てられた監獄署の施設があった場所で、

基礎は布堀であったが、それを利用してトレンチ状に掘り下げたところ、戸室石が多数確認できた。確

認した戸室石は、焼土層に覆われた状態で検出されるものが多く、それらの上面のレベルは32.5ｍ弱を

測る（第25図）。被熱の有無については、調査時に確認していないので不明である。また、遺物の出土も

ほとんど見られないが、戸室石の検出レベルと焼土層に覆われていることから、上記の建物遺構と同一

時期とみられる。焼土層には比較的大きな炭化材が多く含まれ、分析を実施したなかには鉄釘を含んで

いるものもあった（第６章）ことから、建物遺構が存在していたとみられる。南北トレンチ１西壁とした

土層断面に、矢穴のある赤戸室石製の加工石材が１点みられる（第25図下）。それより南側には厚さ約3

～4cmのしまった粘土層が約3ｍ確認でき、下層面の整地土と考えられる。

この屋敷地がいつから存在していたのかについては分からないが、慶長期の絵図に見られるような、

西の丸と言われていた頃にはあったのではないかと考えらえる。その後、慶長19年（1614）に越中高岡城

に隠居していた二代藩主前田利長の正室である玉泉院が居住することになるが、その時に整備されて

屋敷が建てられた可能性もあるかもしれない。いずれにせよ、寛永8年に焼失するまでに建てられたこ

とは出土遺物からみても推定できる。
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7 10YR2/2 黒褐色粘質土 （粘性やや強、 5YR6/8 橙色焼土ブロック ・ 2 ～ 6cm の礫多

量、 炭化物中量混入） 【近世焼土混整地土】

　※断面１の 2 層 ・ 断面２の 4 層に相当

8 10YR3/4 暗褐色粘質土 （粘性強、 5YR6/8 橙色焼土粒・2 ～ 4cm 礫中量混入） 【近

世整地土か】

32.5m 32.5m2

3 3

4
4

1

3’

1 10YR3/3 暗褐色粘質土 （粘性やや弱、 10YR6/6 明黄褐色シルト粒・2 ～ 4cm の礫・

8cm 位の礫少量混入） 【近世造成土】

　　※断面 3 の 6 層 ・ 断面４の 7 層 ・ 断面２の 3 層に相当 

2 10YR2/2 黒褐色粘質土 （粘性中、 5YR6/8 橙色焼土ブロック ・ 炭化物粒中量、 2

～ 4cm 礫多量混入） 【近世整地土】

　　※断面３の 7 層 ・ 断面２の 4 層に相当　

3 10YR3/4 暗褐色粘質土 （粘性弱、 10YR5/6 明赤褐色焼土粒・炭化物粒中量混入）

【礎石掘方埋土 ?】

3'  10YR3/3 暗褐色粘質土 （粘性中、 10YR6/6 明黄褐色シルト粒多量、 3cm 位の礫・

10YR5/6 明赤褐色焼土粒中量、 炭化物粒少量混入 ) 【礎石掘方埋土 ?】

4 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土 （粘性中、 10YR5/6 明赤褐色焼土ブロック多量、

炭化物粒中量混入） 【近世焼土混整地土】
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（W） SP60

（E）

礎石掘方ライン

コンクリート基礎

壁土ブロック

焼土ブロック

礎石掘方ライン

礎石１
礎石２

礎石掘方ライン礎石掘方ライン

サブトレンチ

焼土多混土層上面

整地硬化面

被熱部分 （礎石１の露出部分は全体的に被熱）

断面１

断面２

断面３

第 21 図　造成土及び坂道南土羽土層断面１（S=1/40)
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礎石 5

礎石掘方ライン 礎石掘方ライン

土羽（南側）

焼土多混土層

整地硬化面

スス付着（石 12・石 13 露出部分、
　　　　　全体的に被熱）

断面４

断面５

断面６

1 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土 （粘性強、 1cm 位の礫少量混入） 【土羽】※断面 6

の 7 層 ・ 断面 3 ・ 5 の 1 層に相当 

2 10YR6/6 明黄褐色シルト質土 （粘性やや弱、 10YR6/8 明黄褐色シルト質土ブロック

少量混入） 【土羽】※断面 3 ・ 5 の 2 層に相当 

3 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト質土 （粘性強、 1cm 位の礫 ・ 10YR6/6 明黄褐色シル

ト質土粒少量混入） 【土羽】 

4 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト質土 （粘性弱、 10YR7/6 明黄褐色シルト質土ブロック

多量、 炭化物粒 ・ 2 ～ 4cm の礫少量混入）※断面 3 の 4 層 ・ 断面 2 の 1 層に相当 

5 10YR3/2 黒褐色粘質土 （粘性中、 10YR6/6 明黄褐色シルト質土ブロック中量、 2

～ 4cm の礫少量混入） 

6 10YR3/3 暗褐色粘質土 （粘性やや弱、 10YR7/6 明黄褐色シルト質土ブロック中量、

1 ～ 5cm の礫少量混入）※断面 3 の 5 層 ・ 断面 2 の 2 層に相当 

7 10YR3/4 暗褐色粘質土 （粘性弱、 2.5YR7/8 橙色砂質土粒 ・ 7 ～ 8cm の礫少量、

2 ～ 4cm の礫中量混入）※断面 3 の 6 層 ・ 断面 1 の 1 層 ・ 断面 2 の 3 層に相当 

8 10YR3/2 黒褐色粘質土 （粘性やや弱、 3cm の礫少量混入） 

9 10YR6/6 橙色焼土 （粘性弱） 

10 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土 （粘性中、 5YR5/8 明赤褐色焼土粒少量、 2 ～

4cm の礫中量混入） 

11 10YR4/2 灰黄褐色粘質土 （粘性弱、 5YR5/8 明赤褐色焼土粒多量、 炭化物粒少

量混入） 【近世焼土整地土】 

12 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土 （粘性やや弱、 しまり非常に強） 【近世整地土 （硬

化面）】※17 層と同じ 

13 10YR5/3 にぶい黄褐色砂質土 （粘性中、 10YR6/2 灰黄褐色シルト質土ブロック中

量混入） 

14 10YR3/2 黒褐色砂質土 （粘性弱、 10YR3/1 黒褐色粘質土粒少量、 2 ～ 3cm の礫

少量混入） 【近世整地土 （硬化面）】 

15 10YR3/4 暗褐色シルト質土 （粘性弱、 10YR6/3 にぶい黄橙色シルト質土ブロック中

量混入） 

16 10YR2/2 黒褐色シルト質土 （粘性強） 

17 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土 （粘性やや弱い、 10YR3/4 暗褐色粘質土粒少量混

入 ・ 2 ～ 4cm の礫中量混入 ・ しまり非常に強） 【近世整地土 （硬化面）】※12 層と同

じ 

18 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト質土 （粘性弱、 10YR3/2 黒褐色シルト質土ブロック少

量、 2 ～ 4cm の礫中量混入） 

19 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト質土 （粘性やや弱、 10YR3/1 黒褐色シルト質土粒少

量混入） 

20 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土 （粘性中、10YR3/4 暗褐色粘質土ブロック少量混入）

1 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土 （粘性強、 1cm 大の礫少量混入） 【土羽】※断面 6

の 7 層 ・ 断面 3 ・ 4 の 1 層に相当 

2 10YR6/6 明黄褐色シルト質土 （粘性やや弱、 10YR6/8 明黄褐色シルトブロック少量

混入） 【土羽】※断面 3 ・ 4 の 2 層に相当 

3 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土 （粘性弱、 10YR8/4 浅黄橙色シルトブロック中量、 6

～ 12cm の礫多量混入） 【近世整地土】 

4 10YR5/6 黄褐色砂質土 （粘性なし、 10YR6/6 明黄褐色シルトブロック ・ 10YR4/3 に

ぶい黄褐色シルトブロック ・ 6 ～ 10cm の礫多量混入） 【近世整地土】 

5 10YR5/6 にぶい黄褐色シルト質土 （粘性中、 10YR3/2 黒褐色シルトブロック多量、

6 ～ 8cm の礫が中量混入） 【近世整地土】 

6 10YR2/2 黒褐色粘質土 （粘性中、 7.5YR6/8 橙色シルトブロック ・ 1 ～ 9cm の礫中

量混入） 【近世整地土】※断面 6 の 8 層に相当 

7 7.5YR6/6 橙色焼土 （粘性弱、 5YR4/8 赤褐色焼土ブロック ・ 炭化物ブロック多量混

入） 【近世焼土整地土 （寛永 8 年の大火に伴う焼土か）】※断面 8 の 8 層 ・ 断面 6

の 9 層に相当 

8 10YR5/4 にぶい黄褐色砂質土 （粘性弱、 7.5YR7/8 黄橙色焼土粒少量、 2 ～ 4cm

の礫中量混入、 焼土層） 【近世焼土整地土 （寛永 8 年の大火に伴う焼土か）】※2

層と同質　

9 10YR2/1 黒色粘質土 （粘性弱、 7.5YR7/8 黄橙色焼土ブロック多量混入） 【近世整

地土】 

10 10YR3/2 黒褐色粘質土 （粘性中、 7.5YR6/8 橙色シルトブロック少量混入） 

11 10YR7/6 明黄褐色粘質土 （粘性弱、7.5YR3/3 暗褐色シルトブロック中量混入） 【礎

石掘方埋土】 

12 10YR3/3 暗褐色粘質土 （粘性中、 8cm の礫中量混入） 【礎石掘方埋土】 

13 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 （粘性強、1 ～ 4cm の礫が少量混入） 【近世整地土】 

14． 10YR2/3 黒褐色粘質土 （粘性中、 10YR6/8 明黄褐色粘質土粒、 2 ～ 4cm の

礫少量混入） 【近世整地土面】※南土羽⑥16 層に相当 15 10YR3/2 黒褐色粘質土

（粘性中、 10YR7/8 黄橙色砂質土粒少量混入） 【礎石掘方埋土】

1 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト質土 （粘性中、 10YR5/6 黄褐色シルトブロック多量、

2 ～ 5cm の礫少量混入） 【近世造成土】　※断面３の 4 層に相当

2 10YR3/2 黒褐色粘質土 （粘性やや強、 4 ～ 6cm の礫中量、 10YR6/8 橙色砂質土

粒少量混入） 【近世造成土】　※断面 3 の 5 層 ・ 断面 4 の 6 層に相当

3 10YR3/3 暗褐色粘質土 （粘性弱、 1 ～ 2cm の中礫 ・ 10YR7/6 明黄褐色砂質土粒

少量混入） 【近世造成土】※断面 3 の 6 層 ・ 断面 1 の 1 層 ・ 断面 4 の 7 層に相当

4 10YR2/2 黒褐色粘質土 （粘性中、 5YR6/8 橙色焼土ブロック・炭化物ブロック中量、

2 ～ 6cm の礫少量混入） 【近世造成土】　※断面 3 の 7 層 ・ 断面 1 の 2 層に相当 

5 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土 （粘性やや強、 5YR6/8 橙色焼土ブロック多量、 炭

化物粒少量混入） 【近世焼土整地土】

5' 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土 （粘性やや強、 5YR6/8 橙色焼土ブロック極多量混

入） 【近世遺構埋土か】

4' 10YR3/3 暗褐色粘質土 （粘性やや強、 5YR6/8 橙色焼土ブロック中量混入）　

第 22 図　造成土及び坂道南土羽土層断面２（S=1/40)



-31-

（1：40） 2m0

32.5m

32.0m

32.5m

32.5m

32.0m

32.5m

32.0m

32.5m 32.5m

4

9

15
15

14

6

7

12
10

11

8

2
1

13

3

5

SP68
（N)

土留石

炭化材サンプル③ 炭化材サンプル②

レンガ建物基礎

礎石 8

SP69
（S)

木杭

礎石掘方ライン

礎石 4
礎石掘方ライン

礎石掘方ライン 焼土多混土層

整地硬化面

土羽（南側）

7

11
17

19
18

5
8

9

15

13

16

17

17’

17’
20

21

4

10

14

12 22’

1

2

3

24

18

12

1423

11

22

6

25 SP66
(N)

SP67
(S)

レンガ建物基礎

礎石 10 ( 根石 )
礎石 3

土留石

根石

整地硬化面

焼土多混土層

被熱部分

土羽  ( 南側 )

4

5

6

8

8

16 15 119 9

9

10

1

2

3

2’ 8

7
9

910

121314

10’

3

SP71
（S)

SP72

SP110
（N)

礎石 6 

礎石 5

礎石掘方ライン 礎石掘方ライン

土羽（南側）

焼土多混土層

整地硬化面

スス付着（石 12・石 13 露出部分、
　　　　　全体的に被熱）

断面４

断面５

断面６

1 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土 （粘性強、 1cm 位の礫少量混入） 【土羽】※断面 6

の 7 層 ・ 断面 3 ・ 5 の 1 層に相当 

2 10YR6/6 明黄褐色シルト質土 （粘性やや弱、 10YR6/8 明黄褐色シルト質土ブロック

少量混入） 【土羽】※断面 3 ・ 5 の 2 層に相当 

3 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト質土 （粘性強、 1cm 位の礫 ・ 10YR6/6 明黄褐色シル

ト質土粒少量混入） 【土羽】 

4 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト質土 （粘性弱、 10YR7/6 明黄褐色シルト質土ブロック

多量、 炭化物粒 ・ 2 ～ 4cm の礫少量混入）※断面 3 の 4 層 ・ 断面 2 の 1 層に相当 

5 10YR3/2 黒褐色粘質土 （粘性中、 10YR6/6 明黄褐色シルト質土ブロック中量、 2

～ 4cm の礫少量混入） 

6 10YR3/3 暗褐色粘質土 （粘性やや弱、 10YR7/6 明黄褐色シルト質土ブロック中量、

1 ～ 5cm の礫少量混入）※断面 3 の 5 層 ・ 断面 2 の 2 層に相当 

7 10YR3/4 暗褐色粘質土 （粘性弱、 2.5YR7/8 橙色砂質土粒 ・ 7 ～ 8cm の礫少量、

2 ～ 4cm の礫中量混入）※断面 3 の 6 層 ・ 断面 1 の 1 層 ・ 断面 2 の 3 層に相当 

8 10YR3/2 黒褐色粘質土 （粘性やや弱、 3cm の礫少量混入） 

9 10YR6/6 橙色焼土 （粘性弱） 

10 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土 （粘性中、 5YR5/8 明赤褐色焼土粒少量、 2 ～

4cm の礫中量混入） 

11 10YR4/2 灰黄褐色粘質土 （粘性弱、 5YR5/8 明赤褐色焼土粒多量、 炭化物粒少

量混入） 【近世焼土整地土】 

12 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土 （粘性やや弱、 しまり非常に強） 【近世整地土 （硬

化面）】※17 層と同じ 

13 10YR5/3 にぶい黄褐色砂質土 （粘性中、 10YR6/2 灰黄褐色シルト質土ブロック中

量混入） 

14 10YR3/2 黒褐色砂質土 （粘性弱、 10YR3/1 黒褐色粘質土粒少量、 2 ～ 3cm の礫

少量混入） 【近世整地土 （硬化面）】 

15 10YR3/4 暗褐色シルト質土 （粘性弱、 10YR6/3 にぶい黄橙色シルト質土ブロック中

量混入） 

16 10YR2/2 黒褐色シルト質土 （粘性強） 

17 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土 （粘性やや弱い、 10YR3/4 暗褐色粘質土粒少量混

入 ・ 2 ～ 4cm の礫中量混入 ・ しまり非常に強） 【近世整地土 （硬化面）】※12 層と同

じ 

18 10YR5/3 にぶい黄褐色シルト質土 （粘性弱、 10YR3/2 黒褐色シルト質土ブロック少

量、 2 ～ 4cm の礫中量混入） 

19 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト質土 （粘性やや弱、 10YR3/1 黒褐色シルト質土粒少

量混入） 

20 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土 （粘性中、10YR3/4 暗褐色粘質土ブロック少量混入）

1 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土 （粘性強、 1cm 大の礫少量混入） 【土羽】※断面 6

の 7 層 ・ 断面 3 ・ 4 の 1 層に相当 

2 10YR6/6 明黄褐色シルト質土 （粘性やや弱、 10YR6/8 明黄褐色シルトブロック少量

混入） 【土羽】※断面 3 ・ 4 の 2 層に相当 

3 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土 （粘性弱、 10YR8/4 浅黄橙色シルトブロック中量、 6

～ 12cm の礫多量混入） 【近世整地土】 

4 10YR5/6 黄褐色砂質土 （粘性なし、 10YR6/6 明黄褐色シルトブロック ・ 10YR4/3 に

ぶい黄褐色シルトブロック ・ 6 ～ 10cm の礫多量混入） 【近世整地土】 

5 10YR5/6 にぶい黄褐色シルト質土 （粘性中、 10YR3/2 黒褐色シルトブロック多量、

6 ～ 8cm の礫が中量混入） 【近世整地土】 

6 10YR2/2 黒褐色粘質土 （粘性中、 7.5YR6/8 橙色シルトブロック ・ 1 ～ 9cm の礫中

量混入） 【近世整地土】※断面 6 の 8 層に相当 

7 7.5YR6/6 橙色焼土 （粘性弱、 5YR4/8 赤褐色焼土ブロック ・ 炭化物ブロック多量混

入） 【近世焼土整地土 （寛永 8 年の大火に伴う焼土か）】※断面 8 の 8 層 ・ 断面 6

の 9 層に相当 

8 10YR5/4 にぶい黄褐色砂質土 （粘性弱、 7.5YR7/8 黄橙色焼土粒少量、 2 ～ 4cm

の礫中量混入、 焼土層） 【近世焼土整地土 （寛永 8 年の大火に伴う焼土か）】※2

層と同質　

9 10YR2/1 黒色粘質土 （粘性弱、 7.5YR7/8 黄橙色焼土ブロック多量混入） 【近世整

地土】 

10 10YR3/2 黒褐色粘質土 （粘性中、 7.5YR6/8 橙色シルトブロック少量混入） 

11 10YR7/6 明黄褐色粘質土 （粘性弱、7.5YR3/3 暗褐色シルトブロック中量混入） 【礎

石掘方埋土】 

12 10YR3/3 暗褐色粘質土 （粘性中、 8cm の礫中量混入） 【礎石掘方埋土】 

13 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 （粘性強、1 ～ 4cm の礫が少量混入） 【近世整地土】 

14． 10YR2/3 黒褐色粘質土 （粘性中、 10YR6/8 明黄褐色粘質土粒、 2 ～ 4cm の

礫少量混入） 【近世整地土面】※南土羽⑥16 層に相当 15 10YR3/2 黒褐色粘質土

（粘性中、 10YR7/8 黄橙色砂質土粒少量混入） 【礎石掘方埋土】

1 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト質土 （粘性中、 10YR5/6 黄褐色シルトブロック多量、

2 ～ 5cm の礫少量混入） 【近世造成土】　※断面３の 4 層に相当

2 10YR3/2 黒褐色粘質土 （粘性やや強、 4 ～ 6cm の礫中量、 10YR6/8 橙色砂質土

粒少量混入） 【近世造成土】　※断面 3 の 5 層 ・ 断面 4 の 6 層に相当

3 10YR3/3 暗褐色粘質土 （粘性弱、 1 ～ 2cm の中礫 ・ 10YR7/6 明黄褐色砂質土粒

少量混入） 【近世造成土】※断面 3 の 6 層 ・ 断面 1 の 1 層 ・ 断面 4 の 7 層に相当

4 10YR2/2 黒褐色粘質土 （粘性中、 5YR6/8 橙色焼土ブロック・炭化物ブロック中量、

2 ～ 6cm の礫少量混入） 【近世造成土】　※断面 3 の 7 層 ・ 断面 1 の 2 層に相当 

5 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土 （粘性やや強、 5YR6/8 橙色焼土ブロック多量、 炭

化物粒少量混入） 【近世焼土整地土】

5' 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土 （粘性やや強、 5YR6/8 橙色焼土ブロック極多量混

入） 【近世遺構埋土か】

4' 10YR3/3 暗褐色粘質土 （粘性やや強、 5YR6/8 橙色焼土ブロック中量混入）　

第 22 図　造成土及び坂道南土羽土層断面２（S=1/40)
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レンガ建物基礎
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断面８

断面９

断面 3（西から） 断面 4（東から）

1 10YR5/4 にぶい黄褐色シルト （粘性中、 2 ～ 6cm の円礫少量混入） 【土羽】 

1' 10YR4/2 灰黄褐色シルト質土 （粘性中、 0.5 ～ 6cm の礫主体 ・ 8cm 位の礫中量

混入）※レンガ基礎 W2 掘方内西壁土層断面 15 層に相当 

2 10YR4/6 褐色粘質土 （粘性やや強、 3 ～ 10cm の円礫多量、 10YR6/6 明黄褐色

シルト粒少量混入） 【近世整地土】 

3 10YR3/3 暗褐色粘質土 （粘性強、 2 ～ 6cm の円礫中量、 10YR5/6 黄褐色シルト

粒 ・ 10YR6/6 明黄褐色シルト粒多量混入） 

4 10YR4/3 にぶい黄褐色粘質土 （粘性強、 2 ～ 4cm の円礫中量、 10YR5/6 黄褐

色シルト粒少量混入） 【近世整地土】 

5 10YR2/3 黒褐色粘質土 （粘性強、 2 ～ 5cm の円礫 ・ 角礫中量、 10YR6/6 暗黄

褐色シルト粒多量混入） 【近世整地土】 

6 10YR3/4 暗褐色粘質土 （粘性やや強、 3 ～ 6cm の円礫少量、 10YR5/6 黄褐色

シルト粒中量混入） 【近世整地土】

7 10YR3/3 暗褐色粘質土 （粘性強、 1 ～ 9cm 大の円礫少量混入 ・ 10YR5/6 黄褐

色シルト粒多量混入） 【近世整地土】

8 10YR4/6 褐色粘質土 （粘性強、 2 ～ 3cm の円礫少量混入） 【近世整地土】

9 10YR3/4 暗褐色粘質土 （粘性強、 5cm の円礫 ・ 10YR5/6 黄褐色シルトブロック多

量混入） 【近世整地土】

1 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 （粘性中、 10YR5/6 黄褐色シルトブロック多量、 2 ～

5cm の礫少量混入）※断面 6 の 2 層に相当 

2 10YR3/2 黒褐色シルト質土 （粘性やや強、0.5 ～ 10cm の礫多量混入） 【近世整地土】

2' 10YR5/4 にぶい黄褐色砂質土 （粘性やや強、 0.5cm ～ 6cm の礫主体） 

4 10YR5/4 にぶい黄褐色砂質土 （粘性弱、 粗砂～ 11cm の礫による砂礫層） 【近代造

成土】※断面 9 の 1 層に相当 

4' 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト質土 （粘性中、 0.5 ～ 6cm の礫・細礫中量混入】 【近

代造成土】※断面 9 の 2 層に相当 

5 10YR3/3 暗褐色粘質土 （しまり中、 2 ～ 10cm の礫多量混入） 【近世整地土】※断面

6 の 1 層に相当 

6 2.5Y7/2 灰黄色粘土 （粘性強、 粘土塊 ・ 3cm 位の中礫少量混入） 

7 10YR3/2 黒褐色粘質土 （粘性やや弱、 10YR6/6 明黄褐色シルト粒 ・ 5YR5/6 明赤

褐色焼土多量混入）※断面 6 の 8 層に相当 

8 5YR5/6 明赤褐色焼土 （粘性弱、 10YR4/3 にぶい黄褐色土多量 ・ 炭化物粒中量混

入、 焼土層）※断面 6 の 9 層に相当 

9 10YR3/3 暗褐色シルト質土 （粘性やや強、 5YR5/6 明赤褐色焼土ブロック ・

10YR6/8 明黄褐色シルト質土粒 ・ 炭化物粒多量混入） 【礎石掘方埋土】 

10 10YR3/1 黒褐色シルト質土 （粘性やや強、 5YR4/6 赤褐色焼土ブロック多量混入）

【Pit 埋土】 

11 10YR4/2 灰黄褐色シルト質土 （粘性強、10YR6/6 明黄褐色シルト粒多量混入） 【近

世整地土面】

第 23 図　造成土及び坂道南土羽土層断面３（S=1/40)
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（1：40） 2m0

第●図　坂道　断面図３（S=1/40）

坂道北法面東西断面礎石及び下層面検出状況（東から） 坂道北法面東西断面礎石下層面検出状況（南から）

坂道南法面下層遺構検出状況（東から） 坂道南法面下層遺構検出状況（南東から）

断面６（東から） 断面９（坂道法面、西から）

坂道北法面東西断面（南側）
※「鼠多門・鼠多門Ⅰ」より転載
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第 24 図　坂道南・坂道北土層断面図（S=1/40)、写真
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（1：40） 2m0

第●図　坂道　断面図３（S=1/40）

坂道北法面東西断面礎石及び下層面検出状況（東から） 坂道北法面東西断面礎石下層面検出状況（南から）

坂道南法面下層遺構検出状況（東から） 坂道南法面下層遺構検出状況（南東から）

断面６（東から） 断面９（坂道法面、西から）

坂道北法面東西断面（南側）
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第 24 図　坂道南・坂道北土層断面図（S=1/40)、写真 監獄署建物基礎下検出の下層遺構

東西トレンチ南壁中央　下層遺構検出状況（南東から） 東西トレンチ南壁　下層面検出状況（北から）
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第 25 図　近代建物基礎下で検出した下層遺構
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第３節　鼠多門周辺の遺構

鼠多門の北側と南側には土蔵が建っており、その間には二重塀があった。二重塀の痕跡は、玉泉院丸
西面石垣の天端石に方形のほぞ穴として残る。二重塀があった箇所のみほぞ穴は開けられていた。鼠多
門の南西側には番所が建っており、その遺構については、報告書Ⅰで述べた。番所に伴うとみられる遺
物については、第５章で述べる。

鼠多門の北側に建っていた土蔵（第26図）は、玉泉院丸西面石垣の天端石にその基礎の痕跡を見るこ
とができた。その土蔵の南西隅については、その部分の石垣の天端石が他と違い方形に近い形状（70×
58㎝）となっている。その基礎石から、東側にもう１石確認できるが、それより東へは痕跡等確認でき
ていない。北西隅については、石垣の天端石にほぞ穴が穿たれていた。そして、その石垣石の面となる
部分には「十」の刻みが入れられていた。ほぞ穴の中心とも合っており、柱の中心を示しているものか
もしれない。この北西隅の石の東側にも１石確認できたが調査区外でありそれ以上は追及していない。
北西と南西の土蔵の基礎の外側の長さを測ると26ｍとなり、玉泉院丸も描かれている江戸後期の絵図
にある寸法（86尺）とほぼ変わりない。

南側の土蔵については、今回の調査で北西隅の基礎石を検出した（第27図）。その大きさは57×60㎝
で、東側へは基礎の延びを確認できなかった。監獄署の建物と重なるので、当初は土蔵の基礎を転用し
た可能性も考えていたが、土蔵の方が規模が大きいため、基礎石は抜き取られたか、土蔵がもともと四
隅のみに基礎石を使用し、その間は掘方を持たない基礎石が置かれるなどの構造であったかは確認で
きなかった。

南西隅にあたる基礎石については、南西石垣の調査（石川県土木部公園緑地課・石川県金沢城調査研
究所2010）で検出されている方形の石（55×55㎝）がある。今回検出した基礎石とその石との距離はそ
の外側で測ると33.4ｍとなる。これは江戸後期の絵図にある寸法（109尺9寸）とほぼ変わらない。その
石のレベルについては、今回の調査で検出した北西隅の石が32.58ｍで、南西石垣調査時に検出された
石は32.65ｍとほぼ変わらないので、距離とレベルから南西石垣調査時の石も土蔵の基礎として良いと
思われる。この南西隅の基礎石も１石しか検出されず北側・東側どちらへも延びない。北側の土蔵もそ
うだが、近代になって四隅の基礎石のみ残すということも考えにくいので、その間の基礎石については、
埋め込むのではなく、整地面に置くなどの基礎であった可能性も指摘しておきたい。

なお、この土蔵は旧陸軍の文書によると明治15年の監獄署完成以前に撤去されたことが知られる。

第４節　近代の遺構

１．瓦敷遺構

旧金沢陸軍監獄署の建物遺構については、報告書Ⅰで述べたが、その際に触れなかった付帯施設であ
る排水遺構等について報告する。まず年代的に古い瓦敷遺構について述べる。

検出した箇所は坂道より南側で、鼠多門の出入口部より始まり、坂道と平行に延び約21ｍの所で坂道
側に90度曲がり、坂道とぶつかるところで止まると推定している（第28図）。その構造は、幅約1ｍの両
側に瓦を立て、その間を瓦で敷き詰めるというもので、使用されている瓦のほとんどは腰瓦である。お
そらく通路として機能していたものと考えており、番所階段を埋めた後に設置されている。腰瓦には二
次被熱の痕跡がないことから明治15年の監獄署設置と併せて作られたのではないかとみられる。

通路の目的としては、鼠多門は囚人の作業場として使用されていただけでなく、旧陸軍の倉庫として
も使用されていたことから、監獄署の中を通らずに倉庫内に出入りすることを目的としてつくられた
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第 26 図　北側土蔵平面図（S=1/250）
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のではないだろうか。

２．排水遺構

明治32年に新たに造られた監獄署の建物に付随したレンガで構築した排水桝6基や陶製土管を使用し

た排水管を検出した（第30図上段）。排水桝6基のうち5基についてはレンガが残っていたが、枡５はすべ

て取り除かれ、枡４はその上部が取り壊されていた。枡１からは閉塞石垣まで土管が延びていたとみら

れ、閉塞石垣から枡１に向かって土管が途中まで接続している状況を確認した。枡６については、それ

につながる土管を検出している。それらの土管については、第5節遺物で報告する。

当初は、枡１から玉泉院丸の西面石垣の外へ排水していたが、昭和初期に道路となって廃止したとみ

られる。その後は枡２・３から監獄署の内部を通って枡５・６へと繋がっているものとみられ、そして玉

泉院丸庭園の池の方へ排水していた。

第30図の下段で示した排水施設は、明治15年の監獄署とともに設置されたと考えている。玉泉院丸西
面石垣から延びていた、もともとあった江戸期の暗渠を取り外したか、あるいは木樋が腐朽し崩壊した
かは不明だが、石垣から突き出す石樋は残し、そこに上方から斜めに開渠を接続していた。

なお、江戸期の暗渠については、番所の西側まで延びていたことを確認している。
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第 27 図　南側土蔵平面図（S=1/200）
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推定ライン

鼠多門外郭ライン
鼠多門外郭ライン

瓦敷遺構平面図（１：１００）

（1：100） 5m0

瓦敷遺構（小端立）検出状況（北西から）

瓦敷遺構（小端立）検出状況（北西から）

第 28 図　瓦敷遺構全体図
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瓦集積　平面図・検出状況写真

瓦小端立遺構　断面図

瓦小端立遺構東側（西から）

瓦小端立遺構西側（西から）

瓦小端立遺構（南から）

瓦小端立遺構　平面図・オルソ写真

（1：40） 2m0

（1：20） 1m0

SP２
SP２

SP１

L=33.0m

SP１

第 29 図　瓦敷遺構平面図（S=1/40)・オルソ写真等
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D4

（1：400） 20m0

２２ ３３ ４４ ５５ ６６
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暗渠吐水口

（1：40） 2m0
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1　10YR 4/3 にぶい黄褐色粘質土

　　（しまりなし、1～ 2cm の礫が少量混入）【排水溝内の埋土】

第 30 図　近代暗渠全体図（S=1/400）、暗渠吐水口（近代転用）平面図（S=1/40）
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写真図版○○　○○○○○○○

斜路内部枡１検出状況（南から） 枡１内部土管接続状況（北から）

枡６検出状況（西から） 枡６内部土管接続状況（南から）

暗渠吐水口（近代転用）（東から） 暗渠吐水口（近代転用）（南から）

斜路内部土管検出状況土層断面（西から）斜路内部土管検出状況（南東から）

第 31 図　排水関連遺構写真
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第５節　出土遺物

１．概要

鼠多門調査区で出土した遺物のほとんどは、近代以降の埋土中から出土したものである。その中でも
最も多く遺物が出土したのは、明治17年の鼠多門焼失以後に埋め立てが行われた鼠多門内部から玉泉
院丸面へと至る坂道部分である。調査の結果、門内部の土間面に明治17年焼失の際と見られる焼土面を
検出した。土間面と埋め立て土との間には厚い間層は存在せず、鼠多門の出入口部分に新たに構築され
た閉塞石垣を積むため、あるいは別の場所で使用するなどのために崩された側壁石垣を加工した際に
出来たとみられる戸室石の薄片が多量に検出された。その直上は黒褐色土と黄褐色土の互層からなる
埋め立て土で厚く覆われていた。

土層の観察から、埋め立ては番所階段の対面にあたる付近から一気に行われたとみられる。玉泉院丸
面とほぼ同じ高さになる部分は、整地土となる固い粘質土で覆われていた。埋め立ての後に地盤が沈ん
だためか、閉塞石垣の背面には川原石や砂利層を埋め込んだ箇所もあった。

調査では、この埋め立て土を閉塞石垣から外して土間面を検出しながら、門部から坂道を上って行き
地点名を「斜路」という名称として、上部から土層ごとに遺物を取り上げたが、一気に埋め立てられてい
ることから、本報告では斜路一括として報告する。

門部分から坂道全体を埋めるには約470㎥の土量が必要で、それを城内から運んできたことになるが、
現状で最も想定しやすいのは、玉泉院丸の東側にある空堀となっている箇所からである。埋土を流し込
んだとみられる箇所からも近く、監獄署の建物等の施設が邪魔にならない。

また、斜路から出土した陶磁器類の中には、これまで玉泉院丸ではあまり出土していない紅皿、段重
といった、おおよそ玉泉院丸に置かれていた武具役所で使用されたと思われない遺物が出土している。
色絵製品も一定量含まれ、二ノ丸で使用されていたものではないかとみられ、そうであれば空堀に廃棄
されたものが土砂ごと埋め立てられた可能性もあろう。

番所階段部分の埋め立ては、明治15年の旧金沢陸軍監獄署の設置とほぼ同時期に行われたと考えて
いる。土層観察からも、番所階段部分の埋め立ては、斜路の埋め立て以前に行われたことは明らかで、さ
らに先に報告した瓦敷遺構の基盤土になっていたので、明治17年以前であることは明らかである。

２．鼠多門調査区出土遺物

報告する遺物は、陶磁器・土器、瓦、金属製品、石製品、その他（ガラス、海鼠漆喰、ボタン）の種別ごと
に分け、次に監獄署建物基礎（レンガ建物基礎等）、斜路、番所周辺、番所階段等の出土地点に分けた。さ
らに器種ごとに分けて図示した。種別ごとに特徴的な遺物について取り上げて記述する。それ以外の遺
物に関する詳細については、遺物観察表（第7表～第56表）を参照してもらいたい。

特筆すべきは、今回の調査で復元された鼠多門の外観の意匠を決定することとなった、黒漆喰仕上げ
の海鼠漆喰が出土したことである。海鼠漆喰は、海鼠壁に用いられる漆喰のことで、腰瓦と腰瓦の間に
目地として用いられ、その形状が海鼠に似ていることから海鼠漆喰と言われる。これまで実施されてき
た金沢城の調査では、漆喰自体の出土例があまりなく、しかも形態を保ったまま海鼠漆喰が出土した事
は貴重な事例となった。

金沢城内では、江戸期からの現存する建物である三十間長屋や石川門の海鼠壁にもみられるが、白漆
喰である。いずれも江戸後期に再建されていることから、鼠多門が江戸前期の古い様相を示していると
も考えられている。
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（１）陶磁器・土器（第 40 図～第 79 図）

1007～1012は、レンガ積の監獄署建物の北東角から、1324～1331の火鉢類と共に出土した。遺物は
出土地点周辺で検出された三和土の直上にあり、特に1326～1331の方形火鉢が大量に出土した。三和
土は、明治4年から8ないし9年頃まで玉泉院丸に建っていた、明治の御雇外国人であるオランダ人医師
スロイスの邸宅に伴うものと報告書Ⅰ（P333）では推定されている。算用数字の染付がされた1008の碗
や1009の皿、上絵付のされていない瀬戸 ･ 美濃の1007の碗や1011の皿が共伴していることは、本書の
304頁に報告する算用数字を染付した碗皿の出土状況と変わらない。明治15年の監獄署設立以前に埋め
られているとみられる。

出土した方形火鉢は、幅が25cm弱で器高は高いもので18.25cm（1328）、低いもので16.5cm（1327）と
なっている。いずれもタタラ粘土板を組み合わせて作られており、内面はヘラケズリとナデで仕上げら
れ、外面は丁寧なヘラケズリとなっている。底部外面は未調整である。1330は全形が分からないが、コ
ーナー部が鈍角になっている。1324・1325の円筒形の火鉢も旧陸軍が初期に使用した暖房具であろう。

1018～1023、1332～1354はレンガ積建物の基礎掘方内から出土した。1339･1340は京 ･ 信楽系の色
絵の碗、1345はロクロ成形の土師器皿、1347は17世紀前半の肥前陶器碗、1348は萩焼の碗、1349は肥前
の胎土目の皿、1353の土人形などが出土している。17世紀代の遺物などは、下層の遺構や遺物包含層を
掘り下げた際に入ったものとみられる。

1024～1027、1355～1365は、監獄署建物の基礎掘方や土管掘方などから出土したものとなる。斜路
の延石を取り除いた後の溝状遺構から出土したものも含む。

1355は、監獄署建物の布掘の掘方内から出土したもので、19世紀以降とみられる陶器の碗の高台内に
中央に「宮崎」右に「主ヵ」左に「□しヵ」の墨書がみられる。番所に近接した箇所であるので、そこに詰
めていた者の可能性がある。1357は越前焼の擂鉢とみられ、土坑内に大量に瓦が廃棄されていた方形土
坑の瓦を取り除いた直下から出土した。下層遺構に伴うものとみられる。1359はミニチュアの小鉢で
六角形の形状をしている。

1028～1038、1366～1375、1380～1381は、閉塞石垣の栗石層から出土したもので、1037は肥前磁器
の型作りの花瓶、1368はイギリス製の硬質陶器、1371は仏花瓶、1372･1373は肥前陶器の擂鉢である。

1039、1376･1377は、側壁石垣の裏込めから出土している。1039は蓋で、B 類（江戸後期）とした石垣
の裏込めから出土した。1376･1377は、北側の側壁石垣東端で出土した。側壁石垣の東端部分は、栗石
が坂道法面の土層の下に延びていることから、鼠多門創建期の側壁石垣は東側に延びていたと想定し
ていた。土師器皿は C2Ⅰ1類とみられ、年代観は17世紀初頭から前半と考えられている（滝川2019）こ
とから、創建期は側壁石垣が延びていたかもしれないが、すぐに埋められ隅角部を作ったとも想定可能
である。1384は、鼠多門背面の溜枡から出土した、瀬戸・美濃の碗である。

1040～1291、1385～1618は、斜路埋土から出土したもので、1040～1067まで丸形器形の碗を図示し
た。これらは肥前系の磁器で1050は19世紀初め、1056・1057は18世紀前半頃のものとみられる。

1068～1091は腰張器形の碗を図示した。これらは肥前系の磁器で18世紀末から19世紀前半代のもの
とみられる。1076は色絵の碗である。1092～1094は器形の大きな碗で、18世紀後半のものであろう。

1095～1102は筒形の碗である。見込みの文様が分かるものはすべて五弁花が描かれている。これら
は肥前系の磁器で、18世紀末から19世紀初め頃のものとみられる。1104～1110は小広東形の碗で、18
世紀後半から19世紀初めのころのものであろう。1117～1132は端反碗で、瀬戸・美濃の製品とみられる。
19世紀後半の製品であろう。1128には焼継ぎをした際の赤上絵付のマークが高台内面に認められる。

1136～1140は算用数字が描かれた碗である。1136は瀬戸・美濃製品に縦2本線で、おそらく1を赤上絵
付してある。1139・1140は2を高台内に1139は染付で、1140は赤上絵付で描いている。外側面には縦線
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等は認められない。1141は圏線は描かれているが、算用数字等はない。
1142～1154は陶胎染付碗で、1153は鉄絵で18世紀末頃から19世紀初めころの製品とみられる。1154

は瀬戸・美濃の製品で19世紀代のものとみられる。そのほかのものについては、18世紀代であろう。
1155～1219は皿である。1155～1158・1163は中国製で、下層遺構に伴う時期のものである。1157・

1158・1163は被熱している。1159は高台内にハリ目跡が見られる。17世紀後半のものであろう。1162は
口縁部が輪花のものである。1176は大皿で、口縁端部が玉縁状になっている。高台内にハリ目跡が見ら
れる。1179･1180は見込み蛇の目釉剥ぎで、17世紀末頃から18世紀前半頃のものであろう。1188・1189
は蛇の目凹型高台で、いずれも見込みに型押しで楼閣を表している。1189には算用数字を赤上絵付で描
いている。1192は型押し皿で、被熱により溶けた鉛が全体に付着している。1200～1205は蛇の目凹型
高台の瀬戸・美濃の製品で、1202のみ見込みを蛇の目釉剥ぎしている。1206・1207は見込み蛇の目釉剥
ぎで、「寿」の字を見込みに描いている。描く文様は違うが、同一器形で1216・1217がある。いずれも縦
三本線を描き、1216は高台内にのみ「1」を、1217は高台内と外側面に「2」を描いている。1220～1225は
鉢で、1220は蛇の目凹型高台である。18世紀後半頃のものであろう。1224は、蛇の目凹型高台の釉が掛
かっていない部分に「御用」とおそらく赤上絵付されていたものとみられる。1225は肥前の青磁で内面
に片切り彫りで草文を表している。17世紀後半頃のものか。1227～1236は蓋物である。1237～1243は
段重で、1239～1241はセットになると思われる。1244～1260は蓋である。1261～1264・1270は猪口、
1265～1269は小杯、1271～1277は小碗である。1278～1280は紅猪口・紅皿である。小碗としたものの
中には、紅猪口になるものと思われるが分類が難しい。1264・1271・1273・1278は色絵が施される。段重・
紅猪口はこれまでの玉泉院丸の調査ではほとんど出土していないものである。1284・1285は仏飯器で、
これも玉泉院丸ではあまり見られない器種である。1287は青磁の仏花瓶で、1291は香炉である。

1292～1298は番所西側の石組溝等から出土した。石組溝は明治15年より前に番所が改変されたと考
えており、その際に埋められたとみている。

1299～1311は、番所階段の石段を抜き取った埋土中からの出土である。1299は広東碗で、18世紀末
から19世紀前半頃のものである。1304は見込み蛇の目釉剥ぎの皿で、口縁部には油煙が全周して付着
しているので、灯明皿として使用されていたらしい。18世紀後半から19世紀前半頃のものとみられる。

1385～1414は碗である。1393・1394は小杉茶碗で、18世紀後半の信楽のものであろう。1398は肥前
の京焼風陶器で、高台内に「木下弥」の印が入れられている。1408は三行書かれており、中心に「御□□」
の三文字を、右に「四月□日」、左は欠けていることもあるがよく分からない。1409には高台内に墨書が
されている。三行書かれており、中心に「松本」、右に「文政六年」の紀年銘を入れる。左は欠損している
こともあり不明であるが、4文字程度書かれている。1410は高台の中心に「三のヵ丸」を、左に「八ヵ十
ヵ」を書いている。1411は中心に大きく「玄」と書いている。1412も高台内に墨書されており、「イソイ」
のように見える。1413は底部に「寶山」の刻印が押されている。19世紀代の九谷の製品かもしれない。

1417～1430は皿である。1417～1419は肥前陶器で1418には砂目跡が、1417・1419には胎土目跡がみ
られる。1418は17世紀前半、1417・1419は16世紀末～17世紀初めころのものであろう。1420は瀬戸の
灰釉ヒダ皿としたが、越中瀬戸の可能性もある。1424は越中瀬戸である。いずれも見込みは釉剥ぎされ
ており、菊花が押されている。1426は白泥を象嵌するもので、高台内に「春日山」の刻印が押されてい
る。1429・1430は硬質陶器でおそらくいずれもヨーロッパを産地とするものであろう。

1432～1447は鉢である。1434は高台内に墨書が見られ、「用」という1字が確認できる。その上には2
字程度あったと思われるが分からない。1437は片口鉢で、産地は須佐とみられる。

1448は土瓶の蓋で、内面に墨書があるが判読できない。ひらがなが書かれているようである。1455は
合子の蓋で色絵製品である。1459は中水注で茶道具として使用したか。1469は水注である。1473･1474
は三足の香炉である。いずれも鉛釉が掛けられ、菊の文様が捺されている。1475は行灯の皿とみられる。
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内面に絵が描かれている。
1482～1490は擂鉢である。1482～1486は肥前、1487・1488は堺のものとみられる。1490は九谷の製

品であろう。1491は湯たんぽである。灰釉の製品で、立てて焼成したのであろう、側面に3ヵ所釉を剥い
である。1492～1497は甕である。1492は肥前かとみられるが、ほかは越前焼となる。1496の底部外面
には「庄」の墨書が見られる。

1498～1543は土師器皿である。1507～1509には内面に墨書が見られ、1508は「せかま」とみられるひ
らがなが、1509には「御なん□」とみられる文字がある。1507は一文字目は「御ヵ」とみられるが、その
下は判読不明である。

1528～1539・1542・1543はロクロ成形の土師器皿である。1542は17世紀前半ころのものか。そのほか
の製品については、1534～1539の深身のタイプが近世前半までに遡るのか、近世後半になるのかは分
からない。1532のような内面に圏線がきれいに回るタイプは1543や1544～1551の灯明皿と同じころの
ものとすれば、18世紀後半以降の製品であろうか。

1544～1564は灯明専用具で、1566～1569は灰器とみられる。1570は焙烙であろう。1576～1583は焼
塩壺。1584～1598は火鉢、1602・1603は植木鉢である。1603には底部外面に墨書がある。1604～1610
は土人形、土鈴である。1612・1613は陶錘で、いずれも被熱により火ぶくれしている。

1619～1646は番所周辺ないし番所階段の埋土中から出土したものである。1619・1620は番所の西側
にあった石組溝から出土した。銅緑釉の碗と型作りの急須である。1631は片面に陽刻で文字が入れら
れるが判読できない。箸置であろうか。1637・1638・1643・1644は碁石、1646は志野織部の向付である。

1648～1656は下層遺構を埋めた造成土中から出土したものである。

（２）瓦（第 137 図～第 182 図）

瓦は、斜路埋土中から出土するものについては細片になっており、実測できるものは少ない。軒丸・軒
平瓦については細片であってもできるだけ実測を行った。腰瓦については、近代の遺構から大量に出土
し、その詳細等について300・301頁に別途記述した。

2001～2015については、近代の建物遺構や排水桝の掘方等から出土したものである。2002の腰瓦に
は薄く「十」の墨痕が見え、割付線を入れていると思われる。

2016～2020は瓦小端立遺構として調査した箇所から出土した。2019は半分に割って使用されている。
2020は櫓の隅に使用される腰瓦で、短いほうの破片に薄く「十」の墨痕が見える。

側壁石垣の栗石層から2点の軒丸瓦が出土している。2022はA類の、2023はB類と分類される箇所か
ら出土した。いずれも三つ巴の軒丸瓦で、それほど時期差は無いと思われる。

2041～2063は斜路埋土中から出土した。2041・2042は燻瓦の軒丸瓦で、梅鉢文の花弁と花芯を軸で
繋ぐものである。2043・2044は釉薬瓦で、2043は三つ巴文、2044は軸の間に突起があり、下半に釘穴が
縦に2か所開いている。2045～2048は燻瓦で、2045・2046は軒平瓦、2047・2048は軒桟瓦になる。2047・
2048の文様は宝文と分類されているが、燻瓦は初出となる。

2049は釉薬瓦の軒桟瓦である。釉は完全には溶け切っていないように見え、胎土も還元されており全
体的に黒っぽい印象である。瓦当文様の中心は五弁花と分類されている。同様の文様は玉泉院丸庭園の
調査で出土している（第34図）。

2055は釉薬瓦で、「太□」のヘラ書が見られる。2062は腰瓦で、凹み部分が四辺の中央ではなく四隅に
穿孔されるタイプ E である。破片であるので全形は不明だが、海鼠漆喰が接していた箇所からみると、
海鼠壁に使用されていたと思われる。

2069～2098は、番所の東側で検出された近代の方形土坑中に廃棄されていたものである。完形率が
高いことから、鼠多門や土蔵から外されたものとみられる。2077・2084・2086のような両面を使用した
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ものがみられる。四辺の凹みはA～E類ま
で確認できるが、両面使用はA類とC類で、
凹みをしっかり作っているもののほうが古
いものであることを示している。2094～
2098は隅に使用された腰瓦である。隅に使
用される腰瓦には、今のところC類を確認
していない。

2100～2157は番所階段の埋土中から出
土した。特徴としては釉薬瓦の比率が高い
ことである。2099は瓦当面に縦に釘穴が2
つ開けられており、2044と共通する特徴で
ある。釉薬瓦の軒桟瓦の2100・2101は平瓦
の2112～2118と同じく、裏面に釉を掛けな
いものである。丸瓦の2105～2107も同様に内面に釉を掛けない。ほかにも2122の桟瓦、2124の袖瓦、
2125の棟瓦、2128・2129の熨斗瓦は裏面に釉を掛けない。これらは胎土も似通ったものが多く、同一産
地の可能性がある。番所階段に釉薬瓦が多く含まれているのは、明治初年に建っていた番所の屋根に瓦
が葺かれていたこととも関連している可能性はある。

燻瓦は腰瓦が多く、2103の丸瓦、2111の平瓦、2119・2220の桟瓦が見られる程度である。
2158～2169は、番所ないしその周囲から出土したものである。2158～2160は燻瓦の丸瓦で、番所の

中央部から出土した。その先には近代に設置されたとみられる凝灰岩製の排水溝があったことから、そ
れとの関係を想定するが、性格は不明である。

2172～2179は鬼瓦である。2172～2177は、これまで金沢城内で出土している2178・2179のような鬼
瓦ではなく、鬼面をあしらったもの出土は、初出になるものと思われる。ほぼすべての破片を図化した。
鬼面は立体的で極めて写実的な表現となっている。このようなタイプの鬼瓦は、時期的に新しいものと
は考え難いが、下層遺構の江戸前期まで遡るかは不明である。城下町では、高岡町遺跡で同じように燻
瓦の鬼面の鬼瓦が出土している（金沢市教育委員会2001a）。

鼠多門・鼠多門橋調査で出土した未実測品すべてについて、重量、破片数、燻瓦か釉薬瓦かということ
について計測を実施した。その結果を第6表で示した。総重量は、約6.2ｔである。燻瓦と釉薬瓦の比率
は約1：1.3、その中から腰瓦を除いて屋根瓦のみの総重量は、約4.7ｔで、比率は約1：2.7となり3倍近い
差となる。不明としたものが圧倒的に多いが、軒瓦は実測したものを含めて46点になる。鉛瓦ではある
が、復元された鼠多門の大屋根には軒平瓦が230枚、軒丸瓦が234枚使用されている事を考えると、10％
にも満たない出土量である。

一方、腰瓦については、隅に使用されたものも含めて1,290枚が鼠多門復元に使用された。計測した重
量を腰瓦1枚が約2.5kg として計算すると586枚で、実測した点数も足すと690枚となる。おおよそ鼠多
門に使用されていた半分程度が出土したことになる。屋根瓦についても同じように計算すると約2,000
枚となるが、鼠多門の大屋根に葺かれた鉛板の枚数約30,000枚には遠く及ばない。金沢城内の建物の数
に比して瓦の出土量はかなり少ない。どの程度瓦が葺かれていたのか、金沢城の建物の屋根の構造がど
のようになっていたのか、検討すべき課題であろう。

（３）金属製品（第 183 図～第 200 図）

まず特筆すべき遺物として3004の五鈷杵がある。閉塞石垣の後ろから出土したが、それ以外にほかに
どのような遺物が共伴したのかなどの情報はない。近世のもので良いと思われるが、地鎮行為に用いら

第 6表　鼠多門・鼠多門橋出土瓦計測表

器種
未実測 実測

燻瓦
（破片数）

重量
(g)

釉薬瓦
（破片数）

重量
(g)

燻瓦
（点数）

釉薬瓦
（点数）

軒丸瓦 1 66 10 964 4 6
丸瓦 88 6,863 161 17,352 8 11
軒平瓦 1 50 2 129 4 2
平瓦 161 14,538 451 48,357 3 15
軒桟瓦 2 311 2 12
桟瓦 4 414 50 8,392 4 5
腰瓦 10,539 1,465,525 104
鬼瓦 8
道具瓦ほか 76 11,417 4 15
不明 11,339 1,244,503 18,060 3,358,126
合計 22,133 2,731,959 18,812 3,445,048 141 66

総計
※未実測品のみ

破片数 重量 (g)
40,945 6,177,007
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れたとすれば、斜路を埋めた後の地鎮祭祀行為に用いられたという可能性もある。
3010は、水滴と思われる。レンガ積建物の基礎から出土した。3012は雷管の部品である。多数の薬莢

が出土しているので、それらから外れたものであろう。
3015～3025は鼠多門の南側で、柱の根固めが検出された箇所の上面焼土と共に出土したものである。

釘はすべて鉄製で、頭巻釘である。軸は方形で、3寸、2寸、1.5寸と3種類の釘とみられる。
3026～3028はホックで、鼠多門の櫓南辺の基礎石を抜いて、瓦を充填した箇所から出土した。反対側

の引っ掛ける部品は見ていない。
3045は刀子の鞘、3046～3048は煙管の雁首で、3049～3053は煙管の吸口になる。
3054は簪、3055は指輪、3056は和鋏、3057は飾り金具、3058は留め金具、3059は飾り金具、3060は蝶

番とみられる。3061は鉛製品で、形状から何かの取っ手のように見える。3062・3063は留金具でリベッ
トと思われる。3065～3069は薬莢である。3071は鉛で銃弾等の素材になるものだろうか。3072は碗形
滓であろう。3077は飾り金具とみられる。

番所の西側の石組溝の埋土中からは、3079が出土している。蝶番が付いており開くようになっている
が、錆ついて開かない。ペンダントかと思われるが、両方の蓋に穴が開いており紐等を通すとうまく開
かないと思われる。3081は鉛玉である。

3082～3125は、番所階段の埋土中から出土した。3082～3086は鉛瓦で、軒平瓦であろう。3082・3083
には唐草が認められる。3087～3098は銅製の貝折釘で、長さは14cm前後のものである。3099～3115は
1寸、1.5寸の銅製の釘である。3118は釘隠しだろうか。3120～3123は銅製のリベットであろうか。3124
はスナイドル銃の銃弾であろう。3125は鉱滓である。鉱滓は、番所階段や番所周辺の埋土からも出土す
る。何らかの鍛冶行為を行っているのは明らかで、周囲から鉛板や銃弾が出土しており、銃弾を製造し
ていた可能性も指摘しておきたい。石製品で報告する4063はカマドとしているが、炉として鉛を溶かす
用途も想定できる。近代の遺構面には、何か所か円い焼土面も存在した。

3133は馬の蹄鉄である。大正13年にレンガ積建物が厩舎となった以降の製品であろう。3134は刀の
鍔、3135は煙管の吸口で羅宇が一部残っていた。近代のものと思われる。

3136～3150は、瓦敷遺構の基盤となっている土層から出土した。3136～3141は銅釘で1寸と1.5寸の
ものであろう。3142～3145は銅製品であるが、器種は分からない。何かを切断した切れ端のようにも見
える。3146～3148は薬莢で、スナイドル銃に用いられるものであろう。3152はスナイドル銃の銃弾で
あろう。3176～3205は出土した銭貨である。近代以前のものは寛永通寶に限られる。

（４）石製品（第 201 図～第 225 図）

4001・4002は鉢とした。いずれも凝灰岩製で4001は4足が残り、4002は半分になっている。閉塞石垣
の栗石層中から出土した。4003は茶臼である。これも閉塞石垣の栗石層中から出土した。4006は硯の
裏面に「□九月十八日」の線刻がある。4010は硯の裏面中央に「上々高嶋石」の線刻がある。4016～4018
は滑石製の温石である。4021は砥石で裏面に「村ヵ」の線刻がある。

4022は人形である。蝋石で、寝そべった姿の唐子を表していると思われ、背中に線刻で花や渦巻きを
表現する。玩具であろうか。4023・4024は石筆である。旧陸軍が使用したものであろう。4026・4027は
凝灰岩製の石鉢である。4030は凝灰岩製の棒状の製品である。用途は不明である。

4031は、硯の陸部に「村松平太郎所持」と線刻されている。番所の西側にあった石組溝から出土した。
「先祖由緒并一類附帳」（加越能文庫、金沢市立玉川図書館蔵）には、村松加久男が明治３年で23歳の時に

父の名前で平太郎とある。禄は18俵扶持となっている。同一人物の可能性もある。4021の「村」線刻の
砥石も関連しているかもしれない。4032・4036・4037は碁石である。

4039は戸室石製の礎石である。同様の形態の礎石が、鼠多門北側の櫓部分の出入口部で検出されてお
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り、庇を支える柱の礎石とみられる。
4041は戸室石製の方形石材で、同様の石材（4068～4071・4080・4081）が今回の調査では多数出土して

いる。それらに比べると4041はやや小ぶりで長さ25.4cm、幅18.4cm、厚さ14.9cm、重さ9.9kgを測る。ほ
かの実測した石材の寸法は、長さ24.8～26.4cm とほぼ変わらないが、幅は21.6～22.4cm、厚さ15.3～
16.5cm、重さ13.45～14.9kgとなり、幅・厚さも差があるが重さの違いが大きい。

すべて赤戸室石製で、調整を見ると、いずれも上面の溝と平行となる側面は、底面付近まで調整をし
平滑となっているが、直行する面については、下半部の調整が粗く突出している。底面については、平
らになるように調整が施されている。これらの石材の用途については不明だが、建築部材として使用さ
れたものと想定している。溝の幅は17～18cm程度あり、根太をその部分に設置した可能性もあろう。

4042～4045は、鼠多門背面の横断側溝の抜取跡から出土した。4042は凝灰岩製の側溝で、4043は凝
灰岩製の蓋石の可能性がある。4044は青戸室石製の延石とみられ、被熱している。

4045は青戸室石製で、横幅70.25cm、縦幅41.4cm、厚さ15.3cm、重さ70.45kg を測る方形の石材であ
る。平滑な上面に55×35cmの煤によって黒変した箇所が見られる。下面と側面にはツルの痕跡が明瞭
に残るが、側面の上面側5cm程度はその痕跡を完全ではないが消している。

4046は坂道の北側側溝の東端で検出した。出土状況からみると、検出された東端の北側側溝に土が流
入しないよう抑えるような役割をしていた。おそらく近代に行われたものとみられる。縦幅が41.4cm
と、ちょうど側溝（4060・4065）の上に被る大きさである。坂道の検出部分は開渠であるが、さらに東側
の紅葉橋に至る箇所までは、絵図から見ると暗渠であった可能性があり、それに使用されたものか。

4049は、北側の鏡柱礎石の抜取跡から出土した。青戸室石製で、縦幅26.8cm、横幅57.5cm、厚さ
13.9cm、重さ34.7kg を測る。上面は平滑に調整されており、横方向に溝が1条彫られている。そこから
約15cmの所に鉄錆が横方向に付着している。その間は煤が付着しており、木材が乗っていたものとみ
られる。長側面は、溝を彫ってある方は上3cm程度は角を取って、あるいは使用により摩滅したのか平
滑となっている。反対の側面は上から5cm程度まで平滑となっている。裏面はおそらく割って持ち去ら
れたか、失敗したため礎石の抜取穴に放置されたとみられる。短い側面は両側とも平滑になっている。
平面は台形状で、溝を入れてある側が長く、反対側が短いが欠損しているため正確な長さは不明である。
この石材を鏡柱列に設置するとすれば、北側の脇柱抜取跡と鏡柱礎石抜取跡であれば収まる。

4052は青戸室石製の蓋石とみられる。表面は極めて平滑で、若干凹んでもいるので、使用による摩滅
とみられる。裏面には1条の彫り込みと、それを切るように方形の凹みが設けられている。側面は、長い
方は平滑になっており、反対側面は工具の痕跡が明瞭に残る。鼠多門背面南側に設けられた溜枡から出
土していることから、枡ないし横断側溝等の蓋石であった可能性もある。

4053は鼠多門の北側の背面大柱礎石撤去後の撹乱内から出土した。凝灰岩製の側溝で、側面に他の側
溝と組み合わせるための切込みがみられる。おそらく鼠多門背面の側溝に使用されていたもので、坂道
北側側溝に直行して組み合う同じく凝灰岩製の側溝に接合するものとみられる。

4056・4057は礎石で、いずれも方形のほぞ穴が開いている。4056は溶結凝灰岩で、黒灰色を呈してい
る。坪野石とみられるが、レンガ積建物の基礎掘方に地固めとして入れられていた。

4058は赤戸室石で、かまぼこ型の突起を作り出している。被熱しており、溶けた鉛も付着しているこ
とから、鼠多門周辺で使用されていたと思われる。

4060・4065は戸室石製の側溝で、大きさから坂道の側溝とみられる。南側の側溝は、レンガ積建物の
基礎で取り除かれているので、そちらに使用されていたものだろう。4060は、側面に「〇」が彫られてい
る。いずれも組合う端面と上端面は平滑に仕上げられている。4076には、裏面に「〇」が彫られている。

4064は凝灰岩製のもので、カマドの可能性がある。いくつかの部品を組合わせると思われるが、全形
がよく分からない。組合わせると丸い部分が中央に出来上がるので、そこに鍋等を置いたものか。
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4061・4073は地覆石ではないかとした。いずれも平滑な面の四辺をさらに丁寧に仕上げている。きれ
いに調整した面を見せるためには、立てて使用することが想定できるが、不安定でもある。

4074は上面は摩滅しており、片方の側面もかなり摩滅している。門前面の框石としての使用も想定で
きる。4075は凝灰岩製の樋受石である。

4077～4079には「キ̂」の文字が入れられている。文字は分析の結果、アスファルトで書かれているこ
とが明らかとなっている（第６章参照）。4077には三角矢穴の痕跡が明瞭に認められ、石材に残る調整等
から石垣石とみられる。4079には、漆喰が付着しており、上から約7cmの部分にその痕跡が見える。片
方の側面にも漆喰が付着している。おそらく海鼠壁の漆喰と考えられる。鼠多門の地覆石として使用さ
れていたとみられる。表面には、4078・4079ともに方形の抉りがある。

4083は馬糧庫の礎石として使用されていた、江戸期の礎石である。馬糧庫の礎石としては、丸いほぞ
穴の開いていない面を使用していた。江戸期はほぞ穴のある方が上で、下の丸い部分は座りを良くする
ために、根固め石の形状に合わせていると思われる。

（５）その他（第 226・227 図）

6001・6002はガラス製品で、内部には気泡が多く見られる。6001は乳棒、6002は玉状にするため、上
下に折り取ったと見られる痕跡がある。

6004～6008は黒漆喰仕上げの海鼠漆喰である。海鼠漆喰は、鼠多門の周辺から出土する（第32図）。図
示した以外にも細片となって取り上げできないものが多数あった。6004～6007は、鼠多門北側で出土
したものである。白漆喰で形作った上に厚さ2～5ｍｍ程度の黒漆喰を仕上げとして塗る。6004は、長さ
15.05cm、幅5.7cm、厚さ2.7cm、重さ12.5ｇを測る。裏面に、腰瓦と接した部分の痕跡が残る。6007は、
幅が7.8cm以上あり、ほかのものと比べ大きい。腰瓦と腰瓦の目地ではなく、窓や地覆石との間に用い
られたものの可能性がある。海鼠漆喰は、紫外線による劣化なのか表面がすべて白くなっている。

6009～6012はボタンで、そのうち6012は貝製、ほかは磁器製のプロッサーボタンである。

（1：300） 15m0

番所番所番所階段番所階段

下層遺構下層遺構

土蔵（南）土蔵（南）

鼠多門鼠多門

土蔵（北）土蔵（北）

二重塀二重塀 二重塀二重塀

Y=-45360

Y=-45380

海鼠漆喰出土状況（西から）海鼠漆喰出土状況（西から）

海鼠漆喰が出土した主な位置

第 32 図　海鼠漆喰出土位置
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・前の尾部が次 

　の巴頭部ま

　で

・珠文あり

・巴　右回り

・前の尾部が次 

　の尾部の中

　程まで

・珠文あり

・巴　右回り

・前の尾部が 2

　つ目の巴頭部

　まで

・軸なし

・花弁と花芯が

　同じ大きさ

・花弁から花芯

　までの距離短

　い

・軸なし

・花弁と花芯が

　同じ大きさ

・花弁から花芯

　までの距離長

　い

・軸なし

・花弁より花芯

　が小さい

・軸あり

・花弁と花芯が

　同じ大きさ

・軸あり

・花弁より花芯

　が小さい

・軸あり

・花芯側軸間に

　突起（剣）　

　あり

第●図　軒丸瓦　瓦当文様分類

※瓦の文様分類については、　石川県金沢城調査研究所 2019c から転載した。

第 33 図　軒丸瓦　瓦当文様分類

（1：300） 15m0

番所番所番所階段番所階段

下層遺構下層遺構

土蔵（南）土蔵（南）

鼠多門鼠多門

土蔵（北）土蔵（北）

二重塀二重塀 二重塀二重塀

Y=-45360

Y=-45380

海鼠漆喰出土状況（西から）海鼠漆喰出土状況（西から）

海鼠漆喰が出土した主な位置

第 32 図　海鼠漆喰出土位置
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200201-D140

200201-D053

200301-D057

200201-D052

200704-D218

200704-D217

200704-D216

200704-D215

199801-D149

201204-T029

三葉文Ⅰ

三葉文Ⅱ

三葉文Ⅲ

三葉文Ⅳ

垂下型三葉文

三葉文Ⅴ　

三葉文Ⅵ　

三葉文Ⅶ　

半葉文
中心飾りは輪郭線で描かれた葉の上半

分。外側に、下向きに巻く葉と上向きに

巻く唐草がある。

中心飾りの三葉文の横に、下向きに 2本、

唐草が巻く。その外側下向きの唐草の巻

きは繋がっていて、上方先端は枝毛状。

中心飾りの三葉文の横の下向き唐草は 1

本。その外側は唐草が「川」の字状に伸

びる。上方先端は枝毛状。

中心飾りの三葉文の横の下向き唐草は 1

本。先端まで数本の唐草で構成されてい

る。三葉間はあまり開かない。

中心飾りの三葉文の間が開き、唐草は繋

がっていない。全体的に簡略化される。

中心飾りの三葉文が下を向き、上に小さ
な葉が 2枚つく。第 1唐草が下向きに深
く巻き、途中から上向きの唐草が枝分か
れしている。第 2唐草も第 1唐草から枝
分かれして、先端は上下に分かれて巻き、
間に蕾状のものがある。

中心飾りの三葉文が花弁のように幅を持

ち、唐草は全て下向きに巻く。

中心飾りの三葉文の間は開き、唐草は１

本ずつ独立して、上下交互に巻いている。

中心飾りの三葉文は開き、横の下向き唐
草は 1本で巻きが浅い。その外側の唐草
は、2本が交差して延び、下向きに浅く
巻いている。その外側にも下向きの唐草
がある。

第●図　軒平・軒桟瓦　瓦当文様分類１

※瓦の文様分類については、　石川県金沢城調査研究所 2019c から転載した。

第 34 図　軒平・軒桟瓦　瓦当文様 1
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199801-D156

200703-D024

200703-D025

200503-D011

200503-D013

200603-D049

200003-D148

200003-D147

中心飾りは九曜文。唐草は簡略化され、

第１唐草から第２唐草へは途切れずに続

いている。菊文Ⅲが変化したものかもし

れない。

中心飾りは星文。唐草は巻きが浅く、第

１唐草が下に巻き、第２唐草が上に巻い

て枝分かれしていて、他の唐草文とは逆

になっている。

梅鉢文Ⅲ-２

梅鉢文Ⅲ-１

梅鉢文Ⅱ

梅鉢文Ⅰ

梅鉢文Ⅳ

桜文

星文

九曜文

中心飾りは梅鉢文。第 1唐草が第 2唐草

に添って上下に巻く。第 2唐草は末端が

上向きに巻く。

中心飾りは梅鉢文。唐草は中心飾りに近

い側で 3本。第 1唐草は上が下より開く。

第 2唐草は末端の巻きが大きく、下向き

に巻く。

中心飾りは梅鉢文。第 1唐草の開きは上

下同幅。下が上に比べ潰れている。末端

の巻きは浅く、上を向く。

中心飾りは梅鉢文。第 1唐草は下が上よ

り開き、上に比べ潰れている。末端の巻

きは浅く、上を向く。

中心飾りは桜文。 第 1唐草から第 2唐草

へは途切れずに続いている。

中心飾りは梅鉢文。唐草は菊文Ⅲ-３と

類似して、中心飾りを包むような第１

唐草と屈曲の深い第２唐草からなる。

第●図　軒平・軒桟瓦　瓦当文様分類２

※瓦の文様分類については、　石川県金沢城調査研究所 2019c から転載した。

第 35 図　軒平・軒桟瓦　瓦当文様 2
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第●図　軒平・軒桟瓦　瓦当文様分類３

※瓦の文様分類については、　石川県金沢城調査研究所 2019c から転載した。

199801-D155

200003-D149

201106-t368

199904-D056

201106-t367

199904-D030

201106-t089

201204-t077

199801-D150

玉文Ⅰ

玉文Ⅱ-１

玉文Ⅱ-２

玉文Ⅱ-３

玉文Ⅲ

玉文Ⅳ

玉文Ⅴ

五弁花文

宝文
中心飾りは宝袋。袋の口を縛った房付き

の紐が横に延びる。

中心飾りは第 1唐草が玉を抱えるように

配され、第 2唐草は一つなぎになってい

る。玉の下には縦の軸が第 2唐草の下ま

である。

玉は少し大きくなり、唐草も太くなるが、

稜を持つため拓本では細く表現される。

第 2唐草が左右に独立する。玉は第 1唐

草の下まで続く軸を持つ。

中心飾りの玉は横長になり、上下に軸が

ある。第 2唐草は上向きに渦を巻く。

玉は軸を持たず、玉・唐草ともに扁平に

なるため拓本では太く表現される。

玉は軸を持たず、第 2唐草は外側に離れ、

巻きが浅くなって、子葉が大きくなる。

玉が大きくなり、第 1唐草は玉を抱くよ

うに上に延びる。第 2唐草は下向きに深

く巻き、上向きに枝分かれしている。

中心飾りは五弁花文。輪郭線で描かれた

葉状の唐草がある。

中心飾りは軸を持つ玉文であるが、唐

草は葉のようになっている。

第 36 図　軒平・軒桟瓦　瓦当文様 3
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第●図　軒平・軒桟瓦　瓦当文様分類４

199904-D295

200802-D004

200802-D005

200802-D003

201204-T014

201106-D026

200603-D052

200603-D050

200802-D001

201106-D071

菊文Ⅰ

菊文Ⅱ

菊文Ⅲ-１

菊文Ⅲ-3

菊文Ⅲ-２

菊文Ⅴ

菊文Ⅲ-４

菊文Ⅳ-１

菊文Ⅵ

菊文Ⅳ-２

中心飾りの菊は花弁 10 枚。線は華奢で、

稜がはっきりしている。唐草は上向きに

巻く。

中心飾りは 10 弁の菊花文。唐草は巻きが

浅く、第 2唐草は末端が下を向く。

中心飾りはⅢ-１より丸味を持つ 8弁の菊

花文。唐草は簡略化され、先端で枝分か

れしなくなる。

中心飾りは丸味を持つ 8弁の菊花文。唐

草は幅があり、輪花状になっている。第

１唐草は中心飾りの菊花文を包むように

上に延びて、第２唐草は下向きに巻いて、

先端で枝分かれしている。

中心飾りは丸味を持つ 8弁の菊花文。唐

草は菊文Ⅳ-１と同じ。

中心飾りは稜のはっきりした 8弁の菊花

文。第 1・第 2唐草とも枝分かれせず、第

2唐草は曲がりながら上へ延びる。

中心飾りは 8(?) 弁の菊花文。第 1唐草は

上下に緩く巻き、第 2唐草は、枝分かれ

したものが上に強く巻いている。

中心飾りは稜のはっきりした 8弁の菊花

文。唐草は、梅鉢文Ⅲ-１と同じく、第 1

唐草の開きが上下同幅で、下が上に比べ潰

れ、末端の巻は上を向く。

中心飾りは丸味を持つ 8弁の菊花文。唐

草は簡略化されて輪花状ではなくなり、

第２唐草の屈曲が深い。

中心飾りは丸味を持つ 8弁の菊花文。第

２唐草は第１唐草の途中から出て、横へ

延びた後、上に延びる。

※瓦の文様分類については、　石川県金沢城調査研究所 2019c から転載した。

第 37 図　軒平・軒桟瓦　瓦当文様 4
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第●図　瓦　胎土分類

１

釉薬瓦

燻瓦

Ａ２ Ｂ２ 200003-D085

越前 200003-D138

３ 199801-D150

６
201106-D055

７ 199801-D152

Ｃ２ 200003-D130200003-D100

199801-D151

Ｂ１ 200003-D105Ａ１ 199801-D124

５Ⅰ 199801-D133

２ 201106-D032

４ 201204-t114 ５Ⅱ 201204-t022

Ｃ１ 201006-Ｄ046

１：橙色系で、白色粒・細砂を含み、細かい空隙が多い。軟質と硬質緻密なものがある。

２：橙色系で１と似るが、砂粒の含みや空隙はやや少なく、細い白い縞が入る。

３：にぶい橙色系で、黒色粒が目立ち、白色粒・礫も含む。細かい空隙が多く、ザックリしている。

４：にぶい褐色系で、白色粒・粗砂を多く含み、硬質。器厚が厚く、断面はにぶい褐色と暗灰色のサンドイッチ状を呈する。

５：橙色・灰褐色で、黒色・白色の縞が多く入る。白色粒を多く含み、黒色粒・礫・粘土塊も含む。全体が縞状を呈し比較

　　的緻密なもの（５Ⅰ）と、大きめの空隙を含み縞状が強くないもの（５Ⅱ）がある。

６：黄橙色系で、砂粒の含み少なく緻密。白色または黒色の細い縞がわずかに入る。

７：灰色で白色粒・細砂を含む砂っぽい胎土。光沢の無い暗灰色の釉が薄く掛かる。

越前：白色粒・粗砂を多く含み、硬質で、焼き締まっている。縞状が強い部分と弱い部分がある。

Ｃ１：軟質、緻密。断面縞状。

Ｃ２：軟質、緻密。断面縞状でない。

Ｂ１：軟質、空隙多。断面縞状。

Ｂ２：軟質、空隙多。断面縞状でない。

Ａ１：硬質、緻密。断面縞状。

Ａ２：硬質、緻密。断面縞状でない。

第 38 図　瓦胎土分類



-55-

g
h
i

a

b

c

de

f

谷瓦

谷瓦　a全長　b全幅　　

　　　c谷部長　d平部長

　　　e桟部切込長　f桟部切込幅

　　　g桟部弧深　　h平部弧深　

　　　i厚

　　　　

da

e

b

c f

輪違い

輪違い　a全長　b広端幅

　　　　c狭端幅　d厚　  

　　　　e高さ　  ｆ高さ

cb

a

熨斗瓦

熨斗瓦・腰瓦　　a全長　b全幅　c厚

a

b

腰瓦

c

a

b
c

d
面戸瓦

面戸瓦　a全長　b全幅

　　　　c厚　　d高さ

面戸瓦

a

b c

c

d

e

fb

a

棟瓦
g

棟瓦　a 全長　  b 全幅　  c 桟部長

　　　d 体部長  e 桟部厚  f 体部厚

　　　g 高さ

a

b

c

d

e

f

g
h

i 桟瓦

桟瓦　a 全長  b 全幅  c 平部切込長

    　d 平部切込幅    e 桟部切込長

      f 桟部切込幅　  g 桟部弧深

　　　h 平部弧深      i 厚

a

b

c

e
d

平瓦

平瓦　a 全長　b 広端幅

　　　c 狭端幅　d 弧深

　　　e 厚

a

j

軒桟瓦

a

b

c d

e

fg
h

i

j

軒平瓦

軒平瓦・軒桟瓦　a 上弧幅　b 下幅     c 右周縁

（軒部・平部）  d 左周縁　e 文様区幅 f 文様区厚

                g 瓦当厚　h 顎高   　i 顎下部高

                j 弧深

a

b

c

d
e

f

g

丸瓦

丸瓦　　a 全長　  b 体部幅  c 玉縁長 

　　　　d 玉縁幅  e 体部高  f 体部厚

　　　　g 玉縁高

a b c

d軒丸瓦

軒丸瓦（軒部）　a 瓦当径　b 文様区径

　　　　　　　　c 内区径　d 瓦当厚

瓦計測部位

腰瓦側辺中央凹部分類表

タイプ 平面 側辺(断面)

方形凹

円形凹B

円形凹C

円形凹A

特徴

円形凹A

円形凹B

方形凹

底が平らに調整されている

Aのような調整なし

小型で断面は浅い皿状を呈する

底が平らに調整されている

タイプ

円形凹C

銭貨計測部位

F

E

D

C

B

A

遺物観察表計測部位凡例

第 39 図　遺物観察表凡例
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遺物実測図に付した番号は、報告番号と実測番号を表している。1000番台は陶磁器・土器、2000番台
は瓦、3000番台は金属製品、4000番台は石製品、5000番台は木製品、6000番台はその他とした。報告番
号は、鼠多門調査区と鼠多門橋調査区で連番となっている。実測番号についても、重複しないよう連番
とした。本章中の土管・算用数字染付磁器については、鼠多門調査の報告番号に含んでいない。

遺物実測図の後に観察表を付けた。各遺物の詳細については、観察表を参照していただきたい。観察
表中の「」は、復元数値を示し、（）は残存数値を示す。遺存率は、12分割で示した。産地・年代等について
は、推定できるもののみ記入した。

釉薬瓦の釉薬のかけ方の分類など、ここで詳細を説明していないものについては、石川県金沢城調査
研究所2018d『金沢城跡－玉泉院丸庭園Ⅱ－』等を参照していただきたい。

1004_B361
1003_B271

1005_B304 1006_B378

1001_B068 1002_B114

1001_B068　B3　馬糧庫　南側溝コンクリート下

1002_B114　B2　馬糧庫内コンクリ床下　近代整地土

　　　　　 D3　斜路　南北アゼ

1003_B271　D3　近代建物　北側掘方

1004_B361　D3　近代建物　東側掘方壁面

1005_B304　C5・6　近代建物基礎南側方形遺構

1006_B378　B5　溜桝土管 (北 )掘方、遺構検出

磁器　近代建物・溜枡土管　 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 40 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器１
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1008_B329
1010_B332

1012_D374

（S=1/2）

1014_B413

1017_B351

1016_B050

1015_B247

1013_B307

1009_B379

1011_B330

1007_B331

1007_B331　B5・C5　レンガ基礎外周東側　遺物集中 I

1008_B329　B5　　　レンガ基礎外周東側　遺物集中 I

1009_B379　B5・C5　レンガ基礎外周東側　遺物集中 I

1010_B332　B5　　　レンガ基礎外周東側　遺物集中 I

1011_B330　B5・C5　レンガ基礎外周東側

1012_D374　B5・C5　レンガ基礎外周北側　近代埋土

1013_B307　C4　レンガ基礎区画②掘方、斜路　縦断アゼ北

1014_B413　D4　レンガ基礎　W2 掘方西壁　土層断面　18 層

1015_B247　C4　監獄署レンガ基礎

1016_B050　C4　馬屋レンガ基礎

1017_B351　D4　レンガ基礎内

染付　レンガ基礎 S=1/3 S=1/2

0 15cm（1:3） 

0 10cm（1:2） 

第 41 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器２第 40 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器１
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1024_B267

1026_B311

1020_B344

1022_B308

1021_B314

1018_B333

1019_B390

1023_B327

1025_B352

1027_B354

1018_B333　C4　コンクリ基礎 4掘方　斜路縦断アゼ北

1019_B390　C4　コンクリ基礎 6掘方　コンクリ基礎下砕石内

　　　         レンガ基礎掘方　斜路縦断アゼ北

1020_B344　C4　コンクリ基礎 6掘方　斜路縦断アゼ

1021_B314　C4　コンクリ基礎掘方　斜路縦断アゼ北

1022_B308　C4　コンクリ基礎掘方　斜路縦断アゼ北

1023_B327　C4　コンクリ基礎下砕石内　斜路縦断アゼ北

　　　         斜路　路面直上

1024_B267　D2　SD1　門以西溝内　石垣 10－9 下石組溝　埋土

1025_B352　D4　斜路　側溝 SD3( 凝灰岩 )

　　　　   C4　縦断アゼ北

1026_B311　C4　斜路側構内　縦断アゼ北

1027_B354　D4　斜路南側側溝　埋土

磁器　コンクリ基礎・溝
S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 42 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器３



-59-

1032_B109

1031_B134

1029_B142

1036_B115

1035_B132

1039_B401

1037_B015

1034_B056

1030_B016

1033_B072

1038_B071

1028_B021

S=1/3磁器　石垣

0 15cm（1:3） 

1028_B021　C2　石垣第 6段　裏込め栗石

　　　　　 　　斜路　Aトレ北アゼ

　　　　   C3　南北アゼ

1029_B142　D2　石垣第6段　裏込め栗石

1030_B016　C2　石垣第6段　裏込め栗石　斜路

1031_B134　D2　石垣第2段裏　斜路

1032_B109　D2　石垣第1段　裏込め

1033_B072　C2　石垣第6段　裏込め栗石　斜路

1034_B056　C2　石垣第6段　裏込め栗石　斜路

1035_B132　D2　石垣第10段前面盛土

1036_B115　D2　石垣第 6段　裏込め栗石

　　　　　　　 斜路

1037_B015　C2　石垣第 6段　裏込め栗石

　　　　　　　 斜路　　Aトレ

　　　　　 C･D3　斜路　南北アゼ

　　　　　 D2　斜路

1038_B071　C2　石垣第6段　裏込め栗石

1039_B401　側壁石垣（南）B類SI13周辺裏込め

第 43 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器４



-60-

1041_B216

1045_B238

1046_B126

1043_B282

1040_B205

1047_B214

1048_B323

1049_B309

1044_B305

1042_B343

1040_B205　C3・4　斜路

　　　　　 C3　斜路北側法面

1041_B216　C3・4　斜路

1042_B343　C4　斜路　縦断アゼ

1043_B282　C3・4　斜路

1044_B305　C5　斜路　遺構検出

1045_B238　C3・4　斜路

1046_B126　D3　南北アゼ　斜路南法面

　　　　　 C2　斜路

1047_B214　C3　斜路

1048_B323　C4　斜路　縦断アゼ

1049_B309　C4　斜路　縦断アゼ北

磁器　斜路　碗 1　丸・半球・浅半球 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 44 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器５



-61-

1050_B006

1051_B094

1052_B280

1056_B222

1057_B342

1054_B227

1053_B143

1058_B054

1055_B110

1050_B006　C2　斜路　Aトレ・Aトレ北アゼ

　　　　　　   斜路　Aトレ南アゼ

　　　　   D2　側壁石垣（南）前面埋土

1051_B094　D2・3　斜路

　　　　   C3　斜路　南北アゼ

　　　　   C3　斜路

1052_B280　C・D3　斜路

1053_B143　D3　斜路　南北アゼ

1054_B227　C4　斜路

1055_B110　D2　側壁石垣 (南 )前面埋土

　　　　　     側壁石垣前面埋土

　　　　   C2　斜路　Aトレ

　　　　   C3　斜路

1056_B222　C3　斜路　南北アゼ

1057_B342　C4　斜路　縦断アゼ　

1058_B054　C2　斜路

磁器　斜路　碗 2　丸・半球・浅半球 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 45 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器６



-62-

1067_B035

1064_B387
1065_B348

1061_B318

1066_B135

1068_B212

1063_D054

1062_B091

1060_B059

1059_B150

1059_B150　C3　斜路　南北アゼ

　　　　　 D3　斜路

1060_B059　C3　斜路

1061_B318　C4　斜路　縦断アゼ北

1062_B091　D3　斜路

1063_D054　C2　斜路

1064_B387　C4　斜路　縦断アゼ北

1065_B348　C4　斜路　路面直上

1066_B135　D2　斜路南側ライン

1067_B035　C3　斜路　Aトレ東端

1068_B212　C3　斜路

S=1/3磁器　斜路　碗 3　丸形・浅半球形・腰張半球形

0 15cm（1:3） 

第 46 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器７



-63-

1069_B036

1070_B317

1071_B229

1072_B133

1074_B010

1076_B356

1073_B324

1075_B233

1069_B036　C3　側壁石垣（北）前面

1070_B317　C4　斜路　縦断アゼ北

1071_B229　C4　斜路

1072_B133　C3　斜路

1073_B324　C4　斜路　縦断アゼ

1074_B010　C2　斜路北側ライン

　　　　　 C3　斜路　南北アゼ

1075_B233　C3　斜路

1076_B356　D4　斜路

S=1/3磁器　斜路　碗 4　丸形・浅半球形・腰張半球形

0 15cm（1:3） 

第 47 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器８



-64-

1081_B208

1077_B313

1078_B325

1085_B098

1084_B147

1079_B218
1080_B376

1082_B244

1083_B321

1077_B313　C4　斜路　縦断アゼ北

1078_B325　C4　斜路

1079_B218　C3・4　斜路

1080_B376　D4　斜路

　　　　   C4　斜路縦断アゼ

　　　　   D4　コンクリ基礎根固め

1081_B208　C3　斜路

1082_B244　C3　斜路

1083_B321　C4　斜路　縦断アゼ北

1084_B147　C3　斜路　南北アゼ

　　　　　　　 斜路　Aトレ以北南北アゼ　1層

　　　　　 C2　斜路

1085_B098　D3　側壁石垣（南）前面

　　　　　 D2　斜路

S=1/3磁器　斜路　碗 5　腰張半球形

0 15cm（1:3） 

第 48 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器９



-65-

1086_B113

1087_B367

1089_B139

1088_B240

1090_B148

1091_B359

1086_B113　C・D3　斜路　南北アゼ

1087_B367　C4　斜路　縦断アゼ北

1088_B240　C4　斜路

1089_B139　D3　斜路南法面

1090_B148　C2　斜路　Aトレ

1091_B359　C5　斜路　近代路面直上

S=1/3磁器　斜路　碗 6　腰張半球形

0 15cm（1:3） 

第 49 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 10



-66-

1095_B316

1096_B009

1093_B322

1092_B007

1094_B055

1092_B007　C2　斜路

1093_B322　C4　斜路　1層

1094_B055　C2　斜路

1095_B316　C4　斜路　縦断アゼ北

1096_B009　C2　斜路北側ライン

　　　　   C3　斜路

磁器　斜路　碗 4　大型・筒碗 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 50 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 11



-67-

1097_B368

1098_B266

1101_B144

1102_B075

1100_B357

1099_B152

1097_B368　C4　斜路　縦断アゼ北

1098_B266　C4　斜路

1099_B152　D3　斜路

1100_B357　D4　斜路

1101_B144　C2　側壁石垣前面

　　　　   D3　斜路

1102_B075　D3　斜路

　　　　   C3　斜路 (南 )

磁器　斜路　碗 4　大型・筒碗 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 51 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 12



-68-

1105_B226

1106_B319

1113_B273

1108_B239

1104_B201

1112_B326

1111_B371

1103_B032

1107_B019

1110_B400

1109_B384

1103_B032　C3　斜路　セクションベルト　土管より上

1104_B201　C3　斜路　Aトレ東端

1105_B226　C4　斜路

1106_B319　C4　斜路　縦断アゼ北

1107_B019　C2　側壁石垣前面

               斜路　Aトレ南アゼ

1108_B239　C3　斜路東西アゼ

　　　　   C4　斜路

1109_B384　C4　斜路　縦断アゼ北

1110_B400　C4　斜路　縦断アゼ　1層

　　　         斜路　縦断アゼ北

1111_B371　C4　斜路　縦断アゼ北

1112_B326　C4　斜路

1113_B273　D4　斜路

磁器　斜路　碗 5　小広東形・筒丸形・端反り形 1 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 52 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 13



-69-

1119_B038

1118_B245

1120_B131

1117_B297

1123_B037

1121_B217
1122_B223

1115_B046
1116_B386

1114_B228

1114_B228　C4　斜路

1115_B046　C3　斜路　南北アゼ　土管掘方

1116_B386　C4　斜路　縦断アゼ北

1117_B297　C3　側壁石垣（北）前面　斜路

　　　　　 D3　斜路

1118_B245　C3　斜路

1119_B038　C3　側壁石垣（北）前面

1120_B131　D3　斜路　南北アゼ

　　　　   D2　斜路

1121_B217　C3　斜路　側壁石垣（北）前面

1122_B223　C3　斜路　22 層

1123_B037　C3　側壁石垣（北）前面

磁器　斜路　碗 5　小広東形・筒丸形・端反り形 2 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 53 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 14

1105_B226

1106_B319

1113_B273

1108_B239

1104_B201

1112_B326

1111_B371

1103_B032

1107_B019

1110_B400

1109_B384

1103_B032　C3　斜路　セクションベルト　土管より上

1104_B201　C3　斜路　Aトレ東端

1105_B226　C4　斜路

1106_B319　C4　斜路　縦断アゼ北

1107_B019　C2　側壁石垣前面

               斜路　Aトレ南アゼ

1108_B239　C3　斜路東西アゼ

　　　　   C4　斜路

1109_B384　C4　斜路　縦断アゼ北

1110_B400　C4　斜路　縦断アゼ　1層

　　　         斜路　縦断アゼ北

1111_B371　C4　斜路　縦断アゼ北

1112_B326　C4　斜路

1113_B273　D4　斜路

磁器　斜路　碗 5　小広東形・筒丸形・端反り形 1 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 52 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 13



-70-

1126_B128

1129_B288

1125_B129

1124_B089

1128_B299

1130_B234

1127_B066

1124_B089　D3　斜路　南北アゼ

1125_B129　D3　斜路　南北アゼ

1126_B128　C・D3　斜路　南北アゼ　　 

1127_B066　C3　斜路　南北アゼ土管掘方

　　　　　 D2　斜路

1128_B299　C4　斜路

1129_B288　C3　斜路　Aトレ東端　　

1130_B234　C3　斜路

磁器　斜路　碗 6　近現代 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 54 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 15



-71-

1132_B088

1133_B116

1135_B117

1131_B213

1134_B249

1131_B213　C3　斜路

1132_B088　C・D3　斜路　南北アゼ

　　　　　 C3　斜路

　　　　　 D2　壁面清掃

1133_B116　D3　斜路　南北アゼ

1134_B249　C3　斜路

1135_B117　D3　斜路　南北アゼ

1136_B268　D3　斜路

1137_B221　C3　斜路　東西アゼ

1138_B341　C4　斜路　縦断アゼ

1139_B138　D2　斜路

1140_B100　D3　斜路　南北アゼ

1141_D067　C3　斜路　Aトレ東端

1140_B100

1137_B221

1139_B138

1138_B341
1141_D067

1136_B268

磁器　斜路　碗 6　近現代 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 55 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 16



-72-

1151_B281

1154_B097

1144_B092

1149_B124

1150_B374

1146_B382

1148_B383

1145_B399

1147_B041

1152_B207

1142_B008 1143_B013

1153_B012

1142_B008　C2　斜路

1143_B013　C2　斜路　Aトレ北アゼ 1層　斜路

1144_B092　D3　斜路

1145_B399　C5　斜路　縦断アゼ北

1146_B382　C4　斜路　縦断アゼ北

1147_B041　C3　側壁石垣（北）前面

　　　　　　   斜路　北側法面検出

1148_B383　C4　斜路　縦断アゼ北

1149_B124　D3　斜路 (南 )　斜路　南北アゼ

1150_B374　C4　斜路　縦断アゼ北

1151_B281　C3・4　斜路

1152_B207　C3　斜路

1153_B012　C2　斜路　Aトレ

1154_B097　D2　斜路

　　　　   C2　斜路北側ライン

　　　　　　   斜路　Aトレ

　　　　   D3　斜路

　　　　　　   南北アゼ　斜路南法面

磁器　斜路　碗　陶胎染付１ S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 56 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 17



-73-

1155_B122

1157_B396

1156_B078

1158_B397

1159_B394

1155_B122　D3　側壁石垣前面

1156_B078　D3　斜路　南北アゼ

1157_B396　C4　斜路　縦断アゼ北

1158_B397　C4　斜路　縦断アゼ

1159_B394　C3・4　斜路　最下層

　　　　　 D4　斜路　小石層

S=1/3

磁器　皿 1

0 15cm（1:3） 

第 57 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 18



-74-

1163_B033

1161_B1201160_B243

1162_B202

1160_B243　C3　斜路

1161_B120　D3　斜路

1162_B202　C3　斜路　壁面清掃

1163_B033　C3　斜路　セクションベルト　土管より上

S=1/3

磁器　皿 1

0 15cm（1:3） 

第 58 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 19



-75-

1164_B141

1168_B298

1169_B099

1167_B380

1165_B130

1166_B369

1164_B141　D3　斜路　南北アゼ

　　　　　 D2　斜路

1165_B130　D3　斜路　南北アゼ

1166_B369　C4　斜路　縦断アゼ北

1167_B380　C4　斜路　小礫混灰褐

1168_B298　D3　側壁石垣 (南 )前面

　　　　　 C3　側壁石垣前面

1169_B099　D2　斜路南側ライン

　　　　　 C3　斜路　南北アゼ

磁器　斜路　皿 2 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 59 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・磁器 20



-76-

1171_B123

1175_B365

1172_B023
1174_B203

1173_B336

1170_B149

1170_B149　C2　A トレ南アゼ

　　　　　　　 斜路　Aトレ

1171_B123　D3　斜路南法面

1172_B023　C3　斜路

1173_B336　C4　斜路　縦断アゼ北

1174_B203　C3　斜路

1175_B365　C4　遺構検出　斜路

磁器　斜路　皿 2 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 60 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 21



-77-

1176_B393　C5　斜路　1層

　　　　 　C4　斜路　縦断アゼ北・縦断アゼ

　　　　　 　　監獄署レンガ基礎　整地土

　　　　 　B・C4　レンガ基礎内

　　　　　 D4　斜路

1176_B393

磁器　斜路　皿 3 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 61 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 22



-78-

1180_B106

1179_B231

1181_B338

1182_B373

1177_B320

1178_B237

1177_B320　C3・4　斜路　縦断アゼ北

1178_B237　C3・4　斜路

1179_B231　C4　斜路

1180_B106　D3　斜路

1181_B338　C4　斜路　縦断アゼ北

1182_B373　C4　斜路　縦断アゼ北

磁器　斜路　皿 4 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 62 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 23



-79-

1184_B334

1186_B389

1183_B306

1185_B077

1187_B136

1188_B031

1189_B063

1190_B0141183_B306　C4　斜路

   　　　　C5　斜路　縦断アゼ北

1184_B334　C4　斜路　縦断アゼ北

1185_B077　D3　斜路　南北アゼ

1186_B389　C4　斜路　縦断アゼ北

1187_B136　D2　斜路

　　   　　C2　斜路　Aトレ北アゼ

1188_B031　C3　斜路

1189_B063　C2　斜路

1190_B014　C2　斜路　Aトレ

磁器　斜路　皿 4 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 63 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 24



-80-

1194_B366

1195_B372

1198_D361

1193_B310

1199_D353

1192_B146

1191_B004

1197_B236

1196_B017

1191_B004　C2　斜路

1192_B146　C3　斜路　セクションベルト

　　　　　 　　土管より上

1193_B310　C4　斜路　縦断アゼ北

1194_B366　C4　斜路　縦断アゼ北

1195_B372　C4　斜路　縦断アゼ北

1196_B017　C2　斜路

1197_B236　C3　斜路

1198_D361　C4　斜路　縦断アゼ北

1199_D353　C5　斜路　近代路面直上

磁器　斜路　皿 5
S=1/3

0 15cm（1:3） 
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1202_B102

1200_B079

1201_B025

1203_B026

1200_B079　D3　斜路　南北アゼ

　 　　　　D2　斜路

1201_B025　C3　斜路　Aトレ東端

1202_B102　D2　斜路

　　　　　 D3　南北アゼ斜路

　　　　 　C3　土管掘方

1203_B026　C3　斜路

S=1/3
染付　斜路　皿　近代

0 15cm（1:3） 
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1204_B064

1207_B0871206_B269

1205_B272

1208_B287

1209_B108

1204_B064　C・D3　斜路　南北アゼ

1205_B272　D4　斜路

1206_B269　D3　斜路南法面上方

1207_B087　D2　近代層

　　　　　　　 石垣際　近現代層

　　　　　　　 斜路

　　　　　 E2　礎石周辺　近現代層

1208_B287　C4　斜路

　　　　　 D4　レンガ基礎　近代整地土

1209_B108　D2　斜路

　　　　　 C・D3　斜路　南北アゼ

S=1/3
染付　斜路　皿　近代

0 15cm（1:3） 

第 66 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 27



-83-

1211_B285

1215_B211

1214_B027

1213_B209

1210_B080

1212_B210

1210_B080　C2　斜路　Aトレ南アゼ

　　　　　 D2　斜路

　　　　　 D3　南アゼ

1211_B285　C4　斜路

1212_B210　C3・4・D4　斜路

1213_B209　C3　斜路

1214_B027　C3　斜路

1215_B211　C3　斜路

磁器　斜路　小皿　近現代
S=1/3

0 15cm（1:3） 
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1204_B064

1207_B0871206_B269

1205_B272

1208_B287

1209_B108

1204_B064　C・D3　斜路　南北アゼ

1205_B272　D4　斜路

1206_B269　D3　斜路南法面上方

1207_B087　D2　近代層

　　　　　　　 石垣際　近現代層

　　　　　　　 斜路

　　　　　 E2　礎石周辺　近現代層

1208_B287　C4　斜路

　　　　　 D4　レンガ基礎　近代整地土

1209_B108　D2　斜路

　　　　　 C・D3　斜路　南北アゼ

S=1/3
染付　斜路　皿　近代

0 15cm（1:3） 
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1218_B101

1217_B090

1219_B340

1216_B076

1216_B076　C3　斜路　埋土上面近代層

           D3　斜路　南北アゼ

1217_B090　D3　斜路　南北アゼ

1218_B101　D3　斜路　南北アゼ

1219_B340　C4　斜路　縦断アゼ北　　

S=1/3
磁器　斜路　軍隊皿

0 15cm（1:3） 
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1220_B392

1221_B353

1223_B069

1222_B053

1220_B392　C4　斜路　縦断アゼ北

　　　　　 C3　斜路　Aトレ東端

1221_B353　D4　斜路

1222_B053　C2　斜路北側ライン

1223_B069　C2　斜路　Aトレ

磁器　鉢 S=1/3

0 15cm（1:3） 

第 69 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 30
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1225_D144

1224_B145

写真強調

「御用」

1224_B145　C3　斜路

1225_D144　C3　斜路　Aトレ南アゼ

　　　　　 D3　斜路　南北アゼ

1226_B232　C3　斜路

1227_B375　C4　斜路　縦断アゼ北

1228_B349　C4　斜路　縦断アゼ北

1229_B220  C3・4　斜路

　　　　   D3　斜路　側壁石垣 (南 )前面

1230_B350　C4　斜路　縦断アゼ

1231_B065　C3　斜路　南北アゼ　土管掘方

1232_B251　C4　斜路

1228_B349

1227_B3751226_B232

1229_B220

1232_B251

1230_B350
1231_B065

磁器　鉢・蓋物 S=1/3

0 15cm（1:3） 
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1236_B096

1240_B028

1242_B060

1243_B125

1237_B260

1241_B029

1239_B030

1238_B061

1235_B3121234_B2861233_B241

1233_B241　C4　斜路

1234_B286　C4　斜路

1235_B312　C4　斜路　縦断アゼ北

1236_B096　D3　側壁石垣南前面

　　　　   C2　南アゼ

1237_B260　D4　斜路

1238_B061　C3　斜路　Aトレ東端

1239_B030　C3　斜路　Aトレ東端

1240_B028　C3　斜路　北法面

1241_B029　C3　側壁石垣（北）前面　斜路

1242_B060　C3　斜路

1243_B125　D3　斜路 (南 )

S=1/3
磁器　斜路　蓋物・段重・蓋

0 15cm（1:3） 
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1245_B039

1247_B2251246_B127

1249_B111

1244_B206

1250_B047

1248_B315

1251_B345

磁器　斜路　蓋 S=1/3

0 15cm（1:3） 

1244_B206　C3　斜路

1245_B039　C3　側壁石垣(北）前面

1246_B127　D3　斜路　南北アゼ　斜路南法面

           C2　斜路

1247_B225　C3･4、D3  斜路

1248_B315　C4　斜路　縦断アゼ北

1249_B111　D2　側壁石垣(南)前面埋土

1250_B047　C3　斜路　南北アゼ

1251_B345　C4　斜路　縦断アゼ北

第 72 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 33
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1252_B219

1260_B083

1258_B347

1254_B339

1255_B230 1257_B284
1256_B370

1259_B335

1253_B385

磁器　斜路　蓋 S=1/3

0 15cm（1:3） 

1252_B219　C・D3　斜路

1253_B385　C4　斜路　縦断アゼ北

1254_B339　C4　斜路 1層

1255_B230　C4　斜路

1256_B370　C4　斜路　縦断アゼ北

1257_B284　C3　斜路

1258_B347　C4　斜路　土羽直上

1259_B335　C4　斜路　縦断アゼ北

1260_B083　D3　斜路

第 73 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 34
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1279_B2521278_B224
1280_D354

1261_D019

1265_B003

1274_B057

1271_B250

1266_B391

1272_B398

1270_D327

1276_B137

1267_B107

1263_B151

1268_B409

1275_B081

1269_B358

1273_B246

1264_B337

1262_B204

1277_D276

1261_D019　C2　斜路　Aトレ

1262_B204　C3　斜路

1263_B151　D3　斜路

1264_B337　C4　斜路　縦断アゼ北

1265_B003　C2　斜路

1266_B391　C4　斜路　縦断アゼ北

1267_B107　D3　斜路

1268_B409　側壁石垣（北）東側　法面崩落土

1269_B358　C4　斜路　縦断アゼ南　1層

　　　　　　   縦断アゼ

　　　　   D4　番所階段東コンクリ基礎根固め

1270_D327　C4　斜路　縦断アゼ

1271_B250　C3　斜路

1272_B398　C4　斜路　縦断アゼ北

1273_B246　C4　斜路

1274_B057　C3　斜路

1275_B081　D3　斜路　南北アゼ　斜路南法面

　　　　　 D3　斜路　南北アゼ

　　　　　 D2　斜路

1276_B137　D2　斜路

1277_D276　C4　斜路

1278_B224　C3・4　斜路

1279_B252　C3・4　斜路

1280_D354　C5　斜路　縦断アゼ北

S=1/3

磁器　斜路　猪口・小碗・紅皿 1

0 15cm（1:3） 
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1281_B048

1285_B095

1286_D152

1287_D272

1284_D269

1282_B112

1283_B118

1289_B355

1288_D286

1281_B048　C3　斜路　南北アゼ

1282_B112　D3　斜路　南北アゼ

1283_B118　D3　斜路　南北アゼ　砂利・砂質土

1284_D269　C3　斜路

1285_B095　D3　斜路

1286_D152　D3　斜路

1287_D272　C3・4　斜路

1288_D286　D4　斜路

1289_B355　D4　斜路

1290_B381　C4　斜路　縦断アゼ北

1291_D375　C4　斜路　縦断アゼ北

1290_B381

1291_D375

S=1/3磁器　斜路　仏飯器他

磁器　C4-5　斜路　縦断アゼ北　蓋物・蓋他

0 15cm（1:3） 
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1292_B410

1293_B415

1294_B402

1297_B403
1296_B405

1295_B404

1298_B407

1292_B410　E3　番所西辺外　石組溝

1293_B415　E3　番所西辺外　石組溝内

1294_B402　E3　番所南西隅外　石組溝

1295_B404　E3　番所南辺東西セクション北西　10 層

　　　　   D3　番所西辺外石組溝

1296_B405　D3　番所北西隅外溝状落込み

　　　　   E3　番所西辺外石組溝

1297_B403　E3　番所南西隅外　石組溝

1298_B407　D3　番所西辺外石組溝

磁器　番所西辺外石組溝 S=1/3

0 15cm（1:3） 
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1306_B300（B049）

1305_B256

1304_B253

1303_B254

1302_B362

1301_B255

1300_B364

1299_B301(B406)

1299_B301　D4　番所階段 SB1 間　B層

　　　　　 D3･4　番所階段　7層

　　　　　 D3　番所西辺外

1300_B364　D2　番所階段 8･9 段　B層

1301_B255　D3　番所階段　8層、9･10 層

1302_B362　D3　番所階段　C層

           D3･4　番所階段東西アゼ　B層

1303_B254　D3　番所階段　3層

　　　　   D4　斜路　小石層

1304_B253　D3　番所階段　11 層

　　　　　　   1 トレ 炭混褐戸室大チップ直上

　　　　　　   近代建物北側掘方

　　　　   D4　近代層

1305_B256　D3　斜路　南北アゼ　番所階段　3･4 層

1306_B300　D3　番所階段　3層相当

　　　　　 C4　近代層（斜路範囲）

S=1/3磁器　番所階段１

0 15cm（1:3） 
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-94-

1311_B411

1310_B261

1309_B363

1308_B302

1307_B270

1307_B270　D3　番所階段　6・7層、5層相当

　　　　　　   斜路　南側法面上方　　　　　　

　　　　　　   斜路　南北アゼ　番所階段 3・4層対応層

　　　　   D4　斜路　南北アゼ  南側法面

　　　　　　   斜路　小石層

1308_B302　D3･4　番所階段　7層

　　　　   D4　番所階段 SB1 間　B層

1309_B363　D3･4　番所階段

1310_B261　D3  番所階段　8層

　　　　   D4　斜路

1311_B411　D3　番所西辺外石敷直上

　　　　　　　 番所北西隅　溝状落込み

　　　　　　　 番所西落込み

S=1/3磁器　番所階段２

0 15cm（1:3） 
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1320_B085

1319_B360

1318_B105

1316_D264
1315_B258

1314_B084

1313_B051

1317_B074

1312_B020

1312_B020　B2　1 トレ　現代層

1313_B051　B2　1 トレ　現代層

1314_B084　D3　近代整地土　1トレ

1315_B258　D3　1 トレ　

1316_D264　D3　1 トレ　戸室大チップ直上

1317_B074　D2　B トレ

1318_B105　E2　二重塀石垣直上

1319_B360　C5　溜枡遺構検出面

1320_B085　D・E3　斜路以南　近代層

磁器　トレンチ S=1/3

0 15cm（1:3） 
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1325_D346

1322_D004

1321_D001

1323_D373

1324_D347

1321_D001　B2　馬糧庫内コンクリ床下　近代整地土

　　　　　 C2　斜路

　　　　　 C3　斜路　Aトレ以北南北アゼ

           D2　側壁石垣前面盛土

1322_D004　B3　馬糧庫内コンクリ床下　近代整地土

1323_D373　B4 レンガ基礎北西隅掘方

1324_D347　B5・C5　レンガ基礎外周東側　遺物集中Ⅰ

1325_D346　B5　レンガ基礎外周　遺物集中Ⅰ

           B5・C5　レンガ基礎外周東側

1323_D001 ～ 1325_D373（S=1/3）

1326_D347 ～ 1327_D346（S=1/6）

第１図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 

0 30cm（1:6） 
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1331_D380

1327_D392

1329_D397

1328_D391

1326_D379

1330_D396

1326_D379　B5　レンガ基礎外周東側　遺物集中Ⅰ

1327_D392　B5　レンガ基礎外周東側　遺物集中Ⅰ

           B5・C5　レンガ基礎外周

1328_D391　B5　レンガ基礎外周東側　遺物集中Ⅰ

           B5・C5　レンガ基礎外周

1329_D397　B5　レンガ基礎外周東側　遺物集中Ⅰ

           B5・C5　レンガ基礎外周東側

1330_D396　B5・C5　レンガ基礎外周東側　遺物集中Ⅰ

1331_D380　B6　レンガ基礎外周東側　遺物集中Ⅰ

第２図　陶器・土器・土製品

0 30cm（1:6） 
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1334_D051

1333_D215

1332_D355

1335_D079

1336_D080

1337_D081

1341_D372

1338_D221

1339_D308

1340_B377

1332_D355　C5　レンガ基礎掘方

1333_D215　C4　斜路、レンガ基礎

1334_D051　C4　馬屋レンガ基礎

1335_D079　C4　馬屋レンガ基礎

1336_D080　C4　馬屋レンガ基礎

1337_D081　C4　馬屋レンガ基礎

1338_D221　C4　レンガ基礎　斜路

1339_D308　C4・5　斜路　縦断アゼ北

　　　　　 C4　コンクリ基礎掘方

1340_B377　C4　斜路　縦断アゼ　コンクリ基礎 5掘方

1341_D372　C4　斜路　縦断アゼ北　コンクリ基礎下砕石内

第３図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1343_D367

1342_D322

1345_D400

1347_D409

1346_B414

1344_D381

1348_D344

1342_D322　C4　斜路　縦断アゼ北　コンクリ基礎砕石内

1343_D367　C4　斜路　縦断アゼ北　斜路、コンクリ掘方

1344_D381　C4　コンクリ基礎 3掘方

1345_D400　C4　コンクリ基礎　直下砕石内　コンクリ基礎 6掘方　斜路

1346_B414　D4　番所階段東側レンガ基礎　W2　掘方西壁　土層断面　16 層

1347_D409　D4　拡張部①南　レンガ基礎掘方下　近代整地土

1348_D344　D4　レンガ基礎内

第４図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1349_D343

1353_D342

1351_D247

1350_D288

1352_D248

1349_D343　D4　レンガ基礎内掘方

1350_D288　D4　レンガ基礎内　近代整地土

1351_D247　D4　レンガ基礎内　近代整地土

1352_D248　D4　レンガ基礎内　近現代整地土

1353_D342　D4　斜路レンガ基礎内

第５図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1357_D266

1354_D394

底部内面のコンクリート塊

1355_D246

1356_D430

1354_D394（S=1/6）

1355_D246～ 1357_D266（S=1/3）

1354_D394　D4　レンガ基礎内

1355_D246　D3　近代建物東側掘方

1356_D430　E3　SB01 東側掘方、SB01

1357_D266　D4　瓦集積遺構直下

第６図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 

0 30cm（1:6） 
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1359_D376

1364_D228

1358_D357

1360_D356

1362_D350

1363_D289

1361_D045

1358_D357　C5　遺構検出　溜枡遺構検出面　溜枡周辺検出面　溜枡内

　　　　 　C6　近現代層

1359_D376　C5　溜桝土管 (南 )掘方

1360_D356　C5　溜桝土管 (西 )掘方

1361_D045　C3　斜路　南北アゼ　土管掘方

1362_D350　E4　土管掘方

1363_D289　D4　排水管掘方

1364_D228　C4　斜路　SD4( 斜路 )

第７図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1368_B052

1365_D330

1367_D059

1369_D083

1371_D095

1366_B022

1370_D129

1365_D330  C4　SD6

1366_B022　C2　石垣第 7段　石垣第 5段裏込め栗石　斜路

　　　　　 D2　斜路

1367_D059　C2　石垣第 8段裏込め　側壁石垣 (北 )

1368_B052　B2　石垣第 2段裏込め

1369_D083　C2　斜路　Aトレ　石垣第 6段裏込め　斜路

1370_D129　C2　石垣第 6段裏込め栗石　側壁石垣前面

           C3　斜路　南北アゼ

　　　　　 D2　斜路　側壁石垣前面　側壁石垣 (南 )前面

1371_D095  C2　A トレ　石垣第 7段裏込め

　　　　　 C3　斜路

　　　　　 D2　斜路

第８図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1372_D026

1372_D026　C2　石垣第 6段　裏込め栗石

　　　　　 C3　斜路南北アゼ　斜路

　　　　　 D3　斜路　南北アゼ南法面　斜路南法面

第９図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 

第 88 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 49
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1375_D066

1376_D331

1374_D027

1377_D398

1373_D052

1373_D052　C2　石垣第 3段　裏込め栗石内

　　　　　 D2　A トレ　石垣第 3段裏込め

1374_D027　C2　石垣第 6段　裏込め栗石

　　　　　 C3　斜路　南北アゼ

1375_D066　C2　石垣第 9段　裏込め栗石

1376_D331　C4　側壁石垣 (北 )東端部　A類栗石直上

1377_D398　C4　側壁石垣 (北 )東端部　A類栗石直上

第 10 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 

第 89 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 50



-106-

1379_D148

1378_D114

1378_D114　D2　石垣第 7段裏込め栗石　斜路

　　　　　 D3　斜路

1379_D148　D2　斜路　石垣 2段裏

第 11 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1381_D090

1380_D113

1382_D296

1380_D113　D2　石垣第 6段裏込め栗石　石垣第 4段裏込め　斜路

　　　　　 D3　斜路　南北アゼ　南北アゼ　斜路南法面　斜路南　斜路

1381_D090　D2　石垣第 3段裏込め栗石　斜路　石垣第 2段　裏込め　斜路

1382_D296　D2　石垣外側　レンガモルタル層

第 12 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1389_B005

1392_D112

1388_D273

1391_D065

1387_D101

1390_B140

1394_B018

1383_D422

1385_D029 1386_D140

1384_D386

1393_D020

1383_D422　C5　南土羽②断面 Pit

1384_D386　D3　門背面溜桝

1385_D029　C2　側壁石垣前面

1386_D140　D3　斜路

1387_D101　C2　斜路

　　　　　 D2　側壁石垣前面

　　　　　 D3　斜路

1388_D273　C3　斜路　南北アゼ

1389_B005　C2　斜路北側ライン　斜路　Aトレ南アゼ

　　　　　 C3　斜路　南北アゼ

1390_B140　D3　斜路（南）　斜路南法面

1391_D065　C3　斜路

1392_D112　C3　斜路

　　　　　 D2　側壁石垣 (南 )前面

1393_D020　D3　斜路

　　　　　 C2　斜路　Aトレ北アゼ

　　　　　 D2　側壁石垣 (南 )前面

1394_B018　C2　斜路　Aトレ南アゼ

第 13 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1398_D240

1400_D243

1396_D206

1399_D335

1397_D364

1395_D227

1403_D143

1402_D220

1401_D016

1395_D227　C3　斜路

1396_D206　C3　斜路　斜路東西アゼ　斜路南北アゼ

1397_D364　C4　斜路　縦断アゼ

1398_D240　C･D3　斜路

1399_D335　C4　斜路　縦断アゼ北

1400_D243　D3　斜路　南北アゼ

1401_D016　C2　斜路　Aトレ南アゼ　

1402_D220　C4　斜路

1403_D143　C3　斜路　南北アゼ　斜路北

第 14 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1410_D031

1406_D282

1404_D088

1405_D237

1408_D010

写真文字部分強調

写真文字部分強調

写真文字部分強調

写真文字部分強調

1409_D028

1407_D139

1411_D230

1413_D034

1412_D122

1404_D088　C2　斜路　側壁石垣前面

　　　　　 D2　側壁石垣 (南 )前面

1405_D237　C3･4　斜路

1406_D282　D3　斜路南側法面

1407_D139　D3　斜路　南北アゼ　斜路南法面

1408_D010　C2　斜路

1409_D028　C2　側壁石垣 (北 )前面埋土

1410_D031　C3　斜路

1411_D230　C4　斜路

1412_D122　D3　斜路

1413_D034　C3　斜路　Aトレ東端　斜路

第 15 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1417_B073

1415_D203

1414_D235

1416_D136

1423_B104

1424_D106

1422_B093

1421_D094

1420_D035

1419_D201

1418_D263

1414_D235　C4　斜路

1415_D203　C4　斜路

1416_D136　D3　斜路　南北アゼ

1417_B073　C3　斜路

1418_D263　D4　斜路

1419_D201　C3　斜路

1420_D035　C3　斜路

1421_D094　D2　斜路

　　　　　 C3　斜路　南北アゼ

　　　　　 D3　斜路　南アゼ

1422_B093　D3　斜路

1423_B104　D3　斜路

1424_D106　D3　斜路

第 16 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1428_D056

1427_D096

1426_B296

1429_B103

1430_D155

1425_D137

1425_D137　D2　斜路

　　　　　 D3　斜路　南北アゼ

1426_B296　D3　斜路　斜路 (南 )

1427_D096　C2　斜路　Aトレ南アゼ

　　　　　 D3　斜路　南北アゼ

1428_D056　C2　斜路　南北アゼ

1429_B103　D2　斜路 (砕石層含）

1430_D155　D3　斜路

第 17 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1433_D119

1431_D202

1432_D323

1434_D207（D036）

写真強調「用」

1431_D202　C3　斜路

1432_D323　C4　斜路　縦断アゼ北

1433_D119　D3　斜路南法面

1434_D207　C3　斜路

第 18 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1438_D316

1435_D012

1436_D077

1437_D388

1435_D012　C2　斜路　北側ライン　斜路

1436_D077　C3　斜路　南北アゼ　斜路北

1437_D388　C4　斜路　縦断アゼ北

　　　　　 D4　コンクリ基礎根固

1438_D316　C･D4　斜路　縦断アゼ北

第 19 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1439_D366

1441_D084

1440_D285（D070)

1439_D366　C4　斜路　縦断アゼ

1440_D285　C2･4　斜路

           C3　斜路　北側法面検出

1441_D084　C2　斜路　Aトレ

第 20 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1444_D368

1442_D047

1443_D111

1442_D047　C3　斜路北　南北アゼ

1443_D111　D2　斜路　

　　　　　 D3　斜路南

1444_D368　C4　斜路　縦断アゼ北　斜路　1・2層

第 21 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1446_D018

1445_D100

1447_D030

1445_D100　D3　斜路

1446_D018　C2　斜路　Aトレ北アゼ

1447_D030　C2　斜路　Aトレ　1層

第 22 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1451_D082

1449_D063

1450_D315

1448_B011

1452_D209

1454_D099

1453_D044

1455_B248 1456_D032

1448_B011　C2　斜路北側ライン

1449_D063　C3　斜路

1450_D315　C4　斜路　縦断アゼ北

1451_D082　C3　斜路　南北アゼ

1452_D209　C3･4　斜路

1453_D044　C4　斜路　小石層

　　　　　 C3　南北アゼ　土管掘方
1454_D099　D2　斜路

　　　　　 C･D3　斜路　南北アゼ

 　　　　　D3　斜路南　南北アゼ

1455_B248　C4　斜路

1456_D032　C3　斜路　Aトレ南端

第 23 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1459_D395

1461_B388

1462_D135

1460_D348

1458_B067

1457_D274

1457_D274　C3　斜路

1458_B067　C3　斜路北　南北アゼ

1459_D395　C3･4　斜路

　　　　　 C4　斜路　縦断アゼ北

1460_D348　C5　斜路　縦断アゼ北

1461_B388　C4　斜路　縦断アゼ北

1462_D135　D3　斜路　南北アゼ

第 24 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 

第 103 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 64

1451_D082

1449_D063

1450_D315

1448_B011

1452_D209

1454_D099

1453_D044

1455_B248 1456_D032

1448_B011　C2　斜路北側ライン

1449_D063　C3　斜路

1450_D315　C4　斜路　縦断アゼ北

1451_D082　C3　斜路　南北アゼ

1452_D209　C3･4　斜路

1453_D044　C4　斜路　小石層

　　　　　 C3　南北アゼ　土管掘方
1454_D099　D2　斜路

　　　　　 C･D3　斜路　南北アゼ

 　　　　　D3　斜路南　南北アゼ

1455_B248　C4　斜路

1456_D032　C3　斜路　Aトレ南端

第 23 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 

第 102 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 63
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1463_D127

1464_D132

1465_D341

1466_D086

1467_D332

1468_D262

1463_D127　D2　斜路

1464_D132　D2　斜路　側壁石垣前面　

　　　　　 D3　斜路　南北アゼ

1465_D341　D4　斜路

1466_D086　C2　斜路　Aトレ

1467_D332　C4　斜路　縦断アゼ

1468_D262　C･D3　斜路

第 25 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1479_D089

1470_D270
1469_D116

1471_D231

1476_D064

1472_D022

1473_D328（D271）

1474_D334

1475_D076

1477_D038

1478_D154

1469_D116　D3　斜路　南北アゼ

1470_D270　C3　斜路

1471_D231　C4　斜路

1472_D022　C2　斜路

1473_D328　C3　斜路　斜路北側法面石積

　　　　　 C4　斜路　縦断アゼ

1474_D334　C4　斜路　縦断アゼ北

1475_D076　C3　斜路北　南北アゼ

1476_D064　C3　斜路北　斜路　Aトレ東端

1477_D038　C3　側壁石垣 (北 )前面

1478_D154　D3　斜路

1479_D089　C3　斜路

第 26 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1480_D371

1481_D239

1480_D371　C4　斜路　縦断アゼ北

1481_D239　C3･4　斜路

第 27 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1482_D017

1483_D329

1482_D017　C3　斜路

           C2　斜路　Aトレ南アゼ　斜路　Aトレ　アゼ

1483_D329　C4･5　斜路　縦断アゼ北　

第 28 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1484_D015

1485_D317

1484_D015　C2　斜路　北側ライン　斜路　Aトレ

         　C3　斜路　南北アゼ

　　　　　 D2　石垣第 6段裏込め栗石

1485_D317　C4　斜路　縦断アゼ北

第 29 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1487_D021

1486_D217

1486_D217　C4　斜路

1487_D021　C2　斜路　北側ライン

第 30 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1490_D024

1488_D011

1489_D382

1488_D011　C2　斜路　北側ライン

1489_D382　C4　斜路内撹乱 1

1490_D024　C3　斜路　南北アゼ

第 31 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1491_D2111491_D211　C3　斜路

第 32 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1490_D024

1488_D011

1489_D382

1488_D011　C2　斜路　北側ライン

1489_D382　C4　斜路内撹乱 1

1490_D024　C3　斜路　南北アゼ

第 31 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1494_D097

1492_D078

1493_D033

1492_D078・1493_D033（S=1/3）

1494_D097（S=1/6）
1492_D078　C3　斜路　南北アゼ　土管掘方

　　　　　 C2　土管堀方

　　　　　 D3　斜路　南北アゼ　南アゼ

1493_D033　C3　斜路

1494_D097　D3　斜路　南北アゼ

第 33 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 

0 30cm（1:6） 
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1495_D224

1496_D043

1495_D224　C3　斜路

1496_D043　C3　斜路　南北アゼ　斜路

　　　　　 D3　斜路　南法面　斜路

第 34 図　陶器・土器・土製品

0 30cm（1:6） 
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1503_D311

1501_D050

1502_D218

1499_D123

1500_D009

1497_D039

1498_D046

1497_D039（S=1/6）

1497_D039　C3　斜路　Aトレ　東端

1498_D046　C3　斜路　南北アゼ

1499_D123　D3　斜路

1500_D009　C2　斜路

1501_D050　C3　斜路　南北アゼ

1502_D218　C4　斜路

1503_D311　C4　斜路　縦断アゼ南

第 35 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 

0 30cm（1:6） 
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1514_D310

1504_D336

1513_D2191512_D362

1510_D205

1506_D399

1508_D049

1505_D214

1507_D048

1509_D102

1511_D278

1504_D336　C4　斜路　縦断アゼ北

1505_D214　C3･4　斜路

1506_D399　C4　斜路

1507_D048　C3　斜路　南北アゼ

1508_D049　C3　斜路　南北アゼ

1509_D102　D3　斜路

1510_D205　C3　斜路

1511_D278　C4　斜路　

1512_D362　C4　斜路

1513_D219　C4　斜路

1514_D310　C4　斜路　縦断アゼ

第 36 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1519_D309

1516 _D1421515_D124

1517_D150 1518_D013

1520_D319

1525_D092

1523_D057

1522_D085

1524_D147

1521_D326

1526_D320

1515_D124　D3　斜路

1516 _D142　D3　斜路

1517_D150　D3　斜路

1518_D013　C2　斜路　南北アゼ

1519_D309　C4　斜路　縦断アゼ

1520_D319　C4　斜路　縦断アゼ北

1521_D326　C4　斜路　縦断アゼ

1522_D085　C2　斜路　Aトレ

1523_D057　C2　斜路

1524_D147　D2　斜路

1525_D092　D2　斜路

1526_D320　C4　斜路　縦断アゼ北

第 37 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1539_D234

1530_D2611529_D370

1537_D041

1538_D233

1532_D103

1533_D071

1536_D040

1528_D093

1527_D120

1534_D014

1535_D349

1531_D363

1527_D120　D3　斜路

1528_D093　D2　斜路

1529_D370　C4　斜路　縦断アゼ北

1530_D261　D3　斜路

1531_D363　C4　斜路　縦断アゼ

1532_D103　D3　斜路　南法面　斜路

1533_D071　C3　斜路　Aトレ　東端

1534_D014　C2･3　斜路

1535_D349　C5　斜路　縦断アゼ北

1536_D040　C3　斜路　Aトレ　東端

1537_D041　C3　斜路　Aトレ　東端

1538_D233　C3　斜路

1539_D234　C3　斜路

第 38 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1550_D213

1543_D025

1549_D318

1541_D402

1547_D145

1548_D146

1544_D104
1545_D151

1546_D121

1542_D236

1540_D365

1540_D365　C4　斜路　縦断アゼ

1541_D402　C3　側壁石垣（北）東側

1542_D236　C4　斜路

1543_D025　C2　斜路　北側ライン

1544_D104　D3　斜路

1545_D151　D3　斜路

1546_D121　D3　斜路　南北アゼ

1547_D145　D2　斜路

1548_D146　D2　斜路

1549_D318　C4　斜路　縦断アゼ北

1550_D213　C3　斜路

第 39 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1558_D117

1557_D369

1555_D258

1553_D091

1551_D275

1552_D279

1554_D141

1556_D259

1559_D225

1562_D115

1560_D337 1561_D297

1551_D275　C3　斜路

1552_D279　C4　斜路

　　　　　 D4　番所階段　9・10 層

1553_D091　C･D2　斜路

　　　　　 D3　斜路　南北アゼ

1554_D141　D3　斜路

1555_D258　D3　斜路

1556_D259　D3　斜路

1557_D369　C4　斜路　縦断アゼ北

1558_D117　D3　斜路南法面

1559_D225　C3　斜路

1560_D337　C4　斜路　縦断アゼ北　

1561_D297　D3　側壁石垣 (南 )前面

1562_D115　D3　斜路

　　　　　 D2　側壁石垣 (南 )前面

第 40 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 

第 119 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 80



-136-

1567_D210

1566_D008

1564_D312

1563_D281 1565_D055

1568_D313

1569_D389

1570_D280

1563_D281　D3　斜路

1564_D312　C4　斜路　縦断アゼ北

1565_D055　C2　斜路

1566_D008　C2　斜路

1567_D210　C3　斜路　

　　　　　 C2　斜路　Aトレ　南アゼ

　　　　　 D2　側壁石垣 (南 )前面

1568_D313　C4　斜路　縦断アゼ北

1569_D389　C4　斜路　縦断アゼ北

1570_D280　D3　斜路 (南 )

　　　　　 D4　斜路

　　　　　 C4　監獄署レンガ基礎　整地土　　

第 41 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1577_D2161576_D068

1575_D062

1573_D128

1571_D321

1572_D383

1574_D212

1571_D321　C4　斜路　縦断アゼ北

1572_D383　C4　斜路

1573_D128　C2　斜路

　　　　　 C3・D4　斜路

1574_D212  C3　斜路　側壁石垣前面

　　　　　 C4　斜路

1575_D062　C3　斜路

1576_D068　C2　斜路

1577_D216　C4　斜路　斜路　東西アゼ

第 42 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1583_D242

1582_D107

1580_D133

1581_D037

1584_D134

1578_D314

1579_D260

1578_D314　C4　斜路　縦断アゼ北

1579_D260　D3　斜路

1580_D133　D3　斜路　南北アゼ

1581_D037  C3　斜路　北側法面検出

1582_D107　D3　側壁石垣 (南 )前面

1583_D242　C3　斜路

1584_D134　C2　斜路

　　　　　 D3　斜路　南北アゼ

第 43 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1586_D118

1585_D023

1587_D072

1585_D023　D2　斜路

　　　　　 C2　斜路　Aトレ　北アゼ

　　　　　 C3　斜路　南北アゼ　斜路北

　　　　　 D3　側壁石垣 (南 )前面

1586_D118　D2･3　斜路

　　　　　 C2　斜路　Aトレ　南アゼ　

1587_D072　C3　側壁石垣 (北 )前面　斜路　北側法面検出

第 44 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1588_D223

1589_D384

1588_D223　C3　斜路　南北アゼ

　　　　　 C4　斜路

1589_D384　C4　斜路　縦断アゼ

第 45 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1592_D277

1590_D378

1591_D385

1590_D378　C4　斜路　縦断アゼ北

1591_D385　C4　斜路　縦断アゼ北

　　　　　 D4　斜路　縦断アゼ

1592_D277　C4　斜路

第 46 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1593_D060

1594_D007

1596_D138

1595_D058

1593_D060　C3　斜路

1594_D007　C2　斜路　南北アゼ

1595_D058　C2　斜路　Aトレ北アゼ

1596_D138　D2　斜路　砕石層

　　　　　 D3　斜路　南北アゼ

第 47 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1600_D241

1601_D109

1597_D069

1599_D204

1598_D074

1597_D069　C3　斜路

1598_D074　C3　斜路　Aトレ東端

1599_D204　C3　斜路

1600_D241　C3　斜路　東西アゼ

1601_D109　D3　斜路

第 48 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1593_D060

1594_D007

1596_D138

1595_D058

1593_D060　C3　斜路

1594_D007　C2　斜路　南北アゼ

1595_D058　C2　斜路　Aトレ北アゼ

1596_D138　D2　斜路　砕石層

　　　　　 D3　斜路　南北アゼ

第 47 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1613_D238

1610_D1261609_D232

1607_D352

1611_D300

1612_D325

1608_D226

1605_D324

1603_D130

1602_D105

1604_B070

1606_D333

1602_D105　C2　側壁石垣前面

　　　　　 C･D3　斜路

1603_D130　D2　斜路南側ライン　斜路南法面検出

　　　　　 C3　斜路　Aトレ以北南北アゼ　1層

　　　　　 D3　斜路

1604_B070　C2　斜路　Aトレ

1605_D324　C4　斜路　縦断アゼ

1606_D333　C4　斜路　縦断アゼ北

1607_D352　C5　斜路

1608_D226　C3　斜路

1609_D232　C4　斜路　東西アゼ　

1610_D126　D3　側壁石垣 (南）前面

1611_D300　C4　斜路

1612_D325　C4　斜路　縦断アゼ

1613_D238　C4　斜路

第 49 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1619_D413

1620_D404

1621_D301

1614_D222

1618_D131

1616_D149

1615_D208

1617_D387

1614_D222　C3　斜路

1615_D208　C3　斜路

1616_D149　D2　側壁石垣前面

1617_D387　C4　斜路　路面直上

1618_D131　D2　斜路　法面検出

1619_D413　D3　番所西辺外　番所西辺外石組溝

1620_D404　E･D3　番所西辺外石組溝

1621_D301　D4　番所階段　8･9 段付近　B･C 間炭層

第 50 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1613_D238

1610_D1261609_D232

1607_D352

1611_D300

1612_D325

1608_D226

1605_D324

1603_D130

1602_D105

1604_B070

1606_D333

1602_D105　C2　側壁石垣前面

　　　　　 C･D3　斜路

1603_D130　D2　斜路南側ライン　斜路南法面検出

　　　　　 C3　斜路　Aトレ以北南北アゼ　1層

　　　　　 D3　斜路

1604_B070　C2　斜路　Aトレ

1605_D324　C4　斜路　縦断アゼ

1606_D333　C4　斜路　縦断アゼ北

1607_D352　C5　斜路

1608_D226　C3　斜路

1609_D232　C4　斜路　東西アゼ　

1610_D126　D3　側壁石垣 (南）前面

1611_D300　C4　斜路

1612_D325　C4　斜路　縦断アゼ

1613_D238　C4　斜路

第 49 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1628_D298

1626_D265

1623_D345

1625_D299

1627_D244

1624_D287

1622_D125

1622_D125　D4　番所階段　8層

　　　　　 D3　近代建物北側掘方　近代整地土

1623_D345　D4　番所階段　C層

1624_D287　D4　番所階段　8層　11 層

1625_D299　D4　番所階段　8層

　　　　　 D3　番所階段　9･10 層

1626_D265　D4　斜路　番所階段　8層　11 層

1627_D244　D3　番所階段　13･14 層

1628_D298　D3　番所階段　9･10 層　斜路　南北アゼ

　　　　　 D4　コンクリ基礎撹乱

　　　　　 C3　斜路　壁面清掃

第 51 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1632_D360

1631_D307

1629_D302（D401）

1634_D306

1630_D377

1633_D393

1629_D302　D4　番所階段　8･9 段 B 層･B･C 間炭層　8･9 段付近 B層　SB1 間

               ･炭層の上の層

　　　　　 D3　番所西辺外　近代整地土

　　　　　 E3　SB01 東側掘方東壁上面　近代整地土　番所西辺外　石組溝

1630_D377　D4　番所階段　8･9 段 B 層･C 層　番所階段　南北アゼ　B層

　　　　　 　　番所階段西　石敷直上層

　　　　　 D3　番所階段　B層

　　　　　 D3・4　番所階段

1631_D307　D4　番所階段　8･9 段　B･C 間炭層

1632_D360　D3・4　番所階段

1633_D393　D4　番所階段 SB1 間　B層･炭層の上の層

1634_D306　D4　番所階段 SB1 間　B層･炭層の上の層

　　　　　 D3　近代建物東側掘方壁面

第 52 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1645_D428
1644_D429

1642_D411

1643_D421

1646_D410

1637_D303

1635_D305

1638_D304

1641_B412

1639_D412

1636_B395

1640_D414

1635_D305　D4　番所階段 SB1 間　炭層の上の層

1636_B395　D4　番所階段 SB1 間　B層

　　　　　 D3　近代建物　北側掘方

1637_D303　D4　番所階段 SB1 間　炭層の上の層

1638_D304　D4　番所階段 SB1 間　炭層の上の層

1639_D412　D3　番所西辺外

1640_D414　D3　番所西辺外

1641_B412　D3　番所西辺外

1642_D411　D3　番所北西隅石列外

1643_D421　D3　番所西辺外

1644_D429　D3　番所西辺外

1645_D428　D3　番所北西　近世整地土

1646_D410　E3　番所南

第 53 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1647_B408

1647_B408　櫓台石垣上面　監獄署塀内側　櫓台石垣上面

第 54 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1656_D417

1653_D4081652_D407

1650_D405

1654_D403 1655_D418

1657_D003

1651_D416

1649_D415

1648_D406

1648_D406　D4・D5　拡張部③　近世整地土

1649_D415　D4・D5　拡張部③　近世整地土

1650_D405　D4・D5　拡張部③　近世整地土

1651_D416　D4・D5　拡張部③　近世整地土

1652_D407　D4・D5　拡張部③　焼土多混土層

1653_D408　D4・D5　拡張部③　焼土多混土層

1654_D403　D5　拡張部⑤　近世整地土

1655_D418　D5　拡張部⑤　近世整地土

1656_D417　D5　拡張部⑤　近世整地土

1657_D003　B2　1 トレ　現代層

第 55 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1664_D073

1666_D358

1663_D005

1661_D002

1658_D053

1662_D006

1665_D359

1660_B002

1659_B001

1658_D053　B2　1 トレ　 現代層

1659_B001　B2　1 トレ　 現代層

1660_B002　B2　1 トレ　 現代層

1661_D002　B2　1 トレ　 現代層

1662_D006　B3  現代層

1663_D005　B3  近代整地土

1664_D073　B3  近代整地土

1665_D359　C6  近現代層

1666_D358　C5　撹乱

第 56 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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1676_D284

1675_D110

1672_B121

1678_D390

1679_D153

1673_D2571671_B086

1670_D108

1674_D245

1669_B153

1667_D268 1668_D256

1677_D283

1667_D268　E3・4　近現代層

1668_D256　E3・4　近現代層

1669_B153　D3　斜路以南　近代層

1670_D108　D2　近代整地土

　　　　 　E2　遺構検出　

1671_B086　E2　石垣際　近現代層

1672_B121　E2　近代整地土

1673_D257　D2　近代整地土

1674_D245　D3　近代整地土

1675_D110　D3　近代層（M17 以降整地土）

1676_D284　D3　1 トレ

1677_D283　D3　1 トレ　戸室大チップ直上

1678_D390　E4　遺構検出 

1679_D153　D2　近代整地土 (焼土層直上含）

第 57 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 
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2001_T004

2002_T005

2003_T168

2001_T004　B2　馬糧庫内　近代整地土

2002_T005　B2　馬糧庫内　近代整地土

2003_T168　C4　監獄署レンガ基礎　整地土

第 1 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 137 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦１

1676_D284

1675_D110

1672_B121

1678_D390

1679_D153

1673_D2571671_B086

1670_D108

1674_D245

1669_B153

1667_D268 1668_D256

1677_D283

1667_D268　E3・4　近現代層

1668_D256　E3・4　近現代層

1669_B153　D3　斜路以南　近代層

1670_D108　D2　近代整地土

　　　　 　E2　遺構検出　

1671_B086　E2　石垣際　近現代層

1672_B121　E2　近代整地土

1673_D257　D2　近代整地土

1674_D245　D3　近代整地土

1675_D110　D3　近代層（M17 以降整地土）

1676_D284　D3　1 トレ

1677_D283　D3　1 トレ　戸室大チップ直上

1678_D390　E4　遺構検出 

1679_D153　D2　近代整地土 (焼土層直上含）

第 57 図　陶器・土器・土製品

0 15cm（1:3） 

第 136 図　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器 97



-154-

2009_T215

2007_T202

写真強調
「堺」刻印

写真強調
「上」刻印

2008_T185

2004_T131

2006_T2082005_T194

2004_T131　C5　斜路　レンガ基礎

2005_T194　D4　レンガ基礎内 

2006_T208　D4　レンガ基礎外周西側 

2007_T202　D4　レンガ W2 基礎東側掘方 

2008_T185　C6　近代建物基礎 

2009_T215　C5　近代建物基礎　斜路　近代路面直上

第２図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 138 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦２



-155-

2010_T187

2014_T181

2014_T186
2011_T230

2012_T219

2010_T187　C6　近代建物基礎 

2011_T230　C5　斜路北側溝 SD4 抜取埋土 

2012_T219　C5　斜路北側溝 SD4 抜取埋土

　　　　　　 　斜路　近代路面直上

2013_T181　C4　斜路側溝抜取 

2014_T186　C5　溜桝土管西側掘方 

第３図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 139 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦３



-156-

2017_T196

2019_T193

2020_T213

2015_T183

2016_T224

2018_T211

2015_T183　C5　溜桝内

2016_T224　C・D5

         　瓦小端立遺構埋土

2017_T196　D4

         　瓦小端立遺構 2№5　

2018_T211　C・D5

         　瓦小端立遺構№6

2019_T193　D4

         　瓦小端立遺構№4

2020_T213　C・D5

         　瓦小端立遺構№4

第４図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 140 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦４



-157-

2021_T160

2024_T128

写真強調

「〇」印

写真強調

「堺」刻印か

写真強調

「堺」刻印

写真強調

「堺」刻印

2027_T117

2022_T264

2025_T163

2023_T265

2026_T129

2021_T160　D4　瓦集積遺構

2022_T264　側壁石垣（南）A類裏込め

2023_T265　側壁石垣（北）B類裏込め

2024_T128　D2　櫓南、櫓南上面№1西

2025_T163　D2　櫓南上面瓦溜

2026_T129　D2　櫓南上面瓦溜

2027_T117　D3　瓦集積№3･4

第５図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 141 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦５



-158-

写真強調

「堺」刻印

2028_T119

2029_T159

2030_T165

2031_T112

2028_T119　D3　瓦集積遺構№5

2029_T159　D3　瓦集積遺構№2･6･7

2030_T165　D3　瓦集積遺構№2

2031_T112　D2　櫓南№1ピット (東 )

第６図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 142 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦６



-159-

2034_T105

2032_T118

2033_T164

2035_T167

2036_T166

2032_T118　D2　櫓南№1西

　　　　　 D3　瓦集積遺構№2･3

2033_T164　D2　櫓南上面瓦溜

　　　　　 D3　瓦集積№6･7

2034_T105　D2　櫓南№1

　　　　　 D3　瓦集積№7

　　　　　 D4　瓦集積遺構

2035_T167　D2　櫓南上面瓦溜

　　　　　 D3　瓦集積№1

2036_T166　D2　櫓南№1西

　　　　　 D3　瓦集積№3

第７図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 143 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦７



-160-

2037_T171

2038_T111

2039_T113

2040_T271

2037_T171　D3　瓦集積№4

　　　　　 D4　瓦集積遺構

2038_T111　D3　瓦集積№3・6

　　　　　 D2　櫓南上面瓦溜

2039_T113　D2　櫓南№1西

　　　　　 D3　瓦集積№4

2040_T271　D・E2　西面石垣際近代排水溝

第８図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 144 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦８



-161-

2041_T107

2043_T023

2042_T010

2044_T022

2041_T107　D4　斜路

2042_T010　D3　斜路南法面　栗石検出

2043_T023　D3　斜路

2044_T022　D3　斜路 南北アゼ

第９図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 145 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦９



-162-

2049_T019

2048_T001

2047_T101※別個体のもの合成

2045_T013

2046_T184

2045_T013　D3　斜路埋土南側

2046_T184　C4　斜路

2048_T101　D3　斜路

2047_T001　C2　斜路　Aトレ　北アゼ

2049_T019　C2　斜路 南北アゼ　斜路南法面

第 10 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 146 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 10



-163-

2050_T021

2051_T011

2052_T018 2050_T021　C3　側壁石垣北　前面埋土

2051_T011　D3　斜路

　　　　　 C3　斜路　南北アゼ

2052_T018　D3　斜路

第 11 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 147 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 11



-164-

2054_T007

2055_T151

2053_T012

2056_T226

2057_T009 2058_T138

2053_T012　C2　斜路　北側ライン

2054_T007　C2　斜路　Aトレ　南アゼ

2055_T151　C4　斜路　小石層

2056_T226　C4　斜路　縦断アゼ北

2057_T009　D3　斜路

2058_T138　C3　斜路

第 12 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 148 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 12



-165-

2063_T008

2060_T104

2059_T139

2062_T017

2061_T170

2059_T139　D3　斜路

2060_T104　D4　南側法面

2061_T170　C4　斜路

2062_T017　D2　近代層（斜路範囲）

2063_T008　C3　斜路

第 13 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 149 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 13



-166-

2064_T266

2065_T272

2066_T273

2067_T275
2068_T259

2064_T266　E3　SB01 東側掘方東壁　上面近代整地土

　　　　　 D3　番所西辺外石組溝

2065_T272　E3　番所西辺外石組溝

2066_T273　E3　番所遺物取上 A3　番所西辺外石組溝

2067_T275　E4　番所南東瓦溜南半　番所南東瓦溜　SD16 

2068_T259　E3　番所南西隅外石組溝　番所西辺外石組溝

第 14 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 150 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 14



-167-

2069_T235

2070_T246

2069_T235　E4　番所南東瓦溜南半

2070_T246　E4　番所南東瓦溜南半

第 15 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 151 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 15



-168-

2073_T242

2072_T251

2071_T234

2071_T234　E4　番所南東瓦溜南半

2072_T251　D・E4　番所南東瓦溜北半

2073_T242　E4　番所南東瓦溜南半

第 16 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 152 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 16



-169-

2074_T244

2076_T258

2075_T250

2074_T244　E4　番所南東瓦溜南半

2075_T250　D・E4　番所南東瓦溜北半

2076_T258　E4　番所南東瓦溜南半

第 17 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 153 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 17



-170-

2079_T254

2077_T257

2078_T239

2077_T257　D・E4　番所南東瓦溜北半

2078_T239　E4　番所南東瓦溜南半

　　　　　 D・E4　番所南東瓦溜北半

2079_T254　E4　番所南東瓦溜南半

第 18 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 154 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 18



-171-

2082_T252

2081_T238

2080_T245

2083_T243

2080_T245　E4　番所南東瓦溜南半

2081_T238　E4　番所南東瓦溜南半

2082_T252　D･E4　番所南東瓦溜北半

　　　　　 D4　番所北東隅　近代整地土

2083_T243　E4　番所南東瓦溜南半

第 19 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 155 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 19



-172-

2084_T256

写真強調

「堺」刻印

写真強調

「堺」刻印

2085_T240

2084_T256　E4　番所南東瓦溜南半

2085_T240　E4　番所南東瓦溜南半

第 20 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 156 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 20



-173-

2086_T232

2087_T253

2088_T255

2086_T232　E4　番所南東瓦溜南半

2087_T253　E4　番所南東瓦溜南半

2088_T255　E4　番所南東瓦溜南半

写真強調

「堺」刻印

写真強調

「堺」刻印

第 20_1 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 157 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 21



-174-

2089_T233

2090_T237

2091_T249

2089_T233　D4　番所南東瓦溜北半

2090_T237　D4　番所南東瓦溜北半

2091_T249　D4　番所遺物取上 G

　　　　　 D4　番所南東瓦溜北半

写真強調

「〇」刻印

写真強調

「〇」刻印

「〇」刻印

第 20_2 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 158 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 22



-175-

2092_T247

2093_T276

2094_T261

2092_T247　E4　番所南東瓦溜南半

2093_T276　D4　番所南東瓦溜北半

2094_T261　D4　番所南東瓦溜北半

　　　　　 E4　番所南東瓦溜南半

第 20_3 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 159 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 23



-176-

2096_T231

2095_T241

2095_T241　D・E4　番所南東瓦溜北半

　　　　　 E4　番所南東瓦溜南半

2096_T231　D・E4　番所南東瓦溜北半

第 21 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 160 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 24



-177-

2098_T280

2099_T225

2100_T221

2097_T278

2097_T278　D･E4　番所南東瓦溜北半

2098_T280　E4　番所南東瓦溜南半

　　　　　 D･E4　番所南東瓦溜北半

2099_T225　D4　番所階段 8･9 段付近　B層

2100_T221　D3・4　番所階段 A層　7層

　　　　　 D4　番所階段　南北アゼ A層

第 22 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 161 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 25



-178-

2102_T216

2103_T122

2101_T149

2104_T223

2101_T149　D4　番所階段　5層

2102_T216　D3・4　番所階段　7層

2103_T122　D4　番所階段　8層

2104_T223　D3・4　番所階段

第 23 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 162 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 26



-179-

2107_T143

2106_T144

2105_T228

2105_T228　D3・4　番所階段　7層

2106_T144　D3　番所階段　9・10 層

2107_T143　D3　番所階段　8層

第 24 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 163 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 27



-180-

2108_T154

2110_T132

2109_T178

2111_T114

2108_T154　D4　番所階段　7･8･9･11 層

2109_T178　D4　番所階段　9･10 層　5～ 10 層

2110_T132　D4　番所階段　9層

2111_T114　D4　番所階段　8層

第 25 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 164 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 28



-181-

2112_T222

2113_T153

2114_T145

2115_T157

2112_T222　D3･4　番所階段　7層

2113_T153　D3　番所階段　9･10 層

　　　　　 D3　斜路南側法面

　　　　　 D4　南北アゼ番所階段　11 層

2114_T145　D4　斜路

　　　　　 D4　番所階段　8層

　　　　　 D3　斜路南側法面

2115_T157　D3　番所階段　9層

第 26 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 165 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 29



-182-

2119_T182

2117_T176

2118_T152

2116_T146

2116_T146　D4　番所階段　9･10 層

　　　　　 D2　櫓南№1西

2117_T176　D4　番所階段　8･9･10 層

2118_T152　D3　南側法面上方

　　　　　 D4　番所階段　8層

2119_T182　D3･4　番所階段　7層

第 27 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 166 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 30



-183-

2121_T177

2120_T195

2122_T180

2120_T195　D4　番所階段　8･9 段付近　B･C 間炭層
　　　　　　 　SB1 間　炭層の上層

2121_T177　D3･4　番所階段　9･10 層

2122_T180　D3･4　番所階段　8･9･10 層

第 28 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 167 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 31



-184-

2123_T229

2124_T147

2125_T220

2126_T142

2123_T229　D3･4　番所階段　7層

2124_T147　D4　番所階段　8～ 10 層

2125_T220　D3･4　番所階段　7層

2126_T142　D4　番所階段　9･10･16･17 層

　　　　　 D3･4　南側法面

第 29 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 168 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 32



-185-

2127_T141

2129_T140

2128_T217

2130_T197

2127_T141　D4　斜路南側法面　砂利層

　　　　　　　 斜路

　　　　　　　 番所階段　8層

2128_T217　D3･4　番所階段

2129_T140　D3･4　番所階段　8層

2130_T197　D3･4　番所階段

第 30 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 169 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 33第 168 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 32



-186-

2133_T192

2131_T210

2132_T209

2131_T210　D3･4　番所階段トレンチ　B層

　　　　　　　　 番所階段

2132_T209　D3･4　番所階段　7層

2133_T192　D3･5　番所階段　7層

第 31 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 170 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 34



-187-

2137_T212

2134_T115

2135_T206

2136_T214

2134_T115　D4　番所階段　9･10 層

2135_T206　D4　番所階段南北アゼ　A層

2136_T214　D4　番所階段　7層　番所階段南北アゼ　A層

　　　　　 D3･4　番所階段　A層

2137_T212　D3･4　番所階段東西アゼ　B層

第 32 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 171 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 35



-188-

2138_T189

2139_T103

2140_T190

2138_T189　D3　番所階段

2139_T103　D4　番所階段　8層

2140_T190　D3･4　番所階段

第 33 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 172 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 36



-189-

2142_T130

2141_T201

2144_T106

2143_T173

2141_T201　D3･4　番所階段

2142_T130　D3･4　番所階段　8～ 10 層

2143_T173　D4　番所階段　9･10 層

2144_T106　D3　番所階段　8層

写真強調
「堺」刻印

第 34 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 173 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 37



-190-

2148_T198

2147_T191

2145_T205

「〇」刻印

2146_T116

2145_T205　D3･4　番所階段

2146_T116　D3　番所階段　11 層

　　　　　　　 1 トレ

2147_T191　D3･4　番所階段南北アゼ　B層

　　　　　　　　 番所階段　B層

2148_T198　D3･4　番所階段東西アゼ　B層

　　　　　　　　 番所階段　B層

第 35 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 174 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 38



-191-

2149_T172

2150_T207

2151_T127

2152_T204

2153_T121

2149_T172　D4　番所階段 1トレ　5～ 10 層

2150_T207　D4　番所階段 8･9 段　B･C 層

2151_T127　D3　番所階段　9層

2152_T204　D4　番所階段 8･9 段　B層･B･C 間炭層

2153_T121　D3　番所階段埋土 層不明

第 36 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 175 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 39



-192-

2155_T136

2154_T227

2157_T218

2156_T137

2154_T227　D3･4　番所階段

2155_T136　D3　斜路南側法面

　　　　　 D4　番所階段　9･10 層

2156_T137　D3　斜路南側法面　北アゼ番所階段　8層

　　　　　 D4　番所階段　8層

2157_T218　D3･4　番所階段　7層

第 37 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 176 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 40



-193-

2160_T277

2158_262

2159_T263

2158_T262　D3　番所遺物取上 F2 下

2159_T263　D3　番所遺物取上 F2

2160_T277　D3　番所遺物取上 F

第 38 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 177 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 41



-194-

2161_T267

2162_T268

2163_T270

2161_T267　E3　番所南辺外　近代整地土

2162_T268　E3　番所遺物取上 B3 

2163_T270　D3　番所遺物取上 C1

　　　　　　　 番所西辺外セクション

第 39 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 178 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 42



-195-

写真強調

「堺」刻印

2165_T248

2164_T269

2167_T2362166_T260

2164_T269　D3　番所西辺外

2165_T248　D4　番所遺物取上 G

2166_T260　D4　番所遺物取上 G

2167_T236　D4　番所遺物取上 G

第 40 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 179 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 43



-196-

2171_T133

2170_T006

2169_T274

2168_T279

2168_T279　D3　番所西辺外

2169_T274　D3　番所中　近代整地土

2170_T006　E2　近代整地土

2171_T133 不明 

第 41 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 180 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 44



-197-

2173_T014

2175_T003

2174_T016

2172_T002

2176_T015

2177_T161

2172_T002　D3　斜路　南北アゼ

2173_T014　D3　斜路

2174_T016　D3　斜路　南北アゼ　南法面

2175_T003　D2　斜路　南側ライン

2176_T015　D2　石垣第 5段　裏込め栗石内

2177_T161　C4　斜路

　　　　　 D4　コンクリ基礎根固め

第 42 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 181 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 45



-198-

2179_T020

2178_T199

鬼瓦の合成復元写真（2172 と 2174 を反転合成）

※2172 と 2174 は同一個体ではない

2178_T199　C4　斜路　縦断アゼ北

2179_T020　D2　斜路

第 43 図　瓦

0 30cm（1:6） 

第 182 図　鼠多門調査区出土遺物　瓦 46



-199-

3001_M003

3002_M261

3003_M246

3004_M001 3005_M025

3006_M224

3007_M028

3001_M003　C3　背面柱礎石　抜取撹乱内

3002_M261　D3　中央大柱 (北 )横暗渠掘方

3003_M246　C3　側壁石垣 (北 )東隅角部抜取跡

3004_M001　C3　閉塞部　南北アゼ（石垣第 4段裏）

3005_M025　D2　石垣第 1段　裏込め

3006_M224　B2　鼠多門北側雨落溝内

3007_M028　C2　北櫓内　近代整地土

第１図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

第 183 図　鼠多門調査区出土遺物　金属 1



-200-

3008_M022

3009_M035

3010_M148

3011_M128 3012_M228

3013_M216 3014_M217

3015_M142

3016_M145

3017_M141

3008_M022　E3　SB1　北側掘方内

3009_M035　C4　馬屋レンガ基礎

3010_M148　C4　監獄署レンガ基礎　整地土

3011_M128　C4　レンガ基礎　斜路

3012_M228　C4　レンガ基礎　近代整地土

3013_M216　D2　門部№３

3014_M217　D2　門部№３

3015_M142　D2　櫓南上面瓦溜

3016_M145　D2　櫓南上面瓦溜

3017_M141　D2　櫓南上面瓦溜

第２図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

第 184 図　鼠多門調査区出土遺物　金属 2



-201-

3018_M143 3019_M147

3020_M138 3021_M139 3022_M146

3023_M140 3024_M144 3025_M187

3026_M163

3027_M164

3028_M165

3029_M039

3030_M010

3031_M036

3018_M143　D2　櫓南上面瓦溜

3019_M147　D2　櫓南上面瓦溜

3020_M138　D2　櫓南上面瓦溜

3021_M139　D2　櫓南上面瓦溜

3022_M146　D2　櫓南上面瓦溜

3023_M140　D2　櫓南上面瓦溜

3024_M144　D2　櫓南上面瓦溜

3025_M187　D2　櫓南上面瓦溜

3026_M163　D2　櫓南№1内ピット (東半分 )

3027_M164　D2　櫓南№1内ピット (東半分 )

3028_M165　D2　櫓南№1内ピット (東半分 )

3029_M039　E2　二重塀　石積直上

3030_M010　C2　斜路　Aトレ　北アゼ 斜路埋土

3031_M036　C2　斜路埋土

第３図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

第 185 図　鼠多門調査区出土遺物　金属 3



-202-

3032_M029

3033_M149 3034_M027

3035_M132

3032_M029　D3　斜路南側

3033_M149　C3　斜路北側法面　栗石層

3034_M027　C2　斜路埋土

3035_M132　D4　南側法面

第４図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

第 186 図　鼠多門調査区出土遺物　金属 4



-203-

3036_M176 3037_M127

3038_M033 3039_M034
3040_M188

3041_M189
3042_M190

3043_M191

3044_M192

3045_M038

3046_M237

3047_M129
3048_M126

3049_M032 3050_M158

3051_M130

3053_M159

3052_M031

3036_M176　D4

3037_M127　C4　斜路

3038_M033　C3　斜路

3039_M034　C3　斜路

3040_M188　D4　南側法面

3041_M189　D4　南側法面

3042_M190　D4　南側法面

3043_M191　D4　南側法面

3044_M192　D4　南側法面

3045_M038　D2　斜路　Aトレ

3046_M237　C4　斜路　縦断アゼ

3047_M129　C4

3048_M126　C3　斜路　南北アゼ

3049_M032　D3　斜路　南北アゼ

3050_M158　C3　斜路

3051_M130　C4　斜路

3052_M031　C3　斜路

3053_M159　C3　斜路

第５図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

第 187 図　鼠多門調査区出土遺物　金属 5



-204-

3054_M160
3055_M002

3057_M185

3058_M125

3056_M212

3059_M235

3060_M161

3061_M162

3062_M150 3063_M239

3064_M229

3065_M019 3066_M213 3067_M214

3068_M215 3069_M024

3054_M160　C4　斜路

3055_M002　D3　斜路　南北アゼ

3056_M212　C3　斜路

3057_M185　C3　斜路　南北アゼ

3058_M125　C3　斜路

3059_M235　C4　斜路　縦断アゼ北

3060_M161　C4　斜路

3061_M162　C4　斜路

3062_M150　C3　斜路

3063_M239　C4　斜路　縦断アゼ

3064_M229　C4　斜路

3065_M019　C2　斜路側壁石垣前面埋土

3066_M213　C3　斜路

3067_M214　C3　斜路

3068_M215　C3　斜路　

3069_M024　D2　斜路

第６図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

第 188 図　鼠多門調査区出土遺物　金属 6



-205-

3070_M218

3071_M030

3072_M037

3073_M244
3074_M219

3074_M219（S=1/3）

3070_M218　D3　側壁石垣(南)横路面上

3071_M030　D3　斜路南側

3072_M037　C3　斜路

3073_M244　C4　斜路

3074_M219　D3　斜路南側法面石周辺

第７図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

0 15cm（1:3） 

第 189 図　鼠多門調査区出土遺物　金属 7



-206-

3075_M233

3076_M223

3078_M271

3079_M263

3080_M266

3081_M262

3082_M240

3077_M020

3076_M223（S=1/3）

3075_M233　C4　路面直上

3076_M223　D4　斜路

3077_M020　D3　閉塞部　南北アゼ　南側法面

3078_M271　E3　番所西辺外　石組溝内

3079_M263　D3　番所西辺外　石組溝内

3080_M266　D3　番所西辺外　石組溝内

3081_M262　D3　番所北西側落込み

3082_M240　D3・4　番所階段

第８図　金属・銅銭

0 15cm（1:3） 

0 10cm（1:2） 

第 190 図　鼠多門調査区出土遺物　金属 8



-207-

3083_M136

3084_M220

3086_M241

3085_M255

3083_M136　D4　番所階段　8層

3084_M220　D4　番所階段　8層

3085_M255　D4　番所階段とSB1間　B層

3086_M241　D3･4　番所階段　7層

第９図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

第 191 図　鼠多門調査区出土遺物　金属 9



-208-

3087_M177 3088_M178 3089_M131

3090_M221 3091_M222 3092_M134

3087_M177　D4　番所階段　11層

3088_M178　D4　番所階段　11層

3089_M131　D3　番所階段　9･10層

3090_M221　D3　番所階段　9･10層

3091_M222　D3　番所階段　9･10層

3092_M134　D4　南北アゼ番所階段埋土　9･10層

第 10 図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

第 192 図　鼠多門調査区出土遺物　金属 10



-209-

3095_M135

3096_M243 3097_M247 3098_M251

3093_M180 3094_M137

3093_M180　D4　番所階段　8層

3094_M137　D5　番所階段　8層

3095_M135　D5　南北アゼ番所階段埋土　7･8層

3096_M243　D3･4　番所階段　7層

3097_M247　D3･4　番所階段

3098_M251　D3･4　番所階段

第 11 図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

第 193 図　鼠多門調査区出土遺物　金属 11



-210-

3099_M166 3100_M167 3101_M168 3102_M169 3103_M170 3104_M171

3105_M172 3106_M173 3107_M174 3108_M175 3109_M248 3110_M249

3111_M250 3112_M252 3113_M253 3114_M257 3115_M256

3116_M254 3117_M259

3118_M234

3119_M258
3120_M238

3121_M260 3122_M133 3123_M179

3124_M232

3099_M166　D3　番所階段　8層

3100_M167　D3　番所階段　8層

3101_M168　D3　番所階段　8層

3102_M169　D3　番所階段　8層

3103_M170　D3　番所階段　8層

3104_M171　D3　番所階段　8層

3105_M172　D3　番所階段　8層

3106_M173　D3　番所階段　8層

3107_M174　D3　番所階段　8層

3108_M175　D3　番所階段　8層

3109_M248　D3･4　番所階段　7層

3110_M249　D3･4　番所階段　7層

3111_M250　D3･4　番所階段

3112_M252　D3･4　番所階段

3113_M253　D3･4　番所階段

3114_M257　D4　番所階段西　戸室チップ石敷直上層

3115_M256　D4　番所階段西　戸室チップ石敷直上層

3116_M254　D3･4　番所階段

3117_M259　D3･4　番所階段

3118_M234　D4　番所階段　8･9段　B層

3119_M258　D4　番所階段　8･9段　B層

3120_M238　D3･4　番所階段　C層

3121_M260　D4　番所階段　B･C間　炭層

3122_M133　D4　番所階段埋土

3123_M179　D4　番所階段　11層

3124_M232　D4　番所階段　8･9段　B層

第 12 図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

第 194 図　鼠多門調査区出土遺物　金属 12



-211-

3129_M264

3125_M242

3126_M267 3128_M265

3127_M270

3125_M242（S=1/3）
3129_M264（S=1/6）

3125_M242　D4　番所階段　8･9段付近　B･C間炭層

3126_M267　D3　番所西辺外　セクションベルト

3127_M270　D3　番所西辺外　セクションベルト

3128_M265　E3　番所　遺構検出　近代埋土

3129_M264　櫓台石垣上面（監獄署の基礎コン部）

第 13 図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

0 15cm（1:3） 

0 30cm（1:6） 
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-212-

3130_M268

3131_M269

3132_M049

3133_M050
3134_M026

3135_M231

3132_M049･3133_M050（S=1/6）

3130_M268　櫓台石垣上面

3131_M269　櫓台石垣上面

3132_M049　B2　1トレ　現代層

3133_M050　B2　1トレ　現代層

3134_M026　B3　近代整地土

3135_M231　C6　遺構検出

第 14 図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

0 30cm（1:6） 
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-213-

3136_M193 3137_M194 3138_M195 3139_M205 3140_M206 3141_M207

3142_M196 3143_M197 3144_M198

3145_M199

3146_M201 3147_M202 3148_M203

3149_M208 3150_M204 3151_M023

3152_M018

3153_M012 3154_M013 3155_M014

3136_M193　D3　1トレ　

3137_M194　D3　1トレ

3138_M195　D3　1トレ

3139_M205　D3　1トレ

3140_M206　D3　1トレ

3141_M207　D3　1トレ

3142_M196　D3　1トレ

3143_M197　D3　1トレ

3144_M198　D3　1トレ

3145_M199　D3　1トレ

3146_M201　D3　1トレ

3147_M202　D3　1トレ

3148_M203　D3　1トレ

3149_M208　D3　1トレ

3150_M204　D3　1トレ

3151_M023　D2　Bトレ

3152_M018　D2　遺構検出

3153_M012　D2　遺構検出

3154_M013　D2　遺構検出

3155_M014　D2　遺構検出

第 15 図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 
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-214-

3156_M015 3157_M016 3158_M017 3159_M045 3160_M046 3161_M047 3162_M048

3163_M004 3164_M005 3165_M006

3166_M007

3167_M008 3168_M009

3169_M011
3170_M040

3171_M041

3172_M042 3173_M043 3174_M044 3175_M021

3156_M015　D2　遺構検出

3157_M016　D2　遺構検出

3158_M017　D2　遺構検出

3159_M045　E2　遺構検出

3160_M046　E2　遺構検出

3161_M047　E2　遺構検出

3162_M048　E2　遺構検出

3163_M004　D2　焼土層直上

3164_M005　D2　焼土層直上

3165_M006　D2　焼土層直上

3166_M007　D2　焼土層直上

3167_M008　D2　焼土層直上

3168_M009　D2　焼土層直上

3169_M011　D2　遺構検出

3170_M040　D2　遺構検出

3171_M041　D2　遺構検出

3172_M042　D2　遺構検出

3173_M043　D2　遺構検出

3174_M044　D2　遺構検出

3175_M021　E3　近代層

第 16 図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 
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-215-

3182_C107 3183_C116

3184_C003 3185_C004

3186_C111 3187_C103

3188_C104 3189_C105

3190_C112 3191_C113

3176_C002 3177_C125

3178_C001 3179_C005

3180_C126 3181_C110

3176_C002　C2　石垣1-27　裏込め

3177_C125　E4　SD16

3178_C001　B3　馬糧庫　コンクリ床面下　礫層

3179_C005　C4　馬屋レンガ基礎

3180_C126　D4　レンガ建物基礎Ⅴ　掘方下　焼土層

3181_C110　D4　レンガ基礎内　近代埋土

3182_C107　D4　レンガ基礎内　近代埋土

3183_C116　C4　コンクリ基礎内

3184_C003　C2　斜路　Aトレ　南アゼ

3185_C004　C3　斜路

3186_C111　C4　斜路　1層

3187_C103　C4　斜路　小石層

3188_C104　C4　斜路

3189_C105　C4　斜路

3190_C112　C4　斜路　縦断アゼ北

3191_C113　C4　斜路　縦断アゼ北

第 17 図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 
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-216-

3193_C120

3194_C119 3195_C115

3196_C121 3197_C124

3198_C122 3199_C123

3200_C127 3201_C114

3202_C102 3203_C117

3204_C106 3205_C108

3206_C109

3192_C118

3192_C118　C4　斜路　縦断アゼ北

3193_C120　D4　斜路　縦断アゼ北

3194_C119　C4　番所階段8･9段　B層

3195_C115　D4　番所階段南北アゼ　B層

3196_C121　D3　番所中央　近代整地土

3197_C124　D3　番所北辺　近代整地土

3198_C122　D3　番所西辺外

3199_C123　D3　番所西辺外

3200_C127　D3　番所　遺構検出　近代埋土

3201_C114　B5　土手状遺構上面　近代埋土

3202_C102　D3･4　近代層

3203_C117　B5･6　近代造成土

3204_C106　C5　溜桝周辺　検出面

3205_C108　C5　溜桝東側埋設塩ビ管掘方

3206_C109　B5　遺構検出

第 18 図　金属・銅銭

0 10cm（1:2） 

第 200 図　鼠多門調査区出土遺物　金属 18
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4001_LS003

4002_LS001

4003_S010

4004_LS147

4001_LS003　D2　石垣第5段　裏込め栗石

4002_LS001　C2　石垣第7段　裏込め栗石

4003_S010　C2　石垣第8段　裏込め

4004_LS147　近代建物SB01　東側掘方内

第１図　石製品

0 30cm（1:6） 

第 201 図　鼠多門調査区出土遺物　石 1



-218-

4005_S001

4008_S118
4009_S113

4009_S113（S=1/2)

4006_S117

4007_S101

4005_S001　D3　閉塞部南北アゼ（石垣第4段裏）

4006_S117　E4　土管掘方

4007_S101　D3　斜路埋土

4008_S118　C5･6　近代建物基礎南側方形遺構

4009_S113　D4　コンクリ基礎撹乱

第２図　石製品

0 10cm（1:2） 

0 15cm（1:3） 

第 202 図　鼠多門調査区出土遺物　石 2
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4010_S103

線刻部分拡大「上々高嶋石」
※画像処理済（階調反転）

4011_S002

4012_S127

4013_S123

4014_S125

4015_S102

4016_S114

4010_S103　C3　斜路

4011_S002　D2　斜路南側

4012_S127　C4　斜路　縦断アゼ北

4013_S123　C4　斜路　縦断アゼ北

4014_S125　C4　斜路　縦断アゼ北

4015_S102　C4　斜路

4016_S114　C3　斜路

第３図　石製品

0 15cm（1:3） 

第 203 図　鼠多門調査区出土遺物　石 3
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4017_S119
4018_S104

4019_S003
4020_S126

4021_S105

4022_S116

4023_S008 4024_S009

4022_S116・4023_S008・4024_S009（S=1/2）

4017_S119　C4　斜路　縦断アゼ北

4018_S104　C4　斜路

4019_S003　C2　斜路

4020_S126　C4　斜路コンクリ基礎部

4021_S105　C4　斜路

4022_S116　C4　斜路　縦断アゼ北

4023_S008　D2　斜路

4024_S009　D2　斜路埋土

第４図　石製品

0 15cm（1:3） 

0 10cm（1:2） 

第 204 図　鼠多門調査区出土遺物　石 4
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4025_S121

4026_S106

4027_S107

4028_S112

4029_S128 4030_S108

4030_S108（S=1/3）

4025_S121　C4　斜路　路面直上

4026_S106　C2　斜路　床面直上

4027_S107　C4　斜路

4028_S112　C4　斜路

4029_S128　C5　斜路　近代路面直上

4030_S108　D3　斜路

第５図　石製品

0 15cm（1:3） 

0 30cm（1:6） 

第 205 図　鼠多門調査区出土遺物　石 5
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4031_S141

刻書部分拡大
「村松平太郎所持」
※画像調整

4032_S109

4034_S124

4035_S120

4036_S005 4037_S006

4033_S122

4032_S109・4036_S005・4037_S006（S=1/2）

4031_S141・4034_S124（S=1/3）

4033_S122・4035_S120（S=1/6）

4031_S141　D3　番所西辺外石組溝内

4032_S109　D3　番所階段　6･7層

4033_S122　D4　番所階段南北アゼ　B層　

4034_S124　D4　番所階段　SB1間　B層

4035_S120　D4　番所階段東コンクリ基礎根固め

4036_S005　B3　近代整地土

4037_S006　B4　近代整地土

第６図　石製品

0 15cm（1:3） 

0 30cm（1:6） 

0 10cm（1:2） 

第 206 図　鼠多門調査区出土遺物　石 6
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4039_LS009

4038_S007　C2　石垣第 8段　裏込め

4039_LS009　D3　閉塞部南北アゼ (石垣第 2段裏 )

4040_LS010　D3　閉塞部南北アゼ (石垣第 2段裏 )

4040_LS010

4038_S007

大型石製品　閉塞部（S=1/10)

0 50cm（1:10） 

第 207 図　鼠多門調査区出土遺物　石 7
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4042_LS110

外底面

内底面

4043_LS109

4041_LS004

4041_LS004　D2　地点不明

4042_LS110　C3　SD2　取り上げ⑰、⑦

4043_LS109　D3　SD2　取り上げ⑱

0 50cm（1:10） 

第 208 図　鼠多門調査区出土遺物　石 8
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4045_LS111

4044_LS115

4044_LS115　C3　SD2　取り上げ⑧

4045_LS111　C3　SD2　取り上げ⑨・⑩

S=1/10大型石製品　SD2-2

0 50cm（1:10） 

第 209 図　鼠多門調査区出土遺物　石 9
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4047_LS121

4046_S129

4046_S129　C5　斜路北側溝 SD4　抜取り埋土　石 96

4047_LS121　C5　斜路　SD9

S=1/10大型石製品　SD4・SD9

0 50cm（1:10） 

第 210 図　鼠多門調査区出土遺物　石 10
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4048_LS148　E4　SD16　近代埋土

4049_LS113　C2　門部№2 

4049_LS113

4048_LS148

大型石製品　E4 S=1/10

0 50cm（1:10） 

第 211 図　鼠多門調査区出土遺物　石 11
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4050_S138　D3　門背面　石材 1

4050_S138

大型石製品　門部・門背面 S=1/10

0 50cm（1:10） 

第 212 図　鼠多門調査区出土遺物　石 12
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4052_LS141

4051_S132

4051_S132　C3・D4　門背面　№14

4052_LS141　D3　門背面溜桝

S=1/10大型石製品　門背面・門背面溜枡

0 50cm（1:10） 

第 213 図　鼠多門調査区出土遺物　石 13
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4054_LS145

4055_LS134

4053_LS008

4053_LS008　C3　北側門後柱撹乱内

4054_LS145　C4　レンガＡ・Ｂ2・Ｑ基礎

4055_LS134　C4　レンガ・コンクリ基礎下

S=1/10大型石製品　側溝　レンガ基礎・レンガ・コンくリ基礎下

0 50cm（1:10） 

第 214 図　鼠多門調査区出土遺物　石 14
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4056_LS132

4057_LS133

4058_LS120

4059_LS129

4056_LS132　C4　レンガ・コンクリ基礎Ａ・Ｂ2・Ｑ下

4057_LS133　C4　レンガ・コンクリ基礎下

4058_LS120　C4　レンガ・コンクリ基礎下

4059_LS129　C4　レンガ・コンクリ基礎下

S=1/10大型石製品　レンガ基礎・レンガ・コンくリ基礎下

0 50cm（1:10） 

第 215 図　鼠多門調査区出土遺物　石 15
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4060_LS116

4061_LS135

4060_LS116　C4･5　斜路

4061_LS135　C4･5　斜路

S=1/10大型石製品　C4-2

0 50cm（1:10） 

第 216 図　鼠多門調査区出土遺物　石 16
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4063_LS108-1

4062_LS136

4064_LS108-2

4062_LS136　C4･5　斜路

4063_LS108-1　C4　斜路

4064_LS108-2　C4　斜路

S=1/10大型石製品　斜路 2

0 50cm（1:10） 

第 217 図　鼠多門調査区出土遺物　石 17
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4065_LS130

4065_LS130　C4･5　斜路

S=1/10大型石製品　C4・５

0 50cm（1:10） 

第 218 図　鼠多門調査区出土遺物　石 18
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4066_S004

4067_LS137

4068_LS104

4069_LS105
4066_S004　D2　斜路

4067_LS137　C3　斜路北側法面検出

4068_LS104　D3　南側法面

4069_LS105　D3　南側法面

S=1/10大型石製品　斜路 3

0 50cm（1:10） 

第 219 図　鼠多門調査区出土遺物　石 19
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4070_LS106

4071_LS107

4072_LS138

4070_LS106　D3　南側法面

4071_LS107　D3　南側法面

4072_LS138　閉塞石垣の後ろ

S=1/10大型石製品　D3　南側法面 2

0 50cm（1:10） 

第 220 図　鼠多門調査区出土遺物　石 20
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4073_LS119

4074_LS140

4075_LS142

4073_LS119　D3･4　番所階段　7層

4074_LS140　D3･4　番所階段　7層

4075_LS142　D3･4　番所階段

S=1/10大型石製品　番所階段 1

0 50cm（1:10） 

第 221 図　鼠多門調査区出土遺物　石 21
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4076_LS144

4077_LS101

4076_LS144　D3･4　番所階段

4077_LS101　斜路

S=1/10大型石製品　番所階段 2

0 50cm（1:10） 

第 222 図　鼠多門調査区出土遺物　石 22
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漆喰が付着するライン

（面的に）漆喰が付着

4078_LS006

4079_LS007

4078_LS006　斜路

4079_LS007　斜路

大型石製品　地区不明ー 1 S=1/10

0 50cm（1:10） 

第 223 図　鼠多門調査区出土遺物　石 23
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4080_LS002

4081_LS005

4082_LS123

4080_LS002　地点不明

4081_LS005　地点不明

4082_LS123　地点不明

S=1/10大型石製品　地区不明ー 2

0 50cm（1:10） 

第 224 図　鼠多門調査区出土遺物　石 24
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4083_LS102

4083_LS102　馬糧庫礎石

穿孔部分拡大

S=1/10大型石製品　地区不明ー 3

0 50cm（1:10） 

第 225 図　鼠多門調査区出土遺物　石 25
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6001_G136

6002_G135

6003_G137

6004_D427

6005_D431

6001_G136・6002_G135・6003_G137（S=1/2）

6004_D427・6005_D431（S=1/3）

6001_G136　C4　斜路　縦断アゼ以南　1層

6002_G135　D4　番所階段　B･C間炭層

6003_G137　C5　遺構検出

6004_D427　B2　鼠多門と土蔵の間　4

6005_D431　B2　鼠多門と土蔵の間　3　

第１図　ガラス・海鼠漆喰

0 15cm（1:3） 

0 10cm（1:2） 

第 226 図　鼠多門調査区出土遺物　その他 1
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6006_D432

6007_D425

6008_D426

6009_D420 6010_D423 6011_D424 6012_D419

6009_D420・6010_D423・6011_D424・6012_D419（S=1/2）

6006_D432・6007_D425・6008_D426（S=1/3）

6006_D432　B2　鼠多門と土蔵の間

6007_D425　B2　馬糧庫内　近代整地土

6008_D426　E3　近代建物SB01西側掘方東壁　近代整地土

6009_D420　　　側壁石垣（南）C類裏込め

6010_D423　　　側壁石垣（南）C類裏込め

6011_D424　D4　番所南東瓦溜北半　　　

6012_D419　　　側壁石垣南東端

第２図　海鼠漆喰・ボタン

0 15cm（1:3） 

0 10cm（1:2） 

第 227 図　鼠多門調査区出土遺物　その他 2



-244-

図版
報告
番号

実測
番号 

種別 器種
グリッド

出土層位・遺構等
口径 
（㎝）

底径 
（㎝）

器高 
（㎝）

遺存 
（口） 
＊ /12

遺存 
（底） 
＊ /12

成形・整形
釉調
装飾等

胎土・色調等 形状特徴 産地・年代等・備考

40 1001 B068 磁器 碗
B3　馬糧庫南側溝
コンクリート下

4.8 (4.8) 3

ロクロ
透明，ピンホール有、
気泡有
染付、見込み文有

堅緻、空洞有
灰白

肥前

40 1002 B114 磁器 皿

B2　馬糧庫内コンクリ
床下　近代整地土
D3　斜路　南北アゼ
黒灰

14.8 9.0 4.15 4 12

ロクロ
透明、気泡少
染付（コバルト・型
紙摺り） 
見込み文有

堅緻　白
輪花、蛇
の目凹型
高台

瀬戸・美濃
19C 末～ 20C 初
見込み簡略化された五弁
花

40 1003 B271 磁器 碗
D3
近代建物北側掘方

8.0 3.8 5.2 4 5
ロクロ
透明　染付

堅緻　灰白 肥前

40 1004 B361 磁器 碗
D3
近代建物東側掘方壁面

9.8 3.9 2

ロクロ
透明
色絵（赤・黒・不明）、
口紅

堅緻　白 端反形 瀬戸・美濃

40 1005 B304 磁器 碗
C5・6
近代建物基礎南側方形
遺構

3.4 (4.0) 5
ロクロ
透明　染付、見込み
文有

堅緻　白 肥前　18C 末～ 19C 初

40 1006 B378 磁器 碗
B5
溜桝土管 (北 )掘方 
遺構検出

10.4 3.8 「3.85」 1 12

ロクロ
透明、気泡有
色絵（赤・青・黄・黒）、
見込み文有

堅緻　白 図上復元

41 1007 B331 磁器 碗

B5　レンガ基礎外周東
側　遺物集中 I 
B5・C5　レンガ基礎外
周東側

10.4 3.8 5.8 1 9
ロクロ
透明、気泡含む
見込み文有

堅緻　白 端反形 瀬戸・美濃

41 1008 B329 磁器 碗
B5　レンガ基礎外周東
側　遺物集中 I

10.4 4.4 5.8 8 12
ロクロ
透明
染付

堅緻　白
端反形、
輪高台

外側面アラビア数字「3」、
圏線、縦線 3本 1組

41 1009 B379 磁器 皿

B5　レンガ基礎外周東
側　遺物集中 I 
B5・C5　レンガ基礎外
周東側

13.8 6.8 3.4 4 1
ロクロ
透明、貫入著しい
染付

堅緻　灰白 輪高台
アラビア数字「3」、縦線 1
本、ハリ目跡 1か所残る

41 1010 B332 磁器 皿
B5　レンガ基礎外周東
側　遺物集中 I

6.0 (2.1) 12
ロクロ型押し
白磁、気泡多

堅緻　白
菊皿、蛇
の目凹型
高台

41 1011 B330 磁器 皿
B5・C5
レンガ基礎外周東側

13.2 5.8 3.6 6 12
ロクロ
透明、気泡含む
染付

堅緻　白
蛇の目凹
型高台

瀬戸・美濃

41 1012 D374 磁器 水滴
B5・C5
レンガ基礎外周北側
近代埋土

1.2 (1.1) 12
型押し
透明

堅緻　白 菊花状 肥前

41 1013 B307 磁器 碗

C4
レンガ基礎区画②掘方 
斜路、斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

8.7 3.7 5.8 6 4

ロクロ
透明
染付（生掛けか） 
見込み文有

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 後～ 19C 初

41 1014 B413 磁器 碗

D4
レンガ基礎　W2 掘方西
壁　土層断面
18 層

10.8 (3.8) 1
ロクロ
透明　染付

堅緻　白 肥前

41 1015 B247 磁器
紅猪
口

C4　監獄署レンガ基礎
整地土

6.3 (2.45) 2
ロクロ
透明　赤絵

緻密　灰白 肥前

41 1016 B059 磁器 皿 C4　馬屋レンガ基礎 13.2 7.6 4.1 3 4
ロクロ
透明　染付

堅緻　灰白
肥前
高台部砂付着

41 1017 B351 磁器 蓋 D4　レンガ基礎内 10.6
つまみ
6.3

2.85 2
つま
み 4

ロクロ
透明、貫入有
染付、天井部内面文
様有（サギか）

堅緻　白 碗蓋
肥前
18C 末～ 19C 初
内面目跡有

42 1018 B333 磁器 小碗

C4
コンクリ基礎 4掘方 
斜路　縦断アゼ北 
黒・黄褐

5.9 2.1 3.5 9 9
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白 肥前

42 1019 B390 磁器 碗

C4
コンクリ基礎 6掘方 
コンクリ基礎下砕石内 
レンガ基礎掘方 
斜路　縦断アゼ北 
黒・黄褐

8.5 3.3 5.6 3 11

ロクロ
透明
染付 
見込み文有

堅緻　灰白
腰張半球
形

肥前
18C 後～ 19C
見込み五弁花（手描き）

42 1020 B344 磁器 碗

C4　コンクリ基礎 6掘
方 
斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

8.5 (5.3) 6
ロクロ
透明
染付（生掛け）

堅緻　白
腰張半球
形

18C 後～ 19C

42 1021 B314 磁器 碗
C4　コンクリ基礎掘方 
斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

8.8 3.8 5.45 5 6

ロクロ
透明
染付（素描き） 
見込み文有

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C

42 1022 B308 磁器 碗

C4
コンクリ基礎掘方 
斜路　縦断アゼ北 
黒・黄褐

10.4 3.6 5.1 5 4

ロクロ
透明
染付 
見込み文有

堅緻　白 小広東形
肥前
18C 後～ 19C

42 1023 B327 磁器 碗

C4
コンクリ基礎下砕石内 
斜路、斜路　路面直上 
黒・黄褐
縦断アゼ北　黒・黄褐

8.8 3.1 5.1 5 5
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 後～ 19C

42 1024 B267 磁器 皿

D2
SD1　門以西溝内 
石垣 10 － 9 下石組溝 
埋土

10.4 6.0 2.0 6 5
ロクロ
透明
染付（コバルト）

堅緻　白 瀬戸・美濃

42 1025 B352 磁器 鉢

D4　斜路　側溝 SD3(
凝灰岩 ) 
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

18.2 (4.1) 2

ロクロ
内：透明、気泡多 
外：青磁釉
青磁染付

堅緻　白 輪花 肥前

42 1026 B311 磁器 碗

C4
斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐 
斜路　側溝内

8.4 (4.1) 6

ロクロ
透明、ピンホール、
貫入あり
染付（素描き）

堅緻　白
肥前
18C 末～ 19C
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42 1027 B354 磁器 碗
D4　斜路南側側溝
埋土

3.3 (2.5) 10

ロクロ
透明
染付、裏銘、見込み
文有

堅緻　白
肥前
裏銘「二重方形枠内渦福」、
見込み文亀

43 1028 B021 磁器 碗

C2　石垣第 6段　裏込
め栗石　暗褐灰 
C2　斜路　Aトレンチ
北アゼ　褐灰～暗褐灰 
C3　南北アゼ　褐灰

9.1 3.8 4.1 4 7
ロクロ
透明、貫入有
染付

緻密　灰白 浅半球形
肥前
18C 前

43 1029 B142 磁器 碗
D2　石垣第 6段
裏込め栗石　暗褐灰

8.6 (5.8) 1

ロクロ
透明、貫入有
染付（コンニャク印
判）

堅緻　灰白
肥前
18C 前

43 1030 B016 陶器 碗
C2　斜路　褐灰 
石垣第 6段　裏込め栗
石　暗褐灰

12.0 5.4 7.0 3 4
ロクロ
灰釉、貫入有
陶胎染付

粗砂少　灰

43 1031 B134 磁器 皿
D2　石垣第 2段裏
斜路

8.0 (2.0) 3
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白
肥前
全面被熱、溶着有

43 1032 B109 磁器 鉢
D2　石垣第 1段
裏込め

12.4 (4.1) 2
ロクロ
透明、青磁釉
青磁染付

堅緻　白
肥前
外底砂付着

43 1033 B072 磁器 猪口
C2　斜路　褐灰 
石垣第 6段　裏込め栗
石

9.0 7.0 6.3 2 1
ロクロ
透明
染付

緻密　灰白 輪花 肥前　18C 末～ 19C

43 1034 B056 磁器 猪口
C2　斜路　石垣第 6段
裏込め栗石

6.2 (3.7) 5
ロクロ
透明
染付

緻密　灰白
蛇の目凹
型高台

肥前　18C 末～ 19C

43 1035 B132 磁器 蓋物
D2
石垣第 10 段前面盛土

6.0 3.0 3.3 2 3
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白 肥前

43 1036 B115 磁器 蓋
D2　石垣第 6段　裏込
め栗石　暗褐灰 
斜路　褐灰

9.6 
かえり
8.4

(2.4) 4
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白 肥前

43 1037 B015 磁器 花瓶

C2　石垣第 6段　裏込
め栗石　暗褐灰 
C2　斜路　Aトレンチ
黒灰～褐灰 
C2･D2　斜路　褐灰 
C3　斜路　南北アゼ
褐灰 
D3　斜路　南北アゼ
炭混褐灰

7.6 7.2 14.1 12 6
型作り
透明
染付

堅緻　灰白
口縁楕円
形

肥前
把手接合時のクシ歯痕有、
外底面布圧痕

43 1038 B071 磁器
水滴
か？

C2　石垣第 6段
裏込め栗石

不明
形作り
透明
色絵

堅緻　灰白 肥前

43 1039 B401 磁器 蓋
側壁石垣（南）B類
S1-13 周辺裏込め

10.0 
かえり
8.5

(1.8) 2
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

44 1040 B205 磁器 碗
C3･4　斜路　黒・黄褐 
C3　斜路北側法面

10.6 4.6 5.6 6 9
ロクロ
透明
染付、裏銘

堅緻　白 丸形
肥前
裏銘「大明年製」

44 1041 B216 磁器 碗 C3･4　斜路　黒・黄褐 9.4 3.7 5.0 11 11
ロクロ
透明、貫入有
染付、見込み文有

堅緻　灰白 小広東形
肥前
18C 末～ 19C

44 1042 B343 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

11.8 4.8 6.1 1 5
ロクロ
透明
染付、裏銘

堅緻　白
肥前
18C
裏銘「富貴長春」

44 1043 B282 磁器 碗 C3･4　斜路　黒・黄褐 9.7 3.8 5.9 4 12
ロクロ
透明、貫入有
染付、見込み文有

堅緻　灰白 丸形 肥前

44 1044 B305 磁器 碗
C5　斜路　黒・黄褐 
遺構検出

10.0 4.1 5.4 2 12
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

44 1045 B238 磁器 碗 C3･4　斜路　黒・黄褐 (9.8) (4.4) 5.6 3 6
ロクロ
透明、貫入著しい
染付、裏銘

緻密　白 丸形
肥前
裏銘崩れた「大明年製」

44 1046 B126 磁器 碗
D3　南北アゼ　斜路南
法面　炭混褐灰 
C2　斜路　褐灰

10.2 5.0 5.3 11
ロクロ
透明
染付、裏銘

堅緻　白 丸形
肥前
裏銘角福

44 1047 B214 磁器 碗 C3　斜路　黒・黄褐 9.8 4.0 5.1 6 6
ロクロ
透明、貫入有
染付

堅緻　灰白 丸形

44 1048 B323 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

9.9 4.1 5.6 6 12
ロクロ
透明
染付、裏銘

堅緻　白 丸形
肥前
裏銘二重方形枠内「渦福」

44 1049 B309 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

9.8 4.1 5.25 1 6
ロクロ
透明
染付、裏銘

堅緻　白 丸形
肥前
裏銘二重方形枠内「渦福」

45 1050 B006 磁器 碗

C2　斜路　暗褐灰 
C2　斜路　Aトレンチ・
Aトレンチ北アゼ　　
暗褐灰 
C2　斜路　Aトレンチ
南アゼ　黒灰・黄褐 
D2　側壁石垣 (南 )前
面埋土　濁黒灰

9.8 3.8 4.9 6 11
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白
肥前
19C 初

45 1051 B094 磁器 碗

D2　斜路　褐灰 
D3　斜路　黒灰・黄褐、
炭混褐灰 
C3　斜路　南北アゼ
褐灰 
C3　斜路　黒・黄褐

10.2 4.0 4.7 6 8
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 丸形
肥前
高台内に染付

45 1052 B280 磁器 碗
D3・C3　斜路
黒・黄褐

10.1 3.4 4.5 3 9
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白 浅半球形 肥前
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45 1053 B143 磁器 碗

D3　斜路　南北アゼ
炭混褐灰 
斜路　炭混褐灰、暗褐
灰

9.4 3.4 4.8 4 2
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

45 1054 B227 磁器 碗 C4　斜路　黒・黄褐 10.1 3.5 4.8 11 7
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白 浅半球形
肥前
転写か

45 1055 B110 磁器 碗

D2　側壁石垣 (南 )前
面埋土　濁黒灰 
D2　側壁石垣前面埋土
濁暗褐灰 
C2　斜路　Aトレンチ
暗褐灰
C3　斜路　褐灰

10.0 3.7 4.6 3 5

ロクロ
透明、気泡多、ピン
ホール有
染付

堅緻　白 浅半球形
肥前
18C 前

45 1056 B222 磁器 碗
C3　斜路　南北アゼ、
斜路　黒・黄褐

10.3 3.4 4.8 6 6

ロクロ
透明、貫入あり、ピ
ンホールあり
染付

堅緻　灰白 浅半球形
肥前
18C 前

45 1057 B342 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

9.8 3.5 4.8 3 7
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 浅半球形
肥前
18C 前

45 1058 B054 磁器 碗 C2　斜路　暗褐灰 10.2 (4.1) 4
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白 肥前

46 1059 B159 磁器 碗
C3　斜路　南北アゼ
褐灰 
D3　斜路　黒灰 ･黄褐

8.9 3.2 5.1 小片 1
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　灰白 丸形
肥前
18C 後
見込み松竹梅文？

46 1060 B059 磁器 碗 C3　斜路　黒灰・黄褐 8.9 4.0 4.7 6 6
ロクロ
透明
染付、裏銘

緻密　灰白 肥前

46 1061 B318 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

10.2 3.7 5.1 9 12
ロクロ
透明
染付、裏銘

堅緻　白
肥前
高台砂付着、裏銘二重方
形枠内「渦福」

46 1062 B091 磁器 碗 D3　斜路　黒灰・黄褐 8.8 3.6 5.5 4 12
ロクロ
透明、気泡多
染付、裏銘

堅緻　白
肥前
裏銘角福

46 1063 D054 磁器 碗 C2　斜路　褐灰 8.6 3.7 4.8 8 10
ロクロ
透明

堅緻　白 丸形 白磁

46 1064 B387 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

7.4 (3.9) 3
ロクロ
透明
染付、色絵（赤・金？）

堅緻　白 丸形 肥前

46 1065 B348 磁器 碗
C4　斜路　路面直上
黒・黄褐

9.7 (4.0) 1
ロクロ
透明、貫入有
染付

緻密　白 丸形 肥前

46 1066 B135 磁器 碗
D2　斜路南側ライン
褐灰

9.9 (4.3)
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白 丸形 肥前

46 1067 B035 磁器 碗
C3　斜路　Aトレンチ
東端　黒灰・黄褐

9.0 (4.3) 10
ロクロ
透明
染付

緻密　灰白 丸形
肥前
18C 後

46 1068 B212 磁器 碗 C3　斜路　黒・黄褐 8.0 3.1 5.4 5 12
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み五弁花（手描き）

47 1069 B036 磁器 碗
C3
側壁石垣 (北）前面　
黒灰・黄褐

8.6 3.5 5.5 4 5
ロクロ
透明
染付、見込み文有

緻密　灰白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み五弁花（手描き）

47 1070 B317 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

8.4 3.4 5.65 4 7
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み五弁花（手描き）

47 1071 B229 磁器 碗 C4　斜路　黒・黄褐 3.6 (5.4) 12
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　灰白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み五弁花（手描き）

47 1072 B133 磁器 碗 C3　斜路　暗褐灰 3.4 (4.8) 12
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　灰白 腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み五弁花（手描き）

47 1073 B324 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

8.9 3.0 5.3 4 1
ロクロ
透明
染付

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前

47 1074 B010 磁器 碗

C3　斜路　南北アゼ
黒褐灰
C2　斜路　北側ライン 
褐灰

9.0 (5.2) 3
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前

47 1075 B233 磁器 碗 C3　斜路　黒・黄褐 8.2 (4.6) 4
ロクロ
透明
染付

緻密　灰白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前

47 1076 B356 磁器 碗 D4　斜路　黒・黄褐 8.2 (4.0) 2

ロクロ
透明
染付、色絵（赤・緑・
紫・黒・金）

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前

48 1077 B313 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

9.0 3.3 5.7 4 6

ロクロ
透明、貫入あり、ピ
ンホール有
染付、見込み文有

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み五弁花（手描き）

48 1078 B325 磁器 碗 C4　斜路　黒・黄褐 9.0 3.6 5.9 1 11
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み五弁花（手描き）

48 1079 B218 磁器 碗 C3･4　斜路　黒・黄褐 8.5 3.2 5.8 12 11
ロクロ
透明、気泡あり
染付、見込み文有

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み五弁花（手描き）

48 1080 B376 磁器 碗

D4　斜路　黒・黄褐 
C4　斜路　縦断アゼ　
黒・黄褐 
D4　コンクリ基礎根固
め

8.7 3.6 5.9 1 12
ロクロ
透明、気泡多
染付、見込み文有

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み五弁花（手描き）

48 1081 B208 磁器 碗 C3　斜路　黒・黄褐 8.6 3.4 6.0 7 5
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　灰白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み五弁花（手描き）
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48 1082 B244 磁器 碗 C3　斜路　黒・黄褐 8.9 3.3 5.35 3 2

ロクロ
透明、細かい気泡、
ピンホール有
染付、見込み文有

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み五弁花（手描き）

48 1083 B321 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

8.0 (5.0) 5
ロクロ
透明、ピンホール有
染付

緻密　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前

48 1084 B147 磁器 碗

C3　斜路　南北アゼ
褐灰
C3　斜路　Aトレンチ
以北南北アゼ　1層 
C2　斜路　褐灰

8.2 3.4 5.7 2 5
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　灰白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み五弁花（手描き）

48 1085 B098 磁器 碗
D3　側壁石垣 (南 )前
面　黒灰・黄褐 
D2　斜路　暗褐灰

8.6 3.6 5.4 3 11
ロクロ
透明
染付、見込み文有

緻密　灰白
腰張半球
形

肥前？
18C 末～ 19C 前
染付の発色悪く黒い、見
込み文崩れた五弁花（手
描き）

49 1086 B113 磁器 碗

C3　斜路　南北アゼ
黒褐 
D3　斜路　南北アゼ
褐灰

8.4 3.3 5.0 2 12

ロクロ
透明、ピンホール有、
貫入有
染付、見込み文有

空洞やや多、
粗い
灰白

腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み文崩れた五弁花（手
描き）、底部に砂付着

49 1087 B367 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

3.3 (4.75) 12
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み文有（サギ）

49 1088 B240 磁器 碗 C4　斜路　黒・黄褐 8.6 3.6 5.5 2 6
ロクロ
透明、細かい気泡多
染付（素描き）

緻密　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
図上復元

49 1089 B139 磁器 碗
D3　斜路南法面
炭混褐灰

2.8 (3.8) 12

ロクロ
透明
染付（素描き）、見
込み文有

堅緻　白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み松竹梅文

49 1090 B148 磁器 碗
C2　斜路　Aトレンチ
暗褐灰

8.4 3.8 5.7 1 12
ロクロ
透明
染付、見込み文有

緻密　灰白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前
見込み五弁花（コンニャ
ク印判）

49 1091 B359 磁器 碗
C5　斜路
近代路面直上

8.8 3.0 4.6 2 4
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　灰白
腰張半球
形

肥前
18C 末～ 19C 前

50 1092 B007 磁器 碗 C2　斜路　褐灰 5.9 (3.6) 4

ロクロ
透明
染付、見込み文有、
裏銘

堅緻　灰白

肥前
見込み五弁花（コンニャ
ク印判）、裏銘崩れた「大
明年製」

50 1093 B322 磁器 碗 C4　斜路　１層 14.8 5.3 7.2 1 4
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白
肥前
18C 後

50 1094 B055 磁器 碗 C2　斜路　褐灰 5.6 (2.9) 10
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　灰白
肥前
18C 後

50 1095 B316 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

7.5 3.8 5.9 6 12

ロクロ
透明
染付、見込み文有、
裏銘

堅緻　白 筒形

肥前
18C 後～ 19C 初
見込み五弁花（手描き）、
裏銘二重方形枠内「渦福」

50 1096 B009 磁器 碗

C2　斜路北側ライン 
褐灰
C3　斜路 
黒灰・黄褐、暗褐灰

4.1 (5.0) 6
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　灰白 筒形
肥前
18C 後～ 19C 初
見込み五弁花（手描き）

51 1097 B368 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

3.9 (4.9) 11
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白 筒形
肥前
18C 後～ 19C 初
見込み五弁花（手描き）

51 1098 B266 磁器 碗 C4　斜路　黒・黄褐 8.4 4.4 6.4 1 12
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白 筒形
肥前
18C 後～ 19C 初
見込み五弁花（手描き）

51 1099 B152 磁器 碗 D3　斜路　黒灰・黄褐 (5.6)
ロクロ
透明
染付

堅緻　白
肥前
18C 後～ 19C 初

51 1100 B357 磁器 碗 D4　斜路　黒・黄褐 7.5 (5.2) 3
ロクロ
透明
染付（生掛け）

堅緻　白 筒形
肥前
18C 後～ 19C 初

51 1101 B144 磁器 碗
C2　側壁石垣前面
濁暗灰 
D3　斜路　黒灰・黄褐

8.0 (5.7) 3
ロクロ
透明
染付

緻密　灰白 筒形
肥前
18C 後～ 19C 初

51 1102 B075 磁器 碗
D3　斜路　褐灰 
C3　斜路 (南 ) 
炭混褐灰

8.4 4.0 6.9 1 12

ロクロ
外：青磁釉 
内：透明
青磁染付、見込み文
有

緻密　灰白 筒形

肥前
18C 後
見込み五弁花（コンニャ
ク印判）

52 1103 B032 磁器 碗
C3　斜路　セクション
ベルト　土管より上

11.4 4.5 6.3 4 7
ロクロ
透明
染付、見込み文有

緻密　灰白
肥前
見込み五弁花（コンニャ
ク印判）、呉須の発色悪い

52 1104 B201 磁器 碗
C3　斜路　黒・黄褐 
斜路　Aトレンチ東端
黒灰・黄褐

10.0 4.0 5.4 11 5

ロクロ
透明、ピンホール有、
貫入有
染付、見込み文有

緻密 
気泡少、ボソ
ボソしている
灰白

小広東形

52 1105 B226 磁器 碗 C4　斜路　黒・黄褐 9.5 3.5 5.3 8 11
ロクロ
透明、気泡有
染付、見込み文有

堅緻　白 小広東形
肥前
18C 後～ 19C 初
見込み文「寿」

52 1106 B319 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

8.9 3.6 5.25 3 7
ロクロ
透明、貫入有
染付、見込み文有

堅緻　白 小広東形
肥前
18C 後
上端面取り

52 1107 B019 磁器 碗

C2　側壁石垣前面
濁灰 
斜路　Aトレンチ
南アゼ　黒褐・黄褐

10.6 4.0 5.1 1 12
ロクロ
透明
染付（素描き）

緻密　灰白
小広東
形、輪高
台

肥前

52 1108 B239 磁器 碗

C3　斜路　東西アゼ 
黒・黄褐
C3　斜路　黒褐・黄褐
斜め堆積層 
C4　斜路　黒・黄褐

10.2 (3.7) 6
ロクロ
透明
染付

緻密　白 小広東形
肥前
18C 後～ 19C 初
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52 1109 B384 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

10.2 (4.1) 4
ロクロ
透明、貫入有
染付

空隙有　白 小広東形

52 1110 B400 磁器 碗

C4　斜路　縦断アゼ北 
縦断アゼ　黒・黄褐 
斜路　縦断アゼ、斜路 
1 層

9.9 (3.8) 2
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 小広東形
肥前
18C 後～ 19C 初

52 1111 B371 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

3.4 (2.4) 3
ロクロ
透明、貫入有
染付、裏銘

堅緻　白 肥前

52 1112 B326 磁器 碗
C4　斜路
黒・黄褐　最下層、黒・
黄褐

8.2 3.7 6.5 3 8

ロクロ
透明
染付 (コンニャク印
判 )

緻密
灰、にぶい橙

筒丸形

肥前
18C 前
見込みに砂目跡、高台砂
付着

52 1113 B273 磁器 碗 D4　斜路　黒・黄褐 7.2 3.6 6.3 2 5
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 筒丸形
肥前
19C 前

53 1114 B228 磁器 碗 C4　斜路　黒・黄褐 8.4 (4.3) 5
ロクロ
透明、気泡有
染付

堅緻　白 肥前

53 1115 B046 磁器 碗
C3　斜路　南北アゼ
土管掘方

4.8 (3.15) 4
ロクロ
透明
染付

堅緻　白
肥前
被熱 
内外面鉛溶着

53 1116 B386 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

4.5 (4.0) 5
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白 高台内湾 肥前

53 1117 B297 磁器 碗

D3　斜路　黒・黄褐 
C3　側壁石垣 (北）前
面　黒灰 ･黄褐 
C3　斜路　褐灰

9.0 3.8 4.9 6 12
ロクロ
透明、ピンホール有
染付、見込み銘

緻密　白 端反形 見込み銘「成化年製」

53 1118 B245 磁器 碗 C3　斜路　黒・黄褐 8.6 3.7 4.7 5
ロクロ
透明
染付、見込み文有

緻密　白 端反形 瀬戸・美濃

53 1119 B038 磁器 碗
C3
側壁石垣 (北）前面
黒灰・黄褐

9.0 3.9 4.8 2 6
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白 端反形
瀬戸・美濃
焼継ぎ（赤上絵マーク有）

53 1120 B131 磁器 碗
D3　斜路　南北アゼ
褐灰、黒褐
D2　斜路　褐灰、黒灰

9.5 3.6 4.8 11 11

ロクロ
透明、気泡多、ピン
ホール有
染付（線刻 +ダミ）、
口錆、見込み文有（線
刻 +ダミ）

堅緻　白 端反形 瀬戸・美濃

53 1121 B217 磁器 小碗
C3　斜路　黒・黄褐 
側壁石垣 (北）前面 
黒灰・黄褐

8.3 2.3 4.0 11 12

ロクロ
透明
染付、口錆、見込み
文有

堅緻　白 端反形
瀬戸・美濃
19C 後
煤付着

53 1122 B223 磁器 小碗 C3　斜路　 22 層 8.7 2.9 4.4 9 12
ロクロ
透明、気泡有
染付、口錆

堅緻　白 端反形
瀬戸・美濃
19C 後
高台に溶着物あり

53 1123 B037 磁器 小碗
C3
側壁石垣 (北）前面
黒灰・黄褐

8.2 2.8 3.9 4 2
ロクロ
透明
染付、口錆

堅緻　白 端反形
瀬戸・美濃
19C 後

54 1124 B089 磁器 碗
D3　斜路　南北アゼ
砂質土

10..5 3.2 5.25 9 11

ロクロ
透明
染付（コバルト）、見
込み文有

堅緻　白 端反形 見込み文「寿」

54 1125 B129 磁器 碗
D3　斜路　南北アゼ
黒褐

10.9 4.0 5.0 1 9

ロクロ
透明
染付（コバルト）、見
込み文有

堅緻　白 端反形
瀬戸・美濃
見込み文「寿」

54 1126 B128 磁器 碗

D3　斜路　南北アゼ
砂質土 
C3　斜路　南北アゼ
黒褐

10.8 4.0 5.5 4 4
ロクロ
透明
染付（コバルト）

堅緻　白 端反形 瀬戸・美濃

54 1127 B066 磁器 碗
D2　斜路　黒灰 
C3　斜路　南北アゼ
土管掘方

10.5 4.0 5.8 2 5

ロクロ
透明
染付（コバルト）、見
込み文有

堅緻　白 端反形

54 1128 B299 磁器 碗 C4　斜路　黒・黄褐 11.0 4.3 5.9 2 5

ロクロ
透明
染付（コバルト）、見
込み文有

緻密　白 端反形
瀬戸・美濃
見込み文「寿」、焼継ぎ（赤
上絵マーク有）

54 1129 B288 磁器 碗
C4　斜路　黒・黄褐 
C3　斜路　Aトレンチ
東端　黒灰・黄褐

10.8 4.2 5.9 5 3
ロクロ
透明
染付（コバルト）

緻密　灰白 端反形 瀬戸・美濃

54 1130 B234 磁器 碗 C3　斜路　黒・黄褐 10.4 4.7 5.8 5 6

ロクロ
透明、細かい気泡、
ピンホール有
染付（コバルト）、見
込み文有

堅緻　白 端反形
瀬戸・美濃
見込み文「寿」か

55 1131 B213 磁器 碗 C3　斜路　黒・黄褐 10.8 4.3 5.5 4 4
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白 端反形 瀬戸・美濃

55 1132 B088 磁器 碗

C3　斜路　南北アゼ
砂利・砂質土、黒褐 
C3　斜路　褐灰～黒灰 
D3　斜路　南北アゼ
黒褐 
D2　壁面清掃

11.0 4.2 5.2 3 12

ロクロ
透明
染付（コバルト）、見
込み文有

堅緻　白 端反形
見込み文「寿」か、見込
み目跡 5か所有

55 1133 B116 磁器 碗
D3　斜路　南北アゼ
黒灰

11.8 3.9 4.7 4 12

ロクロ
透明
染付（コバルト・型
紙摺り）

堅緻　白
瀬戸・美濃
19C 末

55 1134 B249 磁器 碗 C3　斜路　黒・黄褐 11.4 (4.2) 2
ロクロ
透明
色絵（赤・青灰）

堅緻　白 20C
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55 1135 B117 磁器 碗
D3　斜路　南北アゼ
黒灰

11.7 4.1 4.55 6 5

ロクロ
透明、クロム青磁？
白泥、緑釉（型紙摺
り）

堅緻　白

55 1136 B268 磁器 碗 D3　斜路　黒・黄褐 4.0 (5.1) 12

ロクロ
透明
染付（コバルト）、見
込み文有、赤絵

堅緻　灰白

瀬戸・美濃
19C 末
外側面赤上絵圏線、縦線 2
本、アラビア数字「1」？ 
見込み文「寿」

55 1137 B221 磁器 碗
C3　斜路　東西アゼ
黒・黄褐

10.7 4.2 6.0 5 12

ロクロ
透明、貫入有、ピン
ホール有
青上絵付、見込み文
有

緻密　灰白
端反形、
輪高台

再興九谷？
19C 末～ 20C 初
外側面：圏線 4条、縦線 1
本 1組、アラビア数字「2」 
見込み文「○」

55 1138 B341 磁器 碗
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

10.8 (4.8) 2
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白 端反形

再興九谷？
19C 末～ 20C 初
外面：圏線 3条残、縦線 2
本 1組、アラビア数字「2」 
内面：圏線 3条

55 1139 B138 磁器 碗 D2　斜路 12.6 5.8 6.4 2 10
ロクロ
透明
染付

堅緻　白

19C 末～ 20C 初
底面アラビア数字「2」、
全面施釉（口唇部のみ釉
剥ぎ）

55 1140 B100 磁器 碗
D3　斜路　南北アゼ
黒灰

12.8 5.4 6.3 6 7
ロクロ
透明
赤絵

堅緻、空洞若
干有
白

19C 末～ 20C 初
底面アラビア数字「2」、
見込降灰か

55 1141 D067 磁器 碗
C3　斜路
Aトレンチ東端
斜路　黒灰・黄褐

9.4 3.0 4.8 10 8
ロクロ
透明
染付、口錆

堅緻　白 20C

56 1142 B008 陶器 碗 C2　斜路　褐灰 11.2 5.2 7.8 5 6
ロクロ
灰釉、貫入有
陶胎染付

粗砂並　灰白 肥前

56 1143 B013 陶器 碗
C2　斜路　Aトレンチ
北アゼ　1層　黒灰 
斜路　褐灰

10.8 (7.1) 1
ロクロ
灰釉、貫入有
陶胎染付

堅緻　灰

56 1144 B092 陶器 碗 D3　斜路　黒灰・黄褐 10.8 4.4 7.25 3 6

ロクロ
灰釉、気泡多、貫入
多
陶胎染付

粗砂並　灰 肥前

56 1145 B399 陶器 碗
C5　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

10.6 4.6 6.7 1 5
ロクロ
灰釉、貫入有
陶胎染付

堅緻　灰 肥前

56 1146 B382 陶器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

10.0 (6.6) 2
ロクロ
灰釉、貫入有
陶胎染付

堅緻　黄灰 肥前

56 1147 B041 陶器 碗

C3
側壁石垣 (北 )前面 
黒灰 ･黄褐
斜路　北側法面検出

10.6 4.8 7.3 2 5
ロクロ
灰釉、貫入有
陶胎染付

堅緻　褐灰 肥前

56 1148 B383 陶器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

5.0 (6.2) 5
ロクロ
灰釉、貫入有
陶胎染付

堅緻　黄灰
肥前
畳付き離れ砂付着

56 1149 B124 陶器 碗
D3
斜路、斜路 (南 )褐灰 
斜路　南北アゼ　黒灰

11.2 4.8 6.9 2 2
ロクロ
灰釉
陶胎染付

堅緻　灰白

56 1150 B374 陶器 碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

10.8 4.8 7.35 2 12

ロクロ
灰釉、貫入有、ピン
ホール有
陶胎染付

緻密　灰 肥前

56 1151 B281 陶器 碗
C3　斜路　黒褐・黄褐
斜め堆積層
C4　斜路　黒・黄褐

(10.0) 2.5 6.8 5 11

ロクロ
灰釉、貫入多、気泡
多
陶胎染付

粗砂多
灰

畳付き全周に砂付着

56 1152 B207 陶器 碗 C3　斜路　黒・黄褐 10.15 4.7 6.75 4 10

ロクロ
灰釉、細かい気泡、
ピンホール、貫入有
陶胎染付

細砂、粗砂
灰

56 1153 B012 陶器 碗
C2　斜路　Aトレンチ
濁黒灰

10.0 4.3 6.8 2 12
ロクロ
灰釉、貫入有
陶胎染付（鉄絵）

粗砂並　灰
肥前
18C 末～ 19C 初

56 1154 B097 陶器 碗

D2　斜路　暗褐灰 
C2　斜路北側ライン 
C2　斜路　Aトレンチ
暗褐灰
D3　斜路　黒灰・黄褐 
D3　斜路　南北アゼ　
斜路南法面　炭混褐灰

10.0 (6.6) 4
ロクロ
透明
陶胎染付

細かい空隙多
灰白

瀬戸
19C

57 1155 B122 磁器 皿
D3　側壁石垣前面
黒灰 ･黄褐

8.0 (2.5) 3
ロクロ
透明、気泡少
染付

堅緻　白 中国（景徳鎮）

57 1156 B078 磁器 中皿
D3　斜路　南北アゼ
炭混褐灰

13.6 0.6 2

ロクロ
透明、気泡、ピンホ
ール有
染付

堅緻　白
中国（景徳鎮）
16C
高台に砂多数付着

57 1157 B396 磁器 皿
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

(1.7) 小片
ロクロ
透明
染付

堅緻　白
中国（景徳鎮）
被熱、溶融鉛付着

57 1158 B397 磁器 皿
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

22.3 (2.0) 小片
ロクロ
透明
染付

堅緻　白
中国
被熱

57 1159 B394 磁器 皿

C4　斜路　黒・黄褐　
最下層、黒・黄褐 
C3　斜路　黒・黄褐 
D4　斜路　小石層

19.0 13.0 2.8 3 4
ロクロ
透明、気泡有
染付、裏銘「金」

堅緻　灰白

肥前
17C 後
ハリ目跡有 
図上復元

58 1160 B243 磁器 皿 C3　斜路　黒・黄褐 13.4 (1.8) 3
ロクロ
透明、細かい気泡有
染付

堅緻　白 肥前
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図版
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番号
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番号 

種別 器種
グリッド

出土層位・遺構等
口径 
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成形・整形
釉調
装飾等

胎土・色調等 形状特徴 産地・年代等・備考

58 1161 B120 磁器 皿 D3　斜路　暗褐灰 14.0 (2.8) 2
ロクロ
透明、貫入多
染付

やや堅緻
灰白

大皿 肥前

58 1162 B202 磁器 皿
C3　斜路　黒・黄褐 
壁面清掃

18.3 12.1 3.0 6 6

ロクロ
透明、ピンホール僅、
気泡有
染付

堅緻　白 輪花 肥前

58 1163 B033 磁器 皿
C3　斜路　セクション
ベルト　土管より上

7.3 (2.0) 2
ロクロ
透明
染付

堅緻　白
中国
全面被熱（割れ口含む）、
溶着物多

59 1164 B141 磁器 皿
D3　斜路　南北アゼ
炭混褐灰、褐灰 
D2　斜路　褐灰

15.0 9.8 4.1 2 1
ロクロ
透明、一部貫入有
染付、裏銘

空洞多　白
蛇の目凹
型高台

肥前
18C 後
裏銘角福

59 1165 B130 磁器 皿
D3　斜路　南北アゼ
黒褐

「15.3」「11.4」 3.8 1
ロクロ
透明
染付

堅緻　白
肥前
被熱、溶着物有

59 1166 B369 磁器 皿
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

14.2 (3.2) 3
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 輪花
肥前
18C

59 1167 B380 磁器 皿 C4　斜路　小礫混灰褐 8.2 (1.8) 12
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白
蛇の目凹
型高台

肥前
18C 後
見込み五弁花（手描き）

59 1168 B298 磁器 皿

D3　側壁石垣 (南 )前
面　黒・黄褐 
C3　側壁石垣前面 
黒灰・黄褐

13.0 6.9 3.1 1 9

ロクロ
透明
染付、見込み文有、
墨弾き

堅緻　白

肥前
18C
見込み五弁花（コンニャ
ク印判）

59 1169 B099 磁器 皿
D2　斜路南側ライン 
C3　斜路　南北アゼ
褐灰

12.9 8.2 3.1 2 3

ロクロ
透明
染付、型紙摺り、墨
弾き、口錆

堅緻　白
肥前
18C

60 1170 B149 磁器 皿
C2　斜路　Aトレンチ
南アゼ　斜路　Aトレ
ンチ　黒灰・黄褐

8.2 (1.4) 4
ロクロ
透明
染付

堅緻　白
肥前
被熱、内面降灰著しい

60 1171 B123 磁器 皿
D3　斜路南法面
暗褐灰

21.2 (4.3) 小片
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

60 1172 B023 磁器 皿 C3　斜路　褐灰 10.9 6.2 2.9 12
ロクロ、型押し
透明
染付、口錆、裏銘有

緻密　白 輪花
肥前
被熱

60 1173 B336 磁器 皿
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

12.3 7.1 2.15 4 2
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 輪花 肥前

60 1174 B203 磁器 皿 C3　斜路　黒・黄褐 17.0 (2.0) 2
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

60 1175 B365 磁器 皿 C4　遺構検出　斜路 (3.7) 小片

ロクロ
透明
染付、色絵（緑・黄・
黒・金？）

堅緻　白 肥前

61 1176 B393 磁器 皿

C5　斜路　1層 
C4　斜路　縦断アゼ、
縦断アゼ北　黒・黄褐 
B・C4　レンガ基礎内 
C4　監獄署レンガ基礎 
整地土
D4　斜路　黒・黄褐

37.2 18.6 6.0 2 2

ロクロ
透明
染付、裏銘、見込み
文有

堅緻　白 大皿

肥前
見込み松竹梅文、裏銘「太
明成化年製」、ハリ目跡有、
図上復元

62 1177 B320 磁器 皿
C3・C4
斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

14.1 9.5 3.5 2 8
ロクロ
透明
染付

緻密　白
蛇の目凹
型高台、
口縁内湾

肥前

62 1178 B237 磁器 皿
C3・C4　斜路
黒・黄褐

13.6 (3.4) 5
ロクロ
透明、気泡多
染付（生掛け）

堅緻　白 口縁内湾
肥前
口縁ゆがみ

62 1179 B231 磁器 皿 C4　斜路　黒・黄褐 12.8 4.4 3.75 6 11
ロクロ
透明
染付

堅緻　白
見込み蛇
の目釉剥
ぎ

肥前
17C 後～ 18C 前

62 1180 B106 磁器 皿
D3　斜路
暗褐灰、黒灰・黄褐

14.0 7.0 2.8 2 4
ロクロ
透明、気泡多
染付、見込み文有

堅緻　白
見込み蛇
の目釉剥
ぎ

肥前
17C 末～ 18C
見込み五弁花（コンニャ
ク印判）

62 1181 B338 磁器 皿
C4　斜路　縦断アゼ北
2層、黒・黄褐

13.7 8.0 「4.2」 2 3
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白
肥前
18C 後～ 19C 初
高台砂付着、図上復元

62 1182 B373 磁器 皿
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

13.7 8.0 4.1 2 2
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白
肥前
18C 後～ 19C 初
高台内側砂付着

63 1183 B306 磁器 皿
C4　斜路 
C5　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

14.0 8.2 4.3 4 6
ロクロ
透明、気泡多
染付、裏銘

堅緻　白
輪花、蛇
の目凹型
高台

肥前
外底に輪状の砂付着

63 1184 B334 磁器 皿
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

13.9 9.6 3.6 2 2
ロクロ
透明、気泡多
染付

堅緻　白
輪花、蛇
の目凹型
高台

肥前
19C
外底砂付着

63 1185 B077 磁器 皿
D3　斜路　南北アゼ
炭混褐灰
斜路　黒灰・黄褐

13.8 8.6 4.4 2 6
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白
蛇の目凹
型高台

肥前
18C 後～ 19C 初
底部：砂付着

63 1186 B389 磁器 皿
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

3.8
透明
染付

堅緻　白 角皿
肥前
被熱、溶融鉛付着・溶着
有

63 1187 B136 磁器 皿
D2　斜路 
C2　斜路　Aトレンチ
北アゼ　褐灰

13.2 8.5 3.1 3 4
ロクロ
透明
染付、墨弾き

堅緻　白
輪花、蛇
の目凹型
高台

肥前
18C 後

63 1188 B031 磁器 皿 C3　斜路 14.0 5.2 3.5 4 12

ロクロ
透明
染付、線刻後ダミ、
口錆

緻密　白
蛇の目凹
型高台

瀬戸・美濃
19C 後
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63 1189 B063 磁器 皿 C2　斜路 5.4 (1.8) 6

ロクロ
透明
内面染付、線刻後ダ
ミ、外面赤絵

堅緻　白
蛇の目凹
型高台

瀬戸・美濃
19C 末
外面：圏線 1条残、縦線、
アラビア数字「2」か

63 1190 B014 磁器 皿
C2　斜路　Aトレンチ
黒灰

小片
ロクロ
透明
染付、裏銘

堅緻　白 被熱、裏銘「大□□化年□」

64 1191 B004 磁器 皿 C2　斜路 12.0 (2.3) 2
透明
染付、墨弾き

堅緻　白 角皿
肥前
18C 末～ 19C 中
被熱、鉛溶着

64 1192 B146 磁器 皿
C3　斜路　セクション
ベルト　土管より上

8.8 (1.8) 3
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 型押し
肥前
被熱、全体に鉛付着

64 1193 B310 磁器 皿
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

10.4 6.7 2.4 4 12
ロクロ
透明
染付、裏銘

堅緻　白
輪花
小皿

肥前
裏銘「成化年製」

64 1194 B366 磁器 皿
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

10.0 5.7 2.9 1 6
ロクロ
透明
染付、裏銘

堅緻　白 小皿
肥前
18C 後
裏銘「富貴□□」

64 1195 B372 磁器 皿
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

9.3 5.1 1.95 4 5
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白 小皿 肥前

64 1196 B017 磁器 皿 C2　斜路　褐灰 6.3 4.2 1.4 3 3
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 小皿 肥前

64 1197 B236 磁器 皿 C3　斜路　黒・黄褐 8.7 5.0. 1.9 5 12

型押し
透明
染付（コンニャク印
判）、口錆

堅緻　白 角皿
肥前
18C
被熱

64 1198 D361 磁器 皿
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

接地
9.0 外
側 9.4

(1.7) 3
ロクロ
青磁釉

堅緻　白 小皿 肥前

64 1199 D353 磁器 皿
C5　斜路
近代路面直上

5.1 (1.3) 2
ロクロ
透明、貫入有

緻密　白
肥前
底面に墨書

65 1200 B079 磁器 皿
D3　斜路　南北アゼ
砂利・砂質土
D2　斜路　黒灰、黒褐

13.8 6.2 3.15 8 12
ロクロ
透明、ピンホール有
染付（コバルト？）

堅緻　白
蛇の目凹
型高台

瀬戸・美濃

65 1201 B025 磁器 皿
C3　斜路　Aトレンチ
東端　黒灰・黄褐

14.1 6.2 3.6 7 12
ロクロ
透明
染付（コバルト？）

緻密　白
蛇の目凹
型高台

瀬戸・美濃

65 1202 B102 磁器 皿

D2　斜路　黒灰 
C3　土管掘方 
D3　斜路　南北アゼ
砂利・砂

13.3 6.6 3.4 9 7
ロクロ
透明
染付（コバルト？）

緻密　浅黄橙

蛇の目凹
型高台
（釉剥ぎ
は畳付き
のみ） 
見込み蛇
の目釉剥
ぎ

瀬戸・美濃

65 1203 B026 磁器 皿 C3　斜路　黒灰 ･黄褐 14.8 6.1 3.7 7 6
ロクロ
透明
染付（コバルト？）

緻密　白
蛇の目凹
型高台

瀬戸・美濃

66 1204 B064 磁器 皿

C3　斜路　南北アゼ
砂利・砂 
D3　斜路　南北アゼ
砂

13.3 6 3.05 1 弱 12
ロクロ
透明
染付（コバルト？）

堅緻　白
蛇の目凹
型高台

瀬戸・美濃

66 1205 B272 磁器 皿 D4　斜路　黒・黄褐 14.9 5.9 3.5 1 12
ロクロ
透明、気泡多
染付（コバルト？）

堅緻　白
蛇の目凹
型高台

瀬戸・美濃

66 1206 B269 磁器 皿
D3
斜路　南側法面上方
褐灰

14.0 6.4 3.4 3 9
ロクロ
透明、貫入有
染付、見込み文有

堅緻　灰白
玉縁、見
込み蛇の
目釉剥ぎ

見込み文「寿」、釉剥ぎ部
に墨付着か

66 1207 B087 磁器 皿

D2　近代層 
石垣際　近現代層 
斜路　黒灰 
E2　礎石周辺
近現代層

13.1 5.8 (3.6) 3 6
ロクロ
透明、貫入有
染付、見込み文有

細かい空洞や
や多
灰白

玉縁、見
込み蛇の
目釉剥ぎ

66 1208 B287 磁器 皿

C4　斜路　黒・黄褐 (
土管堀方含む ) 
D4　レンガ基礎　近代
整地土

13.2 6.7 2.4 1 7
ロクロ
透明
染付（コバルト）

堅緻　白
蛇の目凹
型高台、
輪花皿か

瀬戸・美濃
被熱

66 1209 B108 磁器 皿

D2　斜路　暗褐灰 
C3　斜路　南北アゼ
褐灰 
D3　斜路　南北アゼ　 
暗褐灰

9.9 5.5 2.8 3 5
ロクロ、型押し
透明
染付

堅緻　白 輪花 瀬戸・美濃

67 1210 B080 磁器 皿

C2　斜路　Aトレンチ
南アゼ　暗褐灰
D2　斜路　暗灰 
D3　斜路　南アゼ
南からの埋土

10.0 5.1 2.6 3 6
ロクロ、型押し
透明
染付

堅緻　白 菊皿 瀬戸か

67 1211 B285 磁器 皿 C4　斜路　黒・黄褐 9.8 5.8 2.25 2 3
ロクロ
透明、気泡多
染付、裏銘有

堅緻　白 輪花
肥前
18C 後

67 1212 B210 磁器 皿
C3･4･D4　斜路
黒・黄褐

10.4 6.8 2.4 9 11

ロクロ
透明、白濁
染付（コバルト）、裏
銘

緻密　白
瀬戸・美濃
20C

67 1213 B209 磁器 皿 C3　斜路　黒・黄褐 10.4 6.8 2.4 8 12

ロクロ
透明、白濁
染付（コバルト）、裏
銘

緻密　白
瀬戸・美濃
20C

67 1214 B027 磁器 皿 C3　斜路　黒灰 ･黄褐 10.3 6.2 2.0 3 4

ロクロ
透明
染付（コバルト）、裏
銘

緻密　白
瀬戸・美濃
20C
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67 1215 B211 磁器 皿 C3　斜路　黒・黄褐 10.7 6.0 2.3 8 12

ロクロ
透明
染付（コバルト）、裏
銘

緻密　白
瀬戸・美濃
20C
裏銘角福

68 1216 B076 磁器 皿

D3　斜路　南北アゼ
褐灰
C3　斜路
埋土上面近代層

14.2 6.3 3.6 2 12

ロクロ
透明、貫入有、ピン
ホール有
染付・赤絵、見込み
文有

緻密　白
玉縁、見
込蛇の目
釉ハギ

赤絵外底アラビア数字
「1」、外側面圏線 2条・縦
線 3本 1組

68 1217 B090 磁器 皿
D3　斜路　南北アゼ　
砂利・砂質土、黒灰

12.4 5.8 3.05 5 6

ロクロ
透明、貫入有
染付・赤絵、見込み
文有

緻密　灰白
玉縁、見
込蛇の目
釉ハギ

外底と外側面赤絵、アラ
ビア数字「2」、外側面圏
線 2条、縦線 3本 1組、
口縁部に漆付着、

68 1218 B101 磁器 皿
D3　斜路　南北アゼ　
黒褐

14.0 6.8 (3.95) 5 6
ロクロ
透明、貫入有
染付

空隙少　灰白
幅広輪高
台

外面：圏線 4条、縦線 2
本 1組、アラビア数字「2」 
内面：圏線 3条、見込み
文

68 1219 B340 磁器 皿
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

14.6 (3.5) 2
ロクロ
透明、貫入有
染付

堅緻　白

外側面：圏線 2条残、縦
線 1本 1組、アラビア数
字「2」 
内側面：圏線 3条残

69 1220 B392 磁器 鉢

C4　斜路　縦断アゼ、
縦断アゼ北　黒・黄褐 
C3　斜路　Aトレンチ
東端　黒灰・黄褐
C3　斜路　黒・黄褐

21.4 13.2 8.7 7 6

ロクロ
透明
染付、見込み方形の
窓絵

緻密　白
蛇の目凹
型高台

肥前
18C
図上復元

69 1221 B353 磁器 鉢 D4　斜路　黒・黄褐 21.4 (6.4) 2

ロクロ
内：青磁釉、外：透明、
気泡多
青磁染付

堅緻　白
輪花、折
縁

肥前
内側面ケズリ痕有

69 1222 B053 磁器 鉢
C2　斜路北側ライン
褐灰

「30.0」 (5.3) 1
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 輪花 肥前

69 1223 B069 磁器 鉢
C2　斜路　Aトレンチ
暗褐灰

20.8 (4.6) 2
ロクロ
透明
染付

緻密　白 肥前

70 1224 B145 磁器 鉢 C3　斜路　黒灰 ･黄褐 8.4 3.2 4
ロクロ、型打
透明
染付（素描き）

堅緻　白
蛇の目凹
型高台

肥前
18C 末～ 19C
外底朱描き「御用」

70 1225 D144 磁器 鉢

C3　斜路　Aトレンチ
南アゼ　褐灰 
D3　斜路　南北アゼ
褐灰
D3　斜路 
暗褐灰、黒灰・黄褐

20.2 (7.6) 3
ロクロ
青磁、貫入多
内面陰刻片切彫

堅緻　灰白 肥前

70 1226 B232 磁器 蓋 C3　斜路　黒・黄褐
11.3 
かえり
10

3.25 6

ロクロ
透明、細かい気泡含
む、貫入有
染付

堅緻　白 蓋物蓋
肥前
18C

70 1227 B375 磁器 蓋物
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

6.7 (3.6) 10
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白
肥前
18C
被熱、釉かいらぎ状

70 1228 B349 磁器 蓋物
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

9.3 (4.3) 4
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

70 1229 B220 磁器 蓋物

C3･C4　斜路
黒・黄褐 
D3　斜路　側壁石垣 (
南 )前面

9.4 4.7 5.3 3 3

ロクロ
透明、貫入有、ピン
ホール有
染付

砂粒少、空洞
少
灰白

70 1230 B359 磁器 蓋物
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

9.5 4.5 5.5 2 1
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

70 1231 B065 磁器 蓋物
C3　斜路　南北アゼ
土管掘方

9.2 4.8 4.7 4 4
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

70 1232 B251 磁器 蓋物 C4　斜路　黒・黄褐 7.7 3.3 3.95 6 12
ロクロ
透明、気泡含む
染付

緻密　白 肥前

71 1233 B241 磁器 蓋物 C4　斜路　黒・黄褐 7.6 (3.0) 4

ロクロ
透明
染付、色絵（赤・金・
他）

堅緻　白 肥前

71 1234 B286 磁器 蓋物 C4　斜路　黒・黄褐 (5.4) (3.0) 2.7 3 3
ロクロ
透明、気泡多
染付

堅緻　白 肥前

71 1235 B312 磁器 蓋物
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

7.6 3.5 2.4 3 12
ロクロ
透明、貫入有
染付

堅緻　白 肥前

71 1236 B096 磁器
蓋物
か
段重

D3　側壁石垣南前面 
黒灰・黄褐
C2　斜路　南アゼ
暗褐灰

7.6 3.6 3.6 9 6
ロクロ
透明、気泡多
染付（生掛け）

堅緻　白 肥前

71 1237 B260 磁器 段重 D4　斜路　黒・黄褐 13.6 9.0 5.3 2 4

ロクロ
透明、気泡多、ピン
ホール有
染付

堅緻、空洞有
白

肥前
18C 末～ 19C

71 1238 B061 磁器 段重
C3　斜路　Aトレンチ
東端　黒灰・黄褐

7.6 4.2 3.1 2 3
ロクロ
透明
染付

緻密　白
肥前
18C 末～ 19C

71 1239 B030 磁器 蓋
C3　斜路　Aトレンチ
東端　黒灰・黄褐

10.2 (1.5) 4
ロクロ
透明
染付

緻密　白 段重蓋 肥前

71 1240 B028 磁器 段重
C3　斜路　黒灰 ･黄褐 
斜路北法面　褐灰

10.9 9.9 3.4 3 7
ロクロ
透明
染付

緻密　白 肥前

71 1241 B029 磁器 段重
C3
側壁石垣 (北 )前面 
斜路　黒灰 ･黄褐

10.9 9.9 3.3 6 6
ロクロ
透明
染付

緻密　白 肥前
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図版
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71 1242 B060 磁器 段重 C3　斜路　黒灰 ･黄褐 10.7 9.7 3.42 5 7
ロクロ
透明
染付（コバルト）

緻密　白 19C 末

71 1243 B125 磁器 段重
D3　斜路（南）
炭混褐灰 
2016 斜路　黒・黄褐

不明 不明

タタラ作り
透明
染付（コバルト・型
紙摺り）

堅緻　白 方形 瀬戸・美濃

72 1244 B206 磁器 蓋 C3　斜路　黒・黄褐
22.0 
かえり
20.0

(3.9) 小片
ロクロ
透明、貫入有
染付

堅緻　白 肥前

72 1245 B039 磁器 蓋
C3
側壁石垣 (北）前面
黒灰 ･黄褐

22.0 
かえり
20.0

(4.0) 1
ロクロ
透明、貫入有
染付

堅緻　白 肥前

72 1246 B127 磁器 蓋
D3　斜路　南北アゼ、
斜路南法面　炭混褐灰 
C2　斜路　褐灰

15.4 
かえり
14.1

3.9 1.5
ロクロ
透明
染付

堅緻　白
肥前
図上復元

72 1247 B225 磁器 蓋
C3･4　斜路　黒・黄褐 
D3　斜路　黒灰・黄褐

13.0 
かえり
11.8

3.7 5
ロクロ
透明、気泡多
染付

堅緻　白
肥前
つまみ上面陰刻

72 1248 B315 磁器 蓋
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

12.3 
かえり
10.8

つまみ
3.6

3.7 6
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

72 1249 B111 磁器 蓋
D2　側壁石垣 (南 )
前面埋土　濁暗褐灰

11.0 
かえり
9.1

(2.2) 4

ロクロ
透明、気泡有、ピン
ホール有
染付

堅緻、若干空
洞有　白

肥前
19C
重ね焼成痕有

72 1250 B047 磁器 蓋
C3　斜路　南北アゼ
褐灰

12.4 
かえり
11.5

(3.1) 2
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

72 1251 B345 磁器 蓋

C4
斜路　黒・黄褐最下層 
斜路　縦断アゼ北 
黒・黄褐

10.0 
かえり
8.8

3.0 4
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

73 1252 B219 磁器 蓋
C3･D3　斜路
黒・黄褐
C3　斜路　黒灰・黄褐

9.7 
かえり
8.7

(3.7) 11

ロクロ
透明、ピンホール僅
か
染付

堅緻　灰白 肥前

73 1253 B385 磁器 蓋
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

10.2 
かえり
9.3

(2.1) 4
ロクロ
透明
染付

堅緻　白
肥前
かえりに砂付着

73 1254 B339 磁器 蓋 C4　斜路　1層 9.0 (1.9) 3
ロクロ
透明
染付

堅緻　白
肥前
18C

73 1255 B230 磁器 蓋 C4　斜路　黒・黄褐
6.4 

かえり
5.8

2.1 12
ロクロ
透明、気泡多
染付

堅緻　白 肥前

73 1256 B370 磁器 蓋
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

8.3 
かえり
7.1

(2.0) 5
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

73 1257 B284 磁器 蓋 C3　斜路　黒・黄褐
7.4 

かえり
6.5

2.3 6
ロクロ
透明、ピンホール有
染付

堅緻　白 肥前

73 1258 B347 磁器 蓋
C4　斜路
黒・黄土　土羽直上

6.0 
かえり
5.2

(1.4) 6
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

73 1259 B335 磁器 蓋
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

8.5
つまみ
3.1

2.75 2
つま
み 6

ロクロ
透明
染付

堅緻　白 碗蓋 肥前

73 1260 B083 磁器 蓋 D3　斜路　黒灰・黄褐 8.8
つまみ
3.1

2.5 3
つま
み 12

ロクロ
透明、貫入多、気泡
多
染付、色絵（赤・黄・
黒）、天井部内面松
竹梅文

堅緻　白 碗蓋 肥前

74 1261 D019 磁器 猪口
C2　斜路　Aトレンチ
黒灰 7.2 (4.1) 1

ロクロ
透明
白磁か

堅緻　白 端反形
肥前
被熱、外面降灰

74 1262 B204 磁器 猪口 C3　斜路　黒・黄褐 8.0 5.0 6.2 5 3
ロクロ
透明、気泡多
染付

堅緻　白 肥前

74 1263 B151 磁器 猪口 D3　斜路　黒灰・黄褐 5.8 4.2 5.2 6 2
ロクロ
透明、気泡多
染付、色絵（赤・金）

堅緻　白 肥前

74 1264 B337 磁器 猪口
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

4.4 (4.2) 6
ロクロ
透明
染付、色絵（赤・金？）

堅緻　白 肥前

74 1265 B003 磁器 小杯 C2　斜路 3.7 (1.9) 12
ロクロ
透明
染付、裏銘

堅緻　灰白
肥前
裏銘「宣徳年製」、被熱、
鉛溶着

74 1266 B391 磁器 小杯
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

2.7 (1.3) 11
ロクロ
透明、気泡多
染付、裏銘

堅緻　白
中国
裏銘「福」

74 1267 B107 磁器 小杯 D3　斜路　黒灰・黄褐 5.2 2.2 4.15 1 12
ロクロ
透明、気泡多
染付

堅緻　白 肥前

74 1268 B409 磁器 小杯
側壁石垣（北）東側
法面崩落土

3.1 (1.8) 7
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白
肥前
見込み付着物有

74 1269 B358 磁器 小杯

C4　斜路　縦断アゼ南
１層 
C4　斜路　縦断アゼ 
D4　番所階段東コンク
リ基礎根固め

7.4 (3.8) 4
ロクロ
透明
染付（銅版転写）

堅緻　白 端反形
瀬戸・美濃
19C 末～ 20C 初

74 1270 D327 磁器 猪口
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐、小礫混褐灰

4.4 2.4 2.5 4 11
ロクロ
白磁

緻密　灰白
肥前
19C
高台溶着有
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74 1271 B259 磁器 小碗 C3　斜路　黒・黄褐 7.4 2.8 3.2 1 11

ロクロ
透明
染付、色絵（赤・黄・
黒）

緻密　白 肥前

74 1272 B398 磁器 小碗
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

7.7 2.6 3.7 2 5
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

74 1273 B246 磁器 小碗 C4　斜路 黒・黄褐 (7.8) (3.3) 3
ロクロ
透明
染付、赤上絵

緻密　白
肥前
赤上絵付「□に□」

74 1274 B057 磁器 小碗 C3　斜路　黒灰 ･黄褐 5.7 2.1 3.05 1 12
ロクロ
透明
染付

緻密　白 肥前

74 1275 B081 磁器 小碗

D3　斜路　南北アゼ　
斜路南法面　褐灰 
D3　斜路　南北アゼ
炭混褐灰
D2　斜路　褐灰

5.6 1.8 2.95 7 7
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

74 1276 B137 磁器 小碗 D2　斜路　褐灰 5.8 2.3 3.4 6 7
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

74 1277 D276 磁器 小碗 C4　斜路　黒・黄褐 6.9 2.8 3.0 7 9 白磁 堅緻　白 畳付き砂一部付着

74 1278 B224 磁器
紅
猪口

C3･4　斜路　黒・黄褐 (5.4) (1.6) 2.3 1 11
ロクロ
透明
赤絵

緻密　白 肥前

74 1279 B252 磁器
紅
猪口

C3･4　斜路　黒・黄褐 6.1 1.9 2.15 3 12

ロクロ
透明
染付（コンニャク印
判）

緻密　白 肥前

74 1280 D354 磁器 紅皿
C5　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

4.3 1.4 1.7 5 12
型押し
透明（緑色を帯びる）

堅緻　白 菊花
肥前
19C 前
外面無釉

75 1281 B048 磁器
蓋の
把手
？

C3　斜路　南北アゼ
褐灰

最大長
(2.65)

最大幅
(1.55)

最大厚
(1.3)

手づくね
透明
染付

堅緻　白 被熱

75 1282 B112 磁器
蓋物
？

（身）

D3　斜路　南北アゼ　
褐灰

6.2 (3.6) 5
ロクロ
透明、気泡有
染付

堅緻　灰白
肥前
18C 以降
被熱により鉛溶着

75 1283 B118 磁器
燗
徳利

D3　斜路　南北アゼ
砂利・砂質土、黒灰

6.2 (12.6) 8
ロクロ
透明
染付（型紙摺り）

堅緻　灰白

75 1284 D269 磁器
仏飯
器

C3　斜路　黒・黄褐 7.0 3.5 4.7 5 12
ロクロ
透明、気泡多
染付

堅緻　白
肥前
17C 末～ 18C

75 1285 B095 磁器
仏飯
器

D3　斜路　暗褐灰 3.8 (5.4) 11
ロクロ
透明、気泡多
染付

堅緻　白
肥前
全面施釉、畳付き釉剥ぎ、
溶着有

75 1286 D152 磁器
把手

（急須
か）

D3　斜路　暗褐灰 (3.8)
白磁
刻印有

堅緻　白

75 1287 D272 磁器
仏花
瓶

C3･4　斜路　黒・黄褐 8.9 5.2
口 (2.7) 
体 (6.2) 
底 (3.2)

2 6
ロクロ
青磁釉

堅緻　灰白
丸耳 (残
1個 )推
定 2個

肥前
図上復元

75 1288 D286 磁器 合子 D4　斜路　炭混褐灰 5.6 5.0 3.1 2 7
ロクロ
青磁釉？、貫入有

堅緻　灰白 外底面砂僅かに付着

75 1289 B355 磁器 水滴 D4　斜路　黒・黄褐
最大長
(2.05)

最大幅
(3.6)

最大厚
(1.8)

型押し
透明、気泡含む
染付

堅緻　白 方形
肥前
溶着有、底面布圧痕

75 1290 B381 磁器
ミニ
チュ
ア碗

C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

3.1 1.1 1.85 4 12
透明
染付

堅緻　白 肥前

75 1291 D375 磁器 香炉
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

4.2 (1.75) 5
ロクロ
青磁釉
外底鉄化粧

細砂僅か　白
肥前
3足か 
内底墨付着、転用か

76 1292 B410 磁器 碗 E3 番所西辺外石組溝 11.0 (3.8) 3
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 小広東形
肥前
18C 後
被熱

76 1293 B415 磁器 碗
E3
番所西辺外石組溝内
炭混灰褐

3.2 (2.2) 12

ロクロ
透明、貫入有
染付、裏銘、見込み
文有

緻密　灰白 輪高台

再興九谷（若杉）
19C 前
裏銘「若（旧字）」、見込
み花文

76 1294 B402 磁器 碗
E3
番所南西隅外石組溝

8.5 3.2 3.9 5 2

ロクロ
透明
染付、陰刻 +ダミ、
見込み文有

堅緻　白
端反形、
蛇の目高
台

肥前
見込み「寿」字文

76 1295 B404 磁器 碗

E3　番所南辺東西セク
ション北西　10 層 
D3　番所西辺外石組溝 
炭混褐灰

8.8 3.9 4.75 5 6
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白 端反形
瀬戸・美濃
19C 前
焼継ぎ（外底に朱描き有）

76 1296 B405 磁器 碗

D3　番所北西隅外溝状
落込み 
E3　番所西辺外石組溝
灰褐

7.6 3.8 6.7 3 9
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 筒丸形

肥前
19C 前
焼継ぎ（外底に朱描き有）、
見込みに降灰

76 1297 B403 磁器 蓋
E3
番所南西隅外石組溝

8.5
つまみ
3.55

2.3 6
つま
み 6

ロクロ
透明
染付、つまみ内・天
井部内面銘有

堅緻　白 碗蓋
肥前
天井部内面「□□年製」

76 1298 B407 磁器 蓋物
D3　番所西辺外石組溝
灰褐・炭混灰褐

9.4 (6.1) 4
ロクロ
透明
染付（生掛けか）

堅緻　灰白 呉須の発色悪い

77 1299 B301 磁器 碗

D4　番所階段 SBI 間 
B 層
D3･4　番所階段 
にぶい黄褐粘、H28 の
7 層
D3　番所西辺外　灰褐

11.6 6.6 6.5 2 5
ロクロ
透明
染付、見込み文有

堅緻　白 広東形
肥前
18C 末～ 19C 前

第 17 表　鼠多門調査区出土遺物　陶磁器・土器観察表 11
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図版
報告
番号

実測
番号 

種別 器種
グリッド

出土層位・遺構等
口径 
（㎝）

底径 
（㎝）

器高 
（㎝）

遺存 
（口） 
＊ /12

遺存 
（底） 
＊ /12

成形・整形
釉調
装飾等

胎土・色調等 形状特徴 産地・年代等・備考

77 1300 B364 磁器 碗
D2　番所階段　8・9段
B層

7.0 (5.0) 1 以下
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白 筒丸形
肥前
19C

77 1301 B255 磁器 小碗
D3　番所階段　8層 
9・10 層

8.4 2.9 4.2 4 6
ロクロ
透明、気泡有
染付、口錆

堅緻　白 端反形 瀬戸・美濃

77 1302 B362 磁器 小碗
D3　番所階段　C層 
D3･4　番所階段東西ア
ゼ　B層

8.4 (2.8) 3
ロクロ
透明
染付、口錆

堅緻　白 端反形 瀬戸・美濃

77 1303 B254 磁器 皿
D3　番所階段　３層 
D4　斜路　小石層

13.4 6.8 3.8 2 12
ロクロ
透明、ピンホール有
染付

粗砂・空隙有
灰白

被熱、煤付着

77 1304 B253 磁器 皿

D3　番所階段　11 層 
D3　1 トレンチ　黄褐
粘シルト褐混 
D3　1 トレンチ　褐 
D3　1 トレンチ　黒褐
黄灰シルトブロック混 
D3　1 トレンチ　炭混
褐戸室大チップ直上 
D3　近代建物北側掘方 
D4　近代層

11.4 4.8 4.0 7 12
ロクロ
透明
染付

堅緻　灰白
見込み蛇
の目釉剥
ぎ

波佐見
18C 後～ 19C 前
重ね焼き痕、畳付き砂付
着、口縁全周油煙痕付着、
灯明皿として使用

77 1305 B256 磁器 皿
D3　南北アゼ　番所階
段
3.4 層

13.2 5.3 3.4 3 8
ロクロ
透明、気泡有
染付

堅緻、空洞や
や多い　白

蛇の目凹
型高台

瀬戸・美濃

77 1306 B300 磁器 皿
D3　番所階段　3層相
当 
C4　近代層（斜路範囲）

13.8 6.8 3.3 2 11
ロクロ
透明、貫入細かく有
染付、見込み文有

細砂少
にぶい黄橙

見込み蛇
の目釉剥
ぎ

被熱

78 1307 B270 磁器 皿

D3　番所階段 5層相当 
D3　番所階段 6～ 7層 
D3　斜路　南側法面上
方　褐灰 
D3　斜路　南北アゼ　
番所階段 3・4層対応
層 
D4　南側法面　明黄褐 
D4　斜路　南北アゼ　
炭混褐灰 
D4　斜路　小石層

13.6 6.4 3.6 4
ロクロ
透明、貫入多
染付、見込み文有

堅緻　灰黄
玉縁、見
込み蛇の
目釉剥ぎ

被熱、見込み文「寿」

78 1308 B302 磁器 蓋

D3･4　番所階段　にぶ
い黄褐粘、H28 の 7 層 
D4　番所階段 SBI 間
B 層

9.0
つまみ
3.8

2.8 4
つま
み 10

ロクロ
透明
染付（素描き）、つ
まみ内銘有、天井部
内面文様有

堅緻　白 碗蓋
肥前
19C 前

78 1309 B363 磁器 段重
D3・4　番所階段
灰黄褐色粘

9.2 8.2 3.6 4 4
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

78 1310 B261 磁器
燗徳
利

D3　番所階段　8層 
D4　斜路　黒・黄褐

3.4 (6.4) 11
ロクロ
透明、気泡多
染付（生掛けか）

堅緻　白 鳶口型

78 1311 B411 磁器 碗

D3
番所西辺外石敷直上 
番所北西隅溝状落込み 
番所西落込み

8.4 3.2 5.8 2 4

ロクロ
透明、気泡多、ピン
ホール有
染付、見込み文有

堅緻　白 肥前

79 1312 B020 磁器 皿
B2　1 トレンチ
現代層

7.5 3.3 2.4 12 12
ロクロ、型押し
透明、鉄釉
鉄絵、色絵

堅緻　白
口縁 10
角

20C
口縁と外面一部にも鉄釉

79 1313 B051 磁器 蓋
B2　1 トレンチ
現代層

13.2
つまみ
5.3

4.6 6
つま
み 6

ロクロ
透明
赤絵、つまみ内銘有

堅緻　白 丼蓋 20C

79 1314 B084 磁器 碗
D3　近代整地土
2016　1 トレンチ
黄灰褐シルト褐土混

11.2 6.4 6.3 5 10
ロクロ
透明、気泡多
染付、見込み文有

堅緻　白 広東碗
肥前
18C 末～ 19C 前
焼継ぎ（朱描き有）

79 1315 B258 磁器 蓋物
D3　1 トレンチ
褐 (炭混 )

6.2 3.4 3.3 4 4
ロクロ
透明
染付

堅緻　白 肥前

79 1316 D264 磁器 紅皿

D3　1 トレンチ
褐色土 (炭混 )戸室大
チップ直上 
黒灰・黄灰シルト小ブ
ロック混

4.6 2.3 1.6 6 1
型押し
白磁

堅緻　灰白
肥前
18C ～ 19C 初
内面と外面の一部施釉

79 1317 B074 磁器 碗 D2　B トレンチ 8.5 3.1 4.3 5 8
ロクロ
透明、気泡有
染付、口錆

堅緻　白 端反形 瀬戸・美濃

79 1318 B105 磁器 皿 E2　二重塀石垣直上 13.6 6.8 3.3 1 3
ロクロ
透明
染付

粒子並、やや
甘　にぶい黄

見込み蛇
の目釉剥
ぎ、口縁
端部釉剥
ぎ

79 1319 B360 磁器 小杯 C5　溜桝遺構検出面 7.2 (3.8) 3
ロクロ
透明
染付（銅版転写）

堅緻　白 端反形
瀬戸・美濃
19C 末～ 20C 初

79 1320 B085 磁器 蓋物
D･E3　斜路以南
近代層　黄褐

9.0 5.0 6.5 3 2
ロクロ
透明、気泡多
染付

堅緻　白 輪高台
肥前
18C
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図版
報告
番号

実測
番号 

種別 器種
グリッド

出土層位・遺構等
口径 
(cm)

底径 
（㎝）

器高 
（㎝）

遺存 
（口） 
＊/12

遺存 
（底） 
＊/12

成形・整形
釉調
装飾等

胎土・色調
等

調整 
（内）

調整 
（外）

形状特
徴

産地・年代等
備考

80 1321 D001 陶器 碗

B2　馬糧庫内コンク
リ床下　近代整地土 
C2　斜路　暗褐灰 
C3　斜路　Aトレン
チ以北南北アゼ　　
黒灰 
D2　側壁石垣前面盛
土　濁暗褐灰

11.6 3.4 3.9 5 10
ロクロ
灰釉、貫入有、ピ
ンホール有

砂粒有、空
洞少
灰白

平碗
肥前
外底墨書

80 1322 D004 陶器 鉢
B3
馬糧庫内コンクリ床
下　近代整地土

25.4 (5.8) 2 鉄釉、鉄漿

礫多、粗砂
多、空洞や
や多
にぶい黄橙

ヨコ
ナデ

ヨコ
ナデ

越前

80 1323 D373 陶器 皿
B4　レンガ基礎
北西隅掘方

12.4 5.4 4.5 1 1
ロクロ
灰釉

堅緻
灰

見込み・畳付きに砂
目跡有

80 1324 D347 土器 火鉢

B5　レンガ基礎外周
東側　遺物集中 I 
B･C5　レンガ基礎外
周東側

22.0 17.6 18.7 1 5
輪積み +回転台
外面墨塗

礫少、粗砂
少
にぶい橙

ヨコ
ナデ

ヘラケ
ズリ後
ヨコナ
デ、ヘ
ラミガ
キ

円柱状
脚（3
足か）

在地
内面煤付着

80 1325 D346 土器 火鉢

B5　レンガ基礎外周
東側　遺物集中Ⅰ 
B･C5　レンガ基礎外
周

22.4 17.2 18.2 4 1
輪積み +回転台
外面墨塗

粗砂少
浅黄橙

ヨコ
ナデ

ヨコナ
デ後ヘ
ラミガ
キか

在地
内面わずかに煤付着

81 1326 D379 土器 火鉢

B5
レンガ基礎外周東側 
土器集中 I 

最大長
24.9

最大幅
24.9

16.7 12 9 タタラ作り
粗砂並、赤
色粒多
にぶい黄橙

ヘラケ
ズリ、
ナデ

ヘラケ
ズリ、
底面未
調整

方形
在地
内面煤付着

81 1327 D392 土器 火鉢

B5　レンガ基礎外周
東側　遺物集中 I 
B･C5　レンガ基礎外
周　 

最大長
25.2

最大幅
24.3

16.5 10 8 タタラ作り

粗砂、細砂
並
にぶい黄橙、
灰白

ヘラケ
ズリ、
ナデ

ヘラケ
ズリ、
ナデ、
底面未
調整

方形 在地

81 1328 D391 土器 火鉢

B5　レンガ基礎外周
東側　遺物集中 I 
B･C5 レンガ基礎外
周

最大長
(16.25)

最大幅
25.0

18.25 5 6 タタラ作り
粗砂並、赤
色粒
にぶい黄橙

ヘラケ
ズリ、
ナデ

ヘラケ
ズリ、
底面未
調整

方形
在地
内面煤付着

81 1329 D397 土器 火鉢

B5　レンガ基礎外周
東側　遺物集中 I 
B･C5　レンガ基礎外
周東側

最大長
(10.4)

最大幅
24.5

(13.5) 4 タタラ作り
粗砂、細砂
並、赤色粒
浅黄橙

ヘラケ
ズリ、
ナデ

ヘラケ
ズリ、
ナデ

方形 在地

81 1330 D396 土器 火鉢

B5　レンガ基礎外周
東側　遺物集中 I 
B5・C5　レンガ基礎
外周東側

最大長
(6.65)

最大幅
(20.0)

(10.9) タタラ作り

粗砂多、赤
色粒
浅黄橙、灰
白

ヘラケ
ズリ、
ナデ

ヘラケ
ズリ

五角形
か

在地

81 1331 D380 土器 火鉢
B6
レンガ基礎外周東側
遺物集中 I

最大長
25.1

最大幅
25.1

16.9 6 7 タタラ作り
粗砂、細砂
並
にぶい黄橙

ヘラケ
ズリ、
ナデ

ヘラケ
ズリ、
底面未
調整

方形 在地

82 1332 D355 陶器 碗 C5　レンガ基礎掘方 4.0 (6.0) 7
ロクロ
灰釉、貫入有

細砂・粗砂
多
にぶい黄橙、
褐灰

下半ロ
クロケ
ズリ

端反り
形、兜
巾有

被熱

82 1333 D215 陶器 鉢
C4　斜路　黒・黄褐 
レンガ基礎
近代整地土

(18.6) (7.0) 6.3
ロクロ
灰釉、貫入有
白泥刷毛目

粗砂並
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

波状口
縁、見
込み蛇
の目釉
剥ぎ

82 1334 D051 土器
土師器
皿

C4　馬屋レンガ基礎 18.8 (3.3) 2
粗砂少
にぶい黄橙

ヨコ
ナデ

ヨコナ
デ、ナ
デ、指
頭圧痕

圏線
在地
内面黒色、油煙痕有

82 1335 D079 土器
土師器
皿

C4　馬屋レンガ基礎 8.6 1.4 1
粗砂少、赤
色粒含む
にぶい黄橙

ヨコ
ナデ

ヨコナ
デ、ナ
デ、指
頭圧痕

見込み
凹線

在地
18C

82 1336 D080 土器
土師器
皿

C4　馬屋レンガ基礎 7.8 1.7 3
粗砂少、赤
色粒含む
にぶい黄橙

ヨコ
ナデ

ヨコナ
デ、ナ
デ、指
頭圧痕

見込み
浅い凹
線が口
縁側に
抜ける

在地
油煙痕有

82 1337 D081 土器
土師器
皿

C4　馬屋レンガ基礎 8.3 1.4 3
粗砂少、赤
色粒含
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、見
込み凹
線

ヨコナ
デ、ナ
デ、指
頭圧痕

在地
18C

82 1338 D221 土器
土師器
皿

C4　レンガ基礎
斜路　黒・黄褐

8.35 3.2 1.7 9 12

粗砂、細砂
並、赤色粒
あり
にぶい黄橙

ナデ、
ヨコナ
デ、見
込み凹
線

ヨコナ
デ、掌
圧痕

在地
18C 末～ 19C 初
油煙痕有

82 1339 D308 陶器 碗

C4・5　斜路　縦断
アゼ北　黒・黄褐 
C4　コンクリ基礎掘
方

9.8 (4.8) 4
ロクロ
灰釉、貫入有
色絵（赤・緑）

緻密
浅黄

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

京・信楽
18C
被熱

82 1340 B377 陶器 碗
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐 
コンクリ基礎 5掘方

12.5 3.6 4.5 小片 6
ロクロ
灰釉、貫入有
色絵（赤・緑）

緻密
灰白

肥前
18C
京焼風

82 1341 D372 陶器 提子

C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐
斜路　黒・黄褐 
コンクリ基礎下砕石
内

14.6 7.3 14.75 2 3
ロクロ
灰釉、貫入有、ピ
ンホール有

緻密
浅黄、黄灰

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

煤付着、図上復元

83 1342 D322 陶器 中甕
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐 
コンクリ基礎砕石内

17.5 (15.0) 2
ロクロ
鉄釉

細砂少、緻
密
灰白

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

近世
外鉄釉追い掛け

83 1343 D367 陶器 中甕
C4　斜路　縦断アゼ
北、斜路　黒・黄褐 
コンクリ掘方

15.7 11.4 「15.0」 4 6
ロクロ
鉄釉

細砂・粗砂
多、黒色粒
多
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

瀬戸・美濃
近世
沈線 2条、図上復元
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図版
報告
番号

実測
番号 

種別 器種
グリッド

出土層位・遺構等
口径 
(cm)

底径 
（㎝）

器高 
（㎝）

遺存 
（口） 
＊/12

遺存 
（底） 
＊/12

成形・整形
釉調
装飾等

胎土・色調
等

調整 
（内）

調整 
（外）

形状特
徴

産地・年代等
備考

83 1344 D381 土器
土師器
皿

C4
コンクリ基礎 3掘方

7.45 1.6 11 8
細砂少、赤
色粒
にぶい橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、掌
圧痕

在地
18C 末～ 19C
内外赤彩

83 1345 D400 土器
土師器
皿

C4　コンクリ基礎
直下砕石内 
コンクリ基礎 6掘方 
斜路　黒・黄褐

11.7 (2.05) 3 ロクロ
細砂少、緻
密
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ケズリ
後ヘラ
ミガキ

在地
近世
上製カワラケ

83 1346 B414 陶器 碗

D4　番所階段東側レ
ンガ基礎　W2 掘方
西壁　土層断面
16 層

7.6 (3.0) 5
ロクロ
灰釉、鉄釉、貫入
有

緻密
浅黄橙

下半ロ
クロケ
ズリ

見込みハリ目跡、外
底面墨書

83 1347 D409 陶器 碗

D4　拡張部①南
炭層
レンガ基礎掘方下 
近代整地土

10.3 (6.1) 1
ロクロ
灰釉

細砂少、緻
密
にぶい橙～
灰黄褐

下半ロ
クロケ
ズリ

端反形
肥前
17C 前

83 1348 D344 陶器 碗 D4　レンガ基礎内 4.4 (3.4) 4
ロクロ
黄褐色釉

堅緻
灰

ロクロ
ケズリ

高台内
渦巻状
の強い
ケズリ

萩か
畳付きに溶着有

84 1349 D343 陶器 皿
D4
レンガ基礎内掘方

13.4 5.2 3.0 4 2
ロクロ
灰釉

細砂少
にぶい黄

輪花、
兜巾有

肥前
16C 末～ 17C 初
内面に胎土目跡３か
所、高台脇に胎土目
の粘土塊２ヵ所付
着、全体に歪み

84 1350 D288
施釉
土器

鉢
D4　レンガ基礎
近代整地土

14.6 
最大径
（16.2)

(4.0) 3
ロクロ
鉛釉、施釉ムラあ
り、内面貫入あり

粗砂多、赤
色粒
灰白、明渇
灰

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

84 1351 D247 陶器 蓋
D4　レンガ基礎
近代整地土

接地
13.8
最大
17.0

つまみ
4.9

4.2 2 12

ロクロ
鉄釉
白泥筒描き、飛び
鉋

粗砂、礫多、
空洞多くや
や粗い
明赤褐

ロクロ
ナデ

ロクロ
ケズ
リ、ロ
クロナ
デ

行平か
土鍋蓋

84 1352 D248 陶器 擂鉢
D4　レンガ基礎
近現代整地土

35.5 最
大径
38.0

(14.8) 2
ロクロ
鉄釉

細砂並、緻
密
浅黄橙

ロクロ
ナデ、
卸し目

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

九谷
19C
卸し目 14 条

84 1353 D342
土製
品

土人形
D4 斜路レンガ基礎
内
黒・黄褐

最大長
2.85

最大幅
8.2

最大厚
2.6

中実型合わせ
細砂少
橙

舟形 表面に雲母残る

85 1354 D394 陶器 甕 D4　レンガ基礎内

接点
66.0 最
大径
73.0

21.5 64.0 9 12 鉄漿
粗砂並
浅黄橙

ロクロ
ナデ、
指圧痕

ロクロ
ナデ

越前
外面に接合時の「へ
ら」痕跡顕著、内面
全体に付着物、内底
面と口唇部付近にコ
ンクリート付着、底
面に墨書、図上復元

85 1355 D246 陶器 皿
D3
近代建物東側掘方

11.6 5.7 3.8 7
ロクロ
透明
見込み鉄絵「寿」

砂粒多
にぶい橙

下半ロ
クロケ
ズリ

19C 以降
高台内墨書「主ヵ　
宮崎　子ヵ□しヵ」、
目跡３か所

85 1356 D430 陶器 碗 E3　SB01 東側掘方 10.2 (5.7) 3
ロクロ
灰釉、貫入有
口縁暗青灰釉流し

細砂並、緻
密
暗褐黄

下半ロ
クロケ
ズリ

九谷
19C

85 1357 D266 陶器 擂鉢
D4　瓦集積遺構直下
褐

32.0 (11.1) 1
粗砂並、礫
少、赤色粒
灰白

ロクロ
ナデ、
卸し目

ロクロ
ナデ

越前
卸し目 8条

86 1358 D357
硬質
陶器

碗

C5　遺構検出 
溜枡遺構検出面 
溜枡周辺検出面 
溜枡内 
C6　近現代層

17.0 6.6 (6.1) 4 3
透明、緑釉
陰刻（魚？）

緻密
白

20C
陰刻のある部分のみ
緑色 
口縁部と底部は接合
しない、図上復元

86 1359 D376
施釉
土器

ミニチ
ュア
小鉢

C5
溜桝土管 (南 )掘方

2.2 1.2 1.1 4 6
型押し
鉛釉

細砂僅か
橙

六角
形、3
足

内面白泥後緑色釉

86 1360 D356
縄文
土器

深鉢
C5
溜桝土管 (西 )掘方

(5.0)
体部
小片

半截竹管文、縄文
粗砂・礫多、
赤色粒
灰黄

ナデ
在地
縄文中期

86 1361 D045 陶器 行平
C3　斜路　南北アゼ
土管掘方

18.6 (6.5)
把手
完形

ロクロ 
把手中空型合わせ
鉄釉、鉄漿
飛び鉋、把手陽刻
「寿」

緻密
黄灰

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

86 1362 D350
須恵
器

有台杯 E4　土管掘方 10.0 (1.4) 1

粗砂・細砂
多、黒・白
色粒含む
灰白

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ

貼付け
高台

辰口
8C 前

86 1363 D289 陶器 皿
D4　排水管掘方
埋土

15.5 (2.3) 1
ロクロ
藁灰釉、ピンホー
ル有

砂粒あり、
緻密
にぶい橙

溝縁皿
肥前
17C 前

86 1364 D228 陶器 擂鉢
C4 斜路　黒・黄褐 
SD4( 斜路 )

「53.2」 (9.4) 2 ロクロ
粗砂、細砂
並
橙

ロクロ
ナデ、
卸し目

ロクロ
ナデ

堺
近世
卸し目 9条

87 1365 D330
土製
品

土人形 C4　斜路　SD06
最大長
(5.9)

最大幅
(4.3)

最大厚
(3.8)

手づくね
細砂並、石
英含む
にぶい橙

座った
猿？下
部に穿
孔

頭部・手足欠損 
重量 70.3 ｇ

87 1366 B022 陶器 碗
C2　石垣第 7段・第
5段　裏込め栗石 
C2・D2　斜路　褐灰

10.4 3.8 5.4 2 1
ロクロ
灰釉、貫入有
鉄絵 +白泥

緻密
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

腰折れ
形

京・信楽
18C 前
見込み目跡有

87 1367 D059 陶器 碗

C2　石垣第 8段
裏込め 
側壁石垣 (北 )
暗褐灰

9.2 4.8 6.2 2 6
ロクロ
鉄釉

粗砂並、緻
密
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

筒形、
輪高台

87 1368 B052
硬質
陶器

皿
B2　石垣第 2段
裏込め

(0.9) 不明

ロクロ
透明、細かい貫入
有

緻密
灰白

イギリスか
メーカーロゴ有、刻
印有
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図版
報告
番号

実測
番号 

種別 器種
グリッド

出土層位・遺構等
口径 
(cm)

底径 
（㎝）

器高 
（㎝）

遺存 
（口） 
＊/12

遺存 
（底） 
＊/12

成形・整形
釉調
装飾等

胎土・色調
等

調整 
（内）

調整 
（外）

形状特
徴

産地・年代等
備考

87 1369 D083 陶器 鉢
C2　A トレンチ　石
垣第 6段　裏込め 
斜路　暗褐灰

20.6 9.9 (11.0) 2 2
ロクロ
鉄釉？
火襷

粗砂少、空
洞やや多
褐灰色

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

口縁凹
み有、
個数不
明

信楽
図上復元

87 1370 D129 陶器 土鍋

C2　石垣第 6段　裏
込め栗石　暗褐灰
C2　側壁石垣前面
濁黒褐 
C3　斜路　南北アゼ
褐灰 
D2　斜路　暗褐灰 
D2　側壁石垣前面　
濁黒灰 
D2　側壁石垣 (南 )
前面　濁暗褐灰

21.3 9.6 9.7 2 4
ロクロ
鉄釉

細砂少、堅
緻
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

足残 1
か所

目跡 2か所、外面煤
付着

87 1371 D095 陶器 仏花瓶

C2　A トレンチ　石
垣第 7段　裏込め 
C3　斜路　暗褐灰 
D2　斜路　暗褐灰、
黒灰

7.1 (10.7) 9
ロクロ
鉄釉

粗砂少
灰黄

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

円形把
手２か
所

88 1372 D026 陶器
片口
擂鉢

C2　石垣第 6段
裏込め栗石　暗褐灰 
C3　斜路　南北アゼ
暗褐灰 
C3　斜路黒灰・黄褐 
D3　斜路　南北アゼ
南法面　炭混褐灰 
D3　斜路　南法面 
暗褐灰

34.8 16.7 13.8 3 9
粘土紐巻き上げ、
叩き
鉄釉

礫少、細砂・
粗砂並、マ
ーブル状
橙

ロクロ
ナデ、
卸し目

ロクロ
ナデ、
叩き

肥前
18C 後～ 19C 前
卸し目 13 条か、内
側及び高台内に目跡
6か所

89 1373 D052 陶器 擂鉢

C2　石垣第 3段
裏込め栗石内 
D2　A トレンチ
石垣第 3段　裏込め

12.8 (6.2) 12
ロクロ
鉄釉

礫少、粗砂
並
橙

ロクロ
ナデ、
卸し目

ロクロ
ナデ

肥前
18C 後～ 19C 前
卸し目 13 条、見込
み輪状に砂付着（重
焼き痕）

89 1374 D027 土器 火鉢

C2　石垣第 6段　裏
込め栗石　暗褐灰 
C3　斜路　南北アゼ
黒褐

最大
19.3

(7.1) 1
輪積み +回転台
沈線、印花文（菊
花）、外面赤漆

粗砂多
にぶい橙

ロクロ
ナデ

ヘラミ
ガキ、
ロクロ
ケズリ

在地

89 1375 D066 土器 焼塩壺
C2　石垣第 9段
裏込め栗石

(6.1) 小片 手づくね
粗砂少、細
砂多
浅黄橙

ナデ？ ミガキ 瓶形 在地

89 1376 D331 土器
土師器
皿

C4
側壁石垣 (北 )東端
部
A類栗石直上

10.9 8.5 2.4 12 手づくね
細砂多、赤
色粒
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、指
おさえ

C2 Ⅰ 1
ｂ類外
底板目
状圧痕
か

在地
17C 前
口縁全周内外油煙痕

89 1377 D398 土器
土師器
皿

C4
側壁石垣 (北 )東端
部
A類栗石直上

12.0 9.25 2.6 3 3 手づくね
細砂少、赤
色粒
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、指
おさ
え、ナ
デ

在地

90 1378 D114 陶器 鉢
D2　石垣第 7段　裏
込め栗石 
D2･3　斜路　暗褐灰

35.2 (13.2) 3
ロクロ
鉄釉、鉄漿

粗砂多、細
砂多、礫少
橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

口唇部
凹線 4
条

越前
口唇部降灰

90 1379 D148 陶器 擂鉢
D2　斜路
石垣 2段裏

(4.5) 小片
ロクロ
鉄釉

礫多、粗砂
多
にぶい赤褐

ロクロ
ナデ、
卸し目

ロクロ
ナデ

卸し目 11 条か

91 1380 D113 陶器 甕

D2　石垣第 6段　裏
込め栗石　暗褐灰 
D2　石垣第 4段　裏
込め 
D2　斜路　褐灰 
D3　斜路　南北アゼ
炭混褐灰 
D3　斜路　南北アゼ
南法面　褐灰 
D3　斜路南　褐灰 
D3　斜路　炭混褐灰

34 14.0 30.7 3 3

ロクロ
鉄釉、灰釉
凹線 2本、3個の
円形浮文 1か所

粗砂多、礫
多
にぶい橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ヘラケ
ズリ、
底部未
調整

肥前
底部に板目状の圧
痕、図上復元

91 1381 D090
施釉
土器

灯明
受皿

D2　石垣第 3段　裏
込め栗石
斜路　石垣第 2段
裏込め
斜路　黒灰

12.6 
かえり
9.4

5.8 2.0 5 6
ロクロ
鉛釉

粗砂少
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

在地
内外面油煙痕有

91 1382 D296 陶器 土瓶
D2　石垣外側
レンガモルタル層

(5.2)
緑釉
白泥筒描き

堅緻
浅黄

ロクロ
ナデ

注口部
分

92 1383 D422 土器
土師器
皿

C5
南土羽②断面 Pit

9.5 5.5 2.2 2 3 手づくね
細砂少、赤
色粒
橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、ナ
デ、指
押さえ

在地
17C 初

92 1384 D386 陶器 碗 D3　門背面溜桝 5.0 (1.8) 9
ロクロ
灰釉、貫入有
白化粧

細砂少
浅黄

ロクロ
ケズリ

瀬戸・美濃
被熱

92 1385 D029 陶器 碗
C2　側壁石垣前面
濁暗灰

11.4 4.7 7.9 6 12
ロクロ
灰釉、貫入有

堅緻、砂粒・
礫含
灰

ロクロ
ケズリ

貼付け
高台、
兜巾高
台

鉄分の吹き出し有

92 1386 D140 陶器 碗
D3　斜路
黒灰 ･黄褐

12.2 4.4 (4.2) 1 12
ロクロ
灰釉

礫僅、粗砂
多、細砂並
灰

下半ロ
クロケ
ズリ

図上復元

92 1387 D101 陶器 碗

C2　斜路　褐灰 
D2　側壁石垣前面
暗褐灰 
D3　斜路
黒灰・黄褐

10.8 4.7 7.8 2 12
ロクロ
灰釉

細砂多、空
隙有
黄灰

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

92 1388 D273 陶器 碗
C3　斜路　南北アゼ
黒・黄褐

11.3 (6.1) 小片
ロクロ
灰釉

粗砂少、空
隙少
灰

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズ
リ、凹
線
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図版
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グリッド

出土層位・遺構等
口径 
(cm)
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（㎝）
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（㎝）
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釉調
装飾等

胎土・色調
等

調整 
（内）

調整 
（外）

形状特
徴

産地・年代等
備考

92 1389 B005 陶器 碗

C2　斜路北側ライン
暗褐灰 
C2　斜路　Aトレン
チ　暗褐灰 
C2　斜路　Aトレン
チ南アゼ
黒灰・黄褐 
C3　斜路　南北アゼ
褐灰

9.2 3.1 5.5 3 6
ロクロ
灰釉
色絵（赤・緑・黒）

堅緻
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

京・信楽
被熱

92 1390 B140 陶器 碗

D3　斜路（南）
褐灰 
斜路南法面　
炭混褐灰

9.7 2.8 5.4 1 2
ロクロ
灰釉
色絵（赤・緑）

緻密
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

京・信楽

92 1391 D065 陶器 碗
C3　斜路
黒灰・黄褐

4.7 (4.8) 7
ロクロ
灰釉

緻密
淡黄

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

高台内
渦巻状
ケズリ
痕

京・信楽

92 1392 D112 陶器 碗

C3　斜路　褐灰 
D2　側壁石垣 (南 )
前面
濁黒灰、濁暗褐灰

10.2 4.2 5.9 3 12
ロクロ
灰釉、一部貫入有
鉄絵

砂粒やや多、
やや粗
浅黄橙

京・信楽
18C 以降
目跡 3か所、被熱に
より釉が白濁

92 1393 D020 陶器 碗

D3　斜路
黒灰・黄褐 
C2　斜路　Aトレン
チ北アゼ　暗褐灰 
C2　斜路　黒灰
D2　側壁石垣 (南 )
前面　濁暗褐灰

9.3 3.5 5.2 6 12
ロクロ
灰釉、貫入有
鉄絵

緻密
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

小杉茶
碗

信楽
19C

92 1394 B018 陶器 碗
C2　斜路　Aトレン
チ南アゼ　褐灰～暗
褐灰

10.2 3.7 6.0 1 4
ロクロ
灰釉
染付、鉄絵

粗砂並
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

小杉茶
碗

信楽
18C 後

93 1395 D227 陶器 碗
C3　斜路
黒灰・黄褐

8.1 5.0 6.2 5 4
ロクロ
灰釉、気泡貫入有
鉄絵（生掛け）

堅緻
黒色の砂粒
少、灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

筒形、
輪高台

信楽
図上復元

93 1396 D206 陶器 碗
C3　斜路、東西アゼ、
南北アゼ 
C4　斜路　黒・黄褐

9.3 4.9 7.2 4 7
ロクロ
灰釉、貫入あり
鉄絵

緻密
灰白　浅黄
橙

輪高台

93 1397 D364 陶器 碗
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

4.7 (4.2) 12
ロクロ
灰釉、貫入有
鉄絵

細砂少、緻
密
灰黄

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
下半ロ
クロケ
ズリ

高台内
渦巻状
のケズ
リ

京・信楽

93 1398 D240 陶器 碗
C･D3　斜路
黒・黄褐

4.8 (1.8) 7
ロクロ
灰釉、貫入有
鉄絵、刻印

堅緻
灰白

底部ロ
クロケ
ズリ、
中央に
円形の
ケズリ
有

平碗

肥前
17C 末～ 18C
京焼風、底面刻印「木
下弥」

93 1399 D335 陶器 碗
C4　斜路
縦断アゼ北
黒・黄褐

12.4 (3.6)

ロクロ
長石釉、鉄釉、貫
入有
鉄絵、口錆

粗砂少
灰白

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

志野

93 1400 D243 陶器 碗
D3　斜路　南北アゼ
砂利層

11.8 4.6 7.0 6 12
ロクロ
鉄釉
刻印

堅緻
灰白

回転ケ
ズリ

拳骨
形、輪
高台

瀬戸・美濃
18C 後～ 19C 前
畳付きに刻印有「㊀」

93 1401 D016 陶器 碗
C2　斜路
Aトレンチ南アゼ
濁黒灰

9.5 4.2 5.7 4 12

ロクロ
灰釉、鉄釉、貫入
有
掛け分け、圏線

粗砂並
浅黄橙

瀬戸・美濃
見込みと畳付きに溶
着有

93 1402 D220 陶器 碗 C4　斜路　黒・黄褐 11.1 5.4 6.9 3 6

ロクロ
灰釉、鉄釉、貫入
有
飛び鉋

堅緻
灰白

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

幅広輪
高台

ハリ目跡有

93 1403 D143 陶器 碗
C3　斜路　南北アゼ
斜路北　褐灰 
斜路　黒・黄褐

10.8 4.4 7.4 1 12

ロクロ
透明、貫入有
外：白泥刷毛目 
内：打ち刷毛目

緻密
褐灰

肥前
刷毛目唐津、外面釉
白濁、被熱か

94 1404 D088 陶器 碗

C2　斜路　暗褐灰 
C2　側壁石垣前面
濁暗灰 
D2　側壁石垣 (南 )
前面　濁暗褐灰

13.4 (5.3) 4
ロクロ
灰釉
白泥刷毛目

粗砂並
浅黄橙

瀬戸

94 1405 D237 陶器 碗
C3･4　斜路
黒・黄褐

8.8 4.2 5.8 2 5
ロクロ
透明
内外面打ち刷毛目

緻密
褐灰

肥前
刷毛目唐津

94 1406 D282 陶器 碗
D3　斜路南側法面
石周辺　褐灰

7.8 (5.2) 2

ロクロ
白濁釉
長石釉・鉄釉筒描
き（ビラ掛け）

堅緻
灰黄

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

萩

94 1407 D139 陶器 碗
D3　斜路　南北アゼ
南法面　炭混褐灰

8.3 2.5 1.5 3 12
ロクロ
灰釉、貫入有

砂粒並
にぶい橙、
灰白

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

端反形
信楽
見込降灰か

94 1408 D010 陶器 碗 C2　斜路　暗褐灰 3.9 (2.3) 10
ロクロ
長石釉、ピンホー
ル有

細かい空洞
多い
灰白

外底墨書「四月□日
　御□□　□□」、
被熱

94 1409 D028 陶器 碗
C2　側壁石垣 (北 )
前面埋土　濁黒灰

4.0 (2.9) 8
ロクロ
灰釉、貫入有、ピ
ンホール有

緻密、空洞
有
浅黄

ロクロ
ケズリ

19C 前
外底墨書「文政六年
　松本ヵ　□□□
□」、底部赤の着色
有

94 1410 D031 陶器 碗 C3　斜路　暗褐灰 4.3 (1.2) 11
ロクロ
灰釉？

緻密
浅黄橙

ロクロ
ケズリ

高台内
渦巻状
のケズ
リ

京・信楽か
外底墨書「三□□　
八ヵ十ヵ」

94 1411 D230 陶器 碗 C4　斜路　黒・黄褐 4.2 (1.35) 6
ロクロ
灰釉、貫入有

粗粒多
淡黄～黄灰

ケズ
リ、ロ
クロナ
デ

瀬戸・美濃
外底墨書「玄」か、
被熱、高台部黒く変
色（煤か）
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図版
報告
番号

実測
番号 

種別 器種
グリッド

出土層位・遺構等
口径 
(cm)

底径 
（㎝）

器高 
（㎝）

遺存 
（口） 
＊/12

遺存 
（底） 
＊/12

成形・整形
釉調
装飾等

胎土・色調
等

調整 
（内）

調整 
（外）

形状特
徴

産地・年代等
備考

94 1412 D122 陶器 碗
D3　斜路
黒灰 ･黄褐

3.4 (2.8) 12
ロクロ
灰釉、貫入有

やや甘、粒
子並
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

輪高台
瀬戸・美濃か
外底墨書「イソイ」
か

94 1413 D034 陶器 碗
C3　斜路　Aトレン
チ東端、斜路
黒灰・黄褐

10.2 5.2 7.7 5 12
ロクロ
透明釉、鉄釉、貫
入有

粗砂多
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

九谷か
19C
外底刻印「寶山」、
内面・外面上半白泥
+透明釉、外面下半
鉄釉

95 1414 D235 陶器 碗 C4　斜路　黒・黄褐 (10.0) (3.4) 6.7 1 3
ロクロ
灰釉

粗砂、細砂
並
にぶい赤褐

ロクロ
ケズリ

肥前
被熱、外面上半白泥
+灰釉

95 1415 D203 陶器 小杯 C4　斜路　黒・黄褐 5.8 3.5 3.8 2 5
ロクロ
灰釉、細かい貫入
有

緻密
にぶい橙、
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

内面底部黒ずむ

95 1416 D136 陶器 小碗
D3　斜路　南北アゼ
砂質土層

6.0 3.1 2.9 2 2
ロクロ
藁灰釉

砂粒多
灰白

ロクロ
ケズリ

見込み
渦巻状
ケズリ

95 1417 B073 陶器 皿 C3　斜路　褐灰 4.0 (3.8) 5
ロクロ
灰釉
鉄絵

細砂多
灰褐

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

肥前
16C 末～ 17C 初
絵唐津、釉一部白濁
畳付き回転糸切り残

95 1418 D263 陶器 皿 D4　斜路　炭混褐灰 6.2 (2.6) 3
ロクロ
灰釉、貫入有

緻密
灰黄

肥前
17C
見込み砂目跡３か所
残る、畳付きにも砂
目跡有、畳付き以外
施釉、摩耗著しい

95 1419 D201 陶器 皿 C3　斜路　黒・黄褐 12.1 3.8 4.2 1 12
ロクロ
灰釉

砂粒少
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

溝縁
皿、削
り出し
高台

肥前
16C 末～ 17C 初
釉はやや白濁、胎土
目痕 3か所

95 1420 D035 陶器 皿
C3　斜路
黒灰・黄褐

10.5 5.0 2.8 5 5

ロクロ
灰釉
見込み印花文（菊
花）

堅緻
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

ヒダ皿
瀬戸
見込み無釉

95 1421 D094 陶器 皿

D2　斜路　褐灰 
C3　斜路　南北アゼ
褐灰 
D3　斜路　南アゼ
南からの埋土

12.6 4.1 3.7 3 12
ロクロ
藁灰釉か

粗砂少
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

波状口
縁

瀬戸
釉はかいらぎ状

95 1422 B093 陶器 皿
D3　斜路
黒灰・黄褐

11.6 3.6 3.85 5 12
ロクロ
灰釉、貫入多
鉄絵

粗砂並
灰白

95 1423 B104 陶器 皿
D3　斜路
黒灰・黄褐

6.7 (1.8) 2
ロクロ
灰釉、貫入有
鉄絵

粗砂 ･細砂
並
浅黄

下半ロ
クロケ
ズリ

貼付け
高台

見込に輪状の溶着痕

95 1424 D106 陶器 皿
D3　斜路
黒灰 ･黄褐

5.6 (1.7) 6

ロクロ
鉄釉
見込み印花文（菊
花）

礫並、粗砂・
細砂並
にぶい橙

ロクロ
ナデ

回転ケ
ズリ、
ヘラ切
り

碁笥底
越中瀬戸
見込み釉剥ぎ、目跡
有

96 1425 D137 陶器 皿
D2　斜路　黒灰 
D3　斜路　南北アゼ 
砂質土、黒灰

12.6 4.5 2.6 3 6
ロクロ
灰釉、貫入有、ピ
ンホール有

砂粒並、空
洞有
灰白

ロクロ
ケズリ
有

信楽か
ハリ目跡 3か所か、
2か所残る、油煙痕
有

96 1426 B296 陶器 皿
D3　斜路　黒・黄褐 
斜路 (南 )
炭混褐灰

10.3 (4.6)

ロクロ
灰釉、気泡有
白泥象嵌、外底刻
印

細砂・粗砂
多
褐灰

下半ロ
クロケ
ズリ

折縁形 刻印「春日山」

96 1427 D096 陶器 皿

C2　斜路　Aトレン
チ南アゼ　黒灰～褐
灰 
D3　斜路　南北アゼ 
褐灰

13.7 6.2 3.6 1 12
ロクロ
灰釉

砂粒多
灰

下半ロ
クロケ
ズリ

見込蛇
の目釉
剥ぎ

溶着物有

96 1428 D056 陶器 皿
C2　斜路　南北アゼ
暗褐灰

12.7 2.6 4
ロクロ
鉄釉、灰釉
白泥、刷毛目

細砂有、堅
緻
褐灰

下半ロ
クロケ
ズリ

砂目跡 3か所確認、
粘土も付着、刷毛目
唐津か？

96 1429 B103
硬質
陶器

皿
D2　
斜路 (砕石層含）

最大長
(3.9)

最大幅
(5.7)

最大厚
(0.4)

小片
透明
銅版転写（紫）

緻密
白

ヨーロッパ
19C

96 1430 D155
硬質
陶器

皿 D3　斜路　上層 23.1 14.6 2.8 1 3
形作り
透明
型押し

緻密
白

20C
全面施釉、外底陰刻
有

97 1431 D202 陶器 向付 C3　斜路　黒・黄褐 (1.4) 小片
長石釉、貫入有
鉄絵

細砂・礫含
む
にぶい橙、
灰白

3足か
瀬戸・美濃
ハリ目跡有、志野焼

97 1432 D323 陶器 鉢
C4　斜路
縦断アゼ北
斜路　黒・黄褐

20.5 7.4 7.8 5 8
ロクロ
灰釉
白泥刷毛目

緻密
褐灰

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

見込み
蛇の目
釉剥ぎ

肥前
18C 後～ 19C
畳付き離れ砂付着

97 1433 D119 陶器 鉢
D3　斜路南法面
暗褐灰

25.4 (5.7) 3
ロクロ
灰釉
白泥刷毛目

砂粒やや多
にぶい赤褐

肥前
18C

97 1434 D207 陶器 鉢
C3　斜路　黒・黄褐、
黒灰・黄褐

18.2 8.8 5.8 4 4

ロクロ
灰釉
外面高台付近波状
のケズリ

粗粒並
黄灰、橙

下半ロ
クロケ
ズリ

口唇部
釉剥ぎ
外底渦
巻状ケ
ズリ

被熱、外底墨書「□
□用」

98 1435 D012 陶器 鉢
C2　斜路　北側ライ
ン、斜路　暗褐灰

「38.9」 (7.7) 1

ロクロ
透明
白泥刷毛目、鉄
絵？

砂粒やや多
褐灰

肥前
18C

98 1436 D077 陶器 鉢
C3　斜路 (北 )
南北アゼ　褐灰 
斜路　黒灰・黄褐

14.0 (6.4) 2
ロクロ
灰釉、貫入有

細砂多、堅
緻
灰白

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

輪花 瀬戸・美濃

98 1437 D388 陶器 片口鉢

C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐 
D4　コンクリ基礎根
固

21.4 (4.9) 1
ロクロ
灰釉

細砂少
淡黄

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

須佐
被熱のため釉白濁
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図版
報告
番号

実測
番号 

種別 器種
グリッド

出土層位・遺構等
口径 
(cm)

底径 
（㎝）

器高 
（㎝）

遺存 
（口） 
＊/12

遺存 
（底） 
＊/12

成形・整形
釉調
装飾等

胎土・色調
等

調整 
（内）

調整 
（外）

形状特
徴

産地・年代等
備考

98 1438 D316 陶器 鉢
C･D4　斜路　縦断ア
ゼ北　黒褐、黒・黄
褐

21.4 13.2 10.05 4 3
ロクロ
灰釉、貫入有

礫少、粗砂
並
灰白

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

瀬戸・美濃
見込み円形の露胎部
分 3か所以上

99 1439 D366 陶器 鉢
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

接地
18.5 外
側 19.3

8.5 9.0 3 3
ロクロ
灰釉

細砂・粗砂
少
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

見込み胎土目 3か所
残、釉白濁

99 1440 D285 陶器 鉢

C2　斜路　暗褐灰 
C3　斜路　北側法面
検出 
C4　斜路　黒・黄褐

16.6 8.4 8.5 1 12
ロクロ
灰釉、貫入有

砂粒、気泡
含む
淡黄

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

瀬戸
見込みハリ目跡 3か
所、溶着 1か所、図
上復元

99 1441 D084 陶器 鉢
C2　斜路
Aトレンチ　暗褐灰

17.4 (4.3) 1
ロクロ
灰釉

粗砂並
灰白

下部ロ
クロケ
ズリ

被熱

100 1442 D047 陶器 鉢
C3　斜路 (北 )
南北アゼ　褐灰

11.3 (7.6) 6
ロクロ
灰釉

粗砂少
淡黄

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

須佐
内面目跡 3か所残、
高台内工具痕有、被
熱により釉白濁

100 1443 D111 陶器 鉢
D2　斜路　暗褐灰 
D3　斜路（南）褐灰

22.6 14.6 7.4 2 3
ロクロ
鉄釉、鉄漿

粗砂多
にぶい橙、
灰

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

越前
19C
見込み降灰
脚１か所残る（3か
所か）

100 1444 D368 陶器 鉢
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐
斜路　1層・2層

32.1 (7.5) 1
ロクロ
鉄釉
口唇部凹線 3条

粗砂多、白
色粒含む
にぶい褐、
サンドイッ
チ状

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

越前

101 1445 D100 陶器 鉢 D3　斜路　褐灰 31.0 (14.5) 3
ロクロ
鉄釉
口唇部凹線 3条

粗砂多
灰白

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

越前
口縁歪み有

101 1446 D018 陶器 鉢
C2　斜路
Aトレンチ北アゼ
暗褐灰

34.8 (8.8) 1
鉄釉、鉄漿
口唇部凹線 3条

粗砂多、礫
有
灰白

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ

越前

101 1447 D030 陶器 鉢
C2
斜路　Aトレンチ　
１層（砕石層）

21.6 (7.5) 2
ロクロ
鉄釉、鉄漿

粗砂多
灰、橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

越前

102 1448 B011 陶器 蓋
C2　斜路北側ライン
暗褐灰

(2.0) 6

ロクロ
透明、貫入有、緑
釉、鉄釉
三彩

堅緻
にぶい橙

ロクロ
ナデ

土瓶蓋 内面墨書

102 1449 D063 陶器 蓋
C3　斜路
黒灰・黄褐、黒・黄
褐

9.6 
かえり

7

つまみ
2.1

3.6 7
つま
み 12

ロクロ
灰釉、貫入有

緻密
灰白

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

土瓶蓋

102 1450 D315 陶器 蓋
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

9.8 4.7 2.5 7
つま
み 12

ロクロ
鉄釉

細砂少
灰白、灰黄

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

土瓶蓋 
つまみ
花菱形

102 1451 D082 陶器 蓋
C3　斜路　南北アゼ
砂利・砂

10.8 (2.4) 3
ロクロ
灰釉
白泥（刷毛状）

緻密
褐灰～にぶ
い褐

ロクロ
ナデ、
回転糸
きり

ロクロ
ナデ

土瓶蓋

102 1452 D209 陶器 蓋
C3･4　斜路
黒・黄褐

12.1
つまみ
3.4

2.5 3 12
ロクロ
灰釉

緻密
浅黄橙

行平蓋

102 1453 D044 陶器 蓋
C4　斜路　小石層 
C3　斜路　南北アゼ
土管掘方

17.8　 
かえり
14.8

つまみ
5.7

3.8 4 3

ロクロ
灰釉、鉄漿
白泥筒描き、飛び
鉋

緻密
にぶい橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

土鍋蓋

102 1454 D099 陶器 蓋

D2　斜路　褐灰 
C3　斜路　南北アゼ
黒褐 
D3　斜路　南北アゼ
褐灰 
D3　斜路 (南 )
南北アゼ　褐灰 
D3　斜路（南）褐灰

15.4
つまみ
4.2

4.7 6
つま
み 12

ロクロ
灰釉、貫入有
外面圏線７条

細砂少
灰黄

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

行平か
土鍋蓋 
口縁部
釉剥ぎ

102 1455 B248 陶器 蓋 C4　斜路　黒・黄褐 3.8 0.9 12
灰釉
色絵（赤、緑）

粗砂並
にぶい橙

合子蓋 内面無釉

102 1456 D032 陶器 蓋
C3　斜路　Aトレン
チ南端　黒灰・黄褐 
斜路　暗褐灰

7.0 4.4 0.95 11 12
ロクロ
灰釉、貫入有

堅緻
灰白

合子蓋 信楽

103 1457 D274 陶器 急須 C3　斜路　黒・黄褐 7.4 (5.6) 3 ロクロ
緻密
浅黄橙、暗
褐

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
縦の強
いナデ

練り込み技法

103 1458 B067 陶器 急須
C3　斜路 (北 )
南北アゼ　褐灰

10.8 (4.4) 3

ロクロ
透明、鉄釉
白泥、鉄絵、染付、
緑釉

堅緻
赤灰

ロクロ
ナデ

103 1459 D395 陶器 中水注

C3･4　斜路　黒・黄
褐 
C4　斜路　縦断ア
ゼ、縦断アゼ北
黒・黄褐

9.2 6.6 12.35 2 4

ロクロ
灰釉、貫入多
鉄絵、染付、菊花
文

緻密
淡黄

下半ロ
クロケ
ズリ

京・信楽
把手図上復元

103 1460 D348 陶器 土瓶
C5　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

6.8 (9.8) 5

ロクロ
鉄釉、灰釉
肩部圏線、灰釉流
し掛け

緻密
灰白、橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

そろば
ん玉形

103 1461 B388 陶器
土瓶の
注口

C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

(4.2)
透明、貫入有
白化粧土、染付

緻密
にぶい黄橙

103 1462 D135 陶器 行平
D3　斜路　南北アゼ
黒灰

10.8 6.0 3
ロクロ
鉄釉、鉄漿
飛び鉋

砂粒多
暗灰黄

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

104 1463 D127 陶器 行平 D2　斜路　黒灰 19.0 9.8 9.8 3 1
ロクロ
鉄漿、灰釉
飛び鉋

粗砂少
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ
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出土層位・遺構等
口径 
(cm)

底径 
（㎝）
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等
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（外）

形状特
徴

産地・年代等
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104 1464 D132 陶器 行平

D2　斜路、側壁石垣
前面　暗褐灰 
D3　斜路　南北アゼ 
炭混褐灰

12.3 (6.2) 4
ロクロ
灰釉、気泡有、貫
入有

砂粒多、空
洞やや多
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

瀬戸・美濃

104 1465 D341 陶器 行平 D4　斜路　黒・黄褐「17.2」 (6.1) 1

ロクロ 
把手中空型合わせ
灰釉、貫入著しい
把手上面陽刻

緻密
灰

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

陽刻「古梅軒」

104 1466 D086 陶器
土瓶か
行平

C2　斜路
Aトレンチ　暗褐灰

7.0 (1.8) 4
鉄釉
外底刻印

粗砂少、堅
緻
灰白

3足か
（1個
残）

京・信楽
刻印「音羽」、外面
煤付着

104 1467 D332 陶器 土鍋
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

16.6 6.7 7.1 1 2
ロクロ
鉄釉

細砂少、緻
密
灰白

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
回転ケ
ズリ

3足か
（1個
残）、
把手 2
個（1
個残）

見込みハリ目跡１か
所

104 1468 D262 陶器 土鍋
C･D3　斜路
黒・黄褐

15.4 (6.8) 6 鉄釉
堅緻
黄灰

把手 2
個（1
個残）

近世

105 1469 D116 陶器
半月口
形水注

D3　斜路　南北アゼ
砂利・砂

肩径 6 4.0 (4.1) 不明 2
ロクロ
白釉、貫入有、ピ
ンホール有

砂粒少
灰白

瀬戸・美濃
注口径：0.8cm

105 1470 D270 陶器 灰吹 C3　斜路　黒・黄褐 5.7 (4.5) 6
ロクロ
透明釉、貫入有
外面白化粧土

緻密
黄灰

ロクロ
ナデ

割高台
（抉り
6か所
か）

105 1471 D231 陶器 C4　斜路　黒・黄褐 5.7 (4.55) 12
ロクロ、型押し
灰釉、貫入有
色絵（緑、他）

粗砂含
淡黄～灰黄

ロクロ
ナデ

底面ケ
ズリ

碁笥底 内底面輪状の溶着痕

105 1472 D022 陶器 C2　斜路　褐灰 (3.9) 不明
長石釉、貫入有
鉄絵

ざっくりし
ている、や
わらかめ
灰黄

瀬戸・美濃
志野焼

105 1473 D328
施釉
土器

香炉

C3　斜路　黒・黄褐 
C3　斜路北側法面　
石積 
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

10.8 7.2 6.95 6 12
ロクロ
鉛釉
印花文（菊花）

粗砂少
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
下半ロ
クロケ
ズリ、
底部糸
切り後
ロクロ
ナデ

3足（円
錐形）

105 1474 D334
施釉
土器

香炉
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

6.3 5.2 3.75 2 3
鉛釉
印花文（菊花）

細砂少、赤
色粒含
にぶい橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
下半ロ
クロケ
ズリ

3足（円
錐形）
か（1
個残）

105 1475 D076
施釉
土器

行灯皿
C3　斜路 (北 )
南北アゼ　褐灰

20.0 20.0 1.6 2 2
ロクロ
鉛釉
鉄絵、白泥、緑釉

粗砂少、赤
色粒含
にぶい橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

105 1476 D064 陶器

C3　斜路 (北 )
濁暗褐灰 
A　斜路　トレンチ
東端　黒灰・黄褐

5.2 3.5 3.3 2 12
ロクロ
鉄釉

粗砂並、緻
密
にぶい橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
回転糸
きり

内底面渦巻状の強い
ナデ痕

105 1477 D038 土器 不明
C3　側壁石垣 (北 )
前面　黒灰・黄褐

5.3 (5.4) 11
ロクロ
外面白泥（殆どは
がれている）

粗砂多、赤
色粒有
橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ケズリ
後、ロ
クロナ
デ

105 1478 D154
施釉
土器

持ち手
D3　斜路
黒灰 ･黄褐

最大幅
(1.4)

遺存長
(9.4)

(2.1)

手づくね
鉛釉
菊花貼付け、円形
陰刻

細砂少
浅黄橙

ナデ、
指押さ
え

近世

105 1479 D089 陶器 壺 C3　斜路
黒灰・黄褐

12.6 (3.7) 2 ロクロ
粗砂多、礫
有
灰

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

信楽
降灰

106 1480 D380 陶器 壺
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

14.4 12.2 (18.9) 3 3
ロクロ
鉄釉
口唇部沈線 4条

粗砂少、緻
密
灰

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
カキ目

口縁・内底降灰、外
底目跡 2か所残、図
上復元

106 1481 D239 陶器 壺
C3･4　斜路
黒・黄褐

(21.7) 不明
ロクロ
鉄釉

粗砂、細砂
にぶい橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
カキ目

近世

107 1482 D017 陶器 擂鉢

C3　斜路　黒灰・黄
褐、暗褐灰、褐灰 
C2　斜路　Aトレン
チ南アゼ　褐灰 
C2　斜路　Aトレン
チ、斜路アゼ　黒褐・
黄褐

29.4 11.2 11.8 2 4
ロクロ
鉄釉

粗砂並
褐灰、橙

ロクロ
ナデ、
卸し目

ロクロ
ナデ、
回転糸
切り

肥前
17C 後
焼締め、口のみ鉄釉、
卸し目 13 条か、使
用により内底部摩耗

107 1483 D329 陶器 擂鉢
C4･5　斜路
縦断アゼ北
黒・黄褐

34.6 14.4 12.5 1 5
叩き
鉄釉

細砂・粗砂
少、緻密
にぶい赤褐

ヨコナ
デ、卸
し目

叩き、
ヨコナ
デ

肥前
18C 後～ 19C 前
卸し目 16 条か、上
端ナデ消し 
見込み輪状の重ね焼
き痕、高台砂付着

108 1484 D015 陶器 擂鉢

C2　斜路　北側ライ
ン 
C2　斜路　Aトレン
チ　暗褐灰 
C3　斜路　南北アゼ
褐灰 
D2　石垣第 6段　裏
込め栗石　暗褐灰

35.0 (10.4) 2
叩き
鉄釉

礫有、粗砂
並
橙

ヨコナ
デ、卸
し目

叩き、
ヨコナ
デ

肥前
18C 後～ 19C 前
卸し目の上端ナデ消
し

108 1485 D317 陶器 擂鉢
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

13.8 (9.1) 5
叩き
鉄釉

細砂並、粗
砂少
橙

卸し目
叩き、
回転ケ
ズリ

肥前
18C 後～ 19C 前
見込み輪状砂目痕、
高台砂付着、卸し目
19 条
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図版
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番号
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番号 
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グリッド

出土層位・遺構等
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胎土・色調
等
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徴

産地・年代等
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109 1486 D217 陶器 擂鉢 C4　斜路　黒・黄褐 13.2 (8.8) 9
叩き？
鉄釉

粗砂、細砂
並
明赤褐

卸し目
回転ケ
ズリ

肥前
近世
卸し目 23 条、畳付
に板目？痕、砂付着、
見込み輪状の重ね焼
き痕、内外底面無釉

109 1487 D021 陶器 擂鉢
C2　斜路　北側ライ
ン　暗褐灰、褐灰 
斜路　暗褐灰、褐灰

「50」 (11.9) 1
ロクロ
焼締め

礫多、粗砂
多、細砂多
赤灰

ロクロ
ナデ、
卸し目

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

口縁内
面突
帯、口
縁外面
凹線 2
条

堺
19C
卸し目 8条

110 1488 D011 陶器 擂鉢
C2　斜路　北側ライ
ン　暗褐灰

「54」
前後
か？

(6.9) 小片
ロクロ
焼締め

粗砂多、空
洞やや多い
暗赤灰

ロクロ
ナデ、
卸し
目、沈
線

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ
か、沈
線

口縁内
面突
帯、口
縁外面
凹線 2
条

堺
18C か
卸し目 13 条か

110 1489 D382 陶器 擂鉢 C4　斜路内撹乱 1

接地
33.3
外側
35.0

(5.8) 1 鉄釉
細砂・粗砂
少
灰黄褐

ロクロ
ナデ、
卸し目

ロクロ
ナデ

卸し目 17 条か、釉
が口縁に向かって流
れているので、逆に
して焼かれたか。

110 1490 D024 陶器 擂鉢
C3　斜路　南北アゼ
褐灰

30.9 (6.6) 1
ロクロ
鉄釉

粗砂並
灰白

ロクロ
ナデ、
卸し目

ロクロ
ナデ

九谷
19C
図上復元

111 1491 D211 陶器
湯たん
ぽ

C3　斜路　黒・黄褐
最大幅
(23.3)

最大幅
16.9

最大厚
13.6

灰釉、貫入有
粗砂並、緻
密
灰白

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

重ね焼きのための釉
剥ぎ 3か所あり、全
面施釉

112 1492 D078 陶器 甕

C3　斜路　南北アゼ
褐灰 
C3　南北アゼ　土管
掘方 
C2　土管掘方 
D3　斜路　南北アゼ
褐灰 
D3　南アゼ　南から
の埋土

(8.75)
+

(20.0)
小片

ロクロ
鉄釉

粗砂並、堅
緻
灰～灰褐

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
凹線

図上復元

112 1493 D033 陶器 甕 C3　斜路　褐灰 小片 鉄漿
粗砂多
浅黄橙

ナデ ナデ
越前
降灰

112 1494 D097 陶器 甕
D3　斜路　南北アゼ
炭混暗褐灰

53.2 17.3 2
輪積み
鉄釉、鉄漿

粗砂並
黄灰～灰黄

ナデ、
指圧痕

ナデ
口唇部
浅い凹
線 2条

越前

113 1495 D224 陶器 甕 C3　斜路　黒・黄褐
約 52.8 
最大
58.0

(8.8) 3
輪積み
鉄漿

粗砂多
灰、浅黄橙

ナデ、
指圧痕

ナデ
越前
近世

113 1496 D043 陶器 大甕

C3　斜路　黒灰 ･黄
褐 
C3　斜路　南北アゼ
褐灰 
D3　斜路　南法面、
斜路　暗褐灰 
D3　斜路　黒灰 ･黄
褐 
D3　斜路　炭混褐灰

22.0 (36.0) 7
輪積み
鉄漿

礫並、粗砂
･細砂多
橙

ヨコナ
デ、
指圧痕

ヨコナ
デ

越前
外底墨書「庄」 
内側面付着物有

114 1497 D039 陶器 大甕
C3　斜路　Aトレン
チ　東端
斜路　黒灰・黄褐

26.2 (25.7) 4
輪積み
鉄漿

礫並、粗砂
並、赤色粒
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、指
圧痕

ヨコナ
デ

越前
内底面降灰

114 1498 D046 土器
土師器
皿

C3　斜路　南北アゼ
褐灰

14.8 2.0 1 手づくね
粗砂少
浅黄橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ、
回転ケ
ズリ

内面圏
線有

在地
内外面油煙痕有

114 1499 D123 土器
土師器
皿

D3　斜路
黒灰 ･黄褐

13 8.0 2.5 2 6 手づくね

礫並、粗砂
･細砂多、
海綿骨針
にぶい橙、
灰褐

ヨコナ
デ、
一方向
条痕

ヨコナ
デ、
ナデ、
指圧痕

在地
17C 初
内面油煙痕有

114 1500 D009 土器
土師器
皿

C2　斜路　暗褐灰 12.6 8.0 2.2 3 手づくね

礫多、粗砂
多、海綿骨
針並、赤色
粒、雲母？
灰白

ヨコナ
デ、
ナデ

ヨコナ
デ、
ナデ

C1 類
在地
17C 初

114 1501 D050 土器
土師器
皿

C3　斜路　南北アゼ
褐灰

11.7 2.35 2 手づくね
粗砂少、赤
色粒
浅黄橙

ヨコナ
デ、指
圧痕

ヨコナ
デ、
ナデ、
指圧痕

在地
17C 中
内外面油煙痕有

114 1502 D218 土器
土師器
皿

C4　斜路　黒・黄褐 10.7 5.4 2.65 2 12 手づくね

粗砂並、赤
色粒、雲母
僅かに含む
灰白

ヨコナ
デ、ナ
デ、見
込み凹
線

ヨコナ
デ、
ナデ、
指押さ
え

C2 Ⅰ 1
類

在地
17C 前

114 1503 D311 土器
土師器
皿

C4　斜路　縦断アゼ
南

(8.4) (4.3) 1.75 5 5 手づくね
砂粒僅か
にぶい橙

ヨコナ
デ、
ナデ

ヨコナ
デ、掌
圧痕？

見込み
弱い凹
線

在地
17C 中
外面に粘土紐のよう
な細い粘土がくっつ
いていた様に見え
る、成形時の痕跡か

115 1504 D336 土器
土師器
皿

C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

「15.3」「6.9」 (2.7) 1 3 手づくね
細砂少、赤
色粒
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ (
摩耗 )

ロクロ
ナデ (
摩耗 )、
ロクロ
ケズリ

在地
17C 末
内外面油煙痕有

115 1505 D214 土器
土師器
皿

C3･4　斜路
黒・黄褐

11.0 3.6 2.25 11 手づくね
砂粒少
にぶい橙

ヨコナ
デ、見
込み
「の」
の字状
ナデか

ヨコナ
デ、
指押さ
え

在地
17C 後
内外面油煙痕有

115 1506 D399 土器
土師器
皿

C4　斜路
黒・黄褐最下層

(11.2) (2.15) 4 5 手づくね
細砂少、赤
色粒
にぶい橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、指
押さえ

在地
17C 末
内外面油煙痕有
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形状特
徴

産地・年代等
備考

115 1507 D048 土器
土師器
皿

C3　斜路　南北アゼ
褐灰

7.8 3.4 1.4 4 手づくね
粗砂少
にぶい黄橙

ヨコナ
デ

ナデ

在地
17C
口唇部油煙痕有、内
面墨書「御ヵ□」

115 1508 D049 土器
土師器
皿

C3　斜路　南北アゼ
褐灰

7.9 3.8 2.1 5 手づくね
粗砂少
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、見
込「の」
の字状
ナデか

ヨコナ
デ、
ナデ、
指圧痕

在地
17C 中
内外面油煙痕有、内
面墨書「やヵかヵ□」

115 1509 D102 土器
土師器
皿

D3　斜路
黒灰 ･黄褐

7.2 2.9 1.9 7 12 内型作り
粗砂並、細
砂並
にぶい橙

ナデ ナデ

在地
18C 末～ 19C 前
内面墨書「御なヵん
ヵ□」

115 1510 D205 土器
土師器
皿

C3　斜路　黄褐 7.8 4.0 1.35 8 5 手づくね
粗砂少、緻
密
橙

ヨコナ
デ、内
底面一
方向ナ
デ

ヨコナ
デ、
指圧痕
掌圧
痕？

見込み
強い凹
線

在地
18C 末～ 19C 初

115 1511 D278 土器
土師器
皿

C4　斜路　黒・黄褐 8.0 3.8 1.3 10 4 手づくね
細砂並
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、底
面不定
方向ナ
デか

ヨコナ
デ、指
押さえ

見込み
凹線

在地
18C 末～ 19C 初
内外面油煙痕有

115 1512 D362 土器
土師器
皿

C4　斜路　黒・黄褐 8.05 3.9 1.4 4 6 手づくね
細砂並
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

掌圧痕
見込み
凹線

在地
18C 末～ 19C 初
内外面油煙痕有

115 1513 D219 土器
土師器
皿

C4　斜路　黒・黄褐 7.7 3.6 1.6 6 6 手づくね
粗砂、細砂
並、赤色粒
にぶい黄橙

ナデ、
ヨコナ
デ

ヨコナ
デ、ナ
デ、指
押さえ

見込み
凹線

在地
18C 末～ 19C 初
内外面油煙痕有

115 1514 D310 土器
土師器
皿

C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

7.8 4.2 1.25 8 7 手づくね
細砂少、赤
色粒
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、掌
圧痕？

見込み
弱い凹
線

在地
18C 末～ 19C 初
内外面油煙痕有

116 1515 D124 土器
土師器
皿

D3　斜路
黒灰 ･黄褐

7.8 3.4 1.3 6 6 手づくね
粗砂並
淡橙

ヨコナ
デ

ナデ、
掌圧痕

見込み
凹線

在地
18C 末～ 19C 初
外面油煙痕有

116 1516 D142 土器
土師器
皿

D3　斜路
黒灰 ･黄褐

7.8 3.8 1.5 4 8 手づくね
粗砂並、細
砂並
にぶい黄橙

ヨコナ
デ

ナデ、
掌圧痕

見込み
凹線

在地
18C 末～ 19C 初
内外面油煙痕有

116 1517 D150 土器
土師器
皿

D3　斜路　暗褐灰 7.2 1.5 4 手づくね
粗砂並
浅黄橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ、
ナデ、
指圧痕

見込み
弱い凹
線

在地
18C

116 1518 D013 土器
土師器
皿

C2　斜路　南北アゼ
黒灰

7.4 3.8 1.6 12 内型作りか

粗砂少、海
綿骨針少、
赤色粒少
にぶい橙

ナデ
ナデ、
掌圧痕

在地
18C 末～ 19C 前
内外面油煙痕 3か所

116 1519 D309 土器
土師器
皿

C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

7.4 4.1 1.55 12 12 手づくね
細砂少、赤
色粒
にぶい黄橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ、指
押さえ

見込み
弱い凹
線

在地
18C 中
油煙痕 1か所

116 1520 D319 土器
土師器
皿

C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

8.25 2.9 1.4 9 11 内型作りか
細砂少、赤
色粒含
にぶい黄橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ、掌
圧痕

見込み
弱い凹
線

在地
19C 前
内外赤彩？、油煙痕

116 1521 D326 土器
土師器
皿

C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

7.9 3.0 1.7 12 12 内型作り
細砂僅か
にぶい黄褐

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、掌
圧痕

見込み
弱い凹
線

在地
19C 前
内外赤彩？

116 1522 D085 土器
土師器
皿

C2　斜路　Aトレン
チ　暗褐灰

8.2 1.5 3 手づくね
粗砂並
浅黄橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ、
ナデ、
指圧痕

在地
17C 後
内外面油煙痕有 (1
か所）

116 1523 D057 土器
土師器
皿

C2　斜路　暗褐灰 9.8 2.0 2 手づくね

礫少、粗砂
多、雲母・
赤色粒
橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、
ナデ、
指圧痕

見込み
凹線

在地
17C 後

116 1524 D147 土器
土師器
皿

D2　斜路　暗褐灰 7.4 1.6 4 内型作りか
粗砂少
浅黄橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、掌
圧痕

見込み
弱い凹
線

在地
18C 末～ 19C 前

116 1525 D092 土器
土師器
皿

D2　斜路　褐灰 10.2 2.2 12 手づくね

礫少、粗砂
並、細砂少、
赤色粒
浅黄橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、掌
圧痕

見込み
弱い凹
線

在地
18C
油煙痕 2か所

116 1526 D320 土器
土師器
皿

C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

11.2 6.6 1.9 5 6 手づくね
細砂少、赤
色粒含
にぶい橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、掌
圧痕

見込み
凹線

在地
18C 前
内外面油煙痕有（遺
存部口縁全周）

117 1527 D120 土器
土師器
皿

D3　斜路
黒灰 ･黄褐

12.8 5.2 2.4 1 3 手づくね
粗砂・細砂
並
灰白

ヨコナ
デ

ナデ、
指圧痕

見込み
凹線

在地
18C 前
内外面油煙痕有

117 1528 D093 土器
土師器
皿

D2　斜路　黒灰、褐
灰

13.2 5.2 2.2 2 ロクロ

粗砂少、赤
色粒、海綿
骨針
灰白

ロクロ
ナデ、
磨耗不
明

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

見込み
凹線、
口縁付
近浅い
凹線か

在地
本来は施釉する器種
か、口縁全周油煙痕
有

117 1529 D370 土器
土師器
皿

C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

14.8 7.2 2.25 1 2 ロクロ
粗砂少、赤
色粒
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

見込み
凹線

在地
内外面油煙痕有

117 1530 D261 土器
土師器
皿

D3　斜路　黒・黄褐 15.8 8.0 2.25 2 2 ロクロ

粗砂細砂少、
赤色粒・雲
母、精良
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

見込み
凹線

在地

117 1531 D363 土器
土師器
皿

C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

16.8 8.4 2.7 1 5 ロクロ
細砂・粗砂
並、赤色粒
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

見込み
凹線

在地

117 1532 D103 土器
土師器
皿

D3　斜路　南法面
暗褐灰 
斜路　黒灰 ･黄褐

15.0 4.4 3.0 2 3 ロクロ
粗砂少、細
砂並
にぶい黄橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ、ロ
クロケ
ズリ

見込み
凹線

在地
遺存部口縁全周油煙
痕有
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図版
報告
番号

実測
番号 

種別 器種
グリッド

出土層位・遺構等
口径 
(cm)

底径 
（㎝）

器高 
（㎝）

遺存 
（口） 
＊/12

遺存 
（底） 
＊/12

成形・整形
釉調
装飾等

胎土・色調
等

調整 
（内）

調整 
（外）

形状特
徴

産地・年代等
備考

117 1533 D080 土器
土師器
皿

C3　斜路　Aトレン
チ　東端
黒灰・黄褐

17.8 (2.8) 1 ロクロ

粗砂少、雲
母・海綿骨
針有
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

見込み
凹線

在地

117 1534 D014 土器
土師器
皿

C2･3　斜路　暗褐灰 
、黒灰・黄褐

15.8 9.6 (3.5) 1 4 ロクロ

粗砂並、海
綿骨針・雲
母有
灰白

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

見込み
凹線

在地
内外面黒色、外面油
煙痕有

117 1535 D349 土器
土師器
皿

C5　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

「18.0」 (3.8) 小片 ロクロ
粗砂少、緻
密
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

見込み
凹線

在地

117 1536 D040 土器
土師器
皿

C3　斜路　Aトレン
チ　東端
黒灰・黄褐

11.9 5.3 3.0 2 2 ロクロ
粗砂少、緻
密
橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

上製カワラケ

117 1537 D041 土器
土師器
皿

C3　斜路　Aトレン
チ　東端
黒灰・黄褐

14.0 7.8 2.7 2 4 ロクロ
粗砂少、雲
母有、緻密
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ヘラミ
ガキ？

外面油煙痕有

117 1538 D233 土器
土師器
皿

C3　斜路　黒・黄褐 10.6 4.4 3.2 1 4 ロクロ

細砂並、赤
色粒僅か、
緻密
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ケズリ
後ロク
ロミガ
キ、底
部糸切
りのち
ナデ

内面に煤付着

117 1539 D234 土器
土師器
皿

C3　斜路　黒・黄褐 13.5 7.15 3.15 1 4 ロクロ
細砂並
にぶい橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ケズリ
後ロク
ロミガ
キ、底
部ナデ

118 1540 D365 土器
土師器
皿

C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

9.4 2.15 4 手づくね

細砂少、赤
色粒、緻密、
マーブル状
にぶい橙、
灰白

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、指
押さえ

在地

118 1541 D402 土器
土師器
皿

C3　側壁石垣（北）
東側　法面崩落土

11.8 7.0 2.0 3 3 手づくね

礫少、細砂・
粗砂多、赤
色粒
浅黄橙

摩耗の
ため不
明

指押さ
え

在地
近世

118 1542 D236 土器
土師器
皿

C4　斜路　黒・黄褐 7.7 3.4 1.9 8 12 ロクロ
粗砂、細砂
並
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
底面糸
切り

近世
全面漆付着か

118 1543 D025 土器
土師器
皿

C2　斜路
北側ライン　褐灰

13.6 6.2 3.3 3 3 ロクロ

細砂少、粗
砂少、赤色
粒・雲母
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ケズリ

内面圏
線 12
条

遺存部口縁全周油煙
痕有、底部磨耗著し
く調整不明

118 1544 D104
施釉
土器

灯明皿
D3　斜路　黒灰 ･黄
褐、暗褐灰、褐灰

12.4 3.4 2.9 8 12
ロクロ
鉛釉

粗砂並、細
砂並
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

内面圏
線８条

内外面油煙痕有

118 1545 D151
施釉
土器

灯明皿 D3　斜路　暗褐灰 6.7 3.8 2.6 2 5
ロクロ
鉛釉

粗砂 ･細砂
並
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

内面圏
線 7条

内外面油煙痕有 (1
か所）

118 1546 D121
施釉
土器

灯明皿

D3　斜路　南北アゼ
炭混褐灰
斜路　暗褐灰、黒灰・
黄褐

13.0 4.0 2.9 4 12
ロクロ
鉛釉

粗砂・細砂
並
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

内面圏
線 7条

内外面油煙痕有 (2
か所）

118 1547 D145
施釉
土器

灯明皿 D2　斜路　褐灰 11.2 5.4 2.2 2 4
ロクロ
鉛釉

細砂並、赤
色粒
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

内面圏
線 4条

遺存部口縁全周油煙
痕有

118 1548 D146
施釉
土器

灯明皿
D2　斜路　暗褐灰、
褐灰

11.2 5.0 2.2 5 3
ロクロ
鉛釉
赤彩

細砂並、赤
色粒
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

内面圏
線 4条

口縁部のみ施釉、遺
存部口縁全周油煙痕
有

118 1549 D318
施釉
土器

灯明皿
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

13.5 5.9 2.7 2 5
ロクロ
鉛釉

細砂少、赤
色粒、白色
粒
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

内面圏
線 4条

近世
遺存部口縁全周油煙
痕有

118 1550 D213
施釉
土器

灯明皿 C3　斜路　黒・黄褐 12.1 2.3 6
ロクロ
鉛釉

砂粒少、赤
色粒
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

内面圏
線 5本

近世
つまみ 1か所、口縁
油煙痕有、内面煤付
着

119 1551 D275
施釉
土器

灯明皿 C3　斜路　黒・黄褐 12.9 (2.6) 2
ロクロ
鉛釉

粗砂並
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

内面圏
線 5条

内外面油煙痕有

119 1552 D279
施釉
土器

灯明受
皿

C4　斜路　黒・黄褐、
小石層 
D4　番所階段
9・10 層

11.2 4.5 2.3 9 12
ロクロ
鉛釉

粗砂・細砂
並
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

近世
内外面油煙痕有 1か
所

119 1553 D091
施釉
土器

灯明受
皿

C2　斜路　褐灰 
D2　斜路　褐灰、黒
灰 
D3　斜路　南北アゼ
炭混褐灰、褐灰、黒
褐

12.4 
かえり
9.2

4.3 2.6 9 10
ロクロ
鉛釉

粗砂少
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

内外面油煙痕有（3
か所）

119 1554 D141
施釉
土器

灯明受
皿

D3　斜路　黒灰 ･黄
褐、暗褐灰

内 9.4 
外 12.4

3.8 2.4 7 4
ロクロ
鉛釉

粗砂多、細
砂並
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

内外面油煙痕有（2
か所）

119 1555 D258
施釉
土器

灯明受
皿

D3　斜路　黒・黄褐 12.6 4.5 2.7 7 7
ロクロ
鉛釉

粗砂・細砂
並、礫少、
赤色粒
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

近世
外面摩耗著しい、外
面煤付着
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119 1556 D259
施釉
土器

灯明受
皿

D3　斜路　黒・黄褐 12.8 4.0 2.6 6 3
ロクロ
鉛釉

粗砂・細砂
少、赤色粒
にぶい橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

近世

119 1557 D369
施釉
土器

灯明受
皿

C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

8.8 4.6 1.55 5 5
ロクロ
鉛釉

細砂僅か
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

近世

119 1558 D117 土器 秉燭
D3　斜路南法面
暗褐灰

5.5 2.7 3.2 10 12 手づくね
粗砂並
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、指
押さえ

ヨコナ
デ、指
押さえ

在地

119 1559 D225 土器 秉燭 C3　斜路　黒・黄褐 4.4 2.9 2.3 4 7 手づくね
粗粒少、赤
色粒有
浅黄橙

ナデ、
指押さ
え

ナデ

在地
近世
灯芯立て部分油煙痕
有

119 1560 D337 土器 秉燭
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

4.55 3.2 2.1 6 12 手づくね
細砂少、海
綿骨針含
にぶい橙

ナデ、
指押さ
え

ナデ、
指押さ
え

灯芯立て部分油煙痕
有

119 1561 D297 土器 秉燭
D3　側壁石垣 (南 )
前面　黒・黄褐

4.4 3.2 1.9 10 12 手づくね
砂粒並
にぶい黄橙

ナデ、
指押さ
え

ナデ、
指押さ
え

たんころ形、灯芯立
て欠損

119 1562 D115 土器 秉燭
D3　斜路　黒灰 
D2　側壁石垣 (南 )
前面　黒灰 ･黄褐

4.5 2.2 1.5 5 7 ロクロ
粗砂、海綿
骨針少
橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ、回
転糸切
り

在地
灯芯立て欠損、底部
に孔 1か所あり

120 1563 D281 土器 秉燭 D3　斜路　黒・黄褐 5.6 4.3 2.5 5 5 手づくね

細砂、礫少、
雲母、海綿
骨針
にぶい橙

ナデ、
指押さ
え

ナデ、
指押さ
え

在地
灯芯立て欠損

120 1564 D312
施釉
土器

秉燭
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

5.4 3.6 5.4 12 12
ロクロ
鉛釉

粗砂少
にぶい橙

ロクロ
ナデ、
指押さ
え

ロクロ
ナデ、
回転糸
切り

在地
近世
灯芯立てと口縁に油
煙痕有、底部軸孔有、
外面煤付着

120 1565 D055 土器 不明 C2　斜路　褐灰 6.4 (3.8) 2 ロクロ
粗砂少、赤
色粒
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

120 1566 D008 土器 灰器 C2　斜路　暗褐灰 22.8 (4.8) 1
輪積み +回転台
外面に格子状の陰
刻

粗砂少、細
砂並
にぶい橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ

120 1567 D210 土器 灰器か

C3　斜路　黒・黄褐 
C2　斜路　Aトレン
チ　南アゼ　濁黒灰 
D2　側壁石垣 (南 )
前面　濁黒灰

25.6 12.6 5.5 3 2 ロクロ
粗砂並、雲
母
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
回転ケ
ズリ

内側面
凹線

近世
内底面被熱のため暗
褐色

120 1568 D313 土器 灰器か
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

18.8 10.0 4.6 1 2 ロクロ
細砂少、赤
色粒
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

外面沈
線 1条

120 1569 D389 土器 灰器か
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

(19.7) 4.3 7 ロクロ
細砂少、赤
色粒
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
沈線 1
条、ロ
クロケ
ズリ

外面沈
線 1条

外面墨書有、内面煤
付着

120 1570 D280 土器 焙熔か

D3　斜路(南)　黒・
黄褐 
D4　斜路　炭混褐灰 
C4　監獄署レンガ基
礎　整地土

「31.4」 (4.6) 3 ロクロ

粗砂・細砂
多、礫少、
赤色粒
橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

口唇部に穿孔 1か所

121 1571 D321 土器 火入
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

7.2 7.6 8.2 6 2 ロクロ
細砂少、赤
色粒
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズ
リ、回
転糸切
り

内面煤付着

121 1572 D383
施釉
土器

建水か C4　斜路　黒・黄褐 10.0 (5.7) 4
ロクロ
鉛釉

細砂少、赤
色粒
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズ
リ、ヘ
ラナデ

体部窪み
(3 か所か )

121 1573 D128
施釉
土器

鉢
C2　斜路　褐灰 
C3･D4　斜路　黒・
黄褐

20.4 14.8 8.3 小片 6
ロクロ
鉛釉

粗砂少
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

121 1574 D212
施釉
土器

鉢

C3　斜路　褐灰、黒・
黄褐 
C3　側壁石垣前面　
黒灰・黄褐 
C4　斜路　黒・黄褐

15.6 9.8 8.1 7 12
ロクロ
鉛釉
緑釉流し

砂粒少、緻
密
にぶい橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
下半ロ
クロケ
ズリ

近世
内面一部施釉ムラあ
り、一部煤付着

121 1575 D062
施釉
土器

鉢
C3　斜路
黒灰・黄褐

15.7 (8.3) 6
ロクロ
鉛釉
緑釉流し

粗砂少
にぶい橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

在地

121 1576 D068 土器
焼塩壺
の蓋

C2　斜路　褐灰
7.0 

かえり
5.4

0.8 6
型作り
上面に刻印

粗砂少、細
砂並、赤色
粒
橙

ナデ ナデ
在地
刻印「七度□　屋き
□」

121 1577 D216 土器 焼塩壺
C4　斜路　黒・黄褐 
斜路　東西アゼ 5.6 7.4 2.8 9 10 形作り

粗粒少、赤
色粒少、石
英多く含む
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、ナ
デ、指
押さえ

鉢形

在地
近世
型に入れる際の指押
さえ、粘土の継ぎ目
など見える

122 1578 D314 土器 焼塩壺
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

3.2 3.2 17.4 5 12 手づくね

粗砂多、海
綿骨針
橙、にぶい
黄橙

ナデ
ヘラナ
デ

瓶形
在地
近世
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122 1579 D260 土器 焼塩壺 D3　斜路　黒・黄褐 3.8 (11.6) 12 手づくね
粗砂・細砂
少
にぶい橙

ナデ
ヘラミ
ガキ

瓶形
在地
近世
一部圧痕残る

122 1580 D133 土器 焼塩壺
D3　斜路　南北アゼ
炭混暗褐灰

4.0 (12.8) 3 手づくね
礫並、粗砂
並、赤色粒
にぶい黄橙

ナデ
ヘラミ
ガキ

瓶形 在地

122 1581 D037 土器 焼塩壺
C3　斜路　北側法面
検出

4.2 (10.1） 3 手づくね

粗砂多、海
綿骨針・雲
母
にぶい橙

ナデ
ヘラミ
ガキ

瓶形 在地

122 1582 D107 土器 焼塩壺
D3　側壁石垣 (南 )
前面　黒灰・黄褐

4.6 (12.7) 12 手づくね

粗砂・細砂
並、赤色粒、
マーブル状
にぶい橙

ナデ
ヘラミ
ガキ

瓶形 在地

122 1583 D242 土器 焼塩壺
C3　斜路　黒・黄褐
床面直上

4.0 (10.2) 12 手づくね
粗砂少、細
砂並
浅黄橙

ナデ
ヘラミ
ガキ

瓶形
在地
近世

122 1584 D134 土器 火鉢

C2　斜路　褐灰 
D3　斜路　南北アゼ
褐灰 
D3　斜路
黒灰 ･黄褐

17.4 15.8 (11.0) 2 4
輪積み +回転台
側面黒斑 1か所

粗砂並、赤
色粒
浅黄橙、灰
白

ミガ
キ、ヨ
コナデ

ミガ
キ、外
底糸切
り痕？

板状脚
（痕跡
のみ）

123 1585 D023 土器 火鉢

D2　斜路　暗褐灰 
C2　斜路　Aトレン
チ北アゼ　暗褐灰 
C2　斜路　黒灰 
C3　斜路　南北アゼ
北、斜路　褐灰 
D3　側壁石垣 (南 )
前面　濁暗褐灰

16.6 12.6 9.7 1 1
輪積み +回転台
側面黒斑 1か所

細砂多、粗
砂少
にぶい黄橙

ヨコナ
デ

ヘラミ
ガキ、
回転ケ
ズリ

板状脚

在地
口唇部敲打痕、漆継 
足残 1か所（推定３
か所）

123 1586 D118 土器 火鉢

D3　斜路　褐灰 
C2　斜路　Aトレン
チ南アゼ　暗褐灰 
D2　斜路　暗褐灰

14.0 (8.2) 10 輪積み +回転台
粗砂並、海
綿骨針有
にぶい橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ、ミ
ガキ、
ナデ

板状脚
足残 2か所（推定３
か所）

123 1587 D072 土器 火鉢

C3　側壁石垣 (北 )
前面　黒灰・黄褐 
斜路　黒灰・黄褐、
暗褐灰 
斜路　北側法面検出

18.0 (7.1) 4 輪積み +回転台
粗砂並、礫・
雲母有
浅黄橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ後ミ
ガキ、
ナデ

板状脚
在地
足残 1か所（推定３
か所）

124 1588 D223 土器 火鉢
C3　斜路、斜路
南北アゼ　黒・黄褐 
C4　斜路　黒・黄褐

25.3 19.3 16.85 1 10
輪積み +回転台
沈線、印花文（菊
花）

粗砂、細砂
並、赤色粒
あり
浅黄橙

ヨコナ
デ

ヘラミ
ガキ、
ナデ

円柱状
脚

在地
近世
内外面煤付着、3足、
外面朱漆少し残る

124 1589 D384 土器 火鉢
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

22.0 (8.3) 4
輪積み +回転台
印花文（菊花）

細砂少、赤
色粒多
にぶい黄橙

ヨコナ
デ

体部ヘ
ラミガ
キ、底
部～体
部下半
は回転
ケズリ

円柱状
脚

在地
3足か (1 か所残る、
1か所跡残る )

125 1590 D378 土器 火鉢
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

13.4. (9.85) 6 輪積み +回転台
粗砂少、赤
色粒
にぶい黄橙

ヨコナ
デ

ヘラミ
ガキ、
回転ケ
ズリ

円柱状
脚

在地
3足 (2 か所残る、1
か所跡残る )

125 1591 D385 土器 火鉢

C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐 
D4　斜路　縦断アゼ

25.0 (5.0) 1 輪積み +回転台
粗砂少、赤
色粒
浅黄橙

ヨコナ
デ

回転ケ
ズリ
後、ヘ
ラミガ
キ

円柱状
脚

在地
足 3か所か (1 か所
残 )足には径 0.3cm
の孔が外面から内面
まで貫通している

125 1592 D277 土器 火鉢 C4　斜路　黒・黄褐「24.0」 (9.7) 1
輪積み +回転台
沈線、印花文（菊
花）

粗砂細砂並、
海綿骨針
にぶい黄橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ、ヘ
ラミガ
キ

在地
近世
口縁端部敲打痕あ
り、口縁内面煤付着

126 1593 D060 土器 火鉢 C3　斜路　暗褐灰 25.0 (7.2) 2
輪積み +回転台
沈線

粗砂多、赤
色粒少
にぶい橙

ヨコナ
デ

ヘラミ
ガキ

在地

126 1594 D007 土器 火鉢
C2　斜路　南北アゼ
黒灰

28.2 (7.2) 1
輪積み +回転台
沈線、印花文（菊
花）、外面赤彩

礫少、粗砂
並、赤色粒
にぶい橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ

在地

126 1595 D058 土器 風炉

C2　斜路　Aトレン
チ北アゼ　褐灰～暗
褐灰
斜路　Aトレンチ
褐灰

(8.2) 不明 輪積み +回転台

礫少、粗砂
多、赤色粒、
雲母
にぶい黄橙

ヨコナ
デ

磨耗の
ため不
明

在地
煤付着

126 1596 D138 土器 火鉢
D2　斜路　砕石層 
D3　斜路　南北アゼ
砂利・砂質土

21.4 (7.2) 3

縦の櫛目状線刻、
円形の薄い貼付け
に交差する線刻、
内面赤彩か

粗砂並、赤
色粒
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、指
圧痕

櫛状工
具によ
るナデ

在地
外面煤付着

127 1597 D069 土器 火鉢
C3　斜路
黒灰・黄褐

(7.7) タタラ作り

粗砂並、赤
色粒・海綿
骨針有
にぶい橙、
灰白

ケズ
リ、ナ
デ

ケズ
リ、ナ
デ

角型 在地

127 1598 D074 土器 火鉢か
C3　斜路　Aトレン
チ東端　黒灰・黄褐

25.2 (4.9) 1 輪積み +回転台

粗砂並、海
綿骨針・雲
母有
にぶい橙、
灰

ナデ ミガキ

127 1599 D204 土器 蓋 C3　斜路　黒・黄褐 15.5
天井径
15.6

(2.2) 4

粗砂並
細かい赤色
粒、雲母
浅黄橙

回転ナ
デ

回転ケ
ズリ後
回転ナ
デ

火消壺
蓋

在地
近世
外面に黒斑、つまみ
欠損

127 1600 D241 土器 蓋
C3　斜路　東西アゼ
黒・黄褐

15.6 (3.0) 2 ロクロ

粗砂少、細
砂並、赤色
粒あり
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

火消壺
蓋

在地
近世
煤付着

127 1601 D109 土器 蓋
D3　斜路　暗褐灰
黒灰 ･黄褐

14.2 
かえり
11.0

2.35 1

粗砂・細砂
並、赤色粒
有
にぶい黄橙

ナデ、
ヨコナ
デ

ナデ、
ヨコナ
デ

行火
蓋、楕
円形

在地
近世
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128 1602 D105 土器 植木鉢

C2　側壁石垣前面
濁黒灰
C3　斜路　褐灰 
D3　斜路　黒灰・黄
褐

8.9 (8.1) 7 ロクロ
粗砂少
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

在地
被熱か

128 1603 D130
施釉
土器

植木鉢

D2　斜路
南側ライン　褐灰 
D2　斜路南法面検出 
C3　斜路　Aトレン
チ以北　1層、
南北アゼ　褐灰 
D3　斜路　黒灰 ･黄
褐

9.0 (11.2) 3
ロクロ
鉛釉
沈線

粗砂多
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

在地
外底面墨書

128 1604 B070
土製
品

土人形
C2　斜路　Aトレン
チ　暗褐灰

最大高
(2.4)

最大幅
(3.8)

最大厚
3.5

形作り
鉛釉

細砂並
灰白

指押さ
え、ナ
デ

人物坐
像

孔 1か所有、透明
釉、鉄釉・緑釉一部
にあり、頭部欠、重
量（13.2）ｇ

128 1605 D324
土製
品

土人形
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

最大長
(4.1)

最大幅
3.25

最大厚
2.4

中実型合わせ
粗砂少
にぶい黄橙

人物半
跏像

近世
頭部欠、底面から穿
孔、全体に雲母付着、
重量（28.5）ｇ

128 1606 D333
土製
品

土人形
C4　斜路　縦断アゼ
北　黒・黄褐

最大長
(4.95)

最大幅
4.1

最大厚
(4.05)

手づくね
細砂少、緻
密
灰白、黒

人物坐
像

頭部・手足欠損、底
面から穿孔、重量
（50.1）ｇ

128 1607 D352
土製
品

土人形 C5　斜路　1層 3.6 0.9 6
形作り
鉛釉

粗砂少、赤
色粒
浅黄橙

指圧痕
(指紋
残る )

土人形
の笠

色の変わっている箇
所あり（人形とくっ
ついていた部分）、
重量（4.7）ｇ

128 1608 D226
土製
品

土人形 C3　斜路　黒・黄褐
最大長
5.7

最大幅
2.7

最大厚
2.5

12 中実型合わせ
粗粒少
にぶい橙

鳥
完形、底面に孔あり、
重量 18.80g

128 1609 D232
土製
品

土人形
C4　斜路　東西アゼ
黒・黄褐

最大長
3.35

最大幅
(2.75)

最大厚
(1.2)

中空型合わせ
宝珠形浮文

粗砂並、雲
母か
橙

ナデ 太鼓
表面に雲母残る、重
量（6.79）ｇ

128 1610 D126
土製
品

土鈴
D3　側壁石垣 (南）
前面　黒灰・黄褐

(3.5) 3.4 3.1 手づくね
粗砂・細砂
並
浅黄橙

ナデ ミガキ 重量（12.9）ｇ

128 1611 D300
土製
品

碁石 C4　斜路　小石層
最大長
1.95

最大幅
1.9

最大厚
0.55

12 手づくね？
細砂・粗砂
多
にぶい黄橙

重量 1.66 ｇ

128 1612 D325
陶製
品

陶錘
C4　斜路　縦断アゼ
黒・黄褐

最大長
6.95

最大幅
6.8

最大厚
5.9

手づくね
粗砂多
橙、灰

在地
高熱により破裂し、
一部黒色多孔質にな
る。重量 114.6 ｇ

128 1613 D238
土製
品

土錘 C4　斜路　黒・黄褐
最大長
4.0

最大幅
4.9

最大厚
4.05

手づくね
粗砂多
橙、灰

在地
高熱により破裂し、
一部黒色多孔質にな
る。重量 46.76 ｇ

129 1614 D222
縄文
土器

深鉢 C3　斜路　黒・黄褐
最大長
(4.8)

小片
手づくね
半截竹管文

粗砂多、礫
少
灰黄褐

ナデ

ナデ、
沈線に
よる文
様

在地
縄文中期

129 1615 D208
土師
器

碗 C3　斜路　黒・黄褐 9.2 3.8 2.3 3 8
粗砂並
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
回転糸
切り

在地
古代

129 1616 D149
須恵
器

無台坏
D2　側壁石垣前面
暗褐灰

(10.6) (1.2) 3
礫少、粗砂
多
灰

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ、ナ
デ

高松
8C 後
ヘラ記号か

129 1617 D387
須恵
器

蓋か
C4　斜路
黒・黄褐　路面直上

(3.3)
体部
小片

細砂多
灰

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ

南加賀
6C 後

129 1618 D131
須恵
器か

蓋 D2　斜路　法面検出 14.5 (1.5) 2 ロクロ
粗砂多
灰

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ケズリ

口縁付近被熱
須恵器としたが、陶
器である可能性が高
い

129 1619 D413 陶器 碗

D3　番所西辺外　灰
褐 
番所西辺外石組溝 
灰褐・炭混灰褐

10.4 4.7 7.7 7 9
ロクロ
銅緑釉

堅緻
灰

下半ロ
クロケ
ズリ

肥前
近世

129 1620 D404 陶器 急須

E3　番所西辺外石組
溝　灰褐 
D3　番所西辺外石組
溝　炭混灰褐

8.2 6.8 6.7 12 10
型押し
灰釉（内面のみ）

堅緻、微粒
砂含む
灰黄

指押さ
え

指押さ
え

近世
外底布圧痕（中央部
と外側は別の布）

129 1621 D301 陶器 碗
D4　番所階段　8・9
段付近　B・C間炭
層

11.8 4.4 4.35 9 12
ロクロ
灰釉、貫入有

緻密
灰オリーブ

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

肥前か
見込みハリ目跡 3か
所

130 1622 D125 陶器 碗

D4　番所階段　8層 
D3　近代建物北側掘
方 
D3　近代整地土

11.4 2.2 6.95 5 12
ロクロ
鉄釉・うのふ釉、
貫入多

粗砂並
浅黄橙

下半ロ
クロケ
ズリ

瀬戸
19C 前
高台内墨書

130 1623 D345 陶器 碗 D4　番所階段　C層 5.4 (4.1) 6
ロクロ
灰釉
鉄絵

細砂・粗砂
多
浅黄

ロクロ
ケズリ

内面白化粧土塗って
いる、墨貫入

130 1624 D287 陶器 土鍋
D4　番所階段　
8層、11 層

15.2(
双耳径
17.6)

(6.4) 3
ロクロ
鉄釉

砂粒多、緻
密
橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

紐状の
双耳

煤付着

130 1625 D299 陶器
蓋付
小壺か

D3　番所階段　9・
10 層 
D4　番所階段　8層

7.8 (7.4) 6
ロクロ
灰釉

砂粒多
浅黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

口唇部釉剥ぎ

130 1626 D265 陶器 合子
D4　斜路　黒・黄褐
番所階段　8層、11
層

6.2 4.2 3.15 3 4
ロクロ
灰釉、貫入有

堅緻
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

130 1627 D244 陶器 蓋
D3　番所階段
13・14 層

8.6 
かえり
6.4

つまみ
1.9

3.1 8
つま
み
12

ロクロ
透明、ピンホール
多、貫入有
白泥、鉄絵、緑釉

砂粒やや多
灰

ロクロ
ナデ

土瓶蓋 煤付着
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図版
報告
番号

実測
番号 

種別 器種
グリッド

出土層位・遺構等
口径 
(cm)

底径 
（㎝）

器高 
（㎝）

遺存 
（口） 
＊/12

遺存 
（底） 
＊/12

成形・整形
釉調
装飾等

胎土・色調
等

調整 
（内）

調整 
（外）

形状特
徴

産地・年代等
備考

130 1628 D298 陶器 蓋

D3　番所階段　9・
10 層 
D3　斜路　南北アゼ
砂利層・砂質土層 
D4　コンクリ基礎撹
乱 
C3　斜路　壁面清掃

(17.1) 
14.2
( 接地

)

つまみ
4.6

5.0 5 12

ロクロ
鉄釉、緑釉
白泥の筒描き (松
葉 )2 か所、飛び
鉋

砂粒少、細
かい空洞有
褐

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

土鍋蓋 近世

131 1629 D302 陶器 甕

D4　番所階段　8・9
段　B層、B・C間炭
層 
D4　番所階段　8・9
段付近　B層
炭層の上の層 
D3　番所階段 SB1 間 
番所西辺外　灰褐、
近代整地土 
E3　SB01 東側掘方
東壁上面　近代整地
土 
E3　番所西辺外　石
組溝　灰褐

21.9 11.3 22.0 2 11
ロクロ
鉄釉

細砂少
にぶい赤褐

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

肥前
内面の釉、一部白濁

131 1630 D377 土器 火鉢

D4　番所階段　8・9
段　B層、C層 
D4　番所階段　B
層、C層 
D4　番所階段　南北
アゼ　B層 
D4　番所階段西　石
敷直上層 
D3　番所階段　B層 
D3･D4　番所階段
灰黄褐粘

14.8 (11.0) 5 輪積み +回転台
細砂・粗砂
少、赤色粒
にぶい黄橙

ヨコナ
デ

ヘラミ
ガキ、
回転ケ
ズリ

板状脚

在地
黒斑、内面煤付着、
足残 2か所（推定３
か所）

131 1631 D307
土製
品

不明
D4　番所階段　8.9
段　B・C間炭層

最大長
2.15

最大幅
0.95

最大厚
0.3

型作り
緻密
灰白

片面に陽刻（文字か）

131 1632 D360
須恵
器

甕
D3･4　番所階段
にぶい黄褐色粘

(5.3) 輪積み
粗砂少
灰白

同心円
当具痕

格子タ
タキ

辰口
8C 代か

131 1633 D393 陶器 碗
D4　番所階段 SB1 間
炭層の上の層　B層

9.9 4.4 7.05 1 4
ロクロ
灰釉

細砂少、緻
密
浅黄

下半ロ
クロケ
ズリ

京・信楽
被熱、煤付着

131 1634 D306 陶器 碗

D4　番所階段 SB1 間
B 層、炭層の上の層 
D3　近代建物東側掘
方壁面

10.4 5.0 7.2 1 11
ロクロ
鉄釉

細砂多
灰白

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

拳骨形

132 1635 D305 陶器 鉢
D4　番所階段 SB1 間
炭層の上の層

(10.6) (4.4)
1 以
下

粗砂並
灰

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

被熱、煤付着

132 1636 B395 陶器 蓋

D4　番所階段 SBI 間
B 層 
D3　近代建物　北側
掘方

最大
9.6/ 接
地 7.4

最大
7.6/ 接
地 3.4

2.35 1 7

ロクロ 
つまみ手づくね
灰釉、貫入有
白泥、染付

堅緻
暗灰黄

ロクロ
ケズリ

土瓶蓋
犬？形
のつま
み

肥前
煤付着

132 1637 D303
土製
品

碁石
D4　番所階段 SB1 間
炭層の上の層

最大長
1.8

最大幅
1.95

最大厚
0.6

完形 手づくね
細砂少
橙

重量 1.8 ｇ

132 1638 D304
土製
品

碁石
D4　番所階段 SB1 間
炭層の上の層

最大長
1.95

最大幅
1.95

最大厚
0.65

ほぼ
完形

手づくね
細砂少
橙

重量 1.9 ｇ、片面に
布圧痕有

132 1639 D412 陶器 碗
D3　番所西辺外
灰褐

8.7 4.3 5.25 4 6
ロクロ
灰釉・鉄釉

細砂少、緻
密
灰白

下半ロ
クロケ
ズリ

再興九谷（若杉）
19C 前
灰釉に口縁鉄釉流
し、被熱

132 1640 D414 陶器 碗
D3　番所西辺外
灰褐

10.5 (6.4) 2
ロクロ
鉄釉

堅緻
黄灰～にぶ
い褐

拳骨形
美濃
19C

132 1641 B412 陶器 急須
D3　番所西辺外
灰褐

7.0 6.2 5.3 1 3
ロクロ
ビラ掛け

緻密
黄橙 萩

132 1642 D411 陶器 土瓶
D3　番所北西隅石列
外　礫混土

10.0 9.2 (11.4) 3 4
ロクロ
灰釉
白泥、鉄絵

堅緻
黄灰

下半ロ
クロケ
ズリ

煤付着、図上復元

132 1643 D421
土製
品

碁石
D3　番所西辺外
灰褐

最大長
2.0

最大幅
2.2

最大厚
0.7

手づくね
細砂少
明赤褐

ナデ、
指押さ
え

近世
重量 2.3g、表面に
黒色の付着あり

132 1644 D429
土製
品

碁石
D3　番所西辺外
灰褐

最大長
2.1

最大幅
2.0

最大厚
0.7

手づくね
細砂少
明赤褐

ナデ、
指押さ
え

近世
重量 2.3g、表面に
黒色の付着あり

132 1645 D428
土師
器

円盤形
土製品

D3　番所北西
近世整地土

最大長
2.6

最大幅
(1.55)

最大厚
0.9

手づくね
細砂少
橙、灰黄

ナデ ナデ
近世
穿孔 2か所、被熱、
一部自然釉？

132 1646 D410 陶器 向付 E3　番所南　濁黄褐 12.3 (2.4) 小片
ロクロ型打ち
長石釉、貫入有

細砂少
灰白

碁笥底
瀬戸
17C 初
志野織部焼

133 1647 B408 陶器 通徳利
櫓台石垣上面　監獄
署塀内側 
櫓台石垣上面

2.6 12.0 32.0 12 6
ロクロ
灰釉
鉄絵

堅緻
灰白

瀬戸・美濃
19C 末～ 20C 初
鉄絵「金沢酒造組ヵ
合ヵ」「山川ヵ」「丑
　七七三」

134 1648 D406 陶器 鉢
D4･5　拡張部③
近世整地土

(2.3) 小片
ロクロ
長石釉、貫入有

細砂少、礫
含
灰白

瀬戸
17C 初
志野焼

134 1649 D415 陶器 壺か甕
D4･5　拡張部③
近世整地土

(4.65) ロクロ
細砂少、緻
密
褐灰

近世
焼き締め

134 1650 D405 土器
土師器
皿

D4･5　拡張部③
近世整地土

10.5 7.0 2.3 4 5 手づくね

細砂・粗砂
並、礫少、
赤色粒、雲
母
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、ナ
デ

C2 Ⅰ 1
類

在地
17C 前
内外面油煙痕有

134 1651 D416 土器
土師器
皿

D4･5　拡張部③
近世整地土

9.9 7.2 2.2 3 3 手づくね
細砂並、粗
砂少、雲母
にぶい黄橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ、指
押さえ

C2 Ⅰ 1
ｂ類

在地
17C 前
内外面油煙痕有
外底板目状圧痕か
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図版
報告
番号

実測
番号 

種別 器種
グリッド

出土層位・遺構等
口径 
(cm)

底径 
（㎝）

器高 
（㎝）

遺存 
（口） 
＊/12

遺存 
（底） 
＊/12

成形・整形
釉調
装飾等

胎土・色調
等

調整 
（内）

調整 
（外）

形状特
徴

産地・年代等
備考

134 1652 D407 土器
土師器
皿

D4･5　拡張部③
焼土多混土層

10.2 7.6 2.2 3 3 手づくね

細砂・粗砂
並、礫少、
赤色粒、雲
母
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、摩
耗のた
め不明

C2 Ⅰ 1
類

在地
17C 前
内外面油煙痕有

134 1653 D408 土器
土師器
皿

D4･5　拡張部③
焼土多混土層

11.4 9.2 2.2 2 手づくね 浅黄
ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、
ナデ、
指圧痕

C2 Ⅰ 1
類

在地
17C 前

134 1654 D403 土器
土師器
皿

D5　拡張部⑤
近世整地土

9.6 1.85 5 8 手づくね

粗砂少、細
砂並、赤色
粒
にぶい黄橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、指
押さえ

C2 Ⅰ 1
類

在地
17C 前
内外面油煙痕有

134 1655 D418 土器
土師器
皿

D5　拡張部⑤
近世整地土

10.2 6.8 2.1 3 3 手づくね
細砂少
灰白、淡橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、ナ
デ、指
押さえ

C2 Ⅰ 1
類

在地
17C 前

134 1656 D417 土器
土師器
皿

D5　拡張部⑤
近世整地土

10.4 5.2 2.3 2 2 手づくね
細砂・粗砂
少、雲母
橙

ヨコナ
デ

ヨコナ
デ、ナ
デ

在地
17C 前
内外面油煙痕有

134 1657 D003 陶器 盤
B2　1 トレンチ
現代層

16.8 15.4 3.9 12 12
ロクロ
口唇部紗綾文、口
縁外面雷文陰刻

砂粒少
褐灰

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

孔１か
所、脚
部抉り
３か所

20C
底部に墨のような付
着物あり

135 1658 D053 土器
七厘の
サナ

B2　1 トレンチ
現代層

14.8 2.3 5 透明
粗砂多、空
隙多
灰白

外面に施釉、孔の内
面にも施釉、外面中
心部に花弁の文様有

135 1659 B001 陶器 蓋
B2　1 トレンチ
現代層

11.3 
かえり
9.6

つまみ
2.5

3.5 11
ロクロ、型押し
褐色釉、貫入有
型押し花唐草文

砂粒少、空
洞僅かに有
灰白

20C
1660-B002 の蓋

135 1660 B002 陶器 蓋物
B2　1 トレンチ
現代層

10.4 (4.9) 2
ロクロ、型押し
褐色釉、貫入有
型押し花唐草文

砂粒少、空
洞有
灰白

20C
1659-B001 の身

135 1661 D002
陶製
品

陶錘
B2　1 トレンチ
現代層

5.2 4.8 3.7 12
手づくね
自然釉

粗砂・細砂
並
橙

指押さ
え

在地
重量 68.37 ｇ

135 1662 D006 陶器 擂鉢 B3　現代層 24.6 (5.2) 1 ロクロ
礫少、粗砂
並
橙

ロクロ
ナデ、
卸し目

ロクロ
ナデ、
ナデ

越前
卸し目 9条

135 1663 D005 土器
土師器
皿

B3　近代整地土 11.4 7.5 2.1 3 手づくね
粗砂並
にぶい橙

ヨコナ
デ、ナ
デ

ヨコナ
デ、ナ
デ

在地
内外面全体に漆付
着、一部塊の付着、
割れ口にも付着

135 1664 D073
土師
器

甕 B3　近代整地土 (3.2)
礫僅、粗砂
並、赤色粒
浅黄橙

ヨコナ
デ、ナ
デ、ケ
ズリ

擬凹
線、ヨ
コナデ

在地
外面煤付着か

135 1665 D359
土製
品

土人形 C6　近現代層
最大長
(4.5)

最大幅
2.65

最大厚
2.6

中空型合わせ
粗砂少
浅黄橙

指押さ
え、ナ
デ

鯉

135 1666 D358 陶器 甕 C5　撹乱
体部
小片

粗砂多
灰、灰黄褐

タタ
キ、ナ
デ

タタキ
（平行）

珠洲焼

136 1667 D268 陶器 碗 E3･4　近現代層 9.9 (5.2) 2
ロクロ
灰釉、貫入有
鉄絵

粗砂多
黄灰

136 1668 D256 陶器 碗 E3･4　近現代層 9.4 (5.1) 2
ロクロ
灰釉、鉄釉

砂粒多
灰白、にぶ
い橙

再興九谷（若杉）
19C
被熱

136 1669 B153 陶器 皿
D3　斜路以南
近代層（黄褐色土検
出）

(1.4) 小片
ロクロ
長石釉
鉄絵

細砂少
灰白

瀬戸・美濃
16 ～ 17C
志野焼

136 1670 D108 陶器 皿
D2　近代整地土 
E2　遺構検出 13.4 6.6 3.7 1 12

ロクロ
灰釉、貫入多、気
泡少

粗砂並
灰白

瀬戸・美濃

136 1671 B086
硬質
陶器

皿
E2　石垣際
近現代層

(1.9) 小片
透明、貫入多
銅版転写（青紫）

粒子並、や
や甘
灰白

ヨーロッパ？
19C

136 1672 B121 陶器 蓋 E2　近代整地土
10.4 
かえり
8.2

2.1 3

ロクロ
透明、気泡少、貫
入多
白泥、緑釉、鉄絵

粗砂少
にぶい黄橙

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ

土瓶蓋 重ね焼き溶着有

136 1673 D257 陶器 蓋 D2　近代整地土
8 

かえり
5.8

3.4 6
ロクロ
緑釉
白釉文様

堅緻
灰白

ロクロ
ナデ

土瓶蓋 孔あり

136 1674 D245 陶器 鍋 D3　近代整地土
18.6(
耳含径
20.8)

7.0 2
ロクロ
灰釉、貫入有
白泥→灰釉

砂粒やや多
にぶい黄橙

下半ロ
クロケ
ズリ

輪紐状
双耳の
持ち手

外面煤付着

136 1675 D110 陶器 合子
D3　近代層（M17 以
降整地土）

6.2 4.2 2.5 5 6
ロクロ
灰釉、貫入並、気
泡並

粗砂並
浅黄橙

ロクロ
ケズリ

口唇部釉剥ぎ、底部
溶着有

136 1676 D284 陶器 灯明皿
D3　1 トレンチ
褐色土 (炭混 )

11.8 4.0 2.5 6 2
ロクロ
灰釉、貫入有
内面櫛描き

堅緻
灰白

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズリ

信楽
目跡有、内外面厚い
油煙痕有、図上復元

136 1677 D283 陶器 碗
D3　1 トレンチ
褐色土 (炭混 )戸室
大チップ直上

11.6 6.5 6.1 2 3
ロクロ
灰釉 /緑釉
口縁緑釉流し

砂粒多
灰色

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
ロクロ
ケズ
リ、指
押さえ

拳骨形
見込みハリ目跡有、
図上復元

136 1678 D390 陶器 瓶 E4　遺構検出 (4.9)
体部
小片

ロクロ
細砂少、緻
密
灰黄

ロクロ
ナデ

ロクロ
ナデ、
タタキ

肥前　　被熱

136 1679 D153
須恵
器

甕
D2　近代整地土 (焼
土層直上含）

(3.8) 不明
粗砂多
灰

タタキ
（同心
円文）、
カキ目

タタキ
（平行）
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図 版
報
告

番
号

実
測

番
号

器 種

グ
リ
ッ
ド

出
土
層
位
・
遺

構
等

表 面

釉
色
 

焼
成

色
調

瓦
当

分
類

瓦
当
　
（
c
m
）

体
部
　
（
c
m
）

弧
深
 

（
c
m
）

胎
土

調
整

線
刻
・
刻
印

備
考

a
b

c
d

e
f

g
h

i
a

b
c

d
e

f
g

j

瓦
当
径
 

上
弧
幅

文
様
区
径
 

下
幅

内
区
径
 

右
周
縁

瓦
当
厚
 

左
周
縁

文
様
区

幅
文
様
区

厚
瓦
当
厚

顎
高

顎
下
部

厚
全
長

体
部
幅

玉
縁
長

玉
縁
幅

体
部
高

体
部
厚

玉
縁
高

1
3
7

2
0
0
1

T
0
0
4

腰
B
2
馬
糧
庫
内

近
代
整
地
土

燻
暗
灰

～
灰

(
2
4
.
9
)

3
1
.
1

3
.
0

2
.
0

A
1

灰
白
、
粗

砂
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

D
 

表
面
に
刷
毛
目
状
工
具
痕

残
る
、
裏
面
に
指
に
よ
る

ナ
デ
が
強
く
残
る

1
3
7

2
0
0
2

T
0
0
5

腰

B
2
馬
糧
庫
内
 

近
代
整
地
土

馬
糧
庫
コ
ン
ク

リ
下

燻
暗
灰

～
灰

3
1
.
4
5

3
0
.
9
5

3
2
.
1

A
1

灰
白
、
粗

砂
多

ミ
ガ
キ
、

刷
毛
目
状

工
具
痕
残

る
/
裏
面

ヘ
ラ
ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

D
 

表
面
に
十
字
の
墨
書
、
付

着
物
有
（
モ
ル
タ
ル
か
）

1
3
7

2
0
0
3

T
1
6
8

腰

C
4
監
獄
署
レ
ン
ガ

基
礎

整
地
土

燻
暗
灰

～
灰

白
(
2
2
.
9
)

(
1
2
.
4
)

2
.
1

A
2

灰
、
粗
砂

多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

裏
面
櫛
描
き

6
条

側
辺
中
央
凹
み

B

1
3
8

2
0
0
4

T
1
3
1

丸

C
5
斜
路
　
レ
ン
ガ

基
礎

黒
・
黄
褐

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

3
1
.
3

1
6
.
4

2
.
9

1
3
.
5

7
.
2

2
.
4
5

4
.
4

3
？

に
ぶ
い
褐

色
、
粗
砂

多
、
礫
少

内
面

-
棒

状
圧
痕
、

布
圧
痕
？

釉
掛
か
り
方
Ⅰ
ｄ
、
体
部

中
央
に
横
に

2
個
、
下
面

か
ら
穿
孔
（
径

0
.
7
5
c
m
）
、

実
測
時
、
片
方
に
銅
線
が

残
る

1
3
8

2
0
0
5

T
1
9
4

腰
D
4
レ
ン
ガ
基
礎
内

燻
浅
黄

～
明

黄
褐

(
2
5
.
3
)

(
9
.
2
)

2
.
1

C
2

明
黄
褐
、

礫
並
、
粗

砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

裏
面
櫛
描
き
（
6
条
）

側
辺
中
央
凹
み

B
、
火
を

受
け
て
い
ぶ
し
が
飛
ん
だ

も
の
か

1
3
8

2
0
0
6

T
2
0
8

腰
D
4
レ
ン
ガ
基
礎
外

周
西
側

燻
灰
～

暗
灰

2
7
.
6

(
2
1
.
5
)

1
.
9

A
2

灰
白
、
礫

少
、
粗
砂

並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

側
辺
中
央
凹
み

B

1
3
8

2
0
0
7

T
2
0
2

腰
D
4
レ
ン
ガ

W
2
基
礎

東
側
掘
方

燻
灰
白

～
暗

灰
(
1
2
.
0
)

(
1
8
.
8
)

2
.
2

A
1

灰
白
、
灰

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

「
〇
堺
」

側
辺
中
央
凹
み

C

1
3
8

2
0
0
8

T
1
8
5

軒 平
C
6
近
代
建
物
基
礎

燻
灰

梅
鉢

Ⅱ
？

(
1
2
.
1
)

(
5
.
3
5
)

2
.
5
5

(
6
.
3
)

2
.
5

C
2

灰
白
、
細

砂
多
、
粗

砂
少

1
3
8

2
0
0
9

T
2
1
5

熨 斗

C
5
近
代
建
物
基
礎
 

斜
路
 
近
代
路
面

直
上

燻
灰
白

～
灰

(
1
0
.
9
)

(
1
9
.
6
)

2
.
4

A
1

灰
白
、
粗

砂
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ナ

デ
か

正
面
に
陰
刻
唐
草
文
、
側

面
に
刻
印
「
□
上
」
、
下

面
に
櫛
描
き

5
条

1
3
9

2
0
1
0

T
1
8
7

腰
C
6
近
代
建
物
基
礎

燻
灰

(
1
6
.
2
)

(
1
4
.
8
)

3
.
0

C
2

外
側
灰
白

内
側
灰
の

サ
ン
ド
、

粗
砂
少
量

裏
面
周
囲
幅

3
c
m
程
度
斜

め
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る

1
3
9

2
0
1
1

T
2
3
0

丸
C
5
斜
路
北
側
溝

S
D
0
4
抜
取
埋
土

釉
濃
紫
 

光
沢

な
し

(
2
6
.
8
)

(
1
1
.
3
)

7
.
1

2
.
0

3
橙
、
細
砂
・

粗
砂
多
、

礫
少

内
面

-
棒

状
圧
痕
、

刺
縫
痕
？

釉
掛
か
り
方
Ⅰ

a

1
3
9

2
0
1
2

T
2
1
9

平

C
5
斜
路
北
側
溝

S
D
0
4
抜
取
埋
土
 

斜
路
 
近
代
路
面

直
上

釉

に
ぶ

い
黄

橙
 

光
沢

な
し

2
7
.
3
5

(
2
4
.
4
5
)

狭
端
幅

2
3
.
7

1
.
9

2
.
7

1
橙
、
細
砂
・

粗
砂
並

裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ
か

火
を
受
け
て
釉
が
変
質
し

て
い
る
も
の
か
、
釉
掛
か

り
方
Ⅲ
 

裏
面
離
れ
砂
付
着

1
3
9

2
0
1
3

T
1
8
1

桟
C
4
斜
路
側
溝
抜
取

燻
灰

3
1
.
8

(
2
7
.
4
)

平
部
切

込
長

3
.
9

平
部
切

込
幅

4
.
7

2
.
1

平
部
孤

深
4
.
5

A
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

孔
1
個
残
（
径

0
.
8
c
m
）

1
3
9

2
0
1
4

T
1
8
6

軒 平

C
5
溜
桝
土
管
西
側

掘
方

燻
灰

梅
C
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

多

1
4
0

2
0
1
5

T
1
8
3

腰
C
5
溜
桝
内

燻
灰
～

暗
灰

(
2
3
.
2
)

(
1
5
.
5
)

1
.
9

A
1

灰
白
、
細

砂
並
、
粗

砂
少
、
堅

緻

ミ
ガ
キ

裏
面
櫛
目

表
面
周
囲
・
裏
面
銀
化

1
4
0

2
0
1
6

T
2
2
4

丸
C
5
・
D
5

瓦
小
端
立
遺
構

埋
土

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

3
2
.
0

1
5
.
8

3
.
2

1
3
.
7

7
.
5
5

2
.
1

4
.
7

2

橙
、
細
砂

多
、
粗
砂

少
、
礫
含

む

内
面

棒
状
圧
痕

釉
掛
か
り
方
Ⅰ

d
 

横
位
置
に
内
面
か
ら
穿
孔

2
個
（
径

0
.
6
c
m
）

第 34 表　鼠多門調査区出土遺物　瓦１
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図 版
報
告

番
号

実
測

番
号

器 種

グ
リ
ッ
ド

出
土
層
位
・
遺

構
等

表 面

釉
色
 

焼
成

色
調

瓦
当

分
類

瓦
当
　
（
c
m
）

体
部
　
（
c
m
）

弧
深
 

（
c
m
）

胎
土

調
整

線
刻
・
刻
印

備
考

a
b

c
d

e
f

g
h

i
a

b
c

d
e

f
g

j

瓦
当
径
 

上
弧
幅

文
様
区
径
 

下
幅

内
区
径
 

右
周
縁

瓦
当
厚
 

左
周
縁

文
様
区

幅
文
様
区

厚
瓦
当
厚

顎
高

顎
下
部

厚
全
長

体
部
幅

玉
縁
長

玉
縁
幅

体
部
高

体
部
厚

玉
縁
高

1
4
0

2
0
1
7

T
1
9
6

腰
D
4
瓦
小
端
立
遺
構

2
№

5
　

燻
灰
白

～
暗

灰
2
9
.
4

(
1
4
.
7
)

2
.
3

A
1

灰
白
、
礫

並
、
粗
砂

並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

側
辺
中
央
凹
み

C

1
4
0

2
0
1
8

T
2
1
1

腰
C
5
・
D
5

瓦
小
端
立
遺
構

№
6

燻
灰
白

～
暗

灰
(
2
8
.
3
)

(
1
7
.
5
)

2
.
8

A
1

灰
白

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ナ

デ
か

「
〇
堺
」

側
辺
中
央
凹
み

C

1
4
0

2
0
1
9

T
1
9
3

腰
D
4
瓦
小
端
立
遺
構

№
4

燻
灰
白

～
黒

2
7
.
8

(
1
3
.
7
)

1
.
9

A
2

灰
白
、
礫

少
し
含
、

粗
砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

側
辺
中
央
凹
み

D
　
当
初

か
ら
だ
い
た
い
半
分
に
割

っ
て
使
用
し
て
い
る
か

1
4
0

2
0
2
0

T
2
1
3

隅 腰

C
5
・
D
5

瓦
小
端
立
遺
構

№
4

燻
灰
～

暗
灰

2
7
.
1

(
1
3
.
9
5
)

2
.
9

A
1

灰
白

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ナ

デ
か

側
辺
中
央
凹
み

D
（
短
辺

の
み
に
あ
り
）
 

「
十
」
の
墨
出
し
線
あ
り
 

長
辺
側
面
離
れ
砂
付
着

1
4
1

2
0
2
1

T
1
6
0

腰
D
4
瓦
集
積
遺
構

燻
暗
灰

～
灰

(
1
6
.
1
)

(
1
7
.
8
)

2
.
3

A
2

灰
、
細
砂
・

粗
砂
多
、

礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

「
〇
堺
？
」
 

墨
書
？
「
〇
」

側
辺
中
央
凹
み

C
、
離
れ

砂
残
る

1
4
1

2
0
2
2

T
2
6
4

軒 丸
側
壁
石
垣
（
南
）

A
類
裏
込
め

燻
灰

巴
Ⅱ

-
1
ｂ

1
5
.
8

1
0
.
3

8
.
3

2
.
5

A
1

灰
、
細
砂
・

粗
砂
多

ミ
ガ
キ

1
4
1

2
0
2
3

T
2
6
5

軒 丸
側
壁
石
垣
（
北
）

B
類
裏
込
め

燻
灰

巴
Ⅱ

-
1
ｃ

1
5
.
7

1
1
.
7

8
.
0

2
.
8

A
2

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

並
、
礫
少

ミ
ガ
キ

1
4
1

2
0
2
4

T
1
2
8

桟
D
2
櫓
南
、
櫓
南
上

面
№

1
西

燻
灰

(
2
8
.
8
)

(
2
9
.
3
)

2
.
1

桟
部
切

込
幅

4
.
5

桟
部

2
.
7
 

平
部

3
.
1

A
1

灰
白
、
粗

砂
多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
は
未

調
整
？

図
上
復
元

1
4
1

2
0
2
5

T
1
6
3

腰
D
2
櫓
南
上
面
瓦
溜

燻
暗
灰

～
灰

白
(
1
6
.
0
)

(
1
5
.
7
)

2
.
2

A
1

灰
、
粗
砂

並
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

「
〇
堺
」

1
4
1

2
0
2
6

T
1
2
9

腰
D
2
櫓
南
上
面
瓦
溜

燻
灰
～

灰
白

(
5
.
4
)

(
7
.
9
)

2
.
4

A
2

灰
白
、
粗

砂
多
、
細

砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

「
〇
堺
」

1
4
1

2
0
2
7

T
1
1
7

腰
D
3
瓦
集
積
№

3
・
4

燻
暗
灰

(
2
6
.
0
)

2
8
.
4

2
.
2

A
1

灰
白
、
粗

砂
並
、
礫

少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
凹
み

B
、
中
央
に
な

い

1
4
2

2
0
2
8

T
1
1
9

腰
D
3
瓦
集
積
遺
構
№

5
燻

灰
2
8
.
9

(
1
7
.
6
)

2
.
6

A
1

灰
白
、
粗

砂
多
、
礫

あ
り

ミ
ガ
キ
、

布
圧
痕

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

「
〇
堺
」

側
辺
中
央
凹
み

C

1
4
2

2
0
2
9

T
1
5
9

腰
D
3
瓦
集
積
遺
構

№
2
・
6
・
7

燻
暗
灰

～
灰

白
2
8
.
0

(
2
3
.
7
)

1
.
9

A
1

灰
、
粗
砂

多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

D

1
4
2

2
0
3
0

T
1
6
5

腰
D
3
瓦
集
積
遺
構

№
2

燻
暗
灰

～
灰

白
(
1
5
.
1
)

2
8
.
8

2
.
2

A
2

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

多
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

側
辺
中
央
凹
み

D

1
4
2

2
0
3
1

T
1
1
2

隅 腰

D
2
櫓
南
№

1
ピ
ッ

ト
(
東

)
燻

灰
2
8
.
3

(
1
4
.
0
)

2
.
2

A
1

灰
、
粗
砂

並
、
礫
少
、

部
分
的
に

縞

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

接
合
部
に
櫛
目
残
る

1
4
3

2
0
3
2

T
1
1
8

腰

D
2
 
櫓
南
№

1
西
 

D
3
瓦
集
積
遺
構

№
2
 

 
瓦
集
積
№

3

燻
黒
灰

～
灰

2
9
.
1

2
9
.
3

2
.
0

A
1

灰
、
粗
砂

礫
含
む

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

A

1
4
3

2
0
3
3

T
1
6
4

腰

D
2
 
櫓
南
上
面
瓦

溜
 

D
3
 
瓦
集
積
№

6
・
7

燻
暗
灰

～
灰

2
8
.
5

(
1
8
.
0
)

1
.
9

A
1

灰
、
細
砂
・

粗
砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

A
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図 版
報
告

番
号

実
測

番
号

器 種

グ
リ
ッ
ド

出
土
層
位
・
遺

構
等

表 面

釉
色
 

焼
成

色
調

瓦
当

分
類

瓦
当
　
（
c
m
）

体
部
　
（
c
m
）

弧
深
 

（
c
m
）

胎
土

調
整

線
刻
・
刻
印

備
考

a
b

c
d

e
f

g
h

i
a

b
c

d
e

f
g

j

瓦
当
径
 

上
弧
幅

文
様
区
径
 

下
幅

内
区
径
 

右
周
縁

瓦
当
厚
 

左
周
縁

文
様
区

幅
文
様
区

厚
瓦
当
厚

顎
高

顎
下
部

厚
全
長

体
部
幅

玉
縁
長

玉
縁
幅

体
部
高

体
部
厚

玉
縁
高

1
4
3

2
0
3
4

T
1
0
5

腰
D
2
 
櫓
南
№

1
D
3
 
瓦
集
積
№

7
 

D
4
 
瓦
集
積
遺
構

燻
灰
～

灰
白

2
8
.
7

2
8
.
6

2
.
1

A
1

灰
白
、
灰
、

粗
砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

B

1
4
3

2
0
3
5

T
1
6
7

腰
D
2
 
櫓
南
上
面
瓦

溜
 

D
3
 
瓦
集
積
№

1
燻

灰
、

黄
灰

2
8
.
8

(
2
2
.
3
)

2
.
1

A
2

灰
、
粗
砂

多
、
礫
少

ミ
ガ
キ
？

/
裏
面
切

り
離
し
後

未
調
整

側
辺
中
央
凹
み

D

1
4
3

2
0
3
6

T
1
6
6

腰
D
2
 
櫓
南
№

1
西
 

D
3
 
瓦
集
積
№

3
燻

灰
、

暗
灰

(
2
8
.
9
)

(
1
9
.
7
)

2
.
3

A
2

黄
灰
、
細

砂
・
粗
砂

多
、
礫
少
、

気
泡
有

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

側
辺
中
央
凹
み

A

1
4
4

2
0
3
7

T
1
7
1

腰
D
3
 
瓦
集
積
№

4
 

D
4
 
瓦
集
積
遺
構

燻
暗
灰

～
灰

白
(
2
3
.
2
)

(
2
3
.
1
)

2
.
1

A
2

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

多
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

裏
面
櫛
描
き

5
条

側
辺
中
央
凹
み

B

1
4
4

2
0
3
8

T
1
1
1

隅 腰

D
3
 
瓦
集
積
№

3
・
6
 

D
2
 
櫓
南
上
面
瓦

溜

燻
暗
灰

2
7
.
0

(
1
2
.
7
)

(
2
.
0
)

A
2

灰
白
、
礫

並
、
粗
砂

多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

B

1
4
4

2
0
3
9

T
1
1
3

隅 腰
D
2
 
櫓
南
№

1
西
 

D
3
 
瓦
集
積
№

4
燻

暗
灰

(
1
9
.
8
)

1
6
.
6

2
.
0

A
1

灰
白
、
礫

並
、
粗
砂

多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

裏
面
片
側
離
れ
砂
残
る

1
4
4

2
0
4
0

T
2
7
1

輪 違

D
・
E
2

西
面
石
垣
際
近

代
排
水
溝

燻
灰

1
2
.
5

(
8
.
3
)

4
.
7

2
.
2

C
1

灰
白
、
細

砂
並

内
面
刺
縫

痕
？

1
4
5

2
0
4
1

T
1
0
7

軒 丸
D
4
 
斜
路

黒
・
黄
褐

燻
灰
～

灰
白

梅
鉢

Ⅱ
-
1

1
7
.
0

1
1
.
1

2
.
5

(
1
2
.
6
5
)

1
.
9

A
1

灰
白
、
粗

砂
多
、
礫

少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ
、
布

圧
痕

1
4
5

2
0
4
2

T
0
1
0

軒 丸

D
3
 
斜
路
南
法
面

栗
石
検
出
 

斜
路

黒
灰
・
黄
褐

燻
暗
灰

～
灰

梅
鉢

Ⅱ
-
1

1
6
.
5

1
1
.
3

1
.
9
5

(
1
8
.
9
)

1
6
.
7
5

2
.
0
5

A
1

灰
白
、
粗

砂
並

ミ
ガ
キ

/
内
面
布
圧

痕
、
コ
ビ

キ
B

花
弁
径

2
.
6
c
m
、
花
芯
径

2
.
7
c
m
 

体
部
内
面
瓦
当
面
近
く
に

紐
状
の
圧
痕
有

1
4
5

2
0
4
3

T
0
2
3

軒 丸
D
3
 
斜
路

暗
褐
灰

釉
濃
紫
 

光
沢

な
し

巴
Ⅱ

-
1
c

1
5
.
9
5

1
1
.
1

2
.
5

(
1
8
.
1
)

(
1
7
.
0
)

3

に
ぶ
い
褐

～
灰
、
細

砂
・
粗
砂

多

釉
掛
か
り
方

d
、
被
熱

1
4
5

2
0
4
4

T
0
2
2

軒 丸

D
3
 
斜
路
　
南
北

ア
ゼ
　
褐
灰

斜
路

黒
灰
・
黄
褐

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

梅
鉢
Ⅲ

(
1
6
.
0
)

(
1
0
.
4
)

2
.
7

3
明
赤
褐
、

細
砂
・
粗

砂
多

釉
は
か
い
ら
ぎ
状
、
文

様
区
下
部
に
表
面
か
ら

2
個
、
縦
位
置
に
穿
孔
（
径

0
.
6
5
c
m
）

1
4
6

2
0
4
5

T
0
1
3

軒 平

D
3
斜
路
埋
土
南
側

砂
利
～
砂

燻
灰

梅
鉢
Ⅱ

(
9
.
4
)

下
幅

(
6
.
9
)

(
8
.
3
)

2
.
7

4
.
6

2
.
6
5

2
.
1

(
7
.
1
)

2
.
0

C
1

灰
白
、
粗

砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

?

1
4
6

2
0
4
6

T
1
8
4

軒 平
C
4
斜
路
 
黒
・
黄
褐

燻
灰

三
葉
Ⅲ

3
.
0

2
.
7
5

4
.
5

1
.
9

1
.
7

A
2

灰
、
細
砂
・

粗
砂
多

1
4
6

2
0
4
7

T
1
0
1

軒 桟
D
3
斜
路
 
黒
・
黄
褐

燻
灰

宝
5
.
2

7
.
5

2
.
7

3
.
7

3
.
0

1
.
8

A
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

並
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ナ
デ

1
4
6

2
0
4
8

T
0
0
1

軒 桟

C
2
 
　
斜
路

A
ト
レ
ン
チ
北

ア
ゼ
　
 
暗
褐
灰

斜
路
 
暗
褐
灰

燻
灰

宝
(
1
5
.
5
)

(
1
3
.
0
)

(
7
.
2
)

(
8
.
8
)

2
.
7

4
.
4

2
.
2
5

1
.
5

(
2
6
.
7
)

(
2
0
.
0
)

5
.
8

2
.
2
5

A
2

灰
白
、
粗

砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

1
4
6

2
0
4
9

T
0
1
9

谷 (
軒

桟
）

C
2
　
斜
路

南
北
ア
ゼ
 
南
法

面
釉

灰
 

光
沢

な
し

五
弁
花

(
1
5
.
1
)

(
1
5
.
8
)

(
6
.
1
)

1
3
.
5

2
.
9

4
.
5

2
.
9

(
2
.
9
)

(
2
0
.
0
)

最
大
幅

(
2
6
.
0
)

(
1
.
4
)

7
灰
、
細
砂
・

粗
砂
多
、

礫
少

釉
掛
か
り
方
Ⅳ
か
Ⅴ
 

上
面
か
ら
穿
孔

2
個
（
径

0
.
6
c
m
）
、
最
大
厚

1
.
7
c
m

1
4
7

2
0
5
0

T
0
2
1

軒 桟

C
3
側
壁
石
垣
北
　

前
面
埋
土

黒
灰
・
黄
褐

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

桜
3
3
.
7

2
8
.
3

1
1
.
5

8
.
9

1
3
.
6

3
.
4

5
.
4

2
.
7

1
.
4
5

(
2
1
.
2
)

(
3
3
.
0
)

2
.
1

桟
部

2
.
2
 

平
部

3
.
8

2
に
ぶ
い
赤

褐
釉
掛
か
り
方
Ⅳ
か
Ⅴ
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図 版
報
告

番
号

実
測

番
号

器 種

グ
リ
ッ
ド

出
土
層
位
・
遺

構
等

表 面

釉
色
 

焼
成

色
調

瓦
当

分
類

瓦
当
　
（
c
m
）

体
部
　
（
c
m
）

弧
深
 

（
c
m
）

胎
土

調
整

線
刻
・
刻
印

備
考

a
b

c
d

e
f

g
h

i
a

b
c

d
e

f
g

j

瓦
当
径
 

上
弧
幅

文
様
区
径
 

下
幅

内
区
径
 

右
周
縁

瓦
当
厚
 

左
周
縁

文
様
区

幅
文
様
区

厚
瓦
当
厚

顎
高

顎
下
部

厚
全
長

体
部
幅

玉
縁
長

玉
縁
幅

体
部
高

体
部
厚

玉
縁
高

1
4
7

2
0
5
1

T
0
1
1

丸

D
3
 
斜
路
 
褐
灰
 

C
3
 
斜
路
 
南
北

ア
ゼ
　
 
褐
灰
 

C
3
 
斜
路
 
暗
褐

灰

燻
暗
灰

3
0
.
9
5

1
6
.
8

4
.
5

1
3
.
1
5

8
.
1

1
.
7
5

4
.
7

A
1

灰
白
、
粗

砂
少

ミ
ガ
キ

/
内
面
布
圧

痕
、
刺
縫

痕
、
コ
ビ

キ
B

1
4
7

2
0
5
2

T
0
1
8

丸
D
3
 
斜
路

暗
褐
灰

燻
灰
～

灰
白

(
1
9
.
0
)

(
1
6
.
7
)

3
.
7

1
3
.
3

8
.
5

2
.
1

5
.
0

A
1

灰
白
、
細

砂
多
、
粗

砂
並

ミ
ガ
キ

/
内
面
布
圧

痕
、
刺
縫

痕
、
コ
ビ

キ
B

体
部
に
縦
方
向
に

2
個
、

上
面
か
ら
穿
孔
（
径

1
.
5
c
m
）

1
4
8

2
0
5
3

T
0
1
2

丸
C
2
 
斜
路

北
側
ラ
イ
ン

燻
暗 灰
、

灰
白

(
1
5
.
6
)

1
0
.
4
5

(
1
.
1
)

(
5
.
3
)

5
.
1

1
.
7

A
2

灰
白
、
粗

砂
並

ミ
ガ
キ

/
内
面
布
圧

痕
、
コ
ビ

キ
B

1
4
8

2
0
5
4

T
0
0
7

平

C
2
 
斜
路

A
ト
レ
ン
チ

南
ア
ゼ
　

褐
灰

燻
暗
灰

(
1
3
.
7
)

狭
端
幅

(
1
2
.
5
)

0
.
9

(
1
.
7
)

A
2

細
砂
多
、

灰
白

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

裏
面
・
尻
部
端
面
離
れ
砂

付
着

1
4
8

2
0
5
5

T
1
5
1

平
C
4
 
斜
路

小
石
層

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

(
1
0
.
9
)

(
9
.
7
)

(
2
.
0
)

1
明
赤
褐
、

礫
並
、
粗

砂
並

「
太
□
」
2
文
字
以
上
あ
り

1
4
8

2
0
5
6

T
2
2
6

桟

C
4
斜
路
縦
断
ア
ゼ

北 黒
・
黄
褐

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

3
1
.
9

3
2
.
1

平
部
切

込
長

4
.
4

平
部
切

込
幅

4
.
3

2
.
0

桟
部
切

込
長

4
.
5
 

桟
部
切

込
幅

4
.
7

桟
部
平

部
/
4
.
0

2
橙
、
細
砂

並
、
粗
砂

少

刻
印
「
㊇
」

釉
掛
か
り
方
Ⅴ
、
上
面
か

ら
穿
孔

1
個
（
径

0
.
9
c
m
）

1
4
8

2
0
5
7

T
0
0
9

熨 斗

D
3
斜
路

黒
灰

･
黄
褐

燻
暗
灰

(
2
1
.
5
5
)

1
5
.
9
5

1
.
7

A
1

灰
白
、
粗

砂
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

上
面
か
ら
穿
孔

1
個
（
径

0
.
5
c
m
）

1
4
8

2
0
5
8

T
1
3
8

熨 斗

C
3
斜
路

黒
・
黄
褐

釉
濃
紫
 

光
沢

あ
り

2
3
.
5

1
2
.
2

1
.
9

1

褐
色
、
黒

/
サ
ン
ド

ウ
ィ
ッ
チ

状
、
細
砂
・

粗
砂
多

下
面
切
り

離
し
後
未

調
整

釉
掛
か
り
方
Ⅰ
、
上
面
か

ら
穿
孔

1
個
（
径

0
.
8
c
m
）

1
4
9

2
0
5
9

T
1
3
9

熨 斗

D
3
斜
路

黒
・
黄
褐

釉
濃
紫
 

光
沢

な
し

2
4
.
8

1
2
.
1

2
.
1

1
橙
、
粗
砂

並
、
礫
少

下
面
切
り

離
し
後
未

調
整

釉
掛
か
り
方
Ⅰ
、
下
面
離

れ
砂
付
着

1
4
9

2
0
6
0

T
1
0
4

腰
D
4
南
側
法
面

明
黄
褐

燻
灰
～

灰
白

3
0
.
0

(
2
9
.
1
)

2
.
6

A
1

灰
白
、
粗

砂
並
、
礫
、

雲
母
あ
り

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

B

1
4
9

2
0
6
1

T
1
7
0

腰
C
4
斜
路

黒
・
黄
褐

燻
暗
灰

～
灰

(
1
7
.
8
)

(
1
5
.
7
)

2
.
0

A
2

灰
、
礫
並
、

粗
砂
多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

裏
面
櫛
描
き

4
条

側
辺
中
央
凹
み

B

1
4
9

2
0
6
2

T
0
1
7

腰
D
2
近
代
層
（
斜
路

範
囲
）

燻
灰
～

灰
白

(
1
2
.
5
)

(
8
.
1
)

2
.
4

A
1

灰
白
、
細

砂
多
、
粗

砂
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

E
（
二
段

に
な
っ
て
い
る
）

1
4
9

2
0
6
3

T
0
0
8

輪 違

C
3
斜
路

黒
灰
・
黄
褐

燻
暗 灰
、

灰
1
3
.
6

(
1
4
.
2
5
)

7
.
5

1
.
9

A
1

灰
白
、
粗

砂
並

ミ
ガ
キ

/
内
面
刺
縫

痕

1
5
0

2
0
6
4

T
2
6
6

軒 丸

E
3
 
S
B
0
1
東
側

掘
方
東
壁
 
上
面

近
代
整
地
土

D
3
 
番
所
西
辺
外

石
組
溝
 
炭
混
灰

褐

釉

暗
赤

褐
 

光
沢

あ
り

巴
Ⅱ

-
1
ｃ

1
5
.
8

1
1
.
7

9
.
0

(
2
.
2
)

(
1
5
.
8
)

1
.
9

3
に
ぶ
い
赤

褐
、
粗
砂

多
、
礫
少

内
面
布
圧

痕
？

釉
掛
か
り
方
Ⅰ
ｂ
か
Ⅱ
ｂ

1
5
0

2
0
6
5

T
2
7
2

軒 平

E
3
番
所
西
辺
外
石

組
溝

灰
褐

釉

暗
赤

褐
 

光
沢

あ
り

(
5
.
6
)

(
4
.
6
)

(
3
.
0
5
)

1
.
4
5

3
橙
、
粗
砂

多
、
礫
少

瓦
当
面
に
穿
孔

2
個
（
径

0
.
5
c
m
、
0
.
4
5
c
m
）

1
5
0

2
0
6
6

T
2
7
3

平

E
3
番
所
遺
物
取
上

A
3
 

番
所
西
辺
外
石

組
溝
 
炭
混
灰
褐

釉
黒
褐
 

光
沢

な
し

(
2
0
.
0
)

広
端

2
4
.
3

2
.
0

2
.
8
5

明
赤
褐
、

粗
砂
多
、

礫
多

下
面
ヘ
ラ

ナ
デ

釉
掛
か
り
方
Ⅰ
か
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図 版
報
告

番
号

実
測

番
号

器 種

グ
リ
ッ
ド

出
土
層
位
・
遺

構
等

表 面

釉
色
 

焼
成

色
調

瓦
当

分
類

瓦
当
　
（
c
m
）

体
部
　
（
c
m
）

弧
深
 

（
c
m
）

胎
土

調
整

線
刻
・
刻
印

備
考

a
b

c
d

e
f

g
h

i
a

b
c

d
e

f
g

j

瓦
当
径
 

上
弧
幅

文
様
区
径
 

下
幅

内
区
径
 

右
周
縁

瓦
当
厚
 

左
周
縁

文
様
区

幅
文
様
区

厚
瓦
当
厚

顎
高

顎
下
部

厚
全
長

体
部
幅

玉
縁
長

玉
縁
幅

体
部
高

体
部
厚

玉
縁
高

1
5
0

2
0
6
7

T
2
7
5

腰

E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半
 

番
所
南
東
瓦
溜
 

S
D
1
6

燻
灰
白

～
灰

2
9
.
4

(
2
4
.
2
)

2
.
4

A
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

多
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

側
面
に
刻
印
「
〇
」

側
辺
中
央
凹
み

A

1
5
0

2
0
6
8

T
2
5
9

隅 腰

E
3
番
所
南
西
隅
外

石
組
溝
 
褐
灰
 

番
所
西
辺
外
石

組
溝

燻
灰
～

暗
灰

2
8
.
8

(
1
2
.
1
)

(
3
.
0
)

2
.
1

A
2

灰
、
細
砂
・

粗
砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

側
辺
中
央
凹
み

B

1
5
1

2
0
6
9

T
2
3
5

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰
白

～
灰

2
9
.
9

2
9
.
9

2
.
2

A
1

灰
白
、
粗

砂
・
細
砂

並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

A

1
5
1

2
0
7
0

T
2
4
6

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰
白

～
暗

灰
2
9
.
6

3
0
.
3

2
.
0

A
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

多
、
縞
状

著
し
い

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

A
 

裏
面
も
わ
ず
か
に
色
が
変

わ
っ
て
い
る
の
で
、
使
用

し
た
か

1
5
2

2
0
7
1

T
2
3
4

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰

2
9
.
3

2
9
.
5

1
.
8

A
1

灰
白
、
粗

砂
・
細
砂

少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

A

1
5
2

2
0
7
2

T
2
5
1

腰
D
・
E
4

番
所
南
東
瓦
溜

北
半

燻
灰
白

～
暗

灰
3
0
.
1

2
9
.
5

2
.
1

A
1

灰
、
細
砂
・

粗
砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

側
辺
中
央
凹
み

A

1
5
2

2
0
7
3

T
2
4
2

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰
白

～
暗

灰
2
9
.
7

3
0
.
7

2
.
4

A
1

灰
、
細
砂
・

粗
砂
多
、

礫
少
 

縞
状
著
し

い

ミ
ガ
キ
？

/
裏
面
切

り
離
し
後

ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

A

1
5
3

2
0
7
4

T
2
4
4

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰
白

～
暗

灰
2
8
.
3

2
8
.
6

2
.
1

A
1

灰
白
、
粗

砂
・
細
砂

並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

A
 

表
面
に
細
い
線
多
数

1
5
3

2
0
7
5

T
2
5
0

腰
D
・
E
4

番
所
南
東
瓦
溜

北
半

燻
灰
白

～
灰

3
0
.
7

2
9
.
6

2
.
1

A
1

灰
、
細
砂
・

粗
砂
多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ナ

デ
か

側
辺
中
央
凹
み

A

1
5
3

2
0
7
6

T
2
5
8

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰
白

～
灰

2
9
.
0

2
9
.
5

2
.
2

A
1

灰
、
細
砂
・

粗
砂
多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

A

1
5
4

2
0
7
7

T
2
5
7

腰
D
・
E
4

番
所
南
東
瓦
溜

北
半

燻
灰
白

～
暗

灰
(
2
8
.
4
)

3
0
.
3

2
.
2

A
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

多
、
縞
状

著
し
い

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

A

1
5
4

2
0
7
8

T
2
3
9

腰

E
4
 
番
所
南
東
瓦

溜
南
半
 

D
・
E
4
 
番
所
南

東
瓦
溜
北
半

燻
灰
黄

～
暗

灰
2
8
.
2

(
1
9
.
2
)

2
.
1

A
2

灰
、
粗
砂

多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

裏
面
に

6
条
の
櫛
描
き

側
辺
中
央
凹
み

A

1
5
4

2
0
7
9

T
2
5
4

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰
白

～
黄

灰
(
1
9
.
1
)

2
9
.
3

2
.
2

C
1

灰
白
・
灰
、

細
砂
・
粗

砂
多
、
縞

状
著
し
い

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

側
辺
中
央
凹
み

A

1
5
5

2
0
8
0

T
2
4
5

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰
白

～
暗

灰
2
8
.
2

2
8
.
6

2
.
0

A
2

灰
白
、
粗

砂
・
細
砂

並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

B

1
5
5

2
0
8
1

T
2
3
8

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰
白

～
暗

灰
(
2
5
.
7
)

2
9
.
7

2
.
2

A
1

灰
、
粗
砂

多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

表
面
に
刻
印
「
〇
」

側
辺
中
央
凹
み

B
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図 版
報
告

番
号

実
測

番
号

器 種

グ
リ
ッ
ド

出
土
層
位
・
遺

構
等

表 面

釉
色
 

焼
成

色
調

瓦
当

分
類

瓦
当
　
（
c
m
）

体
部
　
（
c
m
）

弧
深
 

（
c
m
）

胎
土

調
整

線
刻
・
刻
印

備
考

a
b

c
d

e
f

g
h

i
a

b
c

d
e

f
g

j

瓦
当
径
 

上
弧
幅

文
様
区
径
 

下
幅

内
区
径
 

右
周
縁

瓦
当
厚
 

左
周
縁

文
様
区

幅
文
様
区

厚
瓦
当
厚

顎
高

顎
下
部

厚
全
長

体
部
幅

玉
縁
長

玉
縁
幅

体
部
高

体
部
厚

玉
縁
高

1
5
5

2
0
8
2

T
2
5
2

腰

D
・
E
4
 
番
所
南

東
瓦
溜
北
半
 

D
4
 
番
所
北
東
隅

近
代
整
地
土

燻
灰
白

～
灰

3
0
.
5

2
9
.
3

2
.
2

A
1

灰
、
細
砂
・

粗
砂
多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

B

1
5
5

2
0
8
3

T
2
4
3

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
オ
リ

ー
ブ

灰
2
8
.
4

2
8
.
5

2
.
2

A
1

灰
、
細
砂
・

粗
砂
多
、

礫
少
 

縞
状
著
し

い

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

側
辺
中
央
凹
み

C
 

う
っ
す
ら
と
墨
書
の
よ
う

な
も
の
が
見
え
る
が
、
判

読
不
能

1
5
6

2
0
8
4

T
2
5
6

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰
白

～
暗

灰
2
9
.
1

2
8
.
8
5

2
.
3

A
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

多
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

側
面
に
「
〇
堺
」

側
辺
中
央
凹
み

C

1
5
6

2
0
8
5

T
2
4
0

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰
白

～
灰

2
9
.
4

2
9
.
5

2
.
3

A
2

灰
、
細
砂
・

粗
砂
多
、

礫
少

ミ
ガ
キ
、

刷
毛
目
状

工
具
痕
残

る
/
裏
面

切
り
離
し

後
ヘ
ラ
ナ

デ
か

側
面
に
「
〇
堺
」

側
辺
中
央
凹
み

C

1
5
7

2
0
8
6

T
2
3
2

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰
～

暗
灰

2
9
.
4

(
2
7
.
5
)

2
.
2

B
1

灰
、
礫
並
、

粗
砂
多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

側
面
に
「
〇
堺
」

側
辺
中
央
凹
み

C

1
5
7

2
0
8
7

T
2
5
3

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻

灰
～

灰
オ

リ
ー

ブ

(
2
4
.
8
)

2
8
.
6

2
.
1

A
1

灰
、
細
砂
・

粗
砂
多
、

礫
少
、
縞

状
著
し
い

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

側
辺
中
央
凹
み

C
 

側
面
の
エ
ッ
ジ
が
立
っ
て

い
る

1
5
7

2
0
8
8

T
2
5
5

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰
白

～
暗

灰
2
9
.
7

2
9
.
3

2
.
1

A
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

多
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

側
面
に
「
〇
堺
」

側
辺
中
央
凹
み

C

1
5
8

2
0
8
9

T
2
3
3

腰
D
4
番
所
南
東
瓦
溜

北
半

燻
灰
～

暗
灰

2
6
.
0

2
5
.
9

1
.
8
5

A
2

灰
、
粗
砂
・

細
砂
含

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

表
面
と
側
面
に
刻
印
「
〇
」

側
辺
中
央
凹
み

D
 

被
熱

1
5
8

2
0
9
0

T
2
3
7

腰
D
4
番
所
南
東
瓦
溜

北
半

燻
灰
白

～
暗

灰
2
7
.
8

2
8
.
2

1
.
9

A
2

灰
白
、
粗

砂
・
細
砂

並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

D

1
5
8

2
0
9
1

T
2
4
9

腰

D
4
 
番
所
遺
物
取

上
G
 

D
4
 
番
所
南
東
瓦

溜
北
半
 

D
・
E
4
 
番
所
遺

物
取
上
げ
番
号

不
明

燻
灰
白

～
暗

灰
2
7
.
9
5

(
2
1
.
2
)

1
.
9
5

A
2

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

並
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ナ

デ
か

裏
面
に
「
〇
」

側
辺
中
央
凹
み

D

1
5
9

2
0
9
2

T
2
4
7

腰
E
4
番
所
南
東
瓦
溜

南
半

燻
灰
～

暗
灰

2
8
.
5

2
8
.
2

2
.
0

A
2

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ナ

デ
か

側
辺
中
央
凹
み

D

1
5
9

2
0
9
3

T
2
7
6

腰
D
4
番
所
南
東
瓦
溜

北
半

燻
灰
～

暗
灰

(
1
0
.
0
)

(
9
.
2
)

2
.
1

A
2

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

多
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

D
 

表
面
に
朱
色
の
縦
線
あ

り
、
キ
ラ
粉
付
着

1
5
9

2
0
9
4

T
2
6
1

隅 腰

D
4
 
番
所
南
東
瓦

溜
北
半
 

E
4
 
番
所
南
東
瓦

溜
南
半

燻
灰
白

～
暗

灰
2
8
.
2

2
9
.
4

(
3
.
3
)

2
.
1

A
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

並
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

A
 

接
合
部
か
ら
裏
面
に
か
け

て
、
接
合
の
た
め
の
櫛
描

き
あ
り

1
6
0

2
0
9
5

T
2
4
1

隅 腰

D
・
E
4
 
番
所
南

東
瓦
溜
北
半

E
4
 
番
所
南
東
瓦

溜
南
半

燻
灰
白

～
暗

灰
2
8
.
7

2
9
.
8

(
1
2
.
6
)

2
.
4

A
1

灰
白
、
粗

砂
・
細
砂

並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

裏
面
に
接
合
の
た
め
の
格

子
状
の
櫛
描
き

側
辺
中
央
凹
み

B
 

短
い
側
は
、
焼
成
後
に
割

っ
て
使
っ
て
い
る
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図 版
報
告

番
号

実
測

番
号

器 種

グ
リ
ッ
ド

出
土
層
位
・
遺

構
等

表 面

釉
色
 

焼
成

色
調

瓦
当

分
類

瓦
当
　
（
c
m
）

体
部
　
（
c
m
）

弧
深
 

（
c
m
）

胎
土

調
整

線
刻
・
刻
印

備
考

a
b

c
d

e
f

g
h

i
a

b
c

d
e

f
g

j

瓦
当
径
 

上
弧
幅

文
様
区
径
 

下
幅

内
区
径
 

右
周
縁

瓦
当
厚
 

左
周
縁

文
様
区

幅
文
様
区

厚
瓦
当
厚

顎
高

顎
下
部

厚
全
長

体
部
幅

玉
縁
長

玉
縁
幅

体
部
高

体
部
厚

玉
縁
高

1
6
0

2
0
9
6

T
2
3
1

隅 腰

D
・
E
4

番
所
南
東
瓦
溜

北
半

燻
灰
白

～
暗

灰
2
7
.
5

2
9
.
7

1
5
.
4

2
.
0

A
2

灰
白
、
粗

砂
・
細
砂

含

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ヘ

ラ
ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

D
 

側
面
に
砂
付
着

1
6
1

2
0
9
7

T
2
7
8

隅 腰

D
・
E
4

番
所
南
東
瓦
溜

北
半

燻
灰

2
6
.
8

(
1
3
.
8
)

1
.
9

A
2

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

多
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

側
辺
中
央
凹
み

D
 

接
合
部
に
櫛
描
き
残
る

1
6
1

2
0
9
8

T
2
8
0

隅 腰

E
4
 
番
所
南
東
瓦

溜
南
半
 

D
・
E
4
 
番
所
南

東
瓦
溜
北
半

燻
灰
～

暗
灰

2
8
.
1

2
9
.
4

(
2
.
9
)

1
.
9

A
2

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

側
辺
中
央
凹
み

D
 

接
合
部
に
櫛
描
き
残
る

1
6
1

2
0
9
9

T
2
2
5

軒 丸

D
4
番
所
階
段

8
・
9

段
付
近

B
層

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

梅
鉢
Ⅲ

1
5
.
1

9
.
8
5

8
.
0

2
.
1

2
橙
、
細
砂
・

粗
砂
多

全
面
施
釉
、
縦
に
前
面
か

ら
穿
孔

2
個
（
径

0
.
6
c
m
）

1
6
1

2
1
0
0

T
2
2
1

軒 桟

D
3
・
4
 
番
所
階

段
 
に
ぶ
い
黄
褐

粘
　
H
2
8
の

7
層 D
3
・
4
 
番
所
階

段
 
A
層

D
4
 
番
所
階
段
南

北
ア
ゼ
 
A
層
 

D
4
 
番
所
階
段
 

灰
黄
褐
粘

釉
濃
紫
 

光
沢

な
し

菊
Ⅱ

2
.
3

4
.
3

2
.
3
5

1
.
8

全
長

(
2
5
.
3
)

全
幅

3
0
.
4

桟
部
切

込
幅

4
.
8

厚
1
.
8

桟
部

3
.
8
 

平
部

3
.
8

2
橙
、
細
砂

多
、
粗
砂
・

礫
少

釉
掛
か
り
方
Ⅱ

1
6
2

2
1
0
1

T
1
4
9

軒 桟

D
4
番
所
階
段

5
層

釉
濃
紫
 

光
沢

あ
り

菊
Ⅱ

(
8
.
5
)

2
.
7

4
.
4

2
.
6

2
.
0

(
2
2
.
6
)

(
1
9
.
9
)

桟
部

1
.
9

3
に
ぶ
い

褐
、
礫
並
、

粗
砂
多

釉
掛
か
り
方
Ⅲ
、
瓦
当
面

に
孔

2
個
（
径

0
.
5
c
m
）

1
6
2

2
1
0
2

T
2
1
6

軒 桟

D
3
・
4

番
所
階
段

に
ぶ
い
黄
褐
粘

H
2
8
の

7
層

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

桜
(
2
1
.
4
5
)

2
.
9

4
.
8

3
.
8

1
.
9

2
橙
、
細
砂

多
釉
掛
か
り
方
Ⅳ
か
Ⅴ

1
6
2

2
1
0
3

T
1
2
2

丸
D
4
番
所
階
段

8
層

燻
灰

(
2
5
.
9
)

(
1
1
.
9
)

(
0
.
5
)

8
.
2

1
.
7

A
1

灰
、
粗
砂

並
、
礫
多

ミ
ガ
キ

/
内
面
布
圧

痕
、
刺
縫

痕
、
棒
状

圧
痕
、
コ

ビ
キ

B

1
6
2

2
1
0
4

T
2
2
3

丸
D
3
・
4

番
所
階
段

灰
黄
褐
粘

釉
黒
褐
 

光
沢

な
し

3
0
.
1

1
5
.
0

2
.
6

1
2
.
7

7
.
0

1
.
9

4
.
5

7
？

黄
灰
、
粗

砂
・
礫
多

ミ
ガ
キ

/
棒
状
圧
痕

釉
掛
か
り
方
Ⅰ

d

1
6
3

2
1
0
5

T
2
2
8

丸

D
3
・
4

番
所
階
段

に
ぶ
い
黄
褐
粘

H
2
8
の

7
層

釉
濃
紫
 

光
沢

な
し

2
6
.
5

1
4
.
0

2
.
8

(
1
1
.
0
)

6
.
4

1
.
8
5

3
.
8

1
橙
・
褐
灰
、

細
砂
・
粗

砂
多

内
面

-
棒

状
圧
痕
、

指
圧
痕
？

　
ナ
デ

釉
掛
か
り
方
Ⅱ

a

1
6
3

2
1
0
6

T
1
4
4

丸
D
3
番
所
階
段

9
・
1
0
層

釉
黒
褐
 

光
沢

な
し

(
2
9
.
9
)

(
4
.
8
)

(
3
.
2
)

(
8
.
2
)

8
.
1

2
.
1
5

(
4
.
5
)

1
橙
、
粗
砂

多
、
礫
並
、

赤
色
粒

内
面

-
布

圧
痕
、
刺

縫
痕

釉
掛
か
り
方
Ⅱ

b
、
玉
縁

側
の
釉
は
薄
い
、
内
面
の

接
合
痕
を
見
る
と
、
タ
タ

ラ
作
り
で
な
い
可
能
性
が

あ
る

1
6
3

2
1
0
7

T
1
4
3

丸
D
3
番
所
階
段

8
層

釉
黒
褐
 

光
沢

な
し

2
8
.
9

(
8
.
0
)

3
.
8

1
1
.
6

6
.
9

1
.
7
5

4
.
1

1

橙
、
赤
橙
、

細
砂
・
粗

砂
多
、
礫

少

内
面

-
布

圧
痕
、
コ

ビ
キ

B
釉
掛
か
り
方
Ⅱ

a
、
被
熱

1
6
4

2
1
0
8

T
1
5
4

丸

D
4
番
所
階
段

7
・
8
・
9
・
1
1

層

釉
灰
赤
 

光
沢

な
し

(
2
1
.
5
)

7
.
5

2
.
0

1
灰
黄
、
粗

砂
多
、
礫

並

内
面

-
棒

状
圧
痕

釉
掛
か
り
方
ｄ

1
6
4

2
1
0
9

T
1
7
8

丸

D
4
番
所
階
段

9
・
1
0
層
 

5
～

1
0
層

釉
褐
灰
 

光
沢

な
し

(
1
5
.
6
)

(
1
1
.
6
)

7
.
5

1
.
6

1

灰
黄
、
粗

砂
多
、
礫

少
、
白
色

粒

ミ
ガ
キ

/
内
面
棒
状

圧
痕

釉
掛
か
り
方
ｄ
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図 版
報
告

番
号

実
測

番
号

器 種

グ
リ
ッ
ド

出
土
層
位
・
遺

構
等

表 面

釉
色
 

焼
成

色
調

瓦
当

分
類

瓦
当
　
（
c
m
）

体
部
　
（
c
m
）

弧
深
 

（
c
m
）

胎
土

調
整

線
刻
・
刻
印

備
考

a
b

c
d

e
f

g
h

i
a

b
c

d
e

f
g

j

瓦
当
径
 

上
弧
幅

文
様
区
径
 

下
幅

内
区
径
 

右
周
縁

瓦
当
厚
 

左
周
縁

文
様
区

幅
文
様
区

厚
瓦
当
厚

顎
高

顎
下
部

厚
全
長

体
部
幅

玉
縁
長

玉
縁
幅

体
部
高

体
部
厚

玉
縁
高

1
6
4

2
1
1
0

T
1
3
2

丸
D
4
番
所
階
段

9
層

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

3
0
.
9

(
3
.
5
)

3
.
0

1
4
.
9

6
.
5

1
.
9

3
.
8

1
橙
、
粗
砂

多
、
礫
少
、

焼
土
塊

内
面

-
布

圧
痕

釉
掛
か
り
方
Ⅰ

c
、
体
部

中
央
に
横
に

2
個
、
下
面

か
ら
穿
孔
（
径

0
.
9
c
m
）
、

1
個
は
貫
通
し
て
い
な
い

1
6
4

2
1
1
1

T
1
1
4

平
D
4
番
所
階
段

8
層

燻
灰

(
1
8
.
2
)

(
2
4
.
8
)

1
.
8

2
.
3

A
1

灰
白
、
粗

砂
並
、
雲

母

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

1
6
5

2
1
1
2

T
2
2
2

平

D
3
・
4

番
所
階
段

に
ぶ
い
黄
褐
粘

H
2
8
の

7
層

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

2
7
.
9

2
5
.
2
5

狭
端
幅

1
6
.
5

1
.
9

2
.
4

5
Ⅰ

橙
、
灰
、

に
ぶ
い
黄

橙
、
細
砂
・

粗
砂
多

裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

被
熱
、
変
色
、
釉
が
沸
く
、

釉
掛
か
り
方
Ⅲ
 

裏
面
離
れ
砂
多
く
付
着

1
6
5

2
1
1
3

T
1
5
3

平

D
3
 
番
所
階
段
 

9
・
1
0
層

D
3
 
斜
路
南
側
法

面
 
明
赤
褐
、
褐

灰
 

D
4
 
南
北
ア
ゼ
番

所
階
段
 
1
1
層

釉

灰
黄

褐
 

光
沢

な
し

2
6
.
8

狭
端

(
1
6
.
1
5
)
 

広
端

(
2
2
.
9
)

2
.
0
5

3
.
0

1
明
赤
褐
～

橙
、
粗
砂

並
、
礫
少

下
面
ヘ
ラ

ナ
デ

釉
掛
か
り
方
Ⅲ
、
下
面
離

れ
砂
残
る

1
6
5

2
1
1
4

T
1
4
5

平

D
4
 
斜
路
 
黒
・

黄
褐
 

D
4
 
番
所
階
段
 
8

層
 

D
3
 
斜
路
南
側
法

面
 
炭
混
褐
灰
、

灰
黄
褐
、
明
黄

褐
、
灰
褐

釉
黒
褐
 

光
沢

な
し

2
8
.
7

狭
端

(
8
.
3
)
 

広
端

(
1
1
.
0
)

2
.
0

3
.
4

2
に
ぶ
い

橙
、
粗
砂

少

下
面
ヘ
ラ

ナ
デ

釉
掛
か
り
方
Ⅲ

1
6
5

2
1
1
5

T
1
5
7

平
D
3
番
所
階
段

9
層

釉
濃
紫
 

光
沢

な
し

1
8
.
0

狭
端

(
6
.
0
)
 

広
端

(
1
0
.
1
)

1
.
9

1
.
2

3
に
ぶ
い

褐
、
粗
砂

多
、
礫
少

下
面
切
り

離
し
後
未

調
整

釉
掛
か
り
方
Ⅲ
、
下
面
離

れ
砂
残
る

1
6
6

2
1
1
6

T
1
4
6

平

D
4
 
番
所
階
段
 

9
・
1
0
層
 

D
2
 
櫓
南
№

1
西
 

釉
濃
紫
 

光
沢

な
し

2
9
.
7

狭
端

(
2
2
.
3
)
 

広
端

(
4
.
8
)

2
.
1

2
.
4

2
橙
、
粗
砂

多

下
面
切
り

離
し
後
未

調
整

釉
掛
か
り
方
Ⅲ

1
6
6

2
1
1
7

T
1
7
6

平
D
4
番
所
階
段

8
・
9
・
1
0
層

釉

に
ぶ

い
褐
 

光
沢

な
し

2
7
.
3

狭
端

(
1
0
.
7
)
 

広
端

2
3
.
2

1
.
9

3
.
9

1
橙
、
細
砂
・

粗
砂
多
、

礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

釉
掛
か
り
方
Ⅲ

1
6
6

2
1
1
8

T
1
5
2

平

D
3
 
南
側
法
面
上

方
 
褐
灰
 

D
4
 
番
所
階
段
 
8

層

釉

灰
褐

～
黒

褐
 

光
沢

な
し

2
7
.
0

狭
端

2
2
.
8
 

広
端

(
9
.
5
)

1
.
8
5

3
.
6
5

1
橙
、
粗
砂

並
、
礫
少

下
面
ヘ
ラ

ナ
デ

釉
掛
か
り
方
Ⅲ
、
下
面
離

れ
砂
残
る

1
6
6

2
1
1
9

T
1
8
2

面 戸 付 桟

D
3
・
4

番
所
階
段

に
ぶ
い
黄
褐
粘

H
2
8
の

7
層

燻
灰

(
1
6
.
8
)

(
1
1
.
6
)

2
.
3

桟
部

(
4
.
8
)
 

平
部

(
4
.
7
)

C
1

外
側
灰
白

内
側
灰
の

サ
ン
ド
、

粗
砂
少

孔
1
個
残
（
径

0
.
8
c
m
）

1
6
7

2
1
2
0

T
1
9
5

桟

D
4
番
所
階
段

8
・
9

段
付
近
 
B
・
C

層
間
炭
層
 

S
B
I
間
 
炭
層
の

上
層

燻
灰

3
1
.
9
5

3
1
.
2

平
部
切

込
長
　

4
.
6

平
部
切

込
幅
　

4
.
4

2
.
0
5

桟
部
切

込
長
　

5
.
1
5
 

桟
部
切

込
幅
　

5
.
0

桟
部

4
.
3
 

平
部

4
.
1

A
2

灰
白

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
面
に
刻
印
「
L
」

1
6
7

2
1
2
1

T
1
7
7

桟
D
3
・
4

番
所
階
段

9
・
1
0
層

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

(
2
6
.
4
)

(
2
0
.
5
)

1
.
8

平
部

2
.
8

1
に
ぶ
い
黄

橙
、
粗
砂

並
、
礫
多

釉
掛
か
り
方
Ⅴ

1
6
7

2
1
2
2

T
1
8
0

桟
D
3
・
4

番
所
階
段

8
・
9
・
1
0
層

釉

暗
赤

灰
 

光
沢

あ
り

3
0
.
2

(
3
1
.
3
)

1
.
9

桟
部
切

込
長

3
.
9
 

桟
部
切

込
幅

3
.
7

桟
部

2
.
5
 

平
部

3
.
9

1
橙
、
粗
砂

並
、
礫
ア

リ

裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

釉
掛
か
り
方
Ⅲ
 

尻
部
に
上
面
か
ら
穿
孔

1
個
（
径

0
.
9
c
m
）
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図 版
報
告

番
号

実
測

番
号

器 種

グ
リ
ッ
ド

出
土
層
位
・
遺

構
等

表 面

釉
色
 

焼
成

色
調

瓦
当

分
類

瓦
当
　
（
c
m
）

体
部
　
（
c
m
）

弧
深
 

（
c
m
）

胎
土

調
整

線
刻
・
刻
印

備
考

a
b

c
d

e
f

g
h

i
a

b
c

d
e

f
g

j

瓦
当
径
 

上
弧
幅

文
様
区
径
 

下
幅

内
区
径
 

右
周
縁

瓦
当
厚
 

左
周
縁

文
様
区

幅
文
様
区

厚
瓦
当
厚

顎
高

顎
下
部

厚
全
長

体
部
幅

玉
縁
長

玉
縁
幅

体
部
高

体
部
厚

玉
縁
高

1
6
8

2
1
2
3

T
2
2
9

谷 筋 違
(

左
)

D
3
・
4

番
所
階
段

に
ぶ
い
黄
褐
粘

H
2
8
の

7
層

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

(
1
3
.
3
)

(
1
5
.
1
)

1
.
6

2
.
1

5
Ⅱ

褐
、
細
砂

多
、
礫
少
、

空
隙
多

全
面
施
釉
、
上
面
か
ら
穿

孔
1
個
（
径

0
.
9
c
m
）

1
6
8

2
1
2
4

T
1
4
7

袖
D
4
番
所
階
段

8
～

1
0
層

釉

暗
赤

褐
 

光
沢

あ
り

(
2
3
.
2
)

広
端

(
2
5
.
2
)

8
.
7

2
.
3

1
明
赤
褐
、

礫
並
、
粗

砂
多

下
面
ヘ
ラ

ナ
デ

袖
部

5
.
8
～

8
.
7
㎝
、
釉

掛
か
り
方
Ⅲ
か
、
被
熱

1
6
8

2
1
2
5

T
2
2
0

棟

D
3
・
4

番
所
階
段

に
ぶ
い
黄
褐
粘

H
2
8
の

7
層

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

2
6
.
3

2
3
.
0

1
.
7

3
.
9

1

に
ぶ
い

橙
、
細
砂

多
、
粗
砂

少

裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

釉
掛
か
り
方
Ⅲ
 

中
央
に
上
面
か
ら
穿
孔
し

て
い
る
が
、
貫
通
せ
ず
（
径

0
.
8
c
m
）

1
6
8

2
1
2
6

T
1
4
2

棟

D
4
 
番
所
階
段
 

9
・
1
0
・
1
6
・
1
7

層
 

D
3
・
D
4
 
南
側
法

面
 
明
黄
褐

釉
濃
紫
 

光
沢

な
し

(
2
5
.
2
)

2
5
.
8

2
.
1

5
.
0

3

灰
・
褐
、

細
砂
・
粗

砂
多
、
礫

少

下
面
切
り

離
し
後
未

調
整

釉
掛
か
り
方
Ⅰ
、
上
面
中

央
に
突
帯
、
上
面
か
ら
穿

孔
2
個
（
径

0
.
8
5
c
m
）

1
6
9

2
1
2
7

T
1
4
1

棟

D
4
斜
路
南
側
法
面
 

砂
利
層
 

斜
路
 
黒
・
黄
褐
 

番
所
階
段

8
層

釉
黒
褐
 

光
沢

な
し

2
5
.
5

(
1
6
.
7
)

2
.
0

3

に
ぶ
い

橙
、
細
砂
・

粗
砂
多
、

礫
少

下
面
ヘ
ラ

ナ
デ

上
面
に
櫛
描
き

釉
掛
か
り
方
Ⅰ
、
上
面

か
ら
？
穿
孔

1
個
（
径

0
.
8
c
m
）
、
被
熱

1
6
9

2
1
2
8

T
2
1
7

熨 斗

D
3
・
4

番
所
階
段

黄
褐
粘

釉

極
暗

赤
褐
 

光
沢

あ
り

2
4
.
4

1
5
.
8

1
.
8

1
橙
、
細
砂

並
、
粗
砂

少

裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

釉
掛
か
り
方
Ⅱ
 

上
面
か
ら
穿
孔

1
個
（
径

1
.
0
c
m
）

側
面
に
刻
印

1
6
9

2
1
2
9

T
1
4
0

熨 斗

D
3
・
4

番
所
階
段

8
層

釉
濃
紫
 

光
沢

な
し

2
5
.
5

1
2
.
8

2
.
1

1
橙
、
細
砂
・

粗
砂
多
、

礫
少

下
面
ヘ
ラ

ナ
デ

「
〇
〇
」

釉
掛
か
り
方
Ⅰ
、
上
面
か

ら
穿
孔

1
個
（
径

1
.
0
c
m
）

1
6
9

2
1
3
0

T
1
9
7

腰
D
3
・
4

番
所
階
段

灰
黄
褐
粘

燻
灰
白

～
暗

灰
2
8
.
9

2
8
.
7

2
.
2

A
1

灰
白
～

灰
、
粗
砂

並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

側
辺
中
央
凹
み

A

1
7
0

2
1
3
1

T
2
1
0

腰

D
3
・
4

番
所
階
段
ト
レ

ン
チ
 
B
層
 

番
所
階
段

灰
黄
褐
粘

燻
灰
～

暗
灰

2
9
.
3

(
2
5
.
0
)

2
.
1

A
1

灰
、
粗
砂

多

ミ
ガ
キ
が

と
れ
て
荒

れ
た
面
に

な
っ
て
い

る
/
裏
面

切
り
離
し

後
ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

A
 

裏
面
も
使
用

1
7
0

2
1
3
2

T
2
0
9

腰

D
3
・
4

番
所
階
段

灰
黄
褐
粘
 

に
ぶ
い
黄
褐
粘

　
H
2
8
の

7
層

燻
灰
白

～
灰

(
2
8
.
1
)

3
0
.
5

2
.
2

A
1

灰
白
、
礫

並
、
粗
砂

並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

側
辺
中
央
凹
み

A

1
7
0

2
1
3
3

T
1
9
2

腰

D
3
・
5

番
所
階
段

灰
黄
褐
粘
 

に
ぶ
い
黄
褐
粘

　
H
2
8
の

7
層

燻
灰
～

暗
灰

2
8
.
5

(
1
7
.
5
)

2
.
2

A
1

灰
、
粗
砂

並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

側
辺
中
央
凹
み

A
　
当
初

か
ら
だ
い
た
い
半
分
に
割

っ
て
使
用
し
て
い
る
も
よ

う

1
7
1

2
1
3
4

T
1
1
5

腰
D
4
番
所
階
段

9
・
1
0
層

燻
灰

3
0
.
2

(
1
7
.
2
)

2
.
5

A
1

灰
白
、
粗

砂
多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

A

1
7
1

2
1
3
5

T
2
0
6

腰

D
4
番
所
階
段
南
北

ア
ゼ

A
層

燻
灰
白

～
灰

3
0
.
3

(
1
4
.
8
)

2
.
2

A
1

灰
白
、
粗

砂
並

ミ
ガ
キ
か

/
裏
面
切

り
離
し
後

ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

A

1
7
1

2
1
3
6

T
2
1
4

腰

D
4
 
番
所
階
段
 

に
ぶ
い
黄
褐
　

H
2
8
の

7
層
 

D
4
 
番
所
階
段
南

北
ア
ゼ
 
A
層
 

D
3
･
4
 
番
所
階
段
 

A
層

燻
灰
白

～
暗

灰
2
8
.
2

1
3
.
7

2
.
1

A
2

灰
白
、
粗

砂
並
、
礫

少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

裏
面
ヘ
ラ
描
き
、
櫛
描
き

（
5
条
）
有

側
辺
中
央
凹
み

B
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図 版
報
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番
号

実
測

番
号

器 種

グ
リ
ッ
ド

出
土
層
位
・
遺

構
等

表 面

釉
色
 

焼
成

色
調

瓦
当

分
類

瓦
当
　
（
c
m
）

体
部
　
（
c
m
）

弧
深
 

（
c
m
）

胎
土

調
整

線
刻
・
刻
印

備
考

a
b

c
d

e
f

g
h

i
a

b
c

d
e

f
g

j

瓦
当
径
 

上
弧
幅

文
様
区
径
 

下
幅

内
区
径
 

右
周
縁

瓦
当
厚
 

左
周
縁

文
様
区

幅
文
様
区

厚
瓦
当
厚

顎
高

顎
下
部

厚
全
長

体
部
幅

玉
縁
長

玉
縁
幅

体
部
高

体
部
厚

玉
縁
高

1
7
1

2
1
3
7

T
2
1
2

腰

D
3
・
4

番
所
階
段
東
西

ア
ゼ

B
層

燻

灰
白

～
オ

リ
ー

ブ
灰

(
2
2
.
6
)

(
1
6
.
6
)

2
.
2

A
2

灰
白
、
礫

少
、
粗
砂

並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ナ

デ
か

裏
面
ヘ
ラ
状
具
に
よ
る
線

刻
有

側
辺
中
央
凹
み

B

1
7
2

2
1
3
8

T
1
8
9

腰
D
3
番
所
階
段

灰
黄
褐
粘

燻
灰
～

暗
灰

2
8
.
9

2
8
.
4

2
.
2

A
1

灰
、
礫
少

し
含
、
粗

砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

側
面
に
刻
印
「
〇
」

側
辺
中
央
凹
み

C

1
7
2

2
1
3
9

T
1
0
3

腰
D
4
番
所
階
段

8
層

燻
暗
灰

2
9
.
3

2
8
.
7

2
.
1
5

A
1

灰
、
粗
砂

多
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

C

1
7
2

2
1
4
0

T
1
9
0

腰
D
3
・
4

番
所
階
段

灰
黄
褐
粘

燻
灰
～

暗
灰

2
8
.
8

2
8
.
9

2
.
2

A
1

灰
白
、
礫

少
し
含
、

粗
砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

側
辺
中
央
凹
み

C

1
7
3

2
1
4
1

T
2
0
1

腰
D
3
・
4

番
所
階
段

灰
黄
褐
粘

燻
灰
白

～
暗

灰
(
2
0
.
5
)

(
2
0
.
3
)

2
.
1

A
1

灰
布
目
痕

/
裏
面
未
調

整
？

側
面
に
刻
印
「
〇
堺
」

側
辺
中
央
凹
み

C

1
7
3

2
1
4
2

T
1
3
0

腰
D
3
・
4

番
所
階
段

8
～

1
0
層

燻
灰
～

灰
白

(
2
7
.
1
)

(
2
4
.
6
)

2
.
4

A
1

灰
、
礫
多
、

粗
砂
多

刷
毛
状
具

に
よ
る
ナ

デ
？
（
布

圧
痕
？
）

/
ヘ
ラ
ナ

デ

側
辺
中
央
凹
み

C

1
7
3

2
1
4
3

T
1
7
3

腰
D
4
番
所
階
段

9
・
1
0
層

燻
暗
灰

～
灰

1
5
.
6

2
2
.
3

2
.
2

A
1

灰
白
、
粗

砂
並
、
礫

少
ヘ
ラ
ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

C
、
表
面

に
コ
ビ
キ

B
痕
？
残
る

1
7
3

2
1
4
4

T
1
0
6

腰
D
3
番
所
階
段

8
層

燻
灰
～

灰
白

2
6
.
6

2
6
.
2

2
.
2

A
1

灰
、
細
砂
・

粗
砂
並
、

礫
少
、
雲

母
含
む

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

D

1
7
4

2
1
4
5

T
2
0
5

腰
D
3
・
4

番
所
階
段

灰
黄
褐
粘

燻
灰

(
1
8
.
4
)

(
1
6
.
3
)

2
.
0

A
2

灰
白
、
粗

砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

表
面
に
墨
書
？
「
〇
」
 

側
面
に
刻
印
？
「
〇
？
」

側
辺
中
央
凹
み

D
 

焼
成
時
に
表
面
側
か
ら
切

れ
目
を
入
れ
て
い
る

1
7
4

2
1
4
6

T
1
1
6

腰

D
3
番
所
階
段
 
1
1

層
 

1
ト
レ
ン
チ
 

黄
灰
粘
シ
ル
ト

（
褐
混
）

燻
黒
～

暗
灰

2
7
.
9

2
8
.
2

2
.
0

A
1

灰
白
、
粗

砂
多
、
礫

少
、
海
綿

骨
針

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

側
辺
中
央
凹
み

D

1
7
4

2
1
4
7

T
1
9
1

腰

D
3
・
4

番
所
階
段
南
北

ア
ゼ
、
番
所
階

段
 
B
層
 

番
所
階
段
 

灰
黄
褐
粘

燻
灰
～

暗
灰

2
7
.
4

2
7
.
6

2
.
0

A
1

灰
白
、
礫

少
し
含
、

粗
砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

D

1
7
4

2
1
4
8

T
1
9
8

腰

D
3
・
4

番
所
階
段
東
西

ア
ゼ
、
番
所
階

段 B
層

燻
灰
白

～
暗

灰
2
2
.
0

2
6
.
9

2
.
0

A
2

灰
白
～

灰
、
礫
少

含
む
、
粗

砂
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

側
辺
中
央
凹
み

D

1
7
5

2
1
4
9

T
1
7
2

腰

D
4
番
所
階
段

1
ト

レ
ン
チ
 
5
～

1
0

層 黄
灰
粘
シ
ル
ト

(
褐
色
土
混

)

燻
暗
灰

～
灰

2
7
.
4

(
1
9
.
2
)

1
.
9

A
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

並
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

D

1
7
5

2
1
5
0

T
2
0
7

腰

D
4
番
所
階
段

8
・
9

段 B
・
C
層

燻
暗
灰

2
8
.
2

1
6
.
7

2
.
1

A
2

浅
黄
、
粗

砂
並

ミ
ガ
キ
か

/
裏
面
切

り
離
し
後

ナ
デ
か

側
辺
中
央
凹
み

D
 

側
面
に
離
れ
砂
付
着

第 43 表　鼠多門調査区出土遺物　瓦 10
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図 版
報
告

番
号

実
測

番
号

器 種

グ
リ
ッ
ド

出
土
層
位
・
遺

構
等

表 面

釉
色
 

焼
成

色
調

瓦
当

分
類

瓦
当
　
（
c
m
）

体
部
　
（
c
m
）

弧
深
 

（
c
m
）

胎
土

調
整

線
刻
・
刻
印

備
考

a
b

c
d

e
f

g
h

i
a

b
c

d
e

f
g

j

瓦
当
径
 

上
弧
幅

文
様
区
径
 

下
幅

内
区
径
 

右
周
縁

瓦
当
厚
 

左
周
縁

文
様
区

幅
文
様
区

厚
瓦
当
厚

顎
高

顎
下
部

厚
全
長

体
部
幅

玉
縁
長

玉
縁
幅

体
部
高

体
部
厚

玉
縁
高

1
7
5

2
1
5
1

T
1
2
7

隅 腰

D
3
番
所
階
段
　
埋

土 9
層

燻
黒
灰

(
2
0
.
1
)

(
1
7
.
1
)

2
.
2
/

(
2
.
4
)

A
2

灰
白
、
粗

砂
・
礫
含

む
、
雲
母

か

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

接
合
部
の
櫛
目
残
る

1
7
5

2
1
5
2

T
2
0
4

隅 腰

D
4
番
所
階
段

8
・
9

段 B
層
、
B
・
C
間

炭
層

燻
灰
白

～
暗

灰
2
7
.
7

1
7
.
0

(
5
.
6
)

A
1

灰
白
、
灰

黄

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ナ
デ

か

側
辺
中
央
凹
み

D
 

長
辺
の
み
凹
み
が
あ
り
短

辺
に
は
な
い
、
砂
付
着
重

焼
時
の
離
れ
砂
か

1
7
5

2
1
5
3

T
1
2
1

隅 腰

D
3
番
所
階
段
埋
土

層
不
明

燻
暗
灰

～
灰

2
7
.
8

(
1
4
.
9
)

1
.
8
/

(
2
.
1
5
)

A
1

灰
、
粗
砂

礫
含
む

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整

側
辺
中
央
凹
み

D
（
長
辺

の
み
に
あ
り
）
、
接
合
部

の
櫛
目
残
る

1
7
6

2
1
5
4

T
2
2
7

輪 違

D
3
・
4

番
所
階
段

灰
黄
褐
粘

釉
濃
紫
 

光
沢

な
し

1
3
.
5

1
5
.
0

6
.
5

2
.
1

3
橙
、
細
砂
・

粗
砂
多
、

黒
色
粒
多

内
面

-
刺

縫
痕

外
面
の
み
施
釉

1
7
6

2
1
5
5

T
1
3
6

輪 違

D
3
 
斜
路
南
側
法

面
 
明
黄
褐
 

D
4
 
番
所
階
段

9
・
1
0
層

釉

に
ぶ

い
赤

褐
光

沢
な

し

1
4
.
0

狭
端

1
4
.
4
 

広
端

1
4
.
6

7
.
3

2
.
1

7
.
1

3
橙
、
粗
砂

多
、
礫
少
、

黒
色
粒
多

内
面

-
布

圧
痕

外
面
の
み
施
釉
、
被
熱

1
7
6

2
1
5
6

T
1
3
7

輪 違

D
3
 
斜
路
南
側
法

面
 
明
黄
褐
 

D
3
 
北
ア
ゼ

番
所
階
段
 
8
層
 

D
4
 
番
所
階
段

8
層

釉
濃
紫
 

光
沢

な
し

1
2
.
9

狭
端

1
4
.
9
 

広
端

1
5
.
0

6
.
5

2
.
1

6
.
6

3

明
褐
、
粗

砂
多
、
礫

少
、
黒
色

粒
多

内
面

-
布

圧
痕
、
刺

縫
痕

外
面
の
み
施
釉

1
7
6

2
1
5
7

T
2
1
8

面 戸

D
3
・
4

番
所
階
段

に
ぶ
い
黄
褐
粘

H
2
8
の

7
層

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

5
.
6

1
6
.
1

2
.
0

橙
、
細
砂

多
、
粗
砂

少

裏
面
施
釉
な
し
、
釉
縮
れ

る
 

孔
2
個
（
径

0
.
6
c
m
）

1
7
7

2
1
5
8

T
2
6
2

丸
D
3
番
所
遺
物
取
上

F
2
下

燻
灰

3
0
.
9

1
6
.
0

4
.
6

1
2
.
7

7
.
9

2
.
3

4
.
6

A
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

並

ミ
ガ
キ

/
内
面
布
圧

痕
、
刺
縫

痕
、
コ
ビ

キ
B

正
面
に
焼
台
付
着

1
7
7

2
1
5
9

T
2
6
3

丸
D
3
番
所
遺
物
取
上

F
2

燻
灰
～

暗
灰

(
2
6
.
3
)

1
7
.
1

8
.
2

2
.
2

A
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

並
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
内
面
布
圧

痕
、
刺
縫

痕
、
コ
ビ

キ
B

1
7
7

2
1
6
0

T
2
7
7

丸
D
3
番
所
遺
物
取
上

F
燻

灰
～

暗
灰

(
2
1
.
0
)

(
1
1
.
4
)

7
.
5

1
.
9

A
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

並
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
内
面
布
圧

痕
、
刺
縫

痕
、
コ
ビ

キ
B

1
7
8

2
1
6
1

T
2
6
7

平
E
3
番
所
南
辺
外

近
代
整
地
土

釉
黒
褐
 

光
沢

な
し

2
8
.
1

狭
端

2
2
.
1
 

広
端

(
1
8
.
3
)

2
.
2

2
.
8

1
に
ぶ
い

橙
、
粗
砂

多
、
礫
多

下
面
ヘ
ラ

ナ
デ

釉
掛
か
り
方
Ⅲ

1
7
8

2
1
6
2

T
2
6
8

平
E
3
番
所
遺
物
取
上

B
3

釉
黒
褐
 

光
沢

な
し

2
6
.
8

狭
端

(
2
2
.
7
)
 

広
端

2
3
.
4

1
.
8

2
.
7

1

明
赤
褐
、

細
砂
・
粗

砂
並
、
緻

密

下
面
ヘ
ラ

ナ
デ

釉
掛
か
り
方
Ⅲ

1
7
8

2
1
6
3

T
2
7
0

平

D
3
番
所
遺
物
取
上

C
1
 

番
所
西
辺
外
セ

ク
シ
ョ
ン
 
炭
混

灰
褐

釉
黒
褐
 

光
沢

な
し

2
9
.
2

狭
端

(
1
4
.
3
)
 

広
端

(
1
4
.
7
)

2
.
0

2
.
2

橙
、
粗
砂

多
、
礫
少

下
面
ヘ
ラ

ナ
デ

釉
掛
か
り
方
Ⅲ

1
7
9

2
1
6
4

T
2
6
9

谷 桟

D
3
番
所
西
辺
外

炭
混
灰
褐

釉
濃
紫
 

光
沢

あ
り

(
2
3
.
3
)

(
1
9
.
4
)

1
.
9

桟
部
切

込
長
　

5
.
1
 

桟
部
切

込
幅
　

5
.
0

桟
部

5
.
1
 

平
部

5
.
2
5

5
Ⅰ

に
ぶ
い
黄

橙
、
細
砂
・

粗
砂
多
、

礫
並

下
面
ヘ
ラ

ナ
デ

釉
掛
か
り
方
Ⅲ

第 44 表　鼠多門調査区出土遺物　瓦 11
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図 版
報
告

番
号

実
測

番
号

器 種

グ
リ
ッ
ド

出
土
層
位
・
遺

構
等

表 面

釉
色
 

焼
成

色
調

瓦
当

分
類

瓦
当
　
（
c
m
）

体
部
　
（
c
m
）

弧
深
 

（
c
m
）

胎
土

調
整

線
刻
・
刻
印

備
考

a
b

c
d

e
f

g
h

i
a

b
c

d
e

f
g

j

瓦
当
径
 

上
弧
幅

文
様
区
径
 

下
幅

内
区
径
 

右
周
縁

瓦
当
厚
 

左
周
縁

文
様
区

幅
文
様
区

厚
瓦
当
厚

顎
高

顎
下
部

厚
全
長

体
部
幅

玉
縁
長

玉
縁
幅

体
部
高

体
部
厚

玉
縁
高

1
7
9

2
1
6
5

T
2
4
8

腰
D
4
番
所
遺
物
取
上

G
燻

灰
白

～
暗

灰
2
9
.
3

2
9
.
5

2
.
1

A
2

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

並
、
礫
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
ナ

デ
か

側
面
に
「
〇
堺
」

側
辺
中
央
凹
み

C

1
7
9

2
1
6
6

T
2
6
0

隅 腰

D
4
番
所
遺
物
取
上

G
燻

灰
～

暗
灰

「
2
8
.
0
」

1
4
.
0

2
.
1

A
2

灰
黄
、
細

砂
・
粗
砂

多
、
礫
並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

側
辺
中
央
凹
み

B

1
7
9

2
1
6
7

T
2
3
6

隅 腰

D
4
番
所
遺
物
取
上

G
燻

灰
～

暗
灰

2
6
.
6

(
1
3
.
5
)

2
.
1

A
2

灰
黄
、
粗

砂
多
、
礫

少
ミ
ガ
キ

裏
面
に
墨
書
「
〇
」

側
辺
中
央
凹
み

D
 

表
面
に
キ
ラ
粉
付
着
、
焼

成
後
割
っ
て
使
用
、
曲
が

り
角
部
分
に
側
辺
中
央
凹

み
が
残
っ
て
い
る

1
8
0

2
1
6
8

T
2
7
9

隅 腰

D
3
番
所
西
辺
外

灰
褐

燻
灰
～

暗
灰

2
7
.
7

(
1
5
.
0
)

(
2
.
7
)

2
.
1

A
2

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

並

ミ
ガ
キ

/
裏
面
切
り

離
し
後
未

調
整
か

接
合
部
に
櫛
状
工
具
に
よ

る
刺
突
痕
残
る

1
8
0

2
1
6
9

T
2
7
4

輪 違
D
3
 
番
所
中
 

D
4
 
近
代
整
地
土

釉
黒
褐
 

光
沢

な
し

(
1
4
.
3
)

(
9
.
7
)

6
.
4

2
.
1

3
橙
、
粗
砂

多
、
礫
少

内
面
布
圧

痕
？

1
8
0

2
1
7
0

T
0
0
6

腰
E
2
近
代
整
地
土

燻
暗
灰

～
灰

(
1
5
.
7
)

2
7

2
.
1
5

1
.
9
5

A
1

灰
白
、
細

砂
・
粗
砂

多

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ヘ
ラ

ナ
デ

側
辺
中
央
凹
み

D
（
浅
い
）
 

両
面
に
幅

1
c
m
程
度
、
白

く
色
が
抜
け
て
い
る
部
分

が
あ
る

1
8
0

2
1
7
1

T
1
3
3

丸
不
明

釉
黒
褐
 

光
沢

あ
り

3
0
.
2

(
1
2
.
1
)

3
.
1

1
3
.
8

6
.
9

1
.
7

3
.
8

5
Ⅰ

橙
、
粗
砂

多
、
礫
少
、

焼
土
塊

内
面

-
布

圧
痕
、
刺

縫
痕
、
棒

状
圧
痕

釉
掛
か
り
方
Ⅰ

b
、
体
部

中
央
に
横
に

2
個
、
下
面

か
ら
穿
孔
（
径

0
.
7
c
m
）

1
8
1

2
1
7
2

T
0
0
2

鬼

D
3
　
斜
路

南
北
ア
ゼ
 
 
炭

混
褐
灰
、
褐
灰

斜
路
 

南
北
ア
ゼ
 
南
か

ら
の
埋
土

燻
暗
灰

(
2
3
.
5
)

(
2
8
.
8
)

(
1
6
.
2
)

A
2

暗
灰
、
細

砂
・
粗
砂

多
、
硬
質

緻
密

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ナ
デ

櫛
描
き
、
刺
突
文

1
8
1

2
1
7
3

T
0
1
4

鬼
D
3
斜
路

暗
褐
灰

燻
灰

(
1
4
.
8
)

(
1
0
.
9
)

(
9
.
9
)

A
2

灰
白
、
粗

砂
少
、
硬

質
緻
密

ミ
ガ
キ

左
目
、
左
鼻
部
分

1
8
1

2
1
7
4

T
0
1
6

鬼

D
3
斜
路
　
南
北
ア

ゼ
　
南
法
面

黒
灰

燻
灰

(
9
.
5
)

(
9
.
5
)

(
5
.
7
5
)

A
2

灰
白
、
粗

砂
少
、
硬

質
緻
密

ミ
ガ
キ

右
目

1
8
1

2
1
7
5

T
0
0
3

鬼

D
2
斜
路
　
南
側
ラ

イ
ン

暗
褐
灰

燻
暗
灰

(
6
.
4
5
)

(
1
5
.
9
)

(
8
.
3
5
)

A
2

灰
白
、
粗

砂
少

ミ
ガ
キ

/
裏
面
ナ
デ

上
顎
、
歯

1
8
1

2
1
7
6

T
0
1
5

鬼
D
2
石
垣
第

5
段

裏
込
め
栗
石
内

燻
灰

(
1
0
.
0
)

(
1
5
.
1
)

(
5
.
1
)

A
2

灰
白
、
粗

砂
少
、
硬

質
緻
密

ミ
ガ
キ

髭
部
分

1
8
1

2
1
7
7

T
1
6
1

鬼

C
4
 
斜
路
 

黒
褐
・
黄
褐
　

斜
め
堆
積
層
 

D
4
 
コ
ン
ク
リ
基

礎
根
固
め

燻
暗
灰

(
3
.
8
)

(
8
.
5
)

(
2
.
8
)

A
2

灰
、
灰
白
、

細
砂
・
粗

砂
少

凹
線
、
連

続
刺
突
、

内
面
ナ
デ

1
8
2

2
1
7
8

T
1
9
9

鬼

C
4
斜
路
　
縦
断
ア

ゼ
北

黒
・
黄
褐

燻
灰
白

(
1
3
.
5
)

(
1
0
.
5
)

(
5
.
5
)

B
1

灰
白

ミ
ガ
キ

1
8
2

2
1
7
9

T
0
2
0

鬼
D
2
斜
路

褐
灰
、
暗
褐
灰

燻
灰

(
1
9
.
2
)
 

(
9
.
8
5
)

(
7
.
8
)
 

(
8
.
2
)

(
5
.
4
)
 

(
8
.
3
)

A
2

灰
白
、
粗

砂
少
、
硬

質
緻
密

ミ
ガ
キ

2
片
は
接
点
な
し
、
同
一

個
体
か
ど
う
か
も
不
明
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図版 報告番号 実測番号 器種 材質 グリッド　遺構等・出土層位
最大長 
(cm)

最大幅 
(cm)

最大厚 
(cm)

重量 
(g)

備　考

183 3001 M003 鉛瓦 鉛 C3　背面柱礎石抜取撹乱内 8.04 14.5 0.15 136.1 孔 3 個

183 3002 M261 釘 銅・銅合金 D3　中央大柱 (北 )横暗渠掘方 2.2
頭 1.1 
軸 0.2

頭 0.9 
軸 0.2

2.1

183 3003 M246 鉄砲玉 鉛 C3　側壁石垣 (北 )東隅角部抜取跡 1.4 1.4 1.4 12.4

183 3004 M001 五鈷杵 銅・銅合金
C3　閉塞部　南北アゼ（石垣第 4段裏）
暗褐灰

(7.4) 2.1 2.0 32.1 蓮弁文

183 3005 M025 釘 銅・銅合金 D2　石垣第 1段　裏込め 13.4
頭 1.2 
軸 0.7

頭 1.37 
軸 0.6

24.95 貝折釘

183 3006 M224 釘 鉄 B2　鼠多門北側雨落溝内 14.8
頭 1.6 
軸 0.8

頭 1.1 
軸 0.7

26.98

183 3007 M028 釘 銅・銅合金 C2　北櫓内　近代整地土 14.3
頭 1.5 
軸 0.65

頭 2.05 
軸 0.5

27.3 貝折釘

184 3008 M022 釘 銅・銅合金 E3　SB1　北側掘方内 13.2
頭 1.4 
軸 0.75

頭 1.7 
軸 0.55

24.26 貝折釘

184 3009 M035 手違い鎹 鉄 C4　馬屋レンガ基礎 5.4 14.55 5.5 140.87 軸 1.15 × 1.15cm

184 3010 M148 水滴 銅・銅合金 C4　監獄署レンガ基礎　整地土 4.6 4.6 2.1 20.2 底面欠

184 3011 M128 煙管（吸口） 銅・銅合金 C4　レンガ基礎　斜路　黒灰 ･黄褐
(3.7) 

吸口 3.5
1.1 0.85 4.36 羅宇残る

184 3012 M228 雷管 銅・銅合金 C4　レンガ基礎　近代整地土 0.65 1.0 0.02 0.38

184 3013 M216 釘 鉄 D2　門部№３ 5.25
頭 0.45 
軸 0.3

頭 (0.4) 
軸 0.25

1.84

184 3014 M217 釘 鉄 D2　門部№３ 5.0
頭 0.5 
軸 0.35

頭 0.4 
軸 0.3

1.89

184 3015 M142 釘 鉄 D2　櫓南上面瓦溜 9.1
頭 1.3 
軸 0.55

頭 0.6 
軸 0.4

7.76 頭巻釘

184 3016 M145 釘 鉄 D2　櫓南上面瓦溜 (9.4)
頭 1.4 
軸 0.55

頭 0.8 
軸 0.5

12.30 頭巻釘

184 3017 M141 釘 鉄 D2　櫓南上面瓦溜 6.2
頭 1.3 
軸 0.6

頭 0.7 
軸 0.3

6.07 頭巻釘

185 3018 M143 釘 鉄 D2　櫓南上面瓦溜 6.3
頭 1.1 
軸 0.5

頭 0.7 
軸 0.5

4.93 頭巻釘

185 3019 M147 釘 鉄 D2　櫓南上面瓦溜 6.2
頭 1.1 
軸 0.55

頭 0.8 
軸 0.5

5.34 頭巻釘？

185 3020 M138 釘 鉄 D2　櫓南上面瓦溜 5.6
頭 1.0 
軸 0.55

頭 (0.4) 
軸 0.45

3.66 頭巻釘

185 3021 M139 釘 鉄 D2　櫓南上面瓦溜 5.4
頭 0.8 
軸 0.45

頭 0.7 
軸 0.3

2.55 頭巻釘

185 3022 M146 釘 鉄 D2　櫓南上面瓦溜 5.3
頭 0.9 
軸 0.45

頭 0.5 
軸 0.3

2.08 頭巻釘

185 3023 M140 釘 鉄 D2　櫓南上面瓦溜 5.1
頭 1.1 
軸 0.45

頭 0.5 
軸 0.4

3.13 頭巻釘

185 3024 M144 釘 鉄 D2　櫓南上面瓦溜 4.5
頭 0.9 
軸 0.45

頭 0.4 
軸 0.3

2.12 頭巻釘

185 3025 M187 薬莢 鉄 D2　櫓南上面瓦溜 (2.15) 2.6 1.9 9.3

185 3026 M163
ホック
(受け )

鉄 D2　櫓南№ 1内ピット (東半分 ) 1.4 1.0 0.18 0.48

185 3027 M164
ホック
(受け )

鉄 D2　櫓南№ 1内ピット (東半分 ) 1.4 1.1 0.17 0.51

185 3028 M165
ホック
(受け )

鉄 D2　櫓南№ 1内ピット (東半分 ) 1.4 0.9 0.15 0.46

185 3029 M039 手違い鎹 鉄 E2　二重塀　石積直上 6.1 2.0 1.9 10.0 軸 0.5 × 0.6cm

185 3030 M010 鉛瓦 鉛 C2　斜路　Aトレンチ北アゼ　暗褐灰 (5.6) (10.1) 0.2 101.73
孔 3 個、うち 1個貫通

せず

185 3031 M036 鉛瓦 鉛 C2　斜路埋土 (5.3) (7.2) 0.2 23.97
孔に釘が残る（長さ
2.36cm、軸 0.25 ×

0.3cm）

186 3032 M029 鉛瓦 鉛 D3　斜路南側　炭混褐灰 8.0 10.8 0.5 164.3

186 3033 M149 釘 銅・銅合金 C3　斜路北側法面　栗石層 12.7
頭 1.2 
軸 0.6

頭 1.8 
軸 0.5

18.96 貝折釘

186 3034 M027 釘 銅・銅合金 C2　斜路埋土　暗褐灰 13.4
頭 1.0 
軸 0.6

頭 1.4 
軸 0.55

17.99 貝折釘

186 3035 M132 釘 銅・銅合金 D4　南側法面　明黄褐 14.25
頭 1.36 
軸 0.67

頭 1.6 
軸 0.57

27.19 貝折釘

187 3036 M176 釘 銅・銅合金 D4　黄灰粘シルト (褐土混 ) 13.5
頭 1.4 
軸 0.8

頭 1.55 
軸 0.6

27.04 貝折釘

187 3037 M127 釘 銅・銅合金 C4　斜路　埋土小石層 13.4
頭 1.4 
軸 0.65

頭 1.9 
軸 0.55

28.23 貝折釘

187 3038 M033 釘 銅・銅合金 C3　斜路　黒灰 ･黄褐 3.5
頭 1.1 
軸 0.55

頭 1.0 
軸 0.35

2.5

187 3039 M034 釘 銅・銅合金 C3　斜路　黒灰 ･黄褐 3.3
頭 1.1 
軸 0.35

頭 0.9 
軸 0.4

2.2

187 3040 M188 釘 銅・銅合金 D4　南側法面　明黄褐 3.06
頭 0.83 
軸 0.29

頭 0.83 
軸 0.32

1.39

187 3041 M189 釘 銅・銅合金 D4　南側法面　明黄褐 3.34
頭 0.93 
軸 0.24

頭 0.94 
軸 0.24

1.03

187 3042 M190 釘 銅・銅合金 D4　南側法面　明黄褐 2.49
頭 0.75 
軸 0.29

頭 0.77 
軸 0.3

0.98

187 3043 M191 釘 銅・銅合金 D4　南側法面　明黄褐 3.08
頭 0.58 
軸 0.33

頭 0.45 
軸 0.325

0.96

187 3044 M192 釘 銅・銅合金 D4　南側法面　明黄褐 3.21
頭 0.69 
軸 0.33

頭 0.8 
軸 0.29

1.11

187 3045 M038 刀子の鞘
銅（内部に

鉄）
D2　斜路　Aトレンチ　暗褐灰 9.1 1.3 0.5 21.12 表面に線刻

187 3046 M237 煙管（雁首） 銅・銅合金 C4　斜路　縦断アゼ　黒 ･黄褐 4.25
火皿 1.5 
体部 1.2

2.0 5.1

187 3047 M129 煙管（雁首） 銅・銅合金 C4　黒 ･黄褐 3.6
火皿 1.3 
体部 0.95

1.7 4.37

187 3048 M126 煙管（雁首） 銅・銅合金 C3　斜路　南北アゼ　黒灰 ･黄褐 5.3
火皿 1.3 
体部 1.05

1.7 6.24
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図版 報告番号 実測番号 器種 材質 グリッド　遺構等・出土層位
最大長 
(cm)

最大幅 
(cm)

最大厚 
(cm)

重量 
(g)

備　考

187 3049 M032 煙管（吸口） 銅・銅合金 D3　斜路　南北アゼ　砂利・砂 10.35 1.2 1.25 19.7

187 3050 M158 煙管（吸口） 銅・銅合金 C3　斜路　黒 ･黄褐 5.04 1.03 1.09 4.88

187 3051 M130 煙管（吸口） 銅・銅合金 C4　斜路　埋立小石層より上 5.6 1.1 1.1 5.08

187 3052 M031 煙管（吸口） 銅・銅合金 C3　斜路　褐灰～黒灰 4.6 1.1 1.0 4.3

187 3053 M159 煙管（吸口） 銅・銅合金 C3　斜路　黒 ･黄褐 (2.52) 0.58 0.45 1.49

188 3054 M160 簪 銅・銅合金 C4　斜路　黒 ･黄褐 (10.7) 0.4 0.4 3.3 頭部耳かき状

188 3055 M002 指輪 銅・銅合金 D3　斜路　南北アゼ　黒褐 0.8 2.15 0.15 1.6

188 3056 M212 鋏 鉄 C3　斜路　黒 ･黄褐
a(12.5) 
b(3.6) 
c(4.5)

1.7 0.4
a(13.38) 
b(2.42) 
c(5.2)

188 3057 M185 飾金具か 銅・銅合金 C3　斜路　南北アゼ　黒 ･黄褐 1.6 (2.3) 0.07 1.21

188 3058 M125 留金具 銅・銅合金 C3　斜路　黒灰 ･黄褐 1.6 4.2 0.8 3.63

188 3059 M235 割ピン 銅・銅合金 C4　斜路　縦断アゼ北　黒 ･黄褐 1.55 1.6 0.1 0.4

188 3060 M161 蝶番 銅・銅合金 C4　斜路　黒 ･黄褐 3.5 0.6 0.3 1.4 釘穴 3個

188 3061 M162
箪笥の把手

か
鉛 C4　斜路　黒 ･黄褐 4.4 1.2 0.6 11.3

188 3062 M150 留金具 銅・銅合金 C3　斜路　黒 ･黄褐 1.1 1.2 0.6 2.3

188 3063 M239 留金具 銅・銅合金 C4　斜路　縦断アゼ　黒 ･黄褐 1.05 1.05 0.6 1.5 僅かに厚みが違う

188 3064 M229 不明 銅・銅合金 C4　斜路　黒 ･黄褐 3.4 1.5 0.24 1.94

188 3065 M019 薬莢 銅・銅合金 C2　斜路側壁石垣前面埋土　濁暗灰 3.9 2.2 2.2 8.13 紙巻

188 3066 M213 薬莢 銅・銅合金 C3　斜路　床面検出 (12.5) 2.0 2.0 6.03

188 3067 M214 薬莢 銅・銅合金 C3　斜路　床面検出 (1.05) 1.9 1.85 5.22

188 3068 M215 薬莢 銅・銅合金 C3　斜路　床面検出 (1.1) 2.0 1.8 4.29

188 3069 M024 薬莢 銅・銅合金 D2　斜路　埋土（黒灰） 0.85 1.64 1.64 4.83

189 3070 M218 手違い鎹 鉄 D3　側壁石垣 (南 )横路面上 4.7 16.4 4.5 105.84 体部 1.35 × 0.75cm

189 3071 M030 銃弾素材か 鉛 D3　斜路南側　炭混褐灰 3.5 3.5 1.05 69.4

189 3072 M037 碗形　鉄滓 鉄 C3　斜路　黒灰 ･黄褐 (6.7) 8.2 4.1 217.9

189 3073 M244 加工銅板 銅・銅合金 C4　斜路　黒・黄褐 8.9 3.8 0.7 12.9

189 3074 M219 不明 鉄 D3　斜路　南側法面石周辺 27.2 5.7 5.6 866.47
錆のない側 3.6 ×
3.7cm、体部断面径

2.1cm の円形

190 3075 M233 加工銅板 銅・銅合金 C4　路面直上　黒 ･黄褐 5.8 2.15 0.05 ～ 0.08 5.6

190 3076 M223 不明 鉄 D4　斜路　黒 ･黄褐 26.6 5.6 5.0 763.08

190 3077 M020 飾金具か 銅・銅合金
D3　閉塞部　南北アゼ　南側法面
炭混褐灰

2.9 4.15 0.15 3.2

190 3078 M271 鉛瓦 鉛 E3　番所西辺外石組溝内 3.6 9.8 0.35 53.8 釘穴 2個

190 3079 M263
ペンダント

か
銅・銅合金 D3　番所西辺外石組溝内　炭混灰褐 2.9 2.2 1.2 4.4

中に何か入っているよ
うだが、錆で開かない

190 3080 M266 不明 銅・銅合金 D3　番所西辺外石組溝内　灰褐 2.0 1.2 0.3 0.4

190 3081 M262 鉄砲玉 鉛 D3　番所北西側落込み 1.5 1.5 1.55 19.1 型の痕残る

190 3082 M240 鉛瓦 鉛 D3・4　番所階段　にぶい黄褐粘 4.2 (9.7) 0.15 36.0 軒平瓦

191 3083 M136 鉛瓦 鉛 D4　番所階段　8層 4.6 (11.3) 0.2 55.13 軒平瓦、釘穴 2個

191 3084 M220 鉛瓦 鉛 D4　番所階段　8層 3.2 8.35 0.25 42.18 方形の釘穴 1 個あり

191 3085 M255 鉛板 鉛 D4　番所階段 SB1 間　B層 2.2 (23.5) 0.2 50.3 製品か不明、素材かも

191 3086 M241 鉛板 鉛
D3・4　番所階段　にぶい黄褐粘
H28 の 7 層

(7.6) (4.05) 0.13 38
釘穴あり、鉄釘 1個残

る

192 3087 M177 釘 銅・銅合金 D4　番所階段　11 層 13.1
頭 1.4 
軸 0.75

頭 1.8 
軸 0.55

20.79 貝折釘

192 3088 M178 釘 銅・銅合金 D4　番所階段　11 層 13.1
頭 1.3 
軸 0.8

頭 1.6 
軸 0.64

26.84 貝折釘

192 3089 M131 釘 銅・銅合金 D3　番所階段　9・10 層 13.3
頭 1.3 
軸 0.6

頭 1.45 
軸 0.45

21.1 貝折釘

192 3090 M221 釘 銅・銅合金 D3　番所階段　9・10 層 13.65
頭 1.5 
軸 0.65

頭 1.65 
軸 0.5

23.35 貝折釘

192 3091 M222 釘 銅・銅合金 D3　番所階段　9・10 層 12.95
頭 1.4 
軸 0.65

頭 1.50 
軸 0.49

23.13 貝折釘

192 3092 M134 釘 銅・銅合金 D4　南北アゼ　番所階段埋土　9・10 層 13.7
頭 1.15 
軸 0.5

頭 1.2 
軸 0.5

23.0 貝折釘

193 3093 M180 釘 銅・銅合金 D4　番所階段　8層 14.6
頭 1.5 
軸 0.8

頭 (0.9) 
軸 0.55

28.43 貝折釘

193 3094 M137 釘 銅・銅合金 D5　番所階段　8層 14.0
頭 1.3 
軸 0.65

頭 1.7 
軸 0.55

24.1 貝折釘

193 3095 M135 釘 銅・銅合金 D5　南北アゼ　番所階段埋土　7・8層 14.25
頭 1.55 
軸 0.6

頭 1.5 
軸 0.5

26.7 貝折釘

193 3096 M243 釘 銅・銅合金
D3・4　番所階段　にぶい黄褐粘
H28 の 7 層

14.1
頭 1.4 
軸 0.65

頭 1.85 
軸 0.7

31.3 貝折釘

193 3097 M247 釘 銅・銅合金 D3・4　番所階段　灰黄褐粘 13.5
頭 1.2 
軸 0.5

頭 1.55 
軸 0.45

24.1 貝折釘

193 3098 M251 釘 銅・銅合金 D3・4　番所階段　灰黄褐粘 13.5
頭 1.48 
軸 0.6

頭 1.8 
軸 0.6

28.4 貝折釘

194 3099 M166 釘 銅・銅合金 D3　番所階段　8層 2.9
頭 0.8 
軸 0.3

頭 0.8 
軸 0.35

1.4

194 3100 M187 釘 銅・銅合金 D3　番所階段　8層 3.7
頭 0.8 
軸 0.25

頭 0.7 
軸 0.35

1.7

194 3101 M168 釘 銅・銅合金 D3　番所階段　8層 2.3
頭 0.9 
軸 0.35

頭 0.9 
軸 0.3

1.1

194 3102 M169 釘 銅・銅合金 D3　番所階段　8層 2.0
頭 0.8 
軸 0.3

頭 0.8 
軸 0.35

0.7

194 3103 M170 釘 銅・銅合金 D3　番所階段　8層 2.2
頭 0.8 
軸 0.3

頭 0.9 
軸 0.3

1.2

194 3104 M171 釘 銅・銅合金 D3　番所階段　8層 3.4
頭 0.8 
軸 0.3

頭 0.8 
軸 0.4

1.8

194 3105 M172 釘 銅・銅合金 D3　番所階段　8層 3.4
頭 0.9 
軸 0.4

頭 0.9 
軸 0.45

1.9
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194 3106 M173 釘 銅・銅合金 D3　番所階段　8層 2.2
頭 0.6 
軸 0.25

頭 0.6 
軸 0.3

0.7

194 3107 M174 釘 銅・銅合金 D3　番所階段　8層 2.8
頭 0.6 
軸 0.35

頭 0.6 
軸 0.35

1.1

194 3108 M175 釘 銅・銅合金 D3　番所階段　8層 2.0
頭 0.9 
軸 0.3

頭 0.8 
軸 0.3

1.3

194 3109 M248 釘 銅・銅合金
D3・4　番所階段　にぶい黄褐粘
H28 の 7 層

2
頭 0.65 
軸 0.25

頭 0.6 
軸 0.25

0.7

194 3110 M249 釘 銅・銅合金
D3・4　番所階段　にぶい黄褐粘
H28 の 7 層

3.3
頭 0.7 
軸 0.25

頭 0.65 
軸 0.25

1.2

194 3111 M250 釘 銅・銅合金 D3・4　番所階段　にぶい黄褐粘 3.85
頭 0.9 
軸 0.3

頭 0.75 
軸 0.35

2.9

194 3112 M252 釘 銅・銅合金 D3・4　番所階段　灰黄褐粘 3.42
頭 0.85 
軸 0.2

頭 0.75 
軸 0.2

1.2

194 3113 M253 釘 銅・銅合金 D3・4　番所階段　灰黄褐粘 3.78
頭 0.75 
軸 0.25

頭 0.68 
軸 0.25

1.7

194 3114 M257 釘 銅・銅合金
D4　番所階段西
戸室チップ石敷直上層

4.2
頭 0.9 
軸 0.2

頭 0.95 
軸 0.2

1.6

194 3115 M256 釘 銅・銅合金
D4　番所階段西
戸室チップ石敷直上層

1.7
頭 (0.35) 
軸 0.2

頭 (0.3) 
軸 0.2

0.2

194 3116 M254 針金 銅・銅合金 D3・4　番所階段　灰黄褐粘 2.95 2.75 0.6 1.5

194 3117 M259 針金 銅・銅合金 D3・4　番所階段　灰黄褐粘 7.9 0.1 0.1 2.1

194 3118 M234 不明 銅・銅合金 D4　番所階段 8・9段　B層 3.7 2.05 0.09 8.8

194 3119 M258 不明 銅・銅合金 D4　番所階段 8・9段　B層 3.4 1.6 0.95 3.2

194 3120 M238 留具 銅・銅合金 D3・4　番所階段　C層 0.95 1.35 0.9 4.7

194 3121 M260 留具 銅・銅合金 D4　番所階段　B・C層間炭層 1.2 1.3 1.3 6.5

194 3122 M133 留具 銅・銅合金 D4　番所階段埋土　褐 (炭混 ) 1.4
頭 1.4 
軸 0.75

頭 1.4 
軸 0.65

5.96

194 3123 M179 留具 銅・銅合金 D4　番所階段　11 層 1.2 1.3 0.76 4.15

194 3124 M232 銃弾 鉛 D4　番所階段 8・9段　B層 2.75 1.45 1.45 34.7

195 3125 M242 鉄滓 鉄
D4　番所階段 8・9段付近
B・C層間炭層

12.05 14.45 4.85 524.9

195 3126 M267 釘 銅・銅合金
D3　番所西辺外　セクションベルト
炭混灰褐

12.7
頭 1.1 
軸 0.7

頭 1.9 
軸 0.45

22.0 貝折釘

195 3127 M270 釘 銅・銅合金
D3　番所西辺外　セクションベルト
炭混灰褐

2.3
頭 0.55 
軸 0.3 

木質含 1.8

頭 0.55 
軸 0.3 

木質含 0.6
1.0 木質部分残る

195 3128 M265 釘 銅・銅合金 E3　番所　遺構検出　近代埋土 12.5
頭 1.55 
軸 0.6

頭 1.75 
軸 0.45

18.3 貝折釘

195 3129 M264 銅板 銅・銅合金 櫓台石垣上面（監獄署の基礎コン部） 24.4 18.8 0.15 572.2 鋲？で留めている

196 3130 M268 釘 鉄 櫓台石垣上面 14.1
頭 1.1 
軸 0.65

頭 1.7 
軸 0.7

33.8

196 3131 M269 釘 鉄 櫓台石垣上面 15.7
頭 1.15 
軸 0.7

頭 1.7 
軸 0.6

33.3

196 3132 M049 下駄 鉄 B2　1 トレンチ　現代層 23.7 13.0 3.0 2140
鼻緒の穴 3個のうち 1
個は錆で埋まっている

196 3133 M050 蹄鉄（馬蹄） 鉄 B2　1 トレンチ　現代層 13.3 12.2 1.5 376 一部釘が残る

196 3134 M026 刃の鍔 銅・銅合金 B3　近代整地土 4.2 3.2 0.4 23.94 雲？の文様あり

196 3135 M231 煙管（吸口） 銅・銅合金 C6　遺構検出
8.6 

( 木 )(3.45)
1.3 

( 木 )0.8
1.3 

( 木 )0.75
19.5 

( 木 )0.2
羅宇残る

197 3136 M193 釘 銅・銅合金
D3　1 トレンチ
黄灰粘シルト (褐色土混 )

3.97
頭 0.88 
軸 0.38

頭 0.87 
軸 0.42

3.33

197 3137 M194 釘 銅・銅合金
D3　1 トレンチ
黄灰粘シルト (褐色土混 )

2.16
頭 0.75 
軸 0.25

頭 0.74 
軸 0.22

0.62

197 3138 M195 釘 銅・銅合金
D3　1 トレンチ
黄灰粘シルト (褐色土混 )

1.73
頭 0.57 
軸 0.29

頭 0.54 
軸 0.3

0.53

197 3139 M205 釘 銅・銅合金 D3　1 トレンチ　褐 (炭混 ) 2.5
頭 0.6 
軸 0.35

頭 0.7 
軸 0.3

1.1

197 3140 M206 釘 銅・銅合金 D3　1 トレンチ　褐 (炭混 ) 2.9
頭 0.8 
軸 0.35

頭 0.8 
軸 0.3

1.3

197 3141 M207 釘 銅・銅合金 D3　1 トレンチ　褐 (炭混 ) 4.0
頭 0.8 
軸 0.35

頭 0.8 
軸 0.3

2.02

197 3142 M196 不明 銅・銅合金
D3　1 トレンチ
黄灰粘シルト (褐色土混 )

5.30 0.35 0.1 0.67

197 3143 M197 不明 銅・銅合金
D3　1 トレンチ
黄灰粘シルト (褐色土混 )

5.81 0.3 0.1 0.71

197 3144 M198 不明 銅・銅合金
D3　1 トレンチ
黄灰粘シルト (褐色土混 )

5.4 0.35 0.1 0.78

197 3145 M199 不明 銅・銅合金
D3　1 トレンチ
黄灰粘シルト (褐色土混 )

8.1 0.35 0.15 3.30

197 3146 M201 薬莢 銅・銅合金
D3　1 トレンチ
黄灰粘シルト (褐色土混 )

(1.7) 2.1 2.0 6.0

197 3147 M202 薬莢 銅・銅合金
D3　1 トレンチ
黄灰粘シルト (褐色土混 )

(3.3) 2.5 1.9 7.3

197 3148 M203 薬莢 銅・銅合金
D3　1 トレンチ
黄灰粘シルト (褐色土混 )

(2.45) 3.05 2.1 9.1

197 3149 M208 不明 銅・銅合金 D3　1 トレンチ　褐 (炭混 ) 4.1 0.6 0.25 1.5

197 3150 M204 不明 銅・銅合金 D3　1 トレンチ　褐 (炭混 ) 1.3 1.3 0.7 3.2

197 3151 M023 不明 銅・銅合金 D2　B トレンチ　焼土層より上位層 1.45 1.03 0.22 0.53

197 3152 M018 鉄砲玉 鉛か D2　遺構検出 2.35 1.55 1.5 30.75 先端が潰れている

197 3153 M012 釘 銅・銅合金 D2　遺構検出 1.7
頭 0.49 
軸 0.2

頭 0.5 
軸 0.2

0.32

197 3154 M013 釘 銅・銅合金 D2　遺構検出 2.4
頭 0.8 
軸 0.35

頭 0.7 
軸 0.25

1.15

197 3155 M014 釘 銅・銅合金 D2　遺構検出 2.9
頭 0.9 
軸 0.3

頭 0.8 
軸 0.25

1.32

198 3156 M015 釘 銅・銅合金 D2　遺構検出 3.5
頭 1.1 
軸 0.3

頭 0.7 
軸 0.3

1.86

第 48 表　鼠多門調査区出土遺物　金属観察表３
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図版 報告番号 実測番号 器種 材質 グリッド　遺構等・出土層位
最大長 
(cm)

最大幅 
(cm)

最大厚 
(cm)

重量 
(g)

備　考

198 3157 M016 釘 銅・銅合金 D2　遺構検出 2.6
頭 0.7 
軸 0.25

頭 0.8 
軸 0.25

1.0

198 3158 M017 釘 銅・銅合金 D2　遺構検出 3.5
頭 0.8 
軸 0.25

頭 0.8 
軸 0.3

1.6

198 3159 M045 釘 銅・銅合金 E2　遺構検出 2.6
頭 0.9 
軸 0.25

頭 1.0 
軸 0.3

1.3

198 3160 M046 釘 銅・銅合金 E2　遺構検出 2.1
頭 0.5 
軸 0.2

頭 0.5 
軸 0.25

0.4

198 3161 M047 釘 銅・銅合金 E2　遺構検出 2.0
頭 0.7 
軸 0.25

頭 0.5 
軸 0.2

0.5

198 3162 M048 釘 銅・銅合金 E2　遺構検出 3.1
頭 0.8 
軸 0.3

頭 0.8 
軸 0.25

1.0

198 3163 M004 釘 鉄 D2　焼土層直上（Bトレンチより南側） 4.6
頭 1.0 
軸 0.45

頭 0.7 
軸 0.45

3.87

198 3164 M005 釘 鉄 D2　焼土層直上（Bトレンチより南側） 5.8
1.95 
軸 0.4

1.83 
軸 0.4

11.3 鉛溶着

198 3165 M006 釘 鉄 D2　焼土層直上（Bトレンチより南側） 7.65
頭 1.35 
軸 0.55

頭 0.6 
軸 0.4

6.53

198 3166 M007 釘 鉄 D2　焼土層直上（Bトレンチより南側） 9.3
頭 1.35 
軸 0.55

頭 0.81 
軸 0.35

6.0

198 3167 M008 釘 鉄 D2　焼土層直上（Bトレンチより南側） 10.9
頭 1.3 
軸 0.5

頭 1.11 
軸 0.5

11.01

198 3168 M009 釘 鉄 D2　焼土層直上（Bトレンチより南側） (12.8)
頭 1.05 
軸 0.6

頭 (1.5) 
軸 0.6

20.2 貝折釘

198 3169 M011 釘 鉄 D2　遺構検出 2.2
頭 0.55 
軸 0.2

頭 0.35 
軸 0.2

0.43 頭巻釘

198 3170 M040 釘 鉄 D2　遺構検出 5.6
頭 1.3 
軸 0.5

頭 0.6 
軸 0.4

3.5 頭巻釘

198 3171 M041 釘 鉄 D2　遺構検出 6.02
頭 0.9 
軸 0.35

頭 0.4 
軸 0.25

2.6 頭巻釘

198 3172 M042 釘 鉄 D2　遺構検出 (7.5)
頭 0.65 
軸 0.45

頭 0.9 
軸 0.4

4.84 頭巻釘

198 3173 M043 釘 鉄 D2　遺構検出 7.9
頭 1.5 
軸 0.5

頭 0.8 
軸 0.45

9.5 頭巻釘

198 3174 M044 釘 鉄 D2　遺構検出 7.85
頭 0.9 
軸 0.55

頭 0.55 
軸 0.45

6.74 頭巻釘

198 3175 M021 釘 銅・銅合金 E3　近代層（斜路以南） 13.2
頭 1.4 
軸 0.6

頭 1.7 
軸 0.5

23.36 貝折釘

図版
報告番
号

実測番
号

器種 材質
グリッド

出土層位・遺構等
計測部位（cm)

厚さ 
(cm）

重量 
（ｇ）

備考

A B C D E F

199 3176 C002 銅銭 銅・銅合金 C2　石垣 1-27　裏込め 2.44 2.42 1.96 2.01 0.64 0.63 0.1 2.55 寛永通宝

199 3177 C125 銅銭 銅・銅合金 E4　SD16 2.4 2.42 2.11 2.05 0.55 0.56 0.14 2.7 寛永通宝

199 3178 C001 硬貨 銅・銅合金
B3　馬糧庫コンクリ床面下
礫層

2.29 2.3 2.13 21.4 0.15 3.49
一銭（桐一銭銅貨）、「大

正十年」

199 3179 C005 銅銭 銅・銅合金 C4　馬屋レンガ基礎 2.17 (1.91) 1.76 0.68 0.66 0.8 1.09 寛永通宝

199 3180 C126 銅銭 銅・銅合金
D4　レンガ建物基礎Ⅴ
掘方下　焼土層

「2.5」 「2.5」 0.11 (0.5) 永楽通宝

199 3181 C110 硬貨 銅・銅合金 D4　レンガ基礎内　近代埋土 2.8 2.8 2.45 2.45 0.21 6.8 龍一銭銅貨、明治十三年

199 3182 C107 硬貨 銅・銅合金 D4　レンガ基礎内　近代埋土 2.36 2.37 2.05 2.10 0.14 4.5 10 円　昭和五十六年

199 3183 C116 銅銭 銅・銅合金 C4　コンクリ基礎内 2.42 2.42 1.99 1.99 0.60 0.61 0.11 2.8 寛永通宝

199 3184 C003 銅銭 銅・銅合金
C2　斜路　Aトレンチ南アゼ
黒灰～褐灰

21.4 21.5 17.7 17.4 6.7 6.7 0.8 1.59 寛永通宝

199 3185 C004 銅銭 銅・銅合金 C3　斜路　褐灰 23 22.8 18.7 18.3 6.2 6.1 0.1 1.53 寛永通宝

199 3186 C111 銅銭 銅・銅合金 C4　斜路　1層 2.44 2.43 2.01 1.99 0.60 0.58 0.13 3.3 寛永通宝

199 3187 C103 銅銭 銅・銅合金 C4　斜路　小石層
2.30 
2.37

2.29 
2.35

1.89 
1.89

1.84 
1.82

0.61 
0.69

0.59 
0.69

0.2 
0.10 
0.09

4.34
寛永通宝、2枚重なって

いる

199 3188 C104 銅銭 銅・銅合金 C4　斜路　黒・黄褐 2.37 2.37 1.96 1.94 0.66 0.65 0.1 1.91 寛永通宝

199 3189 C105 銅銭 銅・銅合金 C4　斜路　黒・黄褐 2.40 2.40 1.86 1.90 0.60 0.59 0.1 2.42 寛永通宝

199 3190 C112 銅銭 銅・銅合金
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

2.48 2.49 2.00 2.00 0.62 0.63 0.1 2.4 寛永通宝

199 3191 C113 銅銭 銅・銅合金
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

2.31 2.35 1.84 1.84 0.60 0.58 0.9 2.4 寛永通宝

200 3192 C118 銅銭 銅・銅合金
C4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

2.36 
最大
2.62

2.33 
最大
2.69

1.76 1.78 0.50 0.59 0.67 16.1
寛永通宝、5枚重なって

いる

200 3193 C120 銅銭 銅・銅合金
D4　斜路　縦断アゼ北
黒・黄褐

2.53 2.53 2.05 2.04 0.56 0.57 0.14 3.3 寛永通宝、文銭

200 3194 C119 銅銭 銅・銅合金 C4　番所階段 8・9段　B層 2.3 2.27 1.90 1.88 0.64 0.64 0.1 2.1 寛永通宝

200 3195 C115 銅銭 銅・銅合金 D4　番所階段南北アゼ　B層 2.3 2.3 1.89 1.90 0.65 0.65 0.08 2.0 寛永通宝

200 3196 C121 銅銭 銅・銅合金 D3　番所中央　近代整地土 2.42 2.45 1.95 1.96 0.60 0.59 0.14 2.4 寛永通宝

200 3197 C124 銅銭 銅・銅合金 D3　番所北辺　近代整地土 2.31 2.27 1.93 1.91 0.64 0.63 0.11 1.6 寛永通宝

200 3198 C122 銅銭 銅・銅合金 D3　番所西辺外　炭混灰褐 2.5 2.49 2.10 2.06 0.63 0.62 0.13 2.4 寛永通宝

200 3199 C123 銅銭 銅・銅合金 D3　番所西辺外　炭混灰褐 (2.5) (2.5) 0.15 0.9 寛永通宝、別個体

200 3200 C127 銅銭 銅・銅合金
D3　番所　遺構検出　近代埋
土

2.31 2.29 1.70 1.70 0.55 0.58 0.1 2.0 寛永通宝

200 3201 C114 銅銭 銅・銅合金
B5　土手状遺構上面
近代埋土

2.42 2.42 1.92 1.94 0.50 0.52 0.16 3.5 寛永通宝

200 3202 C102 銅銭 銅・銅合金 D3・4　近代層 2.33 2.34 1.82 1.82 0.63 0.61 0.11 2.2 寛永通宝

200 3203 C117 銅銭 銅・銅合金 B5・6　近代造成土 2.50 2.49 1.92 2.00 0.52 0.50 0.14 2.9 寛永通宝

200 3204 C106 硬貨 銅・銅合金 C5　溜桝周辺　検出面 1.89 1.9 1.70 1.70 0.14 2.3 五十銭、昭和二十三年

200 3205 C108 硬貨 ニッケル C5　溜桝東側埋設塩ビ管掘方 2.49 2.49 2.25 2.25 0.15 5.2 50 円、昭和三十一年

200 3206 C109 硬貨 銅・銅合金 B5　遺構検出 2.25 2.25 2.02 2.02 0.16 4.8 100 円、昭和 54 年

第 49 表　鼠多門調査区出土遺物　金属観察表４

第 50 表　鼠多門調査区出土遺物　金属（銭貨）観察表
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図版
報告
番号

実測
番号

器種 材質
グリッド

遺構等・出土層位
最大長 
(cm)

最大幅 
(cm)

最大厚 
(cm)

重量 
(g)

備　考

201 4001 LS003 鉢 凝灰岩 D2　石垣第 5段　裏込め栗石 (18.7) 18.3 11.2 2,600
方形・4足の鉢。底面 4足のうち 2個欠、

外面平滑、内面ツル痕残る

201 4002 LS001 鉢 凝灰岩 C2　石垣第 7段　裏込め栗石 21.2 (13.5) (15.2) 3,700
方形・4足の鉢を半分に切っているか。

外面平滑、内面ツル痕残る

201 4003 S010 茶臼 C2　石垣第 8段　裏込め (11.5) (8.5) (6.3) 806.69

201 4004 LS147 石臼 近代建物 SB01　東側掘方内 (18.6) (11.2) (10.7) 2,220

202 4005 S001 硯 高島石
D3　閉塞部南北アゼ（石垣第 4段裏）
炭混褐灰

(14.5) 6.4 1.95 277.2 近江高島硯、幅 2寸の長タイプか

202 4006 S117 硯 虎斑石 E4　土管掘方 16.9 6.2 2.4 416.9
裏面線刻「□九月十八日」か 
近江高島硯、五寸長、18C か

202 4007 S101 硯 D3　斜路埋土　黒褐・黄褐　斜め堆積層 (15.2) 7.6 2.9 627.87 再加工途中か

202 4008 S118 砥石 C5・6　近代建物基礎南側方形遺構 (7.9) 5.5 1.4 101.2 4 面使用

202 4009 S113 石筆 蝋石 D4　コンクリ基礎撹乱 2.95 0.7 0.6 2.2

203 4010 S103 硯 高島石 C3　斜路　黒・黄褐 10.8 5.8 1.5 154.59 近江高島硯、裏面線刻「上々高島石」

203 4011 S002 硯 D2　斜路南側　炭混褐灰 12.3 5.8 1.95 173 全面墨塗

203 4012 S127 硯 高島石 C4　縦断アゼ北　黒・黄褐 (3.7) 6.0 (1.2) 36.7
近江高島硯 、幅 2寸の長タイプか、被

熱により赤色化

203 4013 S123 硯 高島石 C4　斜路　縦断アゼ北　黒・黄 (3.3) 4.8 1.3 20.8
近江高島硯、幅 1寸 6分（細タイプ）、

中石クラスか

203 4014 S125 硯 高島石 C4　縦断アゼ北　黒・黄褐 (12.0) (4.2) 1.6 109.1 近江高島硯、中石クラスか

203 4015 S102 硯 C4　斜路　黒・黄褐 7.6 2.5 0.61 20.28 側面に整形時の擦痕多く残る

203 4016 S114 温石 滑石 C3　斜路　黒・黄褐 (5.7) (2.8) 1.7 42.95 擦痕多く残る

204 4017 S119 温石 滑石 C4　斜路　縦断アゼ北　黒・黄褐 (4.7) (3.7) 1.8 53.2 両面から穿孔

204 4018 S104 温石 滑石 C4　斜路　黒・黄褐 (6.6) (4.2) 1.7 59.75 擦痕多く残る

204 4019 S003 砥石 C2　斜路　褐灰 7.1 5.7 1.7 88.9

204 4020 S126 砥石 珪質頁岩 C4　斜路コンクリ基礎部 (4.65) (2.95) 0.4 8.1 鳴滝砥　中山か

204 4021 S105 砥石 C4　斜路　黄褐 7.9 5.9 1.1 60.5 裏面線刻「村」？　転用か

204 4022 S116 人形 蝋石 C4　斜路　縦断アゼ北　黒・黄褐 4.8 2.2 3.3 30.4 背中に線刻（花・渦巻）

204 4023 S008 石筆 蝋石 D2　斜路　上面 3.8 0.55 0.48 1.9

204 4024 S009 石筆 蝋石 D2　斜路埋土　上面 3.6 0.55 0.55 2.2

205 4025 S121 不明 凝灰岩 C4　斜路　路面直上　黒・黄褐 (11.8) (14.9) (8.2) 768.4 一部変色（被熱）

205 4026 S106 石鉢 凝灰岩 C2　斜路　床面直上　黒褐
口径

「40.0」
器高
(8.1)

335.1
外面ノミ痕（幅 3cm 弱の平刃か） 

内面は使用により平滑、ノミ痕残る

205 4027 S107 石鉢 凝灰岩 C4　斜路　黄褐
口径

「25.5」
器高
(9.1)

307.9
外面平刃ノミ痕 
内面は摩耗

205 4028 S112 石臼 凝灰岩 C4　斜路　黒・黄褐
口径
31.3

器高
(10.9)

2,970 一部煤付着（M17 火災時か）

205 4029 S128 不明 坪野石 C5　斜路近代路面直上 (9.1) (9.9) (6.45) 497.7

205 4030 S108 不明 凝灰岩 D3　斜路　黒・黄褐 (11.1) 4.8 4.3 180.3 棒状か

206 4031 S141 硯 D3　番所西辺外石組溝内　炭混灰褐 15.35 6.26 2.17 290
陸部に「村松平太郎所持」の線刻有 

側面に墨を塗っている

206 4032 S109 碁石（黒） D3　番所階段　6・7層 2.2 2.2 0.4 3.5

206 4033 S122 不明 凝灰岩 D4　番所階段南北アゼ　B層 18.7 16.35 8.8 1,860
外側は八角形で平滑に仕上げているが、
内側は丸く刳り込まれて、ツル痕が多く

残る

206 4034 S124 硯 高島石 D4　番所階段 SBI 間　B層 (6.1) 4.6 (0.9) 36.5
近江高島硯、細タイプ、堅石か 

裏面と両側面に傷あり、切断しようとし
たか

206 4035 S120 不明 凝灰岩 D4　番所階段東コンクリ基礎根固め (8.3) (12.55) (6.7) 398.2 被熱、煤付着

206 4036 S005 碁石（黒） B3　近代整地土 2.15 2.2 0.5 3.5

206 4037 S006 碁石か（白） B4　近代整地土 1.7 1.65 0.45 2.1

第 51 表　鼠多門調査区出土遺物　石製品観察表１
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図版
報告
番号

実測番
号

器種 材質
グリッド

遺構等・出土層位
最大長 
(cm)

最大幅 
(cm)

最大厚 
(cm)

重量 
(kg)

備　考

207 4038 S007
暗渠側溝の
蓋石か

凝灰岩 C2　石垣第 8段　裏込め (16.2) (12.8) 7.8 1.45 ツル痕・チョウナ痕残る、一部煤付着

207 4039 LS009 礎石 赤戸室石 D3　閉塞部南北アゼ (石垣第 2段裏 )　黒褐 34.9 25.9 14.1 1.6
底面も平滑に仕上げているので他の石
の上にのるものか、側面のうち、真っ
すぐに立っている面の調整が粗い

207 4040 LS010 不明 赤戸室石 D3　閉塞部南北アゼ (石垣第 2段裏 )　砂利、砂 23.1 24.9 15.0 8.5 上面・内面平滑、他はツル痕残る

208 4041 LS004 不明 赤戸室石 25.4 18.4 14.9 9.9 チョウナ痕残る

208 4042 LS110 側溝か 凝灰岩 C3　SD2　取り上げ⑰・⑦ 67.3 (28.1) 23.3 14.4
下部側面 -一部煤付着、正面 -表面摩耗、
左側面 -両端付近平滑、裏面 -全面煤
付着

208 4043 LS109
暗渠側溝の
蓋石か

凝灰岩 D3　SD2　取り上げ⑱ (35.0) (35.3) 8.55 6.35 ツル痕・チョウナ痕残る

209 4044 LS115 延石 青戸室石 C3　SD2　取り上げ⑧ 14.5 45.7 14.6 1.54 上面平滑、被熱か

209 4045 LS111 不明 青戸室石 C3　SD2　取り上げ⑨・⑩ 41.4 70.25 15.3 70.45
上面及び側面の上面側一部平滑で煤付
着、底面と側面にはツル痕が多く残る
被熱

210 4046 S129 不明 赤戸室石 C5　斜路北側溝 SD4　抜取り埋土　石 96 41.4 58.2 9.4 26.35 ツル痕、チョウナ痕残る

210 4047 LS121 不明 青戸室石 C5　斜路　SD9 34.5 51.5 13.0 19.2 一部被熱、ツル痕多く残る

211 4048 LS148 不明 凝灰岩 E4　SD16　近代埋土 (19.7) 15.4 8.7 2.76
上面及び側面の上面側一部平滑、ツル
痕、チョウナ痕残る

211 4049 LS113 門礎石 青戸室石 C2　門部№ 2 26.8 57.5 13.9 34.7
表面 -鉄錆付着、表面・両側面・背面
は褐色に変色、被熱か、裏面 -割面で
未調整

212 4050 S138 側溝 凝灰岩 D3　門背面　石材 1 40.5 (91.5) 24.0 23.65
ツル痕、チョウナ痕残るが、外側面は
平滑 
側面上端を丸く加工

213 4051 S132 側溝 凝灰岩 C3・D4　門背面№ 14 (42.3) (93.2) 21.5 17.0
ツル痕、チョウナ痕残るが、外側面は
平滑 
側面上端を丸く加工

213 4052 LS141 蓋石か 青戸室石 D3　門背面溜桝 (35.1) 37.5 9.1 16.85
平滑な面 -使用によるもの、中ほどが
凹んでいるので踏まれたものであろう

214 4053 LS008 側溝 凝灰岩 C3　北側門後柱撹乱内 (24.6) (58.9) 23.4 13.15
ツル痕、チョウナ痕残るが、外側面は
平滑 
側面上端を丸く加工

214 4054 LS145 不明 赤戸室石 C4　レンガ A・B2・Q 基礎 15.7 19.7 12.3 5.6
平滑に調整しているが、ツル痕、チョ
ウナ痕残る

214 4055 LS134 不明 凝灰岩 C4　レンガ・コンクリ基礎下 (15.5) 18.0 13.7 4.15
上面と側面 2か所は平滑、裏面と側面 1
か所はツル痕多く残る。6× 3ｃｍ程度
の刳り込みあり

215 4056 LS132 礎石か 坪野石 C4　レンガ・コンクリ基礎 A・B2・Q 下 16.7 (22.1) 14.5 9.55
上面と側面の上面側は平滑、他はツル
痕、チョウナ痕残る。上面に 3.4 ×
3.6cm、深さ 3.3cm の四角い窪みがある

215 4057 LS133 礎石 赤戸室石 C4　レンガ・コンクリ基礎下 (15.4) 15.6 13.5 4.6
上面と側面の上面側は平滑、他はツル
痕、チョウナ痕残る。上面に 4.5 ×
4.5cm、深さ 1.7cm の四角い窪みがある

215 4058 LS120 不明 赤戸室石 C4　レンガ・コンクリ基礎下 (21.0) 24.5 18.4 8.35 被熱、溶融鉛付着

215 4059 LS129 蓋石か 凝灰岩 C4　レンガ・コンクリ基礎下 15.0 (3.07) 8.0 3.6 ツル痕・チョウナ痕残る

216 4060 LS116 側溝 青戸室石 C4・5　斜路　黒・黄褐 41.4 48.6 23.4 42.4
底面と外側面はツル痕が多く残る。他
は平滑に調整している

216 4061 LS135 地覆石か 赤戸室石 C4・5　斜路　黒・黄褐 63.7 8.5 19.6 15.25
平滑に調整しているが、ツル痕、チョ
ウナ痕残る。底面はツル痕多く残る

217 4062 LS136 不明 赤戸室石 C4・5　斜路　黒・黄褐 (12.2) (30.7) 12.4 4.9 平滑に調整している

217 4063
LS108-

1
竈か 凝灰岩 C4　斜路　黒・黄褐 47.9 (39.2) (20.4) (25.55) 一部被熱

217 4064
LS108-

2
竈か 凝灰岩 C4　斜路　黒・黄褐 (19.3) (25.8) (18.9) (6.95) 一部被熱

218 4065 LS130 側溝 赤戸室石 C4・5　斜路　石 84・85・90 他　黒・黄褐 40.4 71.2 22.1 44.1
底面と外側面はツル痕が多く残る。他
は平滑に調整している

219 4066 S004 不明 凝灰岩 D2　斜路　暗褐灰 (13.9) (14.5) 6.3 0.84 内面ツル痕残る

219 4067 LS137 不明 C3　斜路北側法面検出 (32.7) 42.3 12.2 12.85
平滑に調整しているが、ツル痕、チョ
ウナ痕残る

219 4068 LS104 不明 赤戸室石 D3　南側法面 25.2 22.3 16.3 14.4 側面にツル痕少し残る

219 4069 LS105 不明 赤戸室石 D3　南側法面 26.0 22.4 16.2 14.6 端面にツル痕多く残る。チョウナ痕あり

220 4070 LS106 不明 赤戸室石 D3　南側法面 25.0 21.8 16.3 14.85
端面にツル痕多く残るが、上方は平滑
に調整している

220 4071 LS107 不明 赤戸室石 D3　南側法面 26.4 21.9 15.3 13.95
端面にツル痕多く残り、片方には刳り
込みがある

220 4072 LS138 敷石か 赤戸室石 閉塞石垣の後ろ (29.6) 37.8 8.4 11.85 磨滅している、一部被熱か

221 4073 LS119 地覆石か 赤戸室石 D3・4　番所階段　にぶい黄褐粘　H28 の 7 層 20.3 57.2 11.0 20.35 ツル痕、チョウナ痕残る

221 4074 LS140 敷石 赤戸室石 D3・4　番所階段　にぶい黄褐粘　H28 の 7 層 (53.2) 18.95 11.75 18.55

上面は磨滅している、片方の側面はかな
り磨滅が進んでいるので成形の痕跡は
ほぼ見えていない、下面はやや磨滅し
ているが調整成形の痕跡を残している

221 4075 LS142 樋受石 凝灰岩 D3・4　番所階段　灰黄褐粘 18.2 32.2 15.0 11.95 裏面は割面で細かい調整なし

222 4076 LS144 側溝 赤戸室石 D3・4　番所階段　灰黄褐粘 (20.6) 61.6 (21.1) 23.05
ツル痕、チョウナ痕残る。底面？に円
形の掘り込みあり

222 4077 LS101 石垣石 赤戸室石 斜路 69.8 32.0 22.1 63.65
側面部被熱により赤変 (M17 火災か )、
粗い調整、三角矢穴で割っている。ツ
ル痕の残る面にアスファルトで「𠆢キ」

223 4078 LS006 礎石 赤戸室石 斜路 51.8 21.3 17.5 27.85

アスファルトで「𠆢キ」のある面と隣
の面は、平滑に調整しているが、他は
ツル痕が強く残るか未調整、14 × 6cm、
深さ 1.3cm 程度の抉り有、煤付着

第 52 表　鼠多門調査区出土遺物　石製品観察表２
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図版
報告
番号

実測番
号

器種 材質
グリッド

遺構等・出土層位
最大長 
(cm)

最大幅 
(cm)

最大厚 
(cm)

重量 
(kg)

備　考

223 4079 LS007 礎石 赤戸室石 斜路 50.4 24.3 18.0 34.15

アスファルトで「𠆢キ」、正面から裏面
まで流れる、漆喰付着 
平滑に調整しているが、両端はほぼ未
調整、11.5 × 6.5cm、深さ 1.5cm 程度
の抉り有

224 4080 LS002 不明 赤戸室石 24.8 22.0 16.5 13.45
平滑に調整しているが、下面と両端面
にツル痕強く残る

224 4081 LS005 不明 赤戸室石 25.2 21.6 16.5 14.9
平滑に調整しているが、下面と両端面
にはツル痕残る

224 4082 LS123 礎石か 青戸室石 調査区一括 34.7 31.1 23.5 35.1 一部被熱、チョウナ痕残る

225 4083 LS102 礎石か 青戸室石 馬糧庫礎石 37.3 37.0 27.8 58.9

ツル痕・チョウナ痕残る、孔の周囲は平
滑。側面の大きな割れ面はザラザラし
ているので、新しい (馬糧庫転用時か )
ものか。底面は全体的に摩耗している

図版
報告
番号

実測
番号

器種 材質 種類
グリッド

遺構等・出土層位
最大長 
(cm)

最大幅 
(cm)

最大厚 
(cm)

重量 
(g)

色調
年代等
備　考

226 6001 G136 乳棒 ガラス その他 C4　斜路　縦断アゼ以南　1層 (6.6) 2.0 (1.9) 44.8 淡青緑
近世
上部欠

226 6002 G135 玉 ガラス その他 D4　番所階段　B・C層間炭層 1.5 1.6 (1.5) 7.1 淡青緑
上下面に折り取った
痕跡が見られる

226 6003 G137 瓶 ガラス その他 C5　遺構検出 6.9 3.4
口径 1.0 
底径 3.15

37.2 無色透明

20C
スクリュー栓、側面底
部付近に陽刻で「25」、
底面にも陽刻あり

図版
報告
番号

実測
番号 

器種
グリッド

出土層位・遺構等
最大長 
（㎝）

最大幅 
（㎝）

最大厚 
（㎝）

重量 
(g)

色調 
（外面）

色調 
（内部）

胎土
年代等
備　考

226 6004 D427 海鼠漆喰
B2　鼠多門と土蔵の間　4
M17 年の焼土等の整地土より下

15.05 5.7 2.7 12.5 灰 灰白 細砂多 近世

226 6005 D431 海鼠漆喰
B2　鼠多門と土蔵の間　3
M17 年の焼土等の整地土より下

11.1 5.9 3.15 100.0 灰 灰白 細砂多 近世

227 6006 D432 海鼠漆喰
B2　鼠多門と土蔵の間
M17 年の焼土面より下層

4.7 5.65 2.5 50.0 灰 灰白 細砂多 近世

227 6007 D425 海鼠漆喰 B2　馬糧庫内　近代整地土 (9.3) 7.8 2.9 94.4 灰 灰白 細砂多 近世

227 6008 D426 海鼠漆喰
E3　近代建物 SB01 西側掘方東壁
近代整地土

(6.2) 5.65 2.9 44.4 灰 灰白 細砂多 近世

図版
報告
番号

実測
番号 

器種 材質
グリッド

出土層位・遺構等
最大長 
（㎝）

最大幅 
（㎝）

最大厚 
（㎝）

重量 
(g)

色調
年代
備考

227 6009 D420 ボタン 磁器 側壁石垣（南）C類裏込め 1.15 1.15 0.25 0.4 白
近代
プロッサーボタン、4つ穴

227 6010 D423 ボタン 磁器 側壁石垣（南）C類裏込め 1.1 1.1 0.3 0.4 白
近代
プロッサーボタン、4つ穴

227 6011 D424 ボタン 磁器 D4　番所南東瓦溜北半 1.1 1.1 0.3 0.5 白
近代
プロッサーボタン、4つ穴、玉（15
個）で縁取り

227 6012 D419 ボタン 骨・貝
側壁石垣南東端
黄褐・黒褐

1.5 1.5 0.25 (0.1) 灰白
近代
5つ穴
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（６）レンガ

１）旧金沢陸軍監獄署のレンガ

旧金沢陸軍監獄署のレンガ基礎について、総数約
9,500点のレンガを取り上げ、このうち8,994点につ
いて、計測を行った。取り上げは列ごとに行ってい
る（第228図）。改修境を把握できたものは、確認以降
A1、A2のように分別した。旧監獄署は明治32年

（1899）に建築されており、特に範囲Aのレンガの多
くが当時のものと考えられるが、改修部分について
は、新規製作のレンガも使われた可能性がある。ま
た、レンガの観察では、平の様相が面により大きく
異なることを確認した。旧大阪府庁舎跡調査での分
類（市村2012）を参考にα面とβ面に分け報告する。
α面は比較的平滑で、整美な直角形状を呈す。β面
は、平滑さに欠け、表面が粗くなっており、横断面形
が若干盛り上がる。また、長辺端部付近に、「線状凹
み」と呼ばれる縦線がある。また、長手面に見られる
褶曲した皺はβ面を上にして、凸状・凹状と区別した
が、ほとんどが凸状であった。

文字資料（第230･231図）は９点出土している。
6013は非常に硬質に焼成されたレンガで、α面に朱
墨で「泉州堺　上等品」の記載がある。胎土分析で
は、他のレンガの要素と異なる点が多く、文字に従
えば、和泉国の堺周辺地域から搬入された可能性が
ある。長手には薄い朱墨があり判別が難しいが「七百四拾□（内ヵ）」の記載が推定される。6014はα面に
２字の文字がある。１文字目は「羽」であるが、２文字目は「場」の可能性があり、「羽場」という人名の
可能性がある。6015とも共通するが、字は黒色であるものの非常に細く、チョークのような固形状用具
で書いた可能性がある。6015はβ面に「松尾」の字があり、人名と推定される。6016には「三百」と数字
の墨書がある。6017はα面に刻書「吉田」がある。6018はα面に「木」が３文字あり「木林」又は「森」と
人名を記載していると考えられる、6019にも同じ文字がある。6020は、β面に「足羽郡　福井　□（やヵ）」
があり、α面に逆向きで「八木又治郎」と記載され、それぞれ生産地名と、製作者を示していると考えら
れる。6021はα面に「八木煉化」が記載される。さらに解読困難な１文字があり、「製」として「八木煉化
製」となる可能性がある。6020、6021は共通する「八木」により産地が同一と考えられる。足羽郡福井で
生産され、搬入された可能性が高い。なお、6021は角が全て面取りされ丁寧に成形される。

刻印資料（第231･232図）は、合計157点出土している。レンガ出土数の約２％になる。ほぼα面に施さ
れる。「IEI」と「×」（又は「十」）の２種類のみである。「IEI」は、屋号（社印）等と考えられるが、該当不明
のため、仮に「IEI」と表記して報告する。「IEI」は合計98点出土している。6022は刻印面（α面）にハケ工
具が押し込まれて、その痕跡が明瞭に残る。ハケ工具は水野（1999）の「撫で板」に相当するものと推定
される。6023は平（α面）と小口の２箇所に刻印がある希少な例である。6024は、α面に明瞭な刻印が観
察できる。「IEI」の「E」を縦にすると「山」に見えることから「一」「山」「一」の組み合わせの刻印である
可能性もある。6025はα面に刻印がある。6026～6029は「×」刻印である。合計59点出土している。「×」

第■図　レンガ基礎　全体図（S=1/200）
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は、岸和田レンガに特徴的にみられる刻印であるが、胎土分析では6013「泉州堺」レンガと共通点は多
くなく（第６章参照）、生産地の比定には検討を要する。6026はα面に刻印があるが、重ねた製品の一部
が溶着している。6027はα面に刻印があるが、製作時に強く押しすぎて刻印工具の基部が方形状の痕跡
となって残る。6028はα面に刻印がある。長手の縦方向（長軸）に、重ねたレンガの一部が溶着している。
反対側の長手は横（短軸）方向（２本置き）である。長手付着の目地材を元素マッピング分析した結果、セ
メント物質としてポルトランドセメントに漆喰も併用されたモルタルである可能性が高い、との所見
が出されている。6029は、長手の半円状の皺の向きから、β面に刻印があると判断される。β面の刻印
は少なく希少な例である。又、「線状凹み」もα面にある。長手の重ね焼きは、両面で方向が異なってい
る。刻印資料の出土傾向を第234図で示す。刻印資料は、範囲 A 北側に偏在しており、南側は改修１の
W1基礎内部における1点のみの出土。範囲A 北側と範囲A南側で建築の時期差があるのであろうか。た
だし改修境は未確認。

6030はβ面に斜行するカキ目が残る。旧大阪府庁舎跡の101・107に類似する特徴である。6031はα
面に波状のカキ目があり、旧神戸外国人居留地遺跡に出土例

（北山2012 図2の8）がある。6032はβ面に10条程度の縦方向の
圧痕が残る。6033はα面に径9.8㎝の円形の沈線がある。

今回報告のレンガには長手に弧状に褶曲した皺が顕著にみら
れる例があった（第229図6018）。型枠に粘土を押し込んだ際に
生じたものと推定され、調査区全体で約23％のレンガで観察で
きた。

その他、長手には、第229図6036・6029のように横方向や、割
合的には少ないが縦方向に色調の変化部分又は段差が生じてい
るものが確認できた。全体では約37％にあたる。方向別では、
横方向が圧倒的に多く、長手を井桁状に組んで焼成していたこ
とがわかる。

線状凹み（第233図）は、関西地方の手抜き成形レンガで特徴
的にみられる痕跡である。今回の調査でも、約1,600点弱、約18
％のレンガで見られた。ほとんどがβ面にある。6036～6043を
掲載する。6036には幅3～7mm、深さ1～3mm の凹みが長手か
ら約5mmのところを、長手とほぼ並行な形で存在する。6037の
凹みは幅が2mmと狭いが、V字に深く凹んでいる。6038の凹み
は、平の中央側が湾曲（断面形）し、縦方向の皺が多数みられ圧
痕の可能性がある。6039の凹みは中央に凸状の皺があり、圧痕
の可能性もある。6040は幅が3mm前後と細く、V字状の断面に
なる。ハケの方向が凹みを境に変わる。6041の凹みは、断面形
が6038と逆に、端部側が湾曲している。6042の凹みは、内部に
直行方向のハケ状工具痕がある。6043はβ面にあるハケの始点
が残っている貴重な資料である。ハケ工具痕の端部が凹んで、
凹線状にみえる。

第●図　レンガ出土位置・分布図

第●図　レンガに見られる痕跡
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第 229 図　レンガに見られる痕跡
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第●図　レンガ（文字）
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第 230 図　レンガ（文字）
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（1：5）0 30cm

第●図　レンガ（文字・刻印）
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第 231 図　レンガ（文字・刻印）
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（1：5）0 30cm

第●図　レンガ（刻印ほか）

実測図
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第 232 図　レンガ（刻印ほか）
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0 30cm（1:5） 

第●図　レンガ（線状凹み）

実測図
凹み部分拡大
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第 233 図　レンガ（線状凹み）
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２）尾山神社本殿の玉垣のレンガ

鼠多門に隣接する金谷出丸には、明治６年（1873）に尾山神社が建立される。同じ頃、本殿の周囲に塀
が設けられたとされる（「尾山神社誌」（1973）・「尾山神社神門保存修理工事報告書」（2003））。また同書
では金沢産のレンガが使用されたとの言い伝えが紹介される。平成30年10月に本殿屋根の工事等に伴
い、塀の一部を解体する工事が行われた。旧監獄署レンガとの比較検討のため、解体したレンガの内、そ
の一部について計測・観察を行った。計測に当たっては尾山神社・金沢市文化財保護課・松浦建設の協力
を得た。計測点数は119点（内、観察88点）である。

レンガ塀の積み方については、現況では南塀は外面が全て長手積み。内面は東端下部がイギリス積み
で、改修痕跡を境に東端上部が長手積みとなっている。東塀、北塀は、内外面ともイギリス積みとなっ
ている。よって、南塀の長手積み部分が新相を呈すと考えられる。神社誌によると、明治13年に南方の
レンガ塀が崩壊、明治14年に本殿後のレンガ塀が崩壊、との記事があり、雪害等による倒壊で、度々改
修を受けているものと考えられる。

6044には刻印状の凹みがあるが、意図的なものか不明確。6045の線状凹みは幅2mm前後でV字状に
施されている。6046は長手に褶曲した皺がある。これにより判明したβ面も平滑である。6048は長手
に横方向の重ね焼き痕が両面にある。２本と半分のレンガが重ねられている。

全体を通してみると、寸法は第234図のとおりである。南・東塀で差はほとんどない。旧監獄署資料と
比較して厚さは差がないが、長さ・幅が大きい。旧大阪府庁舎跡例でも明治初期のものは、大正期のもの
より長さが長く共通する。また、平にハケやナデ調整痕が観察でき、全て手抜き成形であることがわか
る。また、平は両面とも丁寧に、平滑に調整されており、α面とβ面の区別がつきにくく、これも庁舎跡
の明治初期のレンガと共通する。線状凹みは全体の約1割程度で確認された。長手の褶曲した皺はナデ
で消されているためか確認例は少数であった。長手に見られる重ね焼きは全体で38点、約５割の資料で
確認している。焼成は非常に良好かつ硬質で、全体の約８割が赤や暗赤褐色を呈す。同色のレンガは、
旧監獄署資料では約４割にとどまる。

目地材は、現況では東塀、南塀とも外面表層に厚さ3～5mm白色の化粧材が施されている。その内部
に灰色の目地材が充填されている。東塀の目地材について元素マッピング分析を行ったところ、白色の
ものは、漆喰モルタル、灰色のものはセメントモルタルとの結果が出されている。

３）レンガまとめ

旧監獄署・尾山神社レンガは、全て手抜き成形であった。機械抜き成形に見られる縮緬状の痕跡は確
認されなかった。

α面・β面で平を区別
したが、基本的には型枠
に粘土を詰め込む際の下
面がα面、上面がβ面と
考えられる。粘土を詰め
込んだ際、上部からの押
し込みで粘土下部が直方
体に近い形に仕上がると
想定され、α面の平滑さ
がこれに相当する。一方
上面は、はみ出た粘土を
切り取る際、表面が緩く

鼠多門・鼠多門橋

調査対象範囲」

鼠多門・鼠多門橋

調査対象範囲」南塀南塀

東塀東塀

尾山神社尾山神社

北塀 北塀 

(S=1/1,000)0 50m

第　図　尾山神社レンガ調査　位置図第 235 図　尾山神社レンガ調査　位置図（S=1/1000）
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波打つ事が想定され（北山2012）、β面の状況がこれに相当する。
粘土の詰め込みについては、A ～ C の方法等が想定されている。A は庁舎跡で確認されたもので、ま

ずL字又は凹字状に粘土を詰め、角や辺を押し込んだ後、凹んだ中央部を粘土で充填させるものである。
線状凹みは、粘土の接合部に対応するものがある（第232図）。Bは旧神戸外国人居留地遺跡（2011）で確
認されたもので、型枠内の中央部に原土を置き、最後に四隅に押し込んでいくものである。Cは塊状に
した原土を型枠に叩き込むものである（水野1999）。Aのように２段階で粘土を充填する方法は角や辺
に、しっかり粘土を押し込められるという利点がある。旧監獄署レンガの一部について断面観察したと
ころ、粘土の接合線が不明確なものが多かったが、6035のように凹状に粘土の詰め込みが確認できるも
の（A 方法）が10点確認できた。内６点は粘土の接合部が線状凹みに連続する。また6034のように凸状
な断面形をとるものもあり、B又はC方法に近い製作が窺える。粘土詰め込み方法も複数存在すること
が想定される。

線状凹みについては、①粘土の接合部（府庁舎跡）、②布圧痕（旧神戸外国人居留地遺跡）、③型枠を避
けて調整具を走らせた結果とする藤原（秋枝・藤原・杉本1999）などの考え方がある。旧監獄署資料では
①を少数確認した他、③の類例としては、6043のようにハケ調整の際、工具の端部が深く入った例があ
り、線状凹み資料の内約100点はこれと同類と確認した。しかし、線状凹みのほとんどが上面のβ面に
あることから、余分な粘土を切り取る際の工具痕の可能性もある。ただし、6038のように皺状のものは
圧痕の可能性があり、凹みの成因については複数あるものと推定される。

レンガ寸法の明治期から大正期にかけての大きな流れは、厚さが次第に増し、逆に長さ、幅を減じて
いく（水野1999）。明治初期のレンガを含む尾山神社資料の寸法はこの流れに合う。旧監獄署資料は改
修により逆にレンガが大型化している。ただし、線状凹みなどの要素は引き続き持っている。同じく大

第●図　レンガ（尾山神社）
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60446048 6049

第 236 図　尾山神社レンガ
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型のC5溜枡のレンガは、仕上げは丁寧でα面、β面が区別しにくい。
以上、尾山神社資料に関しては、明治初期レンガの特徴を持っており、今後、同時期資料との比較検討

により、評価していくべきと考えられる。旧監獄署資料は、多くの点で関西方面のレンガと関係が深い
ことを確認した。この点、監獄署が建築される前年の明治31年（1898）に、鉄道（北陸線）が金沢まで開通
したことが大きく関わっている可能性があり、今後の課題と考えられる。

　

色調　A：橙色、B：明赤褐色、C：赤、D：暗赤褐色　　 成形　手：手抜き成形　　平 ハケ　A：平の両面をハケ又はナデ調整
長手皺　凸：β面を上面にした状態での褶曲の方向　　　線状凹み　皺：皺状　線：線状
長手重ね焼き　縦：長軸方向　横：短軸方向　数字は重なっている本数　2 半は 2 本と半分　　　　　（　）は遺存値

図版
報告
番号

実測番号 遺構等・出土層位
最大長 
（cm）

最大幅 
（cm）

最大厚 
（cm）

重量 
(g)

色調 成形 平ﾊｹ 長手皺
線状
凹み

長手重
ね焼き

備　考

230 6013 ﾚﾝｶﾞ 5 C1 基礎 № 87 22.5 10.0 5.6 2540 D 手 A 凸
皺又
は線

横
朱墨「泉州堺　上等品」、「七百四拾□（内ヵ）」。
Β面に工具痕多数、長手正面、分析試料№ 2

230 6014 ﾚﾝｶﾞ 9 Q 基礎 № 138 22.6 11.2 5.6 2110 A 手 A 凸 線 横 「羽場」？。小口正面？

230 6015 ﾚﾝｶﾞ 3 W1 基礎 下から 5段目 22.0 10.8 5.5 1810 B 手 A - - 横 「松尾」、小口正面

230 6016 ﾚﾝｶﾞ 1 G 基礎 下から 2段目 22.4 11.1 5.9 2080 C 手 A - - - 墨書「三百」、墨痕、小口正面

230 6017 ﾚﾝｶﾞ 6 C1 基礎 下 1～ 2 № 59 23.0 11.5 5.5 2300 A 手 A - - 横 刻書「吉田」、小口正面

230 6018 ﾚﾝｶﾞ 4 W2 基礎 下から 2段目 22.7 11.5 5.6 2000 A 手 A 凸 - 横 2
刻書「木林」又は「森」、左利きの人が刻んだか。
小口正面

230 6019 ﾚﾝｶﾞ 7 C1 基礎 № 107 22.5 11.0 5.8 2150 D 手 A - - 横 刻書「木林」又は「森」。長手正面

231 6020 ﾚﾝｶﾞ 2 G 基礎　下から 1段目 22.2 10.9 5.4 2140 C 手 A 凸
皺又
は線

横 2
刻書「八木又治郎」「足羽郡　福井」、長手正面、
分析試料№ 1

231 6021 ﾚﾝｶﾞ 8 A2 基礎 № 257 22.6 11.1 5.5 2170 B 手 A 凸 線 横 刻書「八木煉化」。長手正面、分析試料№ 3

231 6022 ﾚﾝｶﾞ 13 C 基礎 下から 6段目 24.0 11.0 6.0 2410 C 手 A - - 有 刻印「IEI」、小口正面、B5・C5 ｸﾞﾘｯﾄﾞ

231 6023 ﾚﾝｶﾞ 10 C 基礎 下から 2段目 (18.1) 11.1 6.1 (1640) C 手 A - - 横
平と小口に刻印「IEI」、長手正面、分析試料
№ 4　B5・C5 ｸﾞﾘｯﾄﾞ

231 6024 ﾚﾝｶﾞ 21 C 基礎 下から 3段目 23.1 10.8 5.6 2238 B 手 A - - - 刻印「IEI」、長手正面、分析試料№ 5

231 6025 ﾚﾝｶﾞ 24 E 基礎 下から 4段目 23.4 11.0 6.3 2325 A 手 A - 線 横 刻印「IEI」、小口正面

232 6026 ﾚﾝｶﾞ 12 E 基礎 下から 5段目 22.0 10.1 5.9 1980 D 手 A - - 有 刻印「×」、長手正面？、B4・C4 ｸﾞﾘｯﾄﾞ

232 6027 ﾚﾝｶﾞ 11 B1 基礎 下から 3段目 22.5 11.2 5.8 2120 C 手 A - - -
刻印「×」、小口に墨痕、小口正面、分析試
料№ 6、C4・5 ｸﾞﾘｯﾄﾞ

232 6028 ﾚﾝｶﾞ 22 E 基礎 下から 5段目 21.3 9.7 5.2 - D 手 A 凸 - 縦・横
刻印「×」、目地材を分析、分析試料№ 10、
片側に溶着あり、小口正面

232 6029 ﾚﾝｶﾞ 23 E 基礎 下から 2段目 23.0 10.5 5.4 - C 手 A 凸 線 縦・横 刻印「×」、分析試料№ 7

232 6030 ﾚﾝｶﾞ 14 W2 基礎 下 1～ 2 № 211 22.2 10.7 5.5 2060 C 手 A - 線 横 2半 平に斜行の工具痕

232 6031 ﾚﾝｶﾞ 31 C1 基礎 下 1～ 2 № 101 22.4 10.9 5.8 2095 C 手 A - - 横 3 α面に波状の調整痕、小口正面？

232 6032 ﾚﾝｶﾞ 30 C1 基礎 下 1～ 2 № 66 22.0 10.9 5.7 2085 C 手 A - - 横 2 β面に幅広単位の圧痕？、小口正面

232 6033 ﾚﾝｶﾞ 32 S1 基礎 № 151 22.2 10.9 5.6 2150 B 手 A 凸 - 横 2半 円形の沈線有、小口正面

232 6034 ﾚﾝｶﾞ 35 区画 4 № 10 16.3 10.9 5.1 1385 B 手 A 凸 - - 横断面凸状、小口正面？

232 6035 ﾚﾝｶﾞ 34 W1 基礎 下 1～ 2 № 4 (12.4) 10.6 5.25 1065 C 手 A 凸 線 - 横断面凹状になっている、長手正面

233 6036 ﾚﾝｶﾞ 15 S1 基礎 下 1～ 2 № 138 22.2 10.8 5.6 2030 B 手 A 凸
圧
痕？

横 2半 長手正面

233 6037 ﾚﾝｶﾞ 18 W2 基礎　下 1～ 2 № 186 22.6 10.6 5.4 2160 D 手 A 凸
皺又
は線

有 長手正面

233 6038 ﾚﾝｶﾞ 17 W2 基礎 № 698 22.6 11.0 5.8 2135 A 手 A 凸
皺又
は線

横

233 6039 ﾚﾝｶﾞ 19 A1 基礎 № 292 22.8 11.1 5.6 2390 C 手 A - 皺 横 3 長手正面

233 6040 ﾚﾝｶﾞ 27 N 基礎 № 60 23.0 11.2 5.5 2000 B 手 A 凸 線 横 縦線を境にして刷毛の方向異なる、長手正面

233 6041 ﾚﾝｶﾞ 28 W2 基礎 下 1～ 2　№ 173 22.5 10.9 5.6 2025 B 手 A 凸 線 横 2 小口正面

233 6042 ﾚﾝｶﾞ 29 W2 基礎 № 678 22.4 10.9 5.6 2140 C 手 A 凸 線 横
線状凹みの中に横筋あり、2cm 以上の礫含む、
長手正面

233 6043 ﾚﾝｶﾞ 33 S1 基礎 № 116 22.0 10.7 5.5 1995 C 手 A - 線 横 工具痕端部が凹み、縦線状になる、小口正面

236 6044 ﾚﾝｶﾞ 16 尾山神社 南塀⑮ -19 23.1 11.0 5.5 2230 D 手 A 有 - - 分析試料№ 8　刻印状の凹みあり　「一」か

236 6045 ﾚﾝｶﾞ 20 尾山神社 東塀 10-9 内側 23.1 11.1 5.7 2155 C 手 A - 線 - 長手正面

236 6046 ﾚﾝｶﾞ 25 尾山神社 南塀④ 19 内側 23.5 11.4 5.7 2295 D 手 A - - - 長手正面

236 6047 ﾚﾝｶﾞ 26 尾山神社 東塀 11-6 外側 23.3 11.2 5.6 2200 C 手 A 凸 - - 長手正面　横断目は凸状の粘土詰め込みか

236 6048 ﾚﾝｶﾞ 40 尾山神社 東塀 6-4 内側 22.7 10.9 5.5 2185 C 手 A 凸 - 横 平に径 6mm 程度の円形の工具痕 2個あり

236 6049 ﾚﾝｶﾞ 39 尾山神社 東塀 13-7 外側 23.0 11.0 5.5 - C 手 A - 線 - 分析試料№ 9

第 59 表　レンガ観察表

第 58 表　レンガ総括表

列 点数 最大長 
（cm）

最大幅 
(cm)

最大厚  
(cm)

重量  
(g)

線状 
凹み （比率） 長手皺 （比率）

尾山神社 116 22.8 11.0 5.5 2213 9 ＊ 12% 5 ＊ 6%
範囲 A 5976 22.2 10.7 5.4 2272 1051 18% 1509 25%
改修１ 289 22.2 10.7 5.3 2374 37 13% 13 4%
改修２ 1325 22.4 10.9 5.4 2363 241 18% 196 15%

C5 溜枡 130 22.5 10.9 5.5 2484 26 20% 28 22%
旧監獄署全体 8994 22.2 10.7 5.4 2294 1588 18% 2044 23%

＊線状凹みは観察を行った 78 点中、長手皺は 89 点中の比率
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（７）腰瓦について

鼠多門等を写した明治初年の写真（第247図）を見ると、鼠多
門はもちろんのこと、その両脇にあった土蔵の壁面も海鼠壁
で、その間にあった二重塀もそうであった。

今回の調査では、海鼠壁に使用される「腰瓦」がまとまって
出土した。腰瓦は、斜路の埋土中からも出土しているが、近代
の瓦敷遺構や番所遺構の東側で検出した近代の土坑内に多量
に廃棄されていた。その腰瓦を観察したところ、破片が大きく、
被熱も受けていないことから、鼠多門が焼失する前に、鼠多門
や土蔵の海鼠壁から外され、瓦敷遺構として利用されたり、廃棄されたものと考えられる。

第60表は、未実測の腰瓦についてその四辺の中央に設けられている凹みを、第237図の中央凹分類表
に従ってその破片数と重量について計測したものである。参考に、実測した個体数を右端に示した。A
類が最も多く、続いてD類、C類、B類の順になる。実測した個体数についても同様な傾向がうかがえる。
未実測品の個体数は、破片数を単純に4で割った値である。両方を足すと477枚となる。腰瓦として分類
した重量は1,465kgで、384枚で割ると3.81kgとなるので腰瓦1枚の重量よりも若干重いが、ある程度量
が多く個体識別が難しい場合に、単純に重量を計測しても腰瓦のおよその枚数は求めることが可能と考
えられる。ちなみに477枚という数字は、鼠多門の復元に使用された1,290枚には足りない数量である。

A類やB類は、平面形状が半円形となり、断面の形状で類別しているものである。いずれも円筒形の
工具を使用して粘土を取り除くが、A類はその工具の先端部の痕跡が腰瓦に残る。B類はそれがみられ
ないという違いがある。C類は方形の工具を用いて粘土を取り除いているものとみられるが、方形状の
凹みの周囲がさらに円形に若干凹んでいるという特徴があり、調整が丁寧である。D類は粘土を取り除
くのではなく、先端の円いヘラ状の工具で凹みを作っている。丁寧さという観点から言えば、C類・A類、
B 類、D 類という順に生産年代を想定することもできる。消費年代ということで言えば、A ～ D 類のす
べてが、廃棄土坑内から一括で出土しているので、おそらく同時に使われていたとみられる。このこと
は、腰瓦の両面を使用しているものも確認できることからも言えそうで、日に当たらない部分は生産当
時の黒色の色を保っており、裏面を使用することで、新品と色調を合わせているものとみられる。

刻印についてみると、C 類として分類したものの中で、刻印が確認できるものについては、ほぼ例外
なく「堺」の刻印となっている。「堺」刻印の腰瓦が大阪の堺で生産されたものとすると、今回の計測値
では約20％を占め、ある時期大量に搬入されたものとみられ、成形・整形の丁寧さや再利用比率も高い
印象があるので、最初の鼠多門、土蔵、二重塀に使用された海鼠壁の腰瓦の一つと推定する。

今回の調査で出土した腰瓦のサイズについてもみてみると、大きく３つにわけることが可能である
（第237図）。いずれもほぼ正方形で、Lサイズは約31cm、Mサイズは約28.5cmは、Sサイズは約26cmで、

厚さは2cm前後となっている。海鼠漆喰の裏面には腰瓦と接合していた痕跡等が認められる。腰瓦の痕
跡と痕跡の間は、ちょうど目地になっていた箇所とみられ、3.5cmの幅を測る。明治初頭の写真から、鼠
多門の正面側の横方向に使用された腰瓦の数は69.5枚を数え、鼠多門の長さは22.483ｍであることか
ら、海鼠漆喰の間隔は32.4㎝となる。目地の幅を満たすMサイズの腰瓦が使用されていた可能性が高い。

調査では、海鼠壁の隅に使われた腰瓦も一定量出土している。現存している石川門や三十間長屋は、
隅に金属板が取り付けられているが、鼠多門や土蔵は腰瓦が覆い、柱が見えない大壁構造となっている。
宝暦9年（1759）の大火で焼失していないとされる鼠多門は、江戸前期の創建段階からの古い形態が残っ
たのかもしれない。ただし、C 類の凹みは、建物の隅に用いられた腰瓦には存在しない。創建の段階か
ら、凹みの種類は一つではなく混合していた可能性もある。

第 60 表　腰瓦計測表

分類 破片数 個体数 重量
（kg）

実測
個体数

A 550 138 159.770 26
B 227 57 54.867 17
C 337 85 79.226 18
D 408 102 121.118 30
E 3 1 0.674 1

その他 3 1 0.352 1
不明 9,011 1,049.518
総計 10,539 384 1,465.525 93



-301-

ᗏ㠃ࡀᖹࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟ࡽ
ͤ஧ḟㄪᩚࡴྵࡶࡢࡶࡿࡍ

ᗏ㠃ࢆᖹ࠸࡞ࡋ࡟ࡽ

ᗏ㠃ࡀᖹ࡟ࡽㄪᩚࡿ࠸࡚ࢀࡉ
࠸ከࡀ༳้ࡢሜࠖࠕͤ

ᑠᆺ࡛᩿㠃ࡣὸ࠸皿≧ࢆ࿊ࡿࡍ
ᖹ㠃ᙧ≧࡛⣽ศ࡛ࠊࡀࡿࡁ௒ᅇࡣぢ㏦ࠋࡿ࠸࡚ࡗ

෇ᙧࡣ࠸ࡿ࠶᪉ᙧࡢᏍࠊഃ⦕࡛
ࡿࡼ࡟୰ኸࡃ࡞ࡣ

ୖグ࡟ᙜ࡚࠸࡞ࡽࡲࡣ≉Ṧࡢࡶ࡞

᪉ᙧพ

෇ᙧพ

෇ᙧพ

⦪㛗พ

෇ᙧ㈏㏻
㸦௬⛠㸧

⭜⎰ഃ㎶୰ኸพ㒊ศ㢮⾲

特　徴大分類（平面系）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

௚ࡢࡑ

小分類（断面形）

E
C

B

D
A

A･B

6㎝

3.5㎝

海鼠漆喰の当たっていた範囲

※隅部に使われていた腰瓦。縦幅は27.5㎝でMサイズに近い。

隅部の腰瓦

海鼠漆喰の裏面

28.2×28.2 ㎝　厚さ 1.9㎝

25.9×26.1㎝　厚さ 1.8 ㎝

28.8×28.8 ㎝　厚さ 2.0㎝ 縦：27.5㎝　横：29.7　縦：15.4cm　厚さ 2.0㎝

30.5×30.7 ㎝　厚さ 2.3㎝

30.8×30.8 ㎝　厚さ 2.1㎝

Lサイズ Mサイズ Sサイズ

図のスケールはすべて S=1/8

2139_T103

2034_T105

2144_T106

2196_T108

2002_T005

2096_T231

第 237 図　腰瓦の凹みの分類とサイズ
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（８）土管

前節で明治32年に建設された監獄署建物等に付随する排水遺構として、排水枡と土管があったこと
を報告した。土管については、完形で出土したもの18本を取り上げ、その一部について写真計測を実施
した。その成果についてここで報告する。

取り上げた18本のうち10本は、鼠多門の開口部を塞いだ、閉塞石垣上部から城外に配水していたもの
で、枡1の方へ向かって組み合わさって検出したものである。残る8本は、枡6から北方向に延びていた
もの4本、東南方向2本、西北1本、西南1本となっている。

枡1に延びていた土管10本のうち4本について、オルソ写真を作成した。1は写真計測から実測図も併
せて作成した（第238図1～4）。枡6に接続していた土管については、北方向に延びていたもの2本（第238
図6・7）と東南方向に延びていた1本についてオルソ写真を作成し掲載した。

枡1に延びていた10本については、常滑産と考えられる。いずれも全面施釉されているが、受口部と
差込部が組み合わさる内面の平坦部については、釉が薄いか掛けられていない。受口部と差込部にはモ
ルタルが残っているものもみられた。枡6から延びているものについては、今回示した5は釉調と形態等
から常滑産とみられるが、6・7などと残る5本については、常滑以外の産地の可能性もある。

釉については、1～４でも違うように見えるが、焼成温度の微妙な違いによって、釉がしっかり溶けて
いれば3のような艶のある赤銅色になるが、溶けが悪ければ1のような褐色になるものとみられる。釉薬
はベンガラに炭酸鉛を混合したもので、鉛を混ぜることによって溶ける温度が下がるので、土管の内側
に用いられたのだという（柿田1994）。鉛が混ぜられているかは不明だが、色調から言えば、いわゆる鉄
釉ということになる。ほかの6本についてもほぼ同じである。枡6に接続する土管もおおむね同じよう
な釉だが、6はどれよりも艶があり違うかもしれない。受口部の上端に重ね焼きの痕跡が見られるなど、
少し異なる。2～４は受け口の上端面に刻印があり、それぞれ2は「￢キ」の下に「イ」、3は「￢キ」の下に

「ロ」、4は「○」のなかに不明であるが文字を入れている。
実測図を作成した1については、受口の外側は28.5㎝、内側は23cmを測る。長さは66.7㎝を測り、受口

部は縦方向に6.2㎝を測る。差込口の直径は20.4㎝を測る。受口内面と下の差込口には「くし目」が8本
入れられている。くし目の全体の幅は4.2㎝となっている。差込口の下端から上に32.4㎝の箇所に接合
痕跡が見られる。これは2本の筒をその部分で接合した痕跡で、タタラ作りといわれる。

その方法は、タタラ粘土板を内型に巻いて筒状にし、ある程度乾燥させたのちに2本を重ねて接合す
るものである（内藤2006）。1～4の土管の外面には、対角に縦方向の接合痕跡が残るので、タタラ粘土板
を２枚使用して、内型に巻いて筒を作ったと考えられる。この痕跡は、差込口から受け口の方までほぼ
繋がるので、接合痕跡を目当てとして合わせているようにも見える。内側は幅の広い工具で円を描くよ
うに調整をしてあり、内型の痕跡はよく分からない。外側にはヘラ状工具を使って縦方向に整形を行っ
ている。これらの特徴は、枡1に延びていた10本で共通する。受け口の大きさも外側を測ると28.2～29.9
㎝となりばらつきが少ない。長さは63.7～66.9㎝となっている。枡6に接続するものについては、上下の
接合痕跡もタタラ板の接合痕跡も分からない。別の方法で作っている可能性もある（内藤2006）。長さ
に関しては、5の59㎝を除けば64.1～65.7㎝と枡1に延びる10本とほぼ変わりない。受口部の口径が16～
21.1㎝、差込口の口径が15～18.2㎝と若干小さい。

枡1に延びていた10本については、「くし目」が上部の受け口の内側と下部の差し口の外側に付けられ
ている。「くし目」は、土管の接合部分の接着を良くするために入れられたもので、出土した土管の中に
は受け口の部分にモルタルが残っているものもある。枡6に接続するものには5のみにみられる。
「くし目」が常滑製品に付けられるようになったのは、明治20年頃のこととされ（柿田1994）、土管の

設置が明治32年以降と推定できるので、それとも合致する。
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斜路埋土上位層で検出された、枡１から玉泉院丸西面石垣外へ排水のため使用された土管
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第 238 図　土管オルソ写真等
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（９）算用数字染付磁器について

金沢城玉泉院丸庭園整備に伴う広場整備において、平成25年3月に植栽工事に伴う立会調査を実施し
た。その際、染付で算用数字を書いた磁器碗・皿が多量に出土した。工事では重機を用いて、地表面から
約90㎝程度掘削したが、遺物はもう少し上位のレベルから掘削土と共に出土している。掘削停止した面
では、遺物を多量に含む円形プランの土坑が確認できたことから、さらに下方に遺構が延びると想定さ
れたが、必要以上の掘削は行わず立会調査を終了した。遺物の出土状況は、同一器種を重ねて口縁部を
上にした状態であった。壊れて廃棄されたというよりは、使用しなくなったので廃棄したのではないか
と思われる。遺物の出土地点を図面上に落としたのが第239図となる。これは、現況図に明治15年に設
置された旧金沢陸軍監獄署の建物の位置を入れたものである。出土した地点は、建物の前面ないし下に
なることから、監獄署設置以前に廃棄したものではないかとみている。

算用数字を入れた磁器の碗・皿は、金沢城跡では染付のほかに、赤や青で上絵付をするものも存在す
る（第240図）。立会調査で出土した磁器は、8・12・14・15の碗については青の上絵付となるが、そのほか
は染付で、6・23については染付が流れていることから、生掛けではないかと推測している。

算用数字が入れられている碗・皿で、染付・上絵付ともに主体となるのは、外面と内面に圏線を入れ、
それを1～3本1組の縦線で三分割し、その区画の中に1～4の算用数字1種類を入れるものである。見込
みの文様は、あるものとないものがある。今回報告しているものは、縦線1本では1～4、縦線2本では1～
3、縦線3本では4の組み合わせになっている。この組み合わせが意図しているところはまだよく分かっ
ていないが、明治の軍制では1大隊は4中隊からなるので、それを表している可能性もある。

出土した碗・皿についてその形態をみると、碗は口縁端部が外反する端反り形で、高台は削り出しに
よる輪高台となっている。高台のどの部分が設置するかで分類すると、外端接地するものが1～5、内端
接地するものが15となり、それ以外は外端で設置するか内端で設置するかは顕著ではない。高台内を高
く削っているものは12～15で、それ以外は高台の内も外もほぼ同じ高さとなっている。

皿は一タイプで、いずれも体部から口縁部にかけてまっすぐに立ち上がり、口縁端部も外反しない。
高台は削り出しによる幅広の輪高台で、外端が接地する。高台の内側は施釉されている。

それぞれの大きさについては、碗は口径が10.4～11.8cm、底径が4.4～5.0cm、器高が5.3～6.0cmを測
る。皿は、口径が14.0～14.8cm、底径が6.4～7.4cm、器高が3.3～3.9cm を測る。碗も皿も規格がほぼそ
ろっている。産地はおそらく在地産で再興九谷と推定したが、確証はなく今後の課題である。

鼠多門調査区では斜路埋土から、第240図のような高台内に算用数字を入れるものが出土している。
1216は皿で、体部外面に縦方向の区画はあるが、算用数字が入っていない。1139・1140には体部外面に
何も入っていない。斜路埋土は明治17年の鼠多門焼失直後のものと考えている。斜路埋土の直上ない
し、それ以後の遺構からは第240図下段のような瀬戸・美濃製品に赤を上絵付するものは出土している。
斜路埋土中からも、上絵付をされていない瀬戸・美濃製品の碗・皿は多く出土している。立会調査で出土
したものにも29や図化していないが碗の口縁部が出土している。

瀬戸・美濃製品に赤上絵付したものから、染付で算用数字を書くものへ変わると考えているが、鼠多
門調査区の出土状況から、染付の方が古い可能性も想定しておきたい。二ノ丸菱櫓の調査では、染付製
品で焼けた破片が１点出土している（石川県金沢城調査研究所2012b）ので、少なくとも染付をした製品
は二ノ丸御殿が焼失した明治14年までには出現している。見込み中央に「○」が染付されており、今回
報告した12と同じである。旧陸軍の部隊が置かれた城は多いが、算用数字を染付ないし上絵付した事例
はほとんどなく、当時の本部である名古屋城での出土も知られていないことから、算用数字の意味する
ところを含めて今後の検討課題である。金沢では墓所の調査で、縦線3本で2を赤上絵付した瀬戸・美濃
の皿が出土している（石川県教育委員会・（公財）石川県埋蔵文化財センター2017）。



-305-

数字染付磁器
出土地点

鼠多門

調査範囲

（1：400） 20m0

明治15年に建設された旧陸軍監獄署建物

※「金沢営所監獄署配置二百分一ノ図」『金沢営所監獄署事務所内倉庫ニ棚
取設之儀ニ付伺（陸軍省大日記）』（防衛研究所戦史研究センター蔵）に描
かれている監獄署建物の一部を鼠多門整備後の平面図にスケールを合わせて
トレースしたもの。
　鼠多門については描かれていないが、明治17年に焼失するまで第七連隊の
倉庫や囚徒作業所として使用されていた。

第 239 図　算用数字染付磁器出土地点（S=1/400)
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斜路埋土から出土した算用数字を上絵付ないし染付した磁器

玉泉院丸庭園調査で　色紙短冊積石垣前面から

出土した算用数字を上絵付ないし染付した磁器

（石川県金沢城調査研究所 2018d から転載）

玉泉院丸広場植栽工事 算用数字染付磁器出土状況

玉泉院丸広場植栽立会調査状況及び算用数字磁器

1216_B076

1140_B1001139_B138

201204-B019　P055

201204-B023　P037
201106-B023　P038201106-B019　P039

201106-B011　P057

0 30cm（1:6） 

第 240 図　玉泉院丸から出土した算用数字を上絵付ないし染付した磁器
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4_B427

14_B423

3_B4182_B416

11_B422

15_B420

9_B425

10_B424

1_B419

5_B417

6_B426

13_B44212_B430

7_B429

8_B441

第㸯図　軍隊茶碗　碗

0 15cm（1:3） 

第 241 図　算用数字染付磁器１
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20_B433

18_B432

16_B436

19_B440

21_B439

22_B445

17_B444

第３図　数字染付磁器　皿

0 15cm（1:3） 

第 242 図　算用数字染付磁器２
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30_B438

26_B431

23_B421

28_B435

29_B428

25_B434
24_B437

27_B443

第４　図　軍隊茶碗　皿

0 15cm（1:3） 

第 243 図　算用数字染付磁器３
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4_B427

14_B423

3_B4182_B416

11_B422

15_B420

9_B425

10_B424

1_B419

5_B417

6_B426

13_B44212_B430

7_B429

8_B441

第２図　軍隊茶碗　碗第 244 図　算用数字染付磁器４
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4_B427

14_B423

3_B4182_B416

11_B422

15_B420

9_B425

10_B424

1_B419

5_B417

6_B426

13_B44212_B430

7_B429

8_B441

第２図　軍隊茶碗　碗第 244 図　算用数字染付磁器４

30_B438

20_B433

26_B431

23_B421

18_B432

16_B436

28_B435

29_B428

25_B434

24_B437

19_B440

21_B439

22_B445

27_B443

17_B444

第 5図　数字染付磁器　皿
第 245 図　算用数字染付磁器５
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図版
報告
番号

実測
番号 

器種
口径 
（㎝）

底径 
（㎝）

器高 
（㎝）

遺存 
（口） 
＊ /12

遺存 
（底） 
＊ /12

成形・
整形

釉調 装飾等
胎　土
色調等

形状
特徴

産地　年代等　備考

241･
244

1 B419 碗 10.6 4.5 5.6 1 12 ロクロ 透明 染付
堅緻
白

端反
形、輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 6条、縦線 2本 1組、算用数字「1」 
内面：圏線 3条、見込み文

241･
244

2 B416 碗 11.2 4.6 5.6 1 9 ロクロ 透明 染付
堅緻
灰白

端反
形、輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 6条、縦線 2本 1組、算用数字「2」 
内面：圏線 3条

241･
244

3 B418 碗 11.0 4.4 5.9 8 12 ロクロ 透明 染付
堅緻
白

端反
形、輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 6条、縦線 2本 1組、算用数字「3」 
内面：圏線 3条　畳付き砂付着

241･
244

4 B427 碗 11.6 5.0 5.6 1 6 ロクロ 透明 染付
堅緻
白

端反
形、輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 4条、縦線 3本 1組、算用数字「4」 
内面：圏線 3条、見込み鳥文か

241･
244

5 B417 碗 11.8 5.0 5.9 2 12 ロクロ 透明 染付
緻密
灰白

端反
形、輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 5条、縦線 1本 1組、算用数字「2」 
内面：圏線 3条、見込み鳥？文、ハリ目跡 5ヵ所

241･
244

6 B426 碗 11.6 5.0 5.6 3 8 ロクロ 透明
染付

（生掛
け）

緻密
白

端反
形、輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 4条、縦線 1本 1組、算用数字「3」 
内面：圏線 3条、見込み文、ハリ目跡 3ヵ所残

241･
244

7 B429 碗 4.8 (3.7) 12 ロクロ
透明、
白濁

染付
緻密
灰白

輪高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 3条残、縦線 1本 1組、算用数字「2」か 
内面：圏線 2条残、見込み円文、降灰 
畳付き目跡 3ヵ所、被熱か

241･
244

8 B441 碗 11.8 4.4 6.0 1 7 ロクロ
透明、
貫入有

上絵
（青）

堅緻
白

端反
形、輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 4条、縦線 1本 1組、算用数字不明 
内面：圏線 3条

241･
244

9 B425 碗 11.2 4.8 5.7 7 12 ロクロ 透明 染付
堅緻
白

端反
形、輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 4条、縦線 2本 1組、算用数字「3」 
内面：圏線 3条、見込み文

241･
244

10 B424 碗 11.2 4.8 5.5 1 4 ロクロ 透明 染付
堅緻
白

端反
形、輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 4条、縦不明、算用数字「1」か 
内面：圏線 3条、見込み文

241･
244

11 B422 碗 11.2 4.6 5.6 1 12 ロクロ 透明
堅緻
白

端反
形、輪
高台

再興九谷？　19C 末

241･
244

12 B430 碗 4.4 (3.4) 12 ロクロ 透明
上絵
（青）

堅緻
灰白

輪高台
再興九谷？　19C 末
外面：圏線 3条残、縦線 1本 1組 
内面：圏線 2条残、見込み円文

241･
244

13 B442 碗 10.8 4.4 6.0 1 以下 12 ロクロ
透明、
ピンホ
ール有

染付
堅緻
白

端反
形、輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 5条、縦線 2本 1組、算用数字「3」か 
内面：圏線 3条　畳付き砂付着

241･
244

14 B423 碗 10.8 4.8 5.9 2 12 ロクロ 透明
上絵
（青）

緻密、空
隙有
灰白

端反
形、輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 5条、縦線 2本 1組、算用数字「1」 
内面：圏線 3条、見込み円文

241･
244

15 B420 碗 10.4 4.4 5.3 5 12 ロクロ 透明
上絵
（青）

緻密
灰白

端反
形、輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 2条、縦線 2本 1組、算用数字「3」 
見込みハリ目跡 3ヵ所、焼成やや不良

242･
245

16 B436 皿 14.4 7.4 3.9 2 7 ロクロ 透明 染付
細かい空
隙有
灰白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 4条、縦線 1本 1組、算用数字「1」 
内面：圏線 3条、見込み文
口唇部釉剥ぎか、畳付きに削り痕

242･
245

17 B444 皿 6.6 (2.1) 12 ロクロ
透明、
貫入有

染付 緻密
白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 3 条残、縦線 1本 1組、算用「2」 
内面：圏線 2条残　畳付きに削り痕

242･
245

18 B432 皿 14.2 7.3 3.3 5 8 ロクロ 透明 染付
堅緻
白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 4条、縦線 1本 1組、算用数字「4」か 
内面：圏線 3条、見込み文　口唇部釉剥ぎか

242･
245

19 B440 皿 14.8 7.2 3.6 1 8 ロクロ
透明、
貫入有

染付
細かい空
隙有
灰白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 4条、縦線 1本 1組、算用数字「4」 
内面：圏線 3条、見込み文　口唇部釉剥ぎか

242･
245

20 B433 皿 14.0 6.8 3.8 2 5 ロクロ 透明 染付
堅緻
白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 4条、縦線 1本 1組、算用数字「4」 
内面：圏線 3条、見込み文　口唇部釉剥ぎか

242･
245

21 B439 皿 14.8 7.2 3.7 1 6 ロクロ
透明、
貫入有

染付
緻密
灰白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 4条、縦線 1本 1組、算用数字「2」か 
内面：圏線 3条、見込み文

242･
245

22 B445 皿 6.6 (1.2) 8 ロクロ
透明、
貫入有

染付
堅緻
白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 2条残、縦線 1本 1組、算用数字「2」か 
内面：圏線 2条残、見込み鳥文

243･
245

23 B421 皿 14.4 6.6 3.5 5 7 ロクロ 透明
染付

（生掛
け）

堅緻
白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 3条、縦線 2本 1組、算用数字「2」 
内面：圏線 3条、見込み鳥文

243･
245

24 B437 皿 14.4 6.8 3.8 2 4 ロクロ 透明 染付
緻密
白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 4条、縦線 2本 1組、算用数字「3」 
内面：圏線 3条　口唇部釉剥ぎか

243･
245

25 B434 皿 14.2 7.2 3.7 2 7 ロクロ
透明、
貫入有

染付
緻密
灰白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 6条、縦線 2本 1組、算用数字「4」 
内面：圏線 3条、見込み鳥文　口唇部釉剥ぎか

243･
245

26 B431 皿 14.4 6.8 3.6 3 5 ロクロ 透明 染付
緻密
灰白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 3条、縦線 2本 1組、算用数字「4」 
内面：圏線 3条、見込み文

243･
245

27 B443 皿 6.4 (2.0) 12 ロクロ 透明
染付
（黒）

堅緻
白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 3条残、縦線 3本 1組、算用数字不明 
内面：圏線 2条残

243･
245

28 B435 皿 14.4 7.2 3.6 2 5 ロクロ 透明 染付
堅緻
白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
外面：圏線 4条、算用数字「3」、縦線不明 
内面：圏線 3条　口唇部釉剥ぎか

243･
245

29 B428 皿 5.4 (2.2) 5 ロクロ 透明 染付
堅緻
白

蛇の目
凹型高
台

瀬戸・美濃　19C 末

243･
245

30 B438 皿 14.4 7.2 3.8 1 5 ロクロ 透明
空隙有
灰白

幅広輪
高台

再興九谷？　19C 末
見込みハリ目跡 2ヵ所残

第 61 表　玉泉院丸広場整備立会調査出土遺物　算用数字染付磁器観察表
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